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　いつか大人おとなになったとき……。

　さくら荘で過ごした日々を思い出して、何を思うんだろう。

　みんなバカだったなあって呆あきれるのかな。

　それとも、賑にぎやかで楽しかった日々を懐なつかしく思うのかな。

　その両方なら、言うことない。

　なんたって、ここでの毎日は、ほんとに最高だったから。
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　　　　１




　その日、神かん田だ空そら太たは妙みような息苦しさを感じて目を覚ました。

　薄うつすらとまぶたを開く。白くて肉付きのいいぷっくりしたふくらみが、朝のまどろみの中に霞かすんで見えた。

「……ひかり、またお前か？」

　猫だと思って無む造ぞう作さに押しのけようとすると、

「んむ……」

　と、嫌いやがるような声音が耳元を撫なでてきた。それは、どこからどう聞いても、白猫のひかりがもらした鳴なき声ではない。

　手で押した感触も、猫の毛並とは似ても似つかなかった。ぷにっとした柔やわ肌はだのぬくもり。獣けもの特有のにおいもしない。熱を帯びた甘い香りが、鼻び孔こうをくすぐる。

　眠たいまぶたをこすりながら、空太は自分の置かれた状況を確認した。

　ここは、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こう……通称スイコーの学生寮りようであるさくら荘そうだ。学校の問題児を集めた特別な寮。空太は拾った猫ねこを一般寮で飼っているのがばれて、一年の夏に島流しにされた。あれよあれよと月日は流れ、今はもう三年の秋。晴れの日も、雨の日も、空太の一日は、この六畳じよう一間……さくら荘の１０１号室で目覚めるところからスタートしていた。

　そして、今日も例にもれることなく、空太は自室のベッドで新しい朝を迎えている。

　ただ、慣れ親しんだいつもの朝とは様子が違う。だいたいは、十匹に増えた猫たちに朝ごはんを強ね請だられて目を覚ましていた。顔を踏まれたり、顔にお尻しりを押し付けられたり、顔を猫パンチの練習台にされたりして、「俺の青春、むごすぎるな」と口にするのが定番だった。

　けど、今、空太の視界に映っているのは、十匹の猫たちではない。女の子の白い素肌だ。感じているのは、その女の子の体温。

「……」

　すぐには言葉が出てこない。

「んっ……」

　代わりに、隣となりで寝ている女の子がくぐもった声をもらした。

　枕に半分顔を埋めている彼女の名前は椎しい名なましろ。さくら荘２０２号室の住人。天才画家として世界から注目されていながら、去年の春、漫まん画が家かになるためにイギリスから日本へとやってきた。今では見事にデビューを飾り、月刊の少女漫画誌で連れん載さいを持っている。最近は人気も上昇中らしい。

　どこか浮世離れした繊せん細さいな雰ふん囲い気きの持ち主。壊こわれ物のように儚はかなげで、どこに行っても人目を惹ひきつける不ふ思し議ぎな存在感がある。学校でもかわいいと評判だ。

　そのましろが空そら太たの部屋で寝ているのは、ふたりがお付き合いをしているから。

「俺の青春……こわいくらいに充実してるな」

　けれど、付き合い出してから今日という朝を迎むかえるまでの道のりは、決して平へい坦たんなものではなかった。長く険けわしい戦いの軌き跡せきがあったのだ……。

　二度目のキスをした水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくのオープンキャンパス当日……勢いで、その先まで行ける雰ふん囲い気きに一度はなったものの、ちょっとした邪じや魔まが入って一線を越えるには至らなかった。ましろに「今日はもうダメ」と拒否されてしまい、あのときからおあずけの日々はスタートしたのだ。

　一度スイッチがオンになると、下心というやつはなかなか理性で抑おさえ込むことができない。部屋でましろとふたりきりになると、どうしてもそのことを意識してしまう。

　そうした空太の態度はましろにも伝わっていたようで、空太がなけなしの勇気を振ふり絞しぼって手を握にぎれば、

「空太、目がこわいわ」

　と言われた。

　思い切って肩を抱き寄せれば、

「空太、鼻息が荒いわ」

　と指摘された。

　いい雰囲気になってキスをすれば、

「空太、今日はキスだけよ」

　とたしなめられてきたのだ。

「空太、わたしの体が目当てだったのね」

　などと言われて、むっとされたこともある。

「空太、したいだけなのね」

　最終的にはそんな言葉でトドメを刺さされる始末。一体どこで覚えてきたのだろうか。たぶん、イギリス時代からの友人であるリタに吹き込まれたのだろう。

　気が付けば、オープンキャンパスの日以来、一ヵ月もの間、空太は空から振りの日々を続けていた。

　こうなると色々な感覚が麻ま痺ひしてきて、もはや、どうすればいいのかなんてまったくわからなくなる。だから、昨日だって勝算があったわけじゃない。夜遅くにましろが部屋にやってくるのも、特別なことではなかった。

　ベッドの上でゲーム制作のスケジュール表をチェックする空太の隣となりで、ましろはクロッキー帳にネームを描いていた。触れ合う肩と肩。時間の経過と共に、ましろが体重を預けてきて、空太の脳は作業どころではなくなっていった。

「あのさ、ましろ」

「なに？」

「そんなに密着されると、もっと密着したくなる」

「……」

　何を思ったのか、ましろはおもむろに立ち上がると、疑問の表情を浮かべた空そら太たの足の間に無理やり体をねじ込んできた。さっきまでは横に並んでいた空太とましろだが、今度は縦たてに並んでいる。ボブスレイ状態だ。

「あの～、ましろさん？」

「なに？」

　気にした様子もなく、ましろはネーム作業に戻もどっている。しかも、完全に空太を背もたれにして……。

「どうしてこうなった？」

「もっと密着してあげた」

　何もわかっていない無む邪じや気きな顔で、ましろが肩越しに振ふり向く。ふわりと揺ゆれた髪の毛は、いい香りがした。本能が刺激される。

「もう無理！」

　これ以上我慢などできるわけもなく、空太はましろの細いウエストに両手を回して、後ろからぎゅっと抱き締しめた。

「空太」

「なんですか？」

「……ダメ」

　ましろの声は、かすかに羞しゆう恥ちに染まっている。

「ダメよ」

「俺の方が、もうダメになりそうです！」

「今日はダメ」

「なんで？」

「パンツ……かわいくないからダメ」

　恥ずかしそうにましろが視線を逸そらす。

「大丈夫だって！」

「まだお風ふ呂ろも入ってないからダメ」

「よし、風呂入ってパンツをはき替えればいいんだな？」

「空太、必死ね」

「悪いか！」

　ここまできたらやけくそだ。

「……」

　閉じたクロッキー帳を、ましろは胸に抱いていた。後ろから覗のぞき込んだ横顔は、少し迷っているように思える。

「そんなにしたいの？」

「もちろん！」

「したいだけなの？」

「そ、そんなわけないだろ！　お、俺はましろが好きだからそう思うのであってだな！　断じてその、ただ、そういう行為をしたいという話じゃないからな！」

　弁解にも熱が入る。本当に必死だ。無ぶ様ざまなほどに必死だった。

「……」

　対するましろの視線は冷ややかなものだ。

「お、俺はましろが大好きです！」

「体が？」

「全部だ、全部！　俺はましろの全部が大好きなの！」

「ほんとに？」

「ほんとです！」

「……」

　明らかに何かを待っている顔。

「……」

　上目遣づかいで見つめてくる。たぶん、もう一度言ってほしいのだ。

「俺はましろのことがほんとに大好きです」

　ゆっくりと、そして、はっきりと気持ちを込めて言葉にする。

「……うん」

　少し照れたように、ましろは笑っていた。

「空そら太た、離して」

「え？」

「お風ふ呂ろ入ってくる」

　小声でそう告つげると、ましろは小走りで部屋を出て行った。

　そうしたやり取りを乗り越えた結果、空太はようやくましろと一いつ緒しよの朝を迎むかえることができたのだ。この一ヵ月ほどで、一生分の恥をかいたんじゃないだろうか。特に、昨日の晩のことを思い返すと、自分のかっこ悪さに乾かわいた笑みがもれる。

　けど、それもすぐに忘れることができた。今、同じベッドにましろが寝ているのだ。

「すぅ……」

　穏おだやかな寝息を立てるましろの両腕は、空太の首にしがみ付くように回されている。しかも、体を丸めているせいで、頭を胸に抱かかえ込まれるような体勢になっていた。おかげで頰ほおに触れそうな距離に、やわらかいふくらみがある。

　このままでは、朝から興奮が抑おさえられなくなってしまいそうだ。

　空そら太たは首に回された両手を解ほどいていくことにした。

　すると、穏おだやかだったましろの寝顔に少し力が入る。

「むぅ……」

　不満そうに眉まゆ根ねは寄っていた。

　一度は引き剝はがしたましろの腕が、暖を求めて空太へと伸びてくる。

「寒いわ」

　ましろが寝ぼけた声で訴うつたえてきた。

「お前があられもない姿すがたで寝ているせいだろ」

　起こすつもりで、擦すり寄ってくるましろの額ひたいを空太は押し返した。

「む……」

　ようやく、ましろが目を開ける。ぱちくりと空太を見ていた。

「寒いわ」

　残念なことに、起こしても状況は進展しなかった。またもや、ましろはすりすりと空太に身を寄せてこようとする。

「だ、だったら、パジャマを着なさい！　なんで、お前素すっ裸ぱだかなんだよ！」

「空太のせいよ」

　責めるような視線が突つき刺さる。

「ほう、理由を聞こうか」

「脱がしたのは空太だもの」

「げほっ！　ごほっ！」

　盛大に咳せき込んでしまった。

「空太、風か邪ぜ？」

「違うわ！　ましろが変なこと言うからだろ！」

「わたしは事実を言った」

「た、確かに、それはそうだけど、俺、寝る前にちゃんとパジャマ着るように言ったよね？」

「聞いたわ」

「ならば、なぜ生まれたままの姿なのかな？」

「パンツ、見つからなかった」

「はい？　いや、あるだろ、その辺に……」

「脱がしたのは空太だもの」

「ああ、そうだね！　最後にパンツに触れたのはまさしく俺だ！」

　ベッドの上でもぞもぞと動いて、布ふ団とんの中をまさぐる。まずは、パジャマの上を発掘。続いて、ズボンとキャミソールも出てきた。さらに手を伸ばす。だけど、どうしたことかパンツだけは見つからない。

「空そら太た、パンツは？」

「行方ゆくえ不ふ明めいです……」

「酷ひどいわ」

「酷くていいから、とりあえず、パジャマを着なさい」

「お気に入りだったのに」

「あとで捜さがすからさ！」

　発掘したキャミソールとパジャマの上下をましろに渡した。

「着替えるからあっち向いてて」

「別に今さら恥ずかしがらなくても……」

　昨晩は、もっとこう……大変なことになっていたのに……。

「空太はエッチ」

　頰ほおをぱんぱんに膨ふくらませて、ましろが睨にらんでくる。

「はいはい」

　身を起こして布ふ団とんから抜け出すと、ベッドの縁へりに腰こし掛かけた。

　着替えの衣きぬ擦ずれの音がすぐ後ろから聞こえてくる。

「……」

「……」

　ただ待っているだけというのは精神衛生上よろしくない。妙みような沈ちん黙もくは、とても居い心地ごこちが悪いのだ。

「あ、あのさ、ましろ」

　背中を向けたまま話しかけた。

「なに？」

　衣擦れの音が止まる。

「いや、その……大丈夫か？」

「なにが？」

　振ふり向かなくてもましろがきょとんとしているのがわかる。

「か、体とか、そ、その、まあ、体だよ」

「体？」

「だ、だから、どこか変だとか、い、痛いところとかないのかなって話だ！」

　恥ずかしさをごまかすように、空太は一気にまくし立てた。

「体は……」

「お、おう、どうだ？」

「なんか……」

　考え込むように、ましろが途中で言葉を止める。

　じっくり十秒ほど待ったあとで、

「引っかかってる感じがするわ」

　と、のたまった。

「ぶー！」

「空そら太た、豚ぶたの真ま似ね？」

「するか、そんなもん！　お前が、びっくりすること言うから、びっくりして、びっくりしたんだよ！」

　大声で突つっ込みを入れながら振ふり向く。

「びっくり三ざん昧まいね」

「……って、お前！」

　驚いたことに、ましろは未いまだに素すっ裸ぱだかのままだ。ぺたんとベッドの上に座っている。

「見てはダメよ」

　空太と目が合うと、恥ずかしそうにシーツを胸元に引き寄せる。カーテンの隙すき間まから差し込む朝日に照らされた頰ほおは、ほんのりと朱しゆに染まっていた。
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「ど、どうして、着替えてない!?」

　再びましろに背中を向ける。

　肌はだを見られたことが不満なのか、何か投げてきた。頭に被かぶったすべすべした衣服はキャミソールだ。

「質問に答えてくれるかな！」

「パンツがないわ」

「だから？」

「パンツをはかないでパジャマを着るのは落ち着かないわ」

「全裸でいるよりはいいと思いますけど？」

　振ふり向いて抗議すると、即座にましろがパジャマの上下を投げてきた。片手はしっかりシーツを摑つかんで、胸元をガードしている。

「見てはダメ」

「はいはい」

　三度ましろに背中を向けると同時に、空そら太たは「よっ」と口にして立ち上がった。

「ちょっと待ってろ。ましろの部屋に行って、パンツ取ってくるから」

「期待してるわ」

　なんだかおかしな発言が返ってきたけど気にしないでおく。いちいち指摘をしていたらパンツを取りに行くのが遅くなってしまう。とか思っていると、ましろがベッドにうつ伏ぶせに倒れ込んだ。

「頼むから寝るなよ？」

　今日は平日。学校をサボるわけにはいかない。こんな日だからこそ、ちゃんと遅刻をせずに行かなければならないという、謎なぞの使命感が空太の中には芽め生ばえていた。うっかりふたり揃そろって遅刻でもしようものなら、担任の小こ春はるに容よう赦しやなくいじられるに決まっている。先日、遅刻をしてしまった際には、「どうせ、椎しい名なさんと朝からイチャイチャして時計なんて見てなかったんでしょぉ」とか、言われたのだ。朝のＨＲの時間に……。あれは、クラスメイトの視線が痛かった。

「……寝ないわ」

　残念ながらましろの返事は、半分ほど寝ている。

　これは早いところましろの部屋に行ってパンツを取ってきた方がよさそうだ。

「とは言え……」

　急ぎ部屋を出ようとした空太だったが、ドアノブを握にぎったところでぴたりと止まった。

「慎重に行動する必要があるよな……」

　さくら荘そうは学生寮りようだ。ひとつ屋根の下には、空太の同級生である赤あか坂さか龍りゆう之の介すけ、音楽科の一年生である姫ひめ宮みや伊い織おり、普通科の一年生である長は谷せ栞かん奈な、それとイギリスから留学の名目でやってきたリタ・エインズワースが住んでいて、管理人室には監かん督とく役の教師である千せん石ごく千ち尋ひろもいる。

　ましろと一いつ緒しよの朝を迎むかえたなんてことがばれたら大変だ。

　恐る恐るドアを頭ひとつ分だけ開く。その隙すき間まから顔を突つき出して廊下の様子を窺うかがおうとしたら、運の悪いことに住人のひとりとばっちり目が合った。

「げっ！」

　２０１号室に住む一年生。長は谷せ栞かん奈なだ。

　丁ちよう度ど、二階から下りてきたところだった。すでに制服は着用済みで、学校に行く準備は万ばん端たん。肩には鞄かばんもかけてある。かなり早いが、もう学校に行くようだ。

　その栞奈は、露ろ骨こつに驚いた空そら太たを、眼鏡めがねのレンズ越しに冷たく見み据すえていた。

「なんですか、人の顔を見るなり」

　目を細めた栞奈の視線の温度はますます下がっていく。

「あ、いや、なんでもないんだ」

　声は完全に裏返っていた。

「なら、その不自然な体勢は正した方がいいと思いますよ」

　空太はいかにも怪あやしげにドアの隙間から顔だけを廊下に出している。

「ほ、ほんとになんでもないんだ」

　額ひたいから汗を垂らす空太には何の説得力もない。何かあると言っているようなものだ。その証しよう拠こに、栞奈は露骨に呆あきれた顔をしている。

「椎しい名な先輩でもいるんですか？」

「そこまでお見通し!?」

「やっぱり」

　はあ、と栞奈がため息を吐つく。どうやら鎌かまをかけられたらしい。

　言葉を失った空太に、

「空太、どうしたの？」

　と、背後からましろが声をかけてきた。

「ちょっ、お前は静かにしておこうか！」

　今から注意を促うながしたところでもう遅い。それでも言わずにはいられなかった。

　ましろは首を捻ひねって、わからないという顔をしている。

　栞奈の視線は、当然のようにドアの隙間から室内を捉とらえていた。その瞳ひとみには、ベッドにうつ伏ぶせに寝たましろが映ったはずだ。

　ましろが顔を上げた拍ひよう子しに、体にかかっていたシーツがずり落ちて、肩から二の腕までの白い素す肌はだが空気に晒される。胸元もわずかに覗のぞいている。ましろが何も身に着けていないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「え～っと、こ、これはだね、栞奈さん！」

　無駄に大きな声を出しながら恐る恐る栞奈へと向き直る。必死に言い訳の言葉を探さがしたけど、何も思い浮かばない。まさに頭の中は真っ白だった。

　相手は優等生の栞かん奈なだ。こんな場面を目もく撃げきされては、何を言われるかわかったものではない。星の数ほどの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられることだろう。きっと、ゴミを見るような蔑さげすんだ目で見られる。

　そう思って覚かく悟ごを決めた空そら太ただったが、その予想は大きく裏切られることになった。

「……」

　栞奈は一いつ瞬しゆんこそ驚きを示したものの、すぐにいつもの凛りんとした表情を取り戻もどし、何も言わずに玄関から出て行ってしまった。まるでその場から逃げ出すように……。

「あ、あれ？」

　心の準備をしていた空太としては拍子抜けだ。

　けど、すぐに思い直して、栞奈の背中に呼びかけた。

「ちょ、待って、栞奈さん！」

　後ろ手に部屋のドアを閉めて、玄関まで追いかける。この問題をこのままにしておくのはよくない。解決は早い方がいい。

「お願い、俺の言い訳を聞いて！」

　切実な想いを乗せた必死の呼びかけも虚むなしく、栞奈の後ろ姿すがたはすぐに見えなくなった。玄関の先に伸ばした空太の手が空くうを摑つかむ。

「はあ……」

「朝からため息なんて、どうしたんですか？」

「っ!?」

　悲鳴にも似た驚きの声を上げ、空太はゆっくりと振ふり返る。

　ダイニングから制服を着たリタが出てきたところだった。前のボタンを全部止めたブレザーの胸元は窮きゆう屈くつそうだ。

「げ、リタ!?」

　リタは悪戯いたずらっぽい目で空太を見ている。何かに気づいている目だ。

「昨晩はお楽しみでしたねっ」

「んなっ！」

　空太が弁解の言葉を探さがしていると、今度は管理人室から千ち尋ひろが出てきた。

「なによ、神かん田だ、朝っぱらからハッスルして」

「しとらんわ！」

「ああ、昨晩の話だったわね」

　あくびを嚙かみ殺しながらそんなことを言ってくる。

「ちょっ、先生！」

　もしかして、すでにばれているんだろうか。

　動どう揺ようする空そら太たに追い討うちをかけるように、１０２号室のドアが開いた。

「騒々しいぞ、神かん田だ」

　姿すがたを見せたのは龍りゆう之の介すけだ。いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づら。ある意味、ポーカーフェイスなので何を考えているのか、表情からは読み取りにくい。

　続けて、その奥の１０３号室から伊い織おりも飛び出してきた。

「おっはよ～ございま～す！」

　龍之介とは対照的な能のう天てん気きな笑顔。もじゃもじゃの頭には、ヘッドフォンを装着している。とりあえず、伊織には気づかれていないようだ。その点だけは自信を持てた。

　だが、状況は最悪だ。誰にも遭そう遇ぐうしたくなかったのに、さくら荘そうの全住人と鉢はち合あわせている。なんという運のなさ……。呪のろわれているんだろうか。

「……勘かん弁べんしてくれ」

　自然とそんな言葉が零こぼれてしまう。

「あれ？　空太先せん輩ぱい、どうしたんすか？　元気ないっすね？」

　無む邪じや気きな表情で伊織が聞いてきた。

「なんでもない……」

　そう答えた矢先、１０１号室のドアが内側から開いた。

「空太、パンツまだ？」

　ドアの隙すき間まから顔だけ出したのは、シーツに包まったましろ……。

「お前だけは出てくるな！」

　けれど、今さら言ったところで、もはや完全に手遅れなのだった。




　　　　２




　朝のドタバタのあと、空太はましろを制服に着替えさせ、急いで朝食を食べてからリタと伊織も交まじえた四人で登校した。

　美術科のましろとリタ、音楽科の伊織とは昇降口で別れ、ひとり普通科の教室へと足を向ける。その途と端たん、

「空太」

　と、呼び止められた。

「なんだ？」

　返事をしながら振ふり向くと、ましろだけが残っていて、小さく手を振ってきた。うれしさと恥ずかしさを半分ずつ含ふくんだ上目遣づかい。

　空太は軽く手をあげて応こたえた。

「放課後な」

「うん」

　ましろはわずかに微笑ほほえむと、リタの背中を追いかけていった。

「うわっ、絵に描いたようなラブラブの甘々ですな！」

　鼻息の荒い声は、真横から聞こえた。

　いつの間にか、ましろとリタのクラスメイトである深ふか谷や志し穂ほが立っている。にやにやと空そら太たの顔を覗のぞき込んで来ていた。会うたびに、おさげ風の髪を引っ張りたい衝しよう動どうに駆かられるが、今日も空太は見るだけで我慢した。

「おはよう、深谷さん」

「さては、昨晩はお楽しみでした？」

　そのネタはすでにリタで経験済みだ。

「おはよう、深谷さん」

　無視して挨あい拶さつを繰り返す。

「あ、うん、おはよう、神かん田だ君」

「じゃ、また」

「え？　あれ？　それだけ～？」

　甘えるような声は無視して、空太はさっさと教室に向かうことにした。




　空太が到着したとき、三年一組の教室には半数ほどのクラスメイトの姿すがたがあった。全員が制服を着ている。夏休みの前までは部活の朝練に出ていた連中のジャージ姿も目に付いたが、今はひとりも見当たらない。

　二学期がはじまったばかりの頃は、殆ほとんどジャージ姿しか見たことのなかったクラスメイトたちの制服姿をなんだか気持ち悪く思ったものだ。けど、十月も半なかばを過ぎれば何の違和感も覚えなくなっている。時の流れは、空の色や街の景色だけでなく、人の気持ちも変えていく。三年になってからは、そうした教室の空気の変化を、空太は敏感に感じていた。高校生活最後の一年。受験や進路、部活動の引退……否いや応おうなく変わっていくものは多い。

　けれど、今日ばかりはクラスの様子を気にしていられる気分ではなかった。

「はあ……朝から嫌いやな汗をかいたな」

　空太は席に着くなり、脱力して机に突つっ伏ぷした。体が重い。疲労困こん憊ぱいだ。主に精神的ダメージから来る疲れだった。

「自じ業ごう自じ得とくだろう」

　容よう赦しやなく空太を切り捨てたのは、先に登校していた後ろの席の龍りゆう之の介すけだ。机の上にノートパソコンを置いて、キーボードをカタカタと打っている。

「赤あか坂さかの言う通りなんだけどさ……はあ」

　体を起こす元気もない。

「神かん田だ君、どうしたの？」

　声は右みぎ隣どなりから聞こえた。反射的に体が少しだけ緊きん張ちようする。姿すがたを見なくても、相手が誰なのかはわかる。さくら荘そうの元住人にしてクラスメイト。隣の席の青あお山やま七なな海みだ。大きなポニーテールがトレードマーク。

　顔を上げると、七海は鞄かばんから教科書を出して、机の中にしまっていた。

「なにかあったの？」

「あ、いや、それは……」

　事情に大きくましろが関係しているため、さすがに七海には言えない。何か都つ合ごうのいい噓うそを吐つこうと考えたが、頭の中は空っぽだった。

「神田は猫ねこをどうするかで悩んでいるらしい」

　言葉に詰つまった空そら太たの代わりに、龍りゆう之の介すけが助け舟を出してくれた。作業の手は止めずに、今もキーボードを軽快に打っている。

「あ、そっか。卒業してさくら荘そうを出ていくことになったら、猫、十匹も飼えないよね」

「お、おう、そうなんだ」

　龍之介には目で「サンキュ」と合図を送っておく。龍之介はちらりと空太を見ただけで、すぐに視線をディスプレイに戻もどした。

「猫の飼かい主ぬしになってくれる人を探さがすなら、私、手伝うよ」

「ああ、うん。そうなったら頼む」

　修学旅行が終わって、そろそろ五ヵ月になる。時間の経過に合わせて、七海とはだいぶ自然に話ができるようになってきた。けど、それは側そばに龍之介がいて、なんとなく三人で話をしているからそう振ふる舞えているだけだ。ふたりきりではこうはいかない。それ以前に、一対一にならないように、七海が気を配っているのを空太は感じていた。そして、そういう気持ちは空太の無意識の中にも少なからずあった。

　──元のままに戻もどれたらいいと思ってる

　さくら荘を出ていくときに七海はそう言っていたが、そのことの難しさを空太は日に日に強く感じるようになっていた。七海から告白を受けたこと。その想いに応こたえられなかったこと……それらを意識しないようにするなど到とう底てい不可能だ。意識しないように意識してしまっている。

「神田君？」

「ん？　あ、悪い。ちょっと考え事……」

「どんな？」

「……猫のことも考えなきゃいけないんだけど、卒業後に自分が住む場所のことも考えなきゃいけないんだよな」

　大学は水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに通う。だから、この街から出ていく予定はない。

「それって、どんな風なんだろうなと思って」

　今度は一般寮りようやさくら荘そうのような学生寮とは違う環境になるのだと思う。

「だいたいはひとり暮らしをするんじゃない？　私は、そのつもりだけど」

　七なな海みの進学先も同じ水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくだ。演劇学部。

「だよな。でも、そうなると困ることがあってだな」

「困ること？」

　空そら太たはそれとなく龍りゆう之の介すけを見た。

　ゲーム制作のメンバーとはなるべく近くに住んでいたい。今の……さくら荘という共同生活をしている環境が、開発には何かと便利なのだ。気になったことや悩んだことがあればいつでも顔を突つき合わせて気軽に相談ができる。ゲームが少しずつ出来上がっていく感じだって、常に全員で共有できるのだ。

　今はそれが当たり前。だけど、全員が別々の場所に移り住んだら同じようにはいかない。連絡を取り合って、わざわざ集合しなければならないという大きなクッションが入る。効率の面から考えても、制作の楽しさの面から見ても、開発環境が悪くなってしまう気がする。それが困ること。

　ひとつの解決策は思い浮かんでいるのだが、こればかりは空太ひとりでは決められない。

「さくら荘が使えない以上、どこかにスタッフ全員が集まれる開発室を用意する必要があるだろうな」

　考え込む空太の代わりに、龍之介が七海の疑問に答えてくれた。

「あ、そういうことか」

「あのさ、赤あか坂さか。その開発室のことで提案があるんだけど」

「なんだ？」

「高校卒業したら一いつ緒しよに住まないか？」

「えっ!?」

　驚きの声を上げたのは七海だ。会話が聞こえてしまっていたらしい、近くのクラスメイトもぎょっとしている。

「なるほど、最も効率的なアイディアだな。いいだろう」

　さらりと龍之介が承しよう諾だくを返してくる。

「そ、そんなあっさり!?」

「煩うるさいぞ、ポニーテール。なにをひとりで興奮している」

「一応、指摘しておくけど、おかしいのはふたりの方だと思う」

　七海は呆あきれた様子で呟つぶやいて、空太と龍之介を見比べていた。

「んじゃ、決まりな」

「メイドちゃんに住居兼開発室に適した物件を当たらせる」

「頼んだ……」

「ゲーム制作、順調なんだね」

　やさしく微笑ほほえむ七なな海みはなんだかうれしそうだ。

「いや、赤あか坂さかとは仕し様ようで揉もめて、よくケンカになってるぞ」

「神かん田だが基礎設計にないアイディアを追加したがるのが原因だ」

「でも、散々文句言うくせに、赤坂って翌日に作って持って来てくれるだろ？　こないだなんて……」

　空そら太たが前のめりになって話し出すと、七海はぷっと吹き出して笑った。

「青あお山やま？」

「あははっ……ご、ごめん、なんか、ほんとに楽しそうだなって思って」

　顔を見合わせると、龍りゆう之の介すけは居い心地ごこちが悪そうに視線を逸そらした。

「ま、楽しいは楽しい。今、すげえ楽しいよ」

　一時は、伊い織おりの骨折を切きっ掛かけに、チームの解散の危機にも晒さらされた。けど、その事件を乗り越えて、龍之介との距離は確実に縮んだと思う。お互いに言いたいことを遠慮なく言えている。そのせいで揉めることも多々あるが、議論を交かわすことで確実にゲーム性は向上しているし、活発な意見交換が行えてこそ、一いつ緒しよに作る意味がある。

　なにより、張り合いがあった。その張り合いはやる気という大きなエネルギーに変換されていくのだ。

「たぶん、赤坂がいて、伊織がいて、リタがいて、美み咲さき先せん輩ぱいにも手伝ってもらってるから楽しいんだろうな。ゲームを作ること自体も面おも白しろいんだけどさ、誰と作るのかがものすごく重要なんだって今はわかるんだ」

「当然だ。信用していない相手との仕事など、不毛なストレスを生むだけだからな」

「ふ～ん。なら、赤坂君は神田君を信用しているんだ」

　七海が意地の悪いふりを入れる。

「まだまだ改善すべき余よ地ちは多々あるがな」

「不満もいっぱいありそうだな、お前……」

　笑ってこんな話ができるのは、今ではそれなりに龍之介に信頼されているような気がしているからだ。意識が足りないとか、想像力が不足しているとか、もっと丁てい寧ねいに仕事をしろとか言われるのは、信頼と期待があってこそだと理解している。

　言っても無駄だと思っている相手なら、龍之介は最初から何も言わない。関わろうともしない。そういうはっきりした態度を取る。だから、色々と言われているうちは大丈夫。いい関係を築けているという実感があった。

　おかげで、この一ヵ月は今まで以上にゲーム制作を楽しく感じていた。あっという間に一日が過ぎていく。一週間が過ぎていく。つい数日前の出来事だと思っていたことが、もう二週間も前だったなんてこともざらだ。

　放課後の作業時間だけでは全然満たされない。授業中もステージの構成を考えていたり、思いついたアイディアを龍りゆう之の介すけにメールで送ったりしている。先週の日曜日には、ましろとのデートの最中にボスモンスターの仕し様ようが閃ひらめいて、忘れないうちに龍之介に電話をするなんてこともあった。当然、ましろの機き嫌げんはすこぶる悪くなり、その日は、すべてのわがままを無条件で聞くはめになって、いつも以上に大変だったが……。

　龍之介が学校をサボってまで、仕事に時間を割さいていた理由が今ならよくわかる。許されるのなら、空そら太たも真ま似ねをしたいくらいだ。

　とは言え、せっかくもらえた付属推すい薦せんを取り消されでもしたら厄やつ介かいなので、学校には毎日通っているのだが……。ましろの面めん倒どうも見なければならないし……。

「青あお山やまの方はどうなんだ？　新しい養よう成せい所じよ」

　十月から通っているはずだ。

「またはじまったんだなあって……今は毎日ドキドキしてる」

　充実しているからこそ出る言葉だと思った。

　七なな海みは照れくさいのか、ごまかすように笑っている。

「そっか……あ、そだ。美み咲さき先せん輩ぱいのアニメ、見たぞ」

　単館上映とは言え、劇場公開されている作品だ。東とう京きよう、大おお阪さか、名な古ご屋や、福ふく岡おか、札さつ幌ぽろを順に巡めぐっている最中。先週からは、名古屋でスタートしている。

「青山の演技、すごく評判いいよな」

「それは美咲先輩の新作だからで、私はおまけだよ」

「キャスト、どうして匿とく名めいにしたんだ？」

　流れてきたスタッフロールに、七海の名前はなかった。そのせいもあって、ネットでは「ヒロインの声、誰だ？」と、ちょっとした話題になっている。

「一番評価の高いシーン、どこだかわかる？」

「告白のところだろ？」

　映画館で見ていて、空太もドキッとさせられた。息遣づかい。声の震ふるえ。微び妙みような間まも含ふくめて、全部が本物のような臨場感で迫ってきた。

「あれ、実はオーディションのときに収録した音声なの」

「え？」

「あのとき、すでに映像は出来上がっていたから、本番さながらの条件で、オーディションをしたんだ」

「……」

　その当日、何があったのか、空太は鮮明に覚えている。忘れられるわけがない。

「で、本番の収録のあとで、美咲先輩に聞かれたの。どっちを使いたいかって……」

「そうだったのか」

「普通だったらありえない質問だと思うけど、聞き比べたら全部わかっちゃった」

「……」

　オーディションの直前に、空そら太たは七なな海みから気持ちを打ち明けられた。

　──ウチな、神かん田だ君のこと、めっちゃ好きやで

「だから、あれは演技とは言えないと思って」

「そっか」

　生き真ま面じ目めと言うべきか、損そんな性格と言うべきか……七海は自分を戒いましめるために、キャスト欄らんに名前を載のせるのをやめたのだ。自分に厳しく、ぴんと背せ筋すじを張った生き方は、なんとも七海らしいと思った。

　話が途と切ぎれたところで、空太はひとつ大事な用事を思い出した。

「そういや、赤あか坂さか」

「なんだ？」

「昨日の夜、戸と塚つかさんからメールがあったんだよ」

　戸塚とはゲームキャンプの担当者の名前だ。

「契けい約やく書、赤坂の分ってまだ戻もどしてないよな？」

「……ああ、そうだな」

　龍りゆう之の介すけにしては珍しく歯切れが悪い。

「戸塚さん、契けい約やく関係を扱あつかってる部署から突つっつかれてるらしい。ぼちぼちもらえるとありがたいってさ」

「……わかった。実家の方に確認を取っておく」

　未成年である空太たちの場合、契約書には親のハンコが必要なのだ。空太は夏休みの間に父親に事情を話してもう提出してある。

「そう言えば、赤坂君って、実家に全然帰ってないよね？」

　言われてみれば、確かにそうだ。空太が記憶している限り、一度も帰省してない気がする。一年の夏も冬も、二年の春も夏も冬も、そして、三年の春も夏も、龍之介が実家に帰ったという話を聞いていない。

　七海は軽い気持ちで聞いたのだろうが、龍之介の表情は露ろ骨こつに曇くもっている。

「赤坂？」

「別にどうでもいいだろう」

「もしかして、家族と仲悪いの？」

　ずっと父親と折り合いの悪かった七海が追及する。その口調には、ちゃんと話した方がいいよという空気を感じた。

「……」

　龍りゆう之の介すけは何も言わない。ただ、少し迷めい惑わくそうにしている。家族の話題には触れてほしくないのだろうか。

「あ、先生、来たよ」

　いち早く気づいた七なな海みが前を向いて姿勢を正す。

「はい、席について～」

　間ま延のびした声と共に、担任の白しろ山やま小こ春はるが教室に入ってきた。

　友人とだらだらしゃべっていたクラスメイトたちが席に戻もどる。全員が着席するのを待ってから、小春は再び口を開いた。

「今日は、みんなに紹介したい人がいます」

　いつもなら「いない人、手を挙あげて」とか言って、適当に出欠を取る場面だが、今日は違っていた。

　小春は生徒たちの疑問の反応に満足げだ。意地悪い笑みを口元に浮かべている。その顔のまま、小春は教室の入り口に目を向けた。

　この流れは、まさかの転校生だろうか。とは言え、三年の二学期も中ちゆう盤ばんに差し掛かかっている。時期はずれにもほどがあるというものだ。リタの例があるので、絶対にないとも言い切れないのだが……。

　そんなことを考えているうちに、教室の入り口にスーツ姿すがたの女性が現れた。

　教室内が「おおっ！」とどよめく。

　年齢は二十歳そこそこだろうか。ナチュラルなメイクに凛りんとした整った顔立ち。わずかに開いた襟えり元もとからは、同級生の女子にはない大人おとなの色気を感じる。きっちりとした服装なのに、不ふ思し議ぎと華はなやいだ印象を受ける。体型はスリム。背も高くまるでファッションモデルのようだ。歩き方もどことなくそれっぽい。文句なしの美人。周囲の空気まできらきらして見える。

　教卓の前で空そら太たたち生徒の方へと向き直ると、肩にかかった艶つやのある長い黒髪を手で払った。一度広がった髪は、はらはらとしなやかにまとまっていく。

　次の瞬しゆん間かん、凛とした表情を崩くずして、口元だけで小さく微笑ほほえんだ。

　クラスメイト全員の意識が、一点に集中している。「うわあ」と殆ほとんど声になっていない感嘆があちらこちらからもれていた。誰もが見み惚とれているのだ。

　そんな中、空太だけはまったく別のことを考えていた。

　どことなく誰かに似ている気がすると思った。

「はい、では、挨あい拶さつをしてね」

　小春が促うながすと、黒髪の女性は白いチョークで黒板に名前を綴つづっていく。

　名前が一文字、また一文字と書かれるたびに、

「え？」

「まさか……」

　と、驚きの声がクラスメイトたちから上がった。

　黒板には、『赤あか坂さかゆり子』と、綺き麗れいな字で記しるされたのだ。

　教室の空気が一変している。美人の登場に浮かれていたのは数秒前までの話……今は、ある一点に疑問が集中している。

　空そら太たの後ろの席。赤坂龍りゆう之の介すけへと……。

「今日から皆さんと同じ教室で勉強させてもらうことになった赤坂ゆり子です。担当は国語全般になります。短い期間ですが、よろしくお願いします」

「本来は、教育実習生に三年生のクラスは任まかせないんだけどね……」

「校長と教頭先生にお願いして、このクラスにしてもらったんです」

「あのふたり、若くて美人な子にはとことん弱いのよねぇ」

　小こ春はるはなんだか面おも白しろくなさそうだ。

　そんなふたりのやり取りは、全然空太の耳に入ってこない。もっと気になることがある。『赤坂』という名字。ただの偶然ではない気がした。その証しよう拠こに、空太の視界の中で、龍之介が見る見る青ざめていく。その目は教卓を前にしたゆり子へと向けられていた。

「はい。じゃあ、ＨＲは以上」

　早々に、小春が切り上げる。丁ちよう度ど、チャイムも鳴った。

「日直は？」

「きをつけ……礼！」

　高たか崎さき繭まゆが舌足らずな声で号令をかける。

　だけど、クラスメイトは誰も動かなかった。小春だけは「今日のお昼ご飯は何にしようかしら～」とか独ひとり言ごとをもらしながら教室を出ていく。ゆり子はついていかない。逆に教室の奥……空太の方へと接近してくる。

「いっ！」

　後ろの席からは龍之介の短い悲鳴が聞こえた。

　そのときには、ゆり子は空太の脇わきを通り抜けている。勢いを殺さずに、ゆり子は龍之介に飛びついた。ダイビングハグだ。

「や～ん、龍之介、会いたかった～」

　教室内には動どう揺ようのどよめきが沸わき起こった。

　クラス中が注目する中で、ゆり子は龍之介の頭を抱き寄せ、頰ほおずりをして、さらにはほっぺたにキスまでしている。やりたい放題だ。龍之介からすればやられたい放題。完全に意識が飛んでいる。

「だ～、赤あか坂さか、しっかり！」

　空太の呼びかけにも龍之介は答えない。口から息のもれる変な音が返って来ただけだ。

「あ、そうそう、ひとつ言い忘れたんだけど」

　戻もどってきた小こ春はるが教室のドア口から顔を覗のぞかせている。

「赤あか坂さかゆり子さんは、赤坂君の実のお姉さんなの」

　今さらな小春の説明は、目の前で繰り広げられる姉と弟の濃厚なスキンシップのおかげで、誰の耳にも届いてはいないのだった。




　当然のように、この日は突然やってきた教育実習生……龍りゆう之の介すけの姉だという赤坂ゆり子の話題で持ちきりだった。

　すごい美人な上に、極度のブラコンっぽい。

　それだけでも話題性は十分だ。

　休み時間のたびに、興味を持った生徒たちにゆり子は囲まれていた。その光景は放課後の掃除の時間になっても続いている。

　ゆり子と一いつ緒しよに話題の中心人物とされてしまった龍之介は、一時間目がはじまる前に早退している。

「気分が悪くなった……僕は帰るぞ……」

　かすれた声で空太にそう告つげると、鞄かばんも持たずに、ふらふらの足取りで教室を出て行った。

　掃除当番を終えたところで、空太は龍之介の鞄も持って廊下に出た。まずは美術室にましろを迎むかえに行かなければならない。

　けど、歩き出してすぐに呼び止められた。

「神かん田だ君」

　明るく跳はねるような声こわ音ね。

　振ふり向くと、ゆり子がにこやかな笑みを浮かべて立っていた。距離にして五メートルほど。立ち話をするには少し遠い。

「……」

「……」

　近づいてくる気配がないので、空そら太たは教室のドア口まで引き返した。

「なんですか？」

　歩み寄って尋たずねると、ゆり子がすっと顔を突つき出してきた。ぱっちり開いた大きな目。すらっと通った鼻はな筋すじ。ぷっくりした唇くちびる。見れば見るほど綺き麗れいな顔をしている。甘い香水の香りが鼻をかすめる。

　そのゆり子がぺたぺたと空太の体を触ってきた。

「うわっ、ちょっと！」

　肩に触れ、二の腕に触れ、腰こしの辺あたりを撫なでていく。

「ふ～ん、普通？」

　そして、さして興味もなさそうに呟つぶやいた。

「どうもです」

「お礼を言うところじゃないわよ」

　ゆり子の手は、どういうわけか空そら太たの制服の袖そで口ぐちを摑つかんでいる。これが地味に落ち着かない。その部分が気になって会話に集中できない。

「普通はなんて言うところなんですか？」

「訂正、君は普通じゃなくて、面おも白しろい子だ」

　けらけらと屈くつ託たくなくゆり子が笑う。どことなく龍りゆう之の介すけに似た雰ふん囲い気きなのに表情はとても豊かで、それが強きよう烈れつな違和感となって押し寄せてくる。

「どうもです」

「ほんと、面白い」

「はあ……」

　わけがわからず曖あい昧まいな相あい槌づちを打った。

　一体、何の用だろうか。

　それを聞こうと口を開きかけたが、

「空太」

　という、背後からの呼びかけに遮さえぎられた。確認しなくてもましろの声だとわかる。空太が迎むかえに来ないので、ましろの方からやってきたようだ。

　ましろの澄んだ目が、空太とゆり子の間を行き来した……かと思ったら、

「誰よ、その女」

　とか言ってきた。

「うちのクラスにやってきた教育実習生です！」

　的確に事実を説明する。

「赤あか坂さかゆり子です」

　すかさず自己紹介を挟はさんできた。

「赤坂のお姉さんらしい」

「そう」

　納得した様子でましろが頷うなずく。

「わかってくれたか」

「つまり、これは……」

　ましろの目は、ゆり子に摑まれた袖口に注がれていた。

「浮気ね」

「全然違うな！　俺の説明をどう聞いたらそうなる！」

　ましろは空太の肘ひじの辺あたりを摑むと、ぐいっと引っ張ってきた。

「おわっ、な、なんだよ」

　ゆり子の手が空そら太たの袖そで口ぐちから離れる。どことなくましろは満足げだ。

　今度はゆり子が、空太とましろを見比べている。

「もしかして、彼女？」

「ええ、一応」

「むう」

　真横に立ったましろから異様なプレッシャーを感じた。

　言い方が気に入らなかったのだろう。

「ちゃんと、正しよう真しん正しよう銘めい、全身全ぜん霊れいをかけて彼女です」

「そうよ」

　ましろはどこか誇らしげだ。

「君、ほんと面おも白しろいね。龍りゆう之の介すけのお友達として、私が認めてあげます」

　鼻を指で突つつかれた。

「ど、どうもです。それで何か用ですか？」

「これ」

　胸に抱いたファイルの中から、ゆり子は数枚の書類の束たばを取り出した。二箇所をホチキスで閉じ、ご丁てい寧ねいにその上から紙が糊のり付づけされている。

「あっ」

　見覚えがあった。堅かた苦くるしい文章が羅ら列れつされた『ゲームキャンプ』の契けい約やく書だ。龍りゆう之の介すけの父親らしき名前が記しるされ、捺なつ印いんもしっかりとある。

　受け取ろうと手を伸ばす。

　だけど、摑つかもうとした瞬しゆん間かんに、ゆり子がさっと契約書を後ろに引いた。空太の手は空くうを切る。

「……」

　疑問の視線をゆり子に送った。

「龍之介に伝えてくれる？　契約書がほしければ、私のところへ取りにきなさいって」

　用件は済んだとばかりに、ゆり子は手をひらひらと振ふりながら颯さつ爽そうと職員室の方へと歩いて行く。空太は呆ぼう然ぜんと見送るしかなかった。

「今のが噂うわさになっている龍之介のお姉さんですね」

　突然、横からリタが顔を突つき出してきた。

「うおっ、いつの間に」

「とても綺き麗れいな人ですね」

「そうだな」

「空太、浮気？」

「一般論としての話です！」

「わたしのどこが不満なの？」

　頰ほおを軽く膨ふくらませて、ましろが下から見上げてくる。

「あえて言うなら、俺をまったく信用してないところだな！」

「むう」

　唸うなるましろ。その隣となりでリタは深く考え込んでいる。

「……私、わかりました」

　何か閃ひらめいたらしい。リタは聞いてほしそうに空そら太たを見ている。ここは素す直なおに聞いてあげた方がいいのだろう。

「何がわかったんだ？」

「今日まで、こんなに美人な私が積極的にアプローチをしているのに、龍りゆう之の介すけが少しもなびいてくれなかったわけがです！」

「自分で自分を美人にカテゴライズできるってすごいよな」

　もちろん、リタが美人であることに異論はないが……。

「あんなに綺き麗れいなお姉さんがいるせいで、龍之介の美的感覚は平均点がおかしなことになっているんですよ」

「まあ、そういうことはあるかな。てか、リタはまだ赤あか坂さかのこと、諦あきらめてないんだな」

　先月、リタは龍之介に告白をして、残念ながら振ふられている。

「どうして、諦める必要があるんですか？」

「いや、気にしてないならいいんだ」

「私のことを気にしてくれるのでしたら、空太も少しは協力してくださいね」

「協力って、どんな？」

「私の魅み力りよくを龍之介にそれとなく話すとかあるじゃないですか」

「リタの魅力は、もう十分、赤あか坂さかに伝わっていると思うぞ」

「次は手料理を振ふる舞おうと思っているんですが、どうですか？」

「う～ん、あまりオススメはしない」

　それとなくましろを見る。以前、自分のために料理をしたいと言われても、空太は手放しに浮かれた気分にはなれなかった。

「……でしたら、もう残る手段は……既き成せい事実を作って、龍之介に責任を取ってもらうしかありませんね」

「それこそやめようか！」

「だったら、空太はどうすればいいと思いますか」

　なけなしのアイディアを否定されたリタは露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔をしている。

「そうだな……赤坂の場合、一生懸けん命めいに絵と向き合っている姿すがたを見せた方が効果的だと思うけどな。もちろん、ゲーム制作の作業でもいいんだけど」

「そんなことでいいんですか？」

「なんていうか、赤あか坂さか、リタの絵とか、ゲーム制作の作業はちゃんと見てるし、認めてるだろ？」

「確かに……」

　納得を口にしながらも、空そら太たへと向けられたリタの視線は意外そうだ。

「なに、その目は？」

「空太は、本当に龍りゆう之の介すけのことをよくわかっているんですね」

「空太、浮気？」

「ましろさんは余よ計けいな口を挟はさまないでください」

「余計じゃないわ。重要よ」

「はいはい……」

「私、決めました」

　リタはリタで決意を固めている。

「何をだろうか？」

「しばらくは空太のアドバイスに従って、ゲーム制作に集中します」

「ダメでも俺を恨うらまないでくれよ」

「それは約束できません」

「できないの!?」

「押してダメなら、引いてみろと言いますよね」

　にっこりとリタが笑う。この笑顔を見ていると、上う手まく行ってほしいと思うのだが、実際、龍之介がリタのことをどう思っているのかは空太にもさっぱりわかってない。今度、聞くだけ聞いてみようか。その前に、ゆり子について聞きたいこともあるわけだが……。ゲームキャンプの契けい約やく書が絡からんでくるとなれば他ひ人と事ごとでもない。

「んじゃ、帰るか」

「まだよ、空太」

「ん？　なんだよ」

「空太の浮気問題が解決してないわ」

「そもそも問題が勃ぼつ発ぱつしてないんだよ！」

「ほんと？」

「俺はましろ一ひと筋すじです！」

　学校の廊下で何を叫んでいるのだろうか。近くにいた同級生が、「なにあれ」とか言ってくすくす笑っている。

「空太」

「なんですか？」

「許してあげる」

「どうもね……」

　適当に返事をする空そら太たの横で、ましろはきょろきょろと周囲を気にしている。かと思ったら、つんっとつま先立ちになって、空太のほっぺたにキスをしてきた。

「なっ！」

　完全な不意打ちに情けない声がもれた。

「仲直りのキス」

　俯うつむいたましろはちょっぴり恥ずかしそうだ。

「お前ね、誰かに見られたら」

「大丈夫、ちゃんと確認した」

　それできょろきょろしていたようだ。

「いや、あのさ……リタがすぐ側そばで見てたんだけど」

「やっとふたりは恋人同士っぽくなりましたね」

　空太とましろのやり取りを見ていたリタはご満まん悦えつだ。

「おかげさまでね……」

　面と向かって言われると、さすがに恥ずかしい。そんな空太を無視して、リタはましろの手を取って歩き出している。

　仕方がなく空太もふたりのあとを追いかけた。

　途中、廊下の窓から外を見ると、昇降口から校門に続く一本道に見知った後ろ姿すがたを発見した。栞かん奈なだ。

　まだ今朝の言い訳をしていない。

「帰ったら、謝あやまらないとな……」

　突然、とんでもない光景を見せてしまったのだ。さぞ、栞奈は驚いたことだろう。空太を罵ば倒とうするのも忘れて、飛び出していったくらいだ。

　その栞奈の背中に小さな人影が駆かけ寄って行く。跳はねるような走り方には見覚えがある。忘れたくても忘れられない。

　妹の優ゆう子こだ。

　あと少しで栞奈に追いつく……と思ったら、直前で躓つまずいて、見事なヘッドスライディングを決めていた。鞄かばんの荷物を地面にぶちまけている。

　漫まん画がのような出来事を前に、下校中だった周囲の生徒たちは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。

　栞奈だけが近寄り、優子に手を貸していた。起き上がるのを手伝い、荷物も鞄に戻もどしてくれている。

　立ち上がった優子は、身み振ぶり手振りでうれしそうに何かを訴うつたえていた。けれど、栞奈は短く言葉を返しただけで校門の方へと再び歩き出した。優子がガックリと肩を落としている。放課後の誘さそいを断ことわられたのだろうか。

　空太がそう思っていると、ポケットの中でケータイが鳴った。

　ディスプレイには『優ゆう子こ』と表示されている。

　見れば、優子もケータイを耳に当てていた。

「栞かん奈なさんに振ふられたのか？」

「え!?　どうしてわかったの？　やっぱり、優子とお兄ちゃんは通じ合ってるんだね！」

　相手をするのも面めん倒どうなので、今の発言は聞かなかったことにしておく。

「あまり迷めい惑わくはかけないようにな」

「クラスの友達と一いつ緒しよにカラオケパーティーするから、栞奈ちゃんも誘ったのに、用事があるんだって」

「用事じゃ仕方ないだろ」

「昨日のパジャマパーティーも用事で、一昨日おとといの宿題パーティーも用事で、先週のお出かけパーティーも用事で、その前のプリントシール機パーティーも用事だったんだよ！」

　声がうるさいのでケータイを少し耳から離す。

「今、一年生の間で、パーティーが流は行やってるのはよくわかった」

「流行ってないよ、そんなの！　お兄ちゃん、真ま面じ目めに聞いて！」

「真面目に聞いた結果、そう思ったんだよ！」

「栞奈ちゃん、そんなに忙しくて大丈夫かな？　過労で倒れたりしない？」

　優子は本気で心配しているようだ。

　恐らく『用事』というのは、誘さそいを断る口実に過ぎない。昨日も、一昨日おとといも、先週も、その前も……ずっとそうだが、栞かん奈なは真っ直ぐさくら荘そうに帰宅して、そのあと特に外出したり、忙しくしている様子はなかった。

　すでに小説家としてデビュー作を発表している立場のため、打ち合わせに出かけることはあるが、頻ひん度どは月に一度か二度程度だ。部屋にこもって執筆活動に打ち込んでいる感じでもない。

「よくよく考えたら、私、栞奈ちゃんと遊びに行ったことないんだよ！　これは、元部屋トモとして一大事だとお兄ちゃんも思うでしょ？」

「優子が嫌きらわれてるんじゃないのか？」

「そうだったらどうしよう！　あ、でも、クラスの友達も遊びに行ったことないって言ってたもん！」

　確かに、栞奈は放課後も、休日も、さくら荘で大人おとなしく過ごしていることが多い。学校の昼休みや移動教室の際には、食堂や廊下でクラスメイトの女子と一いつ緒しよにいるのを見かけるのに、どうしてだろうか。

　どことなく、栞奈は周囲に対して距離を取っている気がする。妙みようなバリアを感じる瞬しゆん間かんがあるのだ。少しずつよくなってきているとは思うが、さくら荘の面々に対してもそうだ。いつも息が詰つまるような重苦しさを持ち歩いている。

　当然、なんでもさらけ出せばいいというわけでもないが……。

　空そら太たの方は、少々さらけ出しすぎたかもしれない。

　再び、今朝のことを空太は思い出し、深く反省する。帰るまでに言い訳を考えておかなければならない。

「俺、帰るから切るぞ」

「え!?　今、話の途中だよ？　優ゆう子こ、お兄ちゃんに……」

　優子が言い終える前に、空太は通話を切った。

　これ以上話していると、不満そうな顔で待っているましろが、きっとおかしなことを言ってくる。そして、その予想は見事に的中した。

「空太は浮気性ね」

「今の電話は優子だよ！」

　再びケータイが鳴っていたけど、空太は気づいていないふりをして帰るのだった。
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「ただいま～」

　玄関を開けてさくら荘そうの中に入る。

「おっかえり～、こーはいくん、ましろん、りったん！」

　出で迎むかえてくれたのは、お隣となりにお住まいの人ひと妻づま女子大生、三み鷹たか美み咲さきだ。旧姓は上かみ井い草ぐさ。元さくら荘２０１号室の住人でスイコーの卒業生。今は水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの映像学部に通う一年生だ。卒業後もさくら荘内でのエンカウント率は極めて高い。朝食、夕飯は毎日のように一いつ緒しよに食べているし、堂々とお風ふ呂ろも使っている。よく栞かん奈なが連れ込まれて、「じ、自分で洗えますから、へ、変なところ触らないでください！」とか、部屋まで悲鳴が聞こえてきている。

「はい、これ、こーはいくん」

　美咲は脇わきに抱かかえていた平たくて大きな郵便物を渡してきた。Ａ４が軽々と入る大きさ。反射的に受け取ってしまう。伝票を見ると、栞奈宛あての荷物だとわかる。

「あれ？　栞奈さんは？」

　見れば玄関に靴がない。あるのは脱ぎ散らかされた龍りゆう之の介すけの靴だけだ。それとなく、リタが真っ直ぐに並べている。アプローチに余よ念ねんがない。

「ノーパンならまだ帰ってきてないぞ」

　びしっと美咲が指を差してくる。

　今日の『用事』は、本当の用事だったのかもしれない。

「あたしはずっと玄関で待ち伏ぶせしてたから間違いない」

「美咲先せん輩ぱい、ヒマなんですか？」

「じゃあ、あたし、今から大学のモーションキャプチャースタジオに行くから～、ばいび～！」

　ずど～んとか効果音を口ずさみ、美み咲さきは玄関の扉を破は壊かいする勢いで開け放った。

「あ、そだ、こーはいくん！」

「はい？」

「ボスの３Ｄモデルデータ、サーバーの素そ材ざいフォルダに放り込んでおいたから、あとでチェックよろしく！」

「あ、はい」

　その返事は聞かずに、美咲は玄関から飛び出していく。大学生になろうが、美咲の勢いは止まらない。嵐そのものだ。

　遠くの方から「ひゃっほ～い」という掛かけ声が聞こえてきたかと思うと、爆走する車のエンジン音が遠ざかっていった。

「さて、俺も作業、作業っと」

　空そら太たは玄関でましろとリタと別れて、１０１号室に入る。

　まずはパソコンと開発機材の電源をオンにする。起動するまでの時間で、さっさと制服を脱いで、部屋着に着替え、洗面所で手洗いとうがいを済ませた。

　机の前に座ると、丁ちよう度ど、起動している。

　開発用のゲームエンジンと、チャットソフトを起ち上げた。

　チャット画面を確認する。フレンド欄らんに龍りゆう之の介すけの名前を発見。

　──赤あか坂さか、大丈夫か？

　今日は目を疑うような事件が起きたので、さすがに心配だ。龍之介のお姉さんが教育実習生として現れたかと思うと、龍之介に抱きついて、頰ほおずりをして、ほっぺたにはキスまでしていた。おかげで、龍之介の意識はどこぞへと飛んで行った……。

　──大丈夫じゃない

　少し待ってチャット画面に表示されたのはそんなメッセージ。

　龍之介が弱音を吐はくとは珍しい。


　──鞄かばん、持って帰ってきたぞ

　──手て間まをかけたな

　──で、お姉さんから伝言があるんだが



　しばらく経たっても、返事はこない。構わずに、空そら太たは続けてキーボードを打った。


　──『契けい約やく書がほしければ、私のところへ取りにきなさい』だってさ

　──そうか、ならば仕方がない

　──まあ、色々と大変だと思うが、我慢して取ってきてくれ



　そうしなければ、開発を続けられなくなってしまう。


　──どうやら、僕のゲーム制作はここまでのようだ

　──仕方がないって、そっちの意味かよ！

　──苦く渋じゆうの選択だ。わかってくれ



「わかるかあ！」

　空そら太たは勢いよく振ふり向くと、龍りゆう之の介すけの部屋である１０２号室に向かって叫んでいた。

　ついでに、部屋と部屋を隔へだてた壁をどんどんと叩たたく。

「お～い、赤あか坂さか！　冗談だよな？　まさか、本気じゃないよな？」

　思わず真剣に尋たずねてしまうのは、龍之介がこの状況下で冗談を言うような性格ではないことを空太はよく知っているからだ。

「……」

　残念ながら、隣となりの部屋から返事はない。

　急いで机の前に戻り、チャットでメッセージを打った。


　──おーい、赤坂～！

　──グロッキー状態の龍之介様に代わって、わたくし、メイドちゃんがお相手いたします

　──メイドちゃん、赤坂は大丈夫なの？

　──控ひかえめに言っても、ダメですね……へなへなのしなしなです

　──そこをなんとか！

　──トラウマを思い出して深く沈んでおられます



　原因には間違いなく実姉のゆり子が絡からんでいる。


　──一体、赤坂とお姉さんの間に、何があったんだ？

　──昔々あるところに、赤坂龍りよう馬まという青年がおりました。そう、のちの龍之介様のお父様です



　なにか、はじまった。


　──なぜに昔話風ですか？

　──演出です。一部フィクションを織おり交まぜてお送りしたいと思います

　──ノンフィクションでお願いします！



　本当と噓うそはどう判断すればいいのだろうか。


　──ただお話するだけでは、空太様が居眠りをしてしまうかもしれませんので

　──そんなに長くて退屈な話なの？　てか、俺はお姉さんの話を聞きたいだけなんだけどさ

　──龍馬様は通信会社に勤務するサラリーマン。エンジニアで、お酒もタバコもギャンブルも女遊びもしない真ま面じ目めで実直な方です

　──俺の質問は無視ですか、そーですか

　──日々の楽しみと言えば、家電量販店のポイントを貯め、「いっぱい貯まったな～」と眺ながめることくらい……

　──バカにしてない!?

　──悩みと言えば、寝つきが悪いこと……

　──その情報は必要ですか？

　──そんな龍りよう馬ま様に、ある日、運命の出会いが訪れたのです

　──さてはお母さんの登場だな

　──龍馬様は、とても寝ね心地ごこちのいい枕を見つけ、寝つきの悪さが改善されたのです

　──よかったね！

　──その翌日、ポイントを貯めようと家電量販店を訪れた龍馬様



　いらないと思っていた設定もきちんと使うらしい。

　本当によく出来た自動メール返信プログラムのＡＩだ。すでに人類よりも高性能に成長している。


　──売り場で「ここで買ったＦＡＸでお金を送ろうとしたけど、できないじゃないの！」と店員にクレームを付けている女性を見かけました

　──そりゃ、ＦＡＸはワープ装置じゃないからね！

　──その女性こそ、のちの奥様である瑠る璃り子こ様でした

　──ほう



　なかなか個性的なお母さんのようだ。今の話がフィクションでなければだけど……。


　──瑠璃子様はお綺き麗れいで、それはもうお綺麗で、ため息が出るほどにお綺麗だったのです。完全に龍馬様の一ひと目め惚ぼれです。ハートにずっきゅーんです。何度もデートにお誘さそいしては断ことわられ、お誘いしてはドタキャンされ、お誘いしてはプロポーズをして、ついにふたりは結ばれたのでした

　──大事な部分がふわっと超展開になってるんですけど！



　余よ計けいな部分の語りはしっかりと長いのに……。


　──全年齢版でお届けしておりますのでご了承ください

　──大人おとな版もあるわけ？

　──空そら太た様、セクハラですか？　セクハラですね。いや～ん

　──違うわ！



「空太、セクハラよ」

　横を見ると、いつの間にか、ましろが部屋にいる。その隣となりにはリタもいて、ディスプレイを熱心に覗のぞき込んでいた。

「空太、早く続きを読ませてください」

「はいはい」


　──メイドちゃん、そろそろ本題に入ってくれる？

　──晴れて結ばれた龍馬様と瑠璃子様。やがて、子宝にも恵まれ、菫すみれ子こ様、蘭らん子こ様、ゆり子様……そして、龍りゆう之の介すけ様が誕生しました。四人のお子様は瑠璃子様に似て、それはもうお綺麗で、とにかくお綺麗で、ほれぼれするほどにお綺麗なお嬢様たちでした。

　──赤あか坂さかは男だからね！

　──そんな華やかなご家庭ですが、瑠る璃り子こ様は結婚前に、龍りよう馬ま様にひとつの条件を提示しておりました

　──条件？

　──『結婚してあげてもいいけど、家のことは全部あなたがやってね』と、プロポーズの返事におっしゃられたのです。女性なら一度は言ってみたい台詞せりふですね



　そうなのだろうか。

「空そら太た」

「今、取り込み中」

「わたしのこと、全部空太がやってね」

「もうやってるよね！」

　──約束通り、赤坂家では龍馬様がすべての家事をこなし、四人のお子様も立派に育て上げました。サラリーマンも継続中の兼業主夫です。その影響は大きく、龍りゆう之の介すけ様は小学生の高学年になるまで、普通、家のことは父親が全部やるものだと思っていたそうです

「勘かん違いしている龍之介というのは、ちょっとかわいいですね」

　幼い龍之介の姿すがたでも思い浮かべているのか、リタはちょっとにやけている。


　──女王、瑠璃子様の権力は絶大で、赤坂家では圧倒的に女性の立場が強かったのです。瑠璃子様の発言に対して、龍馬様に許された返事は『はい』か『イエス』か『ウィ』か『ヤー』のみ

　──意味一いつ緒しよなんですけど！



　日本語、英語、フランス語、ドイツ語だ。たぶん。


　──当然、そんなご両親を見て育った長女の菫すみれ子こ様、次女の蘭らん子こ様、三女のゆり子様も立派な、第二、第三の瑠璃子様へと成長していかれました。男性が食事に誘さそおうものなら、「私、行きたいお店があるの」と、予約が半年待ちの人気店を話題に出して困らせるのです。「フランスの三ツ星レストランなら付き合ってあげる」と言って、愛を試すのです。まさに、その美び貌ぼうで、世の男性諸君を手のひらで転がす魔ま性しようのお姉様方です

　──恐ろしい話ですね



「私もそれくらいは言いますけど？」

　リタはさも当然といった様子だ。龍之介が女子の中でも、特にリタを苦にが手てとしている理由がわかった気がした。


　──そして、帰宅後には、その日のデートの感想を報告し合うのが、赤坂家のお姉様方の日課でした。そこでは、「会話のセンスが最悪」、「一緒にいてつまらない」、「ひとりで食事している方がましだった」など、男性の空太様なら耳を塞ふさぎたくなるような辛しん辣らつな評価が飛び交かい、毎晩のように、龍之介様はその内容を聞かされていたのでした

　──な、なるほど

　──やがて、女性の恐ろしさを身近なところで存分に味わった龍りゆう之の介すけ様は、女性を信用できなくなり、パーフェクトな女性嫌ぎらいへと成長していったわけなのです

　──けど、だいぶゆり子さんには好かれていたようだけど？

　──ゆり子様のみならず、瑠る璃り子こ様にとっても待望の男の子でしたので、龍之介様は溺でき愛あいされております。菫すみれ子こ様や、蘭らん子こ様からも同様に。毎日、誰が一いつ緒しよに寝るかでケンカになるほどだったそうですから……



　一見、羨うらやましいようにも思えるが、血の繫つながった家族となれば、どんな美人だろうと関係ない。あそこまで熱ねつ烈れつな愛情表現をされると嫌いやになるのもわかる気がした。力関係がはっきりしているなら、なおさらだ。

　学生寮りようのあるスイコーを龍之介が受験したのは、その辺にも理由があったのかもしれない。


　──この物語の教訓としましては、『身の丈たけに合わない女性と結ばれると、男性はとても苦労する』ということですね、空太様（ハート）

　──なんで、俺に言ってきた？

　──身に覚えがあるかと思いまして



　あるどころの騒ぎじゃない。現在進行形でありまくる。

　とても他ひ人と事ごととは思えなくなってきた。

　それとなくましろを見ると、

「大変なのね」

　と、まったく心のこもっていない声で呟つぶやいていた。げんなりだ。

「事情は聞いての通りだ」

　声は部屋の入り口からだ。壁に手をついた龍之介はすっかりやつれている。

　状況はだいたいわかった。だけど、一度くらいは我慢して姉に会いに行けないものなのだろうかと思ってしまう。

　龍之介のやつれた様子を見る限り、それすらしたくないということなのだろうが……。

「どうやら、ここは私の出番のようですね」

　勝ち誇った笑みを浮かべて、リタがずいっと前に出る。縮まった距離の分だけ、龍之介はきちんと後ろに下がっていた。

「龍之介、私と女性嫌ぎらいを直す特訓をしましょう」

　そう宣言したリタの目は星空のように輝いている。まるで、こういう事態を待っていたと言わんばかりだ。

「どうして僕がそんなことをしなければならない」

「空太とゲーム制作ができなくなってもいいんですか」

「……うっ」

　龍りゆう之の介すけが言葉に詰つまる。

「チーム制作をするチャンスを、また失ってもいいんですか？」

「それは……」

「次の機会はもうないかもしれないんですよ？」

　リタはなかなか意地悪だ。

「……」

　浮かない顔で、龍之介は考え込んでいる。どっちも選びたくはないけど、どっちかを選ばなければならない。そういう状況だ。

「なんだったら、俺が……」

　姉のもとへ一いつ緒しよについていこうか、と言いかけた空そら太ただったが、途中でリタに鋭く睨にらまれて言葉を引っ込めた。余よ計けいなことを言うなと圧力をかけてきたのだ。

「いや、なんでもない……」

　ここは少しくらいリタに協力してあげてもいいかもしれない。これだけ一生懸けん命めいなわけだし……。龍之介の女嫌ぎらいも直るに越したことはないだろう。今後、制作チームに別の女性が入るケースもあるだろうし。

「私くらいですよ？　龍之介に協力的な女の子なんて」

「……わかった」

　渋しぶ々しぶといった様子で、声を絞しぼり出している。

「はい？」

　リタが耳に手を当てて、聞こえなかったアピールをしている。

　それに言い返す元気もないようで、

「わかった」

　と、龍之介は大人おとなしく繰り返していた。

　リタはにんまりと微笑ほほえんでいる。

「この機会に、あれも、これも、龍之介としてみたかったことがやりたい放題ですね」

　などと、よからぬことを企んで、ぶつぶつ言っていた。

　はたしてリタに任まかせて大丈夫だろうか。

　現時点では不安しかない空そら太たなのだった。




　夕食後、龍之介のことはリタに任せ、空太はゲーム制作の作業に集中することにした。伊い織おりから上がってきた楽曲を組み込んで、序じよ盤ばんのステージを作り上げる。

　これで、全八面中、二面までは通しで遊べるようになった。各面は、三つのステージから構成されている。スタート直後は、爽そう快かい感と新しい楽曲を練習してもらうザコエリア。次が、特とく殊しゆな技を使わないと進行が難しくなる中盤エリア。そして、最後が前ふたつのエリアでラーニングしてきたことを総動員して挑いどむボスエリアだ。

　まだボスの作り込みは浅いが、龍りゆう之の介すけが用意してくれたゲームエンジンのおかげで、きちんと動作するものをさくっと作れるのは本当にありがたい。組んで、試して、直してを短時間で繰り返し行えるのだ。遊び手の感覚に沿ってステージを構成できる。

「あ～」

　作業が一段落したところで、空そら太たは大きく背もたれに寄りかかった。

　時計の針は十一時を示している。

「げっ、もうこんな時間か……」

　あくびをしながら伸びをすると、世界は逆さまになった。その逆さまの世界で、ベッドの上……空太の目から見ると下に、帰宅した際に美み咲さきから預かった栞かん奈なの荷物が目に入った。

「やば、忘れてた」

　身を起こして立ち上がる。急ぎの荷物だとまずいので、今日中に渡しておいた方がいい。封ふう筒とうを摑つかんで部屋を出る。

　二階に上がると、２０１号室の前で立ち止まった。

「あれ？」

　ドアの隙すき間まから明かりはもれていない。電気が消えている。

「もう寝ちゃったのか……」

　さすがに起こすのはかわいそうなので、空太は諦あきらめて一階に下りた。

　部屋に戻もどる前に、ついでに玄関の戸と締じまりを確認する。鍵かぎはかかっている。でも、ふと足を止めると違和感があった。

「……」

　栞かん奈なのローファーがない。下駄箱の中にもない。

「ん？　もしかして、まだ帰ってないのか？」

「あんた、ひとりでぶつぶつ言って気持ち悪いわよ？　頭、大丈夫？」

　ダイニングから出てきたのは、缶かんビールを片手に持った千ち尋ひろだ。

「栞奈さんが、帰ってきてないっぽいんですよ」

「……あら」

　さすがの千尋も少し表情を引き締めた。

「神かん田だ、ケータイに連絡」

「はいはい」

　自分でしろとは言わないでおく。

　ケータイを取りに部屋に戻ろうとしたそのとき、玄関の扉がガタガタとわずかに揺ゆれた。かかっていた鍵が外から開けられている。立ち止まって観察していると、扉が恐る恐る音を立てないように開いた。

　帰ってきた栞かん奈なとばっちり目が合う。

「おかえり」

「あ、その……遅くなりました」

　ばつが悪そうに栞奈が目を逸そらす。

「まずいことしている自覚があるなら、今後は気をつけなさいよ。せめて連絡を入れること。神かん田だが心配するから」

　一方的に通達して、千ち尋ひろはさっさと管理人室に戻もどって行く。

「そろそろ、夜は冷えるわね～」

　とか言っていた。だったら、冷えたビールを飲むのはやめればいいと思うのだが、それは未成年の考え方なのだろうか。

　玄関に残されたのは、空そら太たと栞奈のふたりだけ。

「その……ご心配をかけて、すいません」

「小説の打ち合わせ？」

「え？　あ……はい、そうです」

　なんとなく噓うそを吐つかれているのはわかった。けど、顔を上げない栞奈からは、追及してほしくなさそうな空気を感じたので、今は聞くのをやめた。

「これ、栞奈さんに届いた荷物」

　持っていた封ふう筒とうを差し出す。

「ありがとうございます……」

　空太から荷物を受け取ると、栞奈は逃げるように階段を駆かけ上がっていく。天てん井じようから足音が響き、すぐにばたんとドアの閉まる音が聞こえた。

　見事な避けられ方だ。今朝の出来事が響いているのは明白。

　言い訳は明日以降に持ち越しだ。

　玄関に突つっ立っていても仕方がないので、空太は部屋に戻ることにした。

　部屋の前に来ると、廊下の奥で洗面所のドアが開いた。

　出てきたのはましろだ。パジャマ姿すがた。ちゃんと髪が乾いているところを見ると、リタと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っていたのだろう。まだ誰か残っていることを示すように、洗面所の中からはドライヤーを使う音が聞こえる。

「風呂は堪たん能のうしたか」

「堪能したわ」

「よかったな」

　軽く言葉を交かわして、空太は部屋に入った。

　どうしたことか、ましろもついてくる。

「空太、わたし、決めたわ」

「よし、何の前置きも相談もなく、どんな決断をした？」

　嫌いやな予感しかしてこない。

「今日からここで寝る」

　ましろが指差したのは空そら太たのベッドだ。今は十匹の猫たちに占せん拠きよされている。ましろの発言が理解できたのか、顔を上げて成り行きを見守っている。そのうちの一匹……チビ白のさくらは、ベッドから飛び降りると、ましろの足に体を擦こすり付けていた。

「……今日からここで寝ると申したか？」

「申したわ」

「なんだって!?」

「同どう棲せいよ」

「それ、同棲って言わないだろ」

「同どう衾きん？」

「その通りだな！　じゃなくて！　なんだ、そのいきなりなふしだら発言は！」

「一いつ緒しよに寝るだけよ」

「ほう」

「Ｈはしない」

「それはそれで俺の精神が崩ほう壊かいすると思うんだが、どうだろうか？」

「Ｈはさせない」

　力強く言われるとなんだかへこむ。

「あのですね、ましろさん。ここは学生寮りようです。男女が同室で日常的に寝泊りをするなんて爛ただれた生活が許されるわけないだろ！」

「大丈夫、さくら荘そう会議で許可を取るわ」

「絶対にやめてくださいね！　一部住人から白い目で見られるからさ！」

　ただでさえ、今朝はさくら荘の面々にどえらい場面を見られて大変だったのだ。

「なら、決まりね」

　ましろの目はベッドをロックオンしている。

「決まりなわけがないな！」

「空太、わたしと一緒は嫌いやなの？」

「嫌じゃないです！」

　夢のような生活だ。幸せすぎて脳が溶けてしまうんじゃないだろうか。けれど、学生としての良識は持っていたい。何でもアリのさくら荘とは言え、超えてはいけないラインというものがあるはずだ。

「むう」

　ましろが頰ほおを膨ふくらませて睨にらんでくる。

「空そら太た、あったかくてよかったのに」

「その点はたまらなく同意だけど、常識を持とうか！」

「無理よ」

「なぜだ！」

「わたし、普通じゃないもの」

「開き直るな！」

「痴ち話わげんかですか？」

　お風ふ呂ろ上りのリタが、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてドア口に顔を出す。白い肌はだがほんのりと朱しゆに染まっている。色っぽい。なんだかいつもより艶つや々つやしているように見えるのは、龍りゆう之の介すけとの特訓のおかげだろうか。

　とりあえず、初日の今日は、ダイニングテーブルの席順を交代するところからはじまった。今までは時計回りに、千ち尋ひろ、栞かん奈な、伊い織おり、龍之介、空太、ましろ、リタの順番で座っていたのだが、今日の夕飯からは、伊織と龍之介の間にリタが入っている。特訓という名目で、「あ～ん」としたり、何かとちょっかいを出して、龍之介を困らせていた。

　その龍之介は、九時過ぎには「僕はもう寝る」とチャットでメッセージを送ってきた。よほど疲れたらしい。先が思いやられる。

「あら、栞かん奈な。空太に用事ですか？」

　ドア口に立っていたリタが栞奈を招き入れる。栞奈はまだ制服のまま。冷めた眼まな差ざしで、空太、ましろ、リタの三人を観察している。

「い、今は別に何もしてないぞ」

「私、何も言っていませんけど」

　あくまで栞奈は冷ややかだ。

「な、何か用？」

　ここは墓ぼ穴けつを掘る前に話を促うながした方がいい。

「これ、お見せした方がいいと思って」

　部屋に入ってきた栞奈は、人気の若手俳優が表紙を飾った雑誌を差し出してきた。殆ほとんど目を通したことはないが、小説や漫画を紹介している有名な雑誌だ。

「さっき空太先輩から渡された荷物の中身です。先月、新作に向けたインタビューを受けたので、その見本誌として送られてきたんですけど……」

「へえ、すごいなあ」

　ぱらぱらとページをめくる。栞奈のペンネームである『由ゆ比いヶが浜はまかんな』のインタビューが真ん中あたりに掲けい載さいされていた。顔写真などはなく、殆ど文字だけで構成された見開きの二ページ。結構な文字量だ。

　ましろとリタが、空太を挟はさんで覗のぞき込んでくる。

「違います。私のインタビューではなくて……」

「え？」

　言われた意味がよくわからない。

「もっと、前の……」

　栞かん奈なの手が伸びてきて、冒頭の数ページ目を開いてくれた。

「あっ」

「これ」

　空そら太たとリタの驚きが重なる。

　それもそのはずで、視界に飛び込んできたのは、見知った漫まん画がの絵。ましろが連れん載さいしている漫画の絵だった。

　『今月おすすめの一冊』として大々的に取り上げられて紹介されている。五名のレビュアーが感想を綴つづり、各おの々おのの視点から漫画の評価を語っていた。

　総評としては、絵は文句なし。業界でもトップクラスという太たい鼓こ判ばん。ただ、序じよ盤ばんの物語は退屈で、多少の忍耐力を要するという評価。だけど、話数を重ねるごとに、登場人物たちの感情が生き生きと描かれ、絵の表現力も増す一方で目が離せなくなっていった……と書いてある。

　特に、まだ単行本になっていない、ここ三、四ヵ月の連載分は本当にすばらしいと絶賛されている。それをどうしても伝えたくて、まだ一巻しか出ていないにもかかわらず、『今月おすすめの一冊』として紹介したくなったと締しめくくられていた。

　他に、作品の簡単な紹介文と、ましろに関する記述がなされている。

　──天才画家にして、女子高生漫まん画が家!?

　という見出しがあった。

「知っているかもしれませんが、その雑誌、それなりに影響力があるんです。特に、『今月おすすめの一冊』を紹介するコーナーは」

「そうなんだ」

「……はい。私の小説も、そこで取り上げてもらったのを切きっ掛かけに部数がだいぶ伸びましたから」

「そうなんだ……椎しい名なは知ってたのか？」

　ましろがこくんと頷く。

「漫まん画が、雑誌で紹介されるって綾あや乃のが言ってた。これだったのね」

「椎名先せん輩ぱい、この機会に漫画家としても一気に注目されるかもしれませんよ」

　栞かん奈なの目は真剣だ。本当にそう感じているのだろう。

　でも、空そら太たにはあまり実感はなかった。

　すごいんだなあくらいに思っていた。ましろが着実に前進していることを、うれしく思っていただけだった。

　だから、栞かん奈なの言葉が、その言葉以上の現実を連れてくるなんて、このときの空そら太たは想像すらしていなかった。




　　　　４




　栞奈が教えてくれた雑誌は、翌日に全国の書店に並べられた。

　当日、空太はネットで反応を調べてみたが、特に話題に上がっている様子はない。二日目も、三日目も似たような感じで、目ぼしい動きは見当たらなかった。

　ちょっとした変化に気づいたのは、雑誌の発売後最初の週末。本を扱あつかっているネットの通販サイトで、ましろの漫まん画がが売り切れになっているのを見つけた。入荷待ちになっている。いくつかのサイトを回ったが、大手のショップはどこも在庫切れの状況だった。

　週が明けた月曜日、空太は買い出し当番のついでに、駅前の本屋さんを覗のぞいてみた。書しよ棚だなにましろの漫画は見つけられない。売れてしまったのかもしれないし、たまたまかもしれない。

　日常生活に変化があるわけではないので、正直、実感と呼べるものは何もなかった。

　火曜日になって、動きらしきものがようやくましろのもとへ届いた。担当編集の飯いい田だ綾あや乃のから電話がかかってきたのだ。

「綾乃さん、なんだって？」

　学校からの帰り道、電話を終えたましろにそう尋たずねる。

「重じゆう版はん決まったそうよ」

「それだけ？」

「たくさん刷するって言った」

「そっか」

「すごいことだって言ってた」

「そうか……」

　コンビニで買ってあげたバームクーヘンをもさもさと食べながら話すましろからは、すごさも喜びも感じない。本が売れているという報告を聞いて浮かれている様子もなかった。何もかもがいつも通りだ。

　さくら荘そうに帰れば、ましろは毎日寝落ちをするまで漫まん画がを描くという生活を続けている。以前と変わったところをあげるとすれば、時々、空太の部屋にやってきて、ぴたっとくっついてくることくらい。

「ましろ、なにしてんだ？」

「養分を吸っている」

「こわいな！　そこは、かわいく『充電中』とかにしてくれ！」

「じゃあ、充電中」

　さらにひしっと密着してくる。困ったことに、本当にかわいい。

　ましろはましろのペースを崩くずさない。中心にあるのは漫まん画がを執しつ筆ぴつすること。その隙すき間まで、空そら太たと過ごす時間を大切にしてくれている。この前の日曜日は一いつ緒しよにショッピングモールへ出かけたし、来週は映画を観に行く約束もしてある。

　おかげで、空太は不安など感じずに日々を過ごせた。今やるべきゲーム制作にも集中できた。

　そうして、また一週間が過ぎていく。十月のカレンダーがめくられて、十一月がやってきた。

　その初日。学校内は明後日あさつてに迫った文化祭に向けて大盛り上がりだ。このときばかりは、受験や進路のことは忘れて、三年生も騒ぎまくっている。駄だ菓が子しカフェに決まったクラスの出し物に、誰もが協力的で情熱的だ。もちろん、空太もきちんと参加していた。

　周囲からは、さくら荘そうでの出し物を期待されてもいた。去年の『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』は鮮明に記憶されているのだ。けれど、今年はさすがに出し物を用意する余よ力りよくはない。すでにゲーム制作を一本抱かかえている。そのスケジュールも綱つな渡わたりの状況で、文化祭まで手が回るはずもなかった。

　時間はいくらあっても足りないくらいなのだ。

　この日も、クラスの出し物の手伝いが終わると、空太は急いで帰ってパソコンと開発機材を起動させた。ご飯とトイレ以外では席を立たない。それでも遅れは出ている。空太が行っているレベルデザイン作業は、三日ほど予定が後ろ倒しになっていた。

　そんなわけなので、空太は風ふ呂ろに浸つかりながらも、ステージの構成に頭を悩ませていた。後半になるに連れて、ネタが切れてきて大変なのだ。何か新しいアイディアを盛り込まないと、マンネリ化してしまう。

　そろそろ日付も変わろうかという時刻だが、もうひとがんばりしておきたい。その気持ちは、使命感とか、義務感から来るものじゃない。作るのが楽しいからこそそう思える。

「はあ～」

　湯船に体を沈めて、足を真っ直ぐに伸ばす。風呂が広いのは学生寮りようならではだ。普通の家ではこうはいかない。

　天てん井じようを見上げ、空太が考え事に没ぼつ頭とうしていると、突然、風呂のドアが開いた。

「空太」

　やってきたのは、もちろんましろだ。

「ん？　どうした？」

　空太は湯船で脱力したまま返事をする。こういう状況にも慣れた。

　顔だけましろの方に向ける。浮かない表情に思えた。

「どうした？」

　再度、問いかけた。

「日曜日のデート」

「映画行く約束のやつな」

「うん……」

　ふたりの声は、浴室によく響く。

「いけなくなった」

「え？」

「今、綾あや乃のから電話があって」

　ましろの手にはケータイが握にぎられている。虹にじ色に変化するＬＥＤがきらきらと光っていた。まだ通話中なのかもしれない。

「日曜日、編集部でインタビューの取材を入れたいって」

「そっか。今、売れ出して、チャンスだもんな」

「だから、デート……」

「わかった。んじゃ、映画は次の日曜な」

「うん」

　話が終わると、ましろは風ふ呂ろ場ばを出ていく。ケータイに向かって、何か話していた。やはり、通話中だったらしい。足音は遠ざかり、やがてましろの話し声は聞こえなくなった。

　残されたのは空そら太ただけ。

「……」

　ましろがいなくなると、妙みような居い心地ごこちの悪さが胸の辺あたりに取り残されている。もやもやとした気分。それは、開けっ放しのドアが原因だろうか。

「とりあえず、ドアだけは閉めていってほしいんだよな……」

　立ち上がったついでに、空太は風呂から上がることにした。




　着替えて洗面所を出ると、玄関の前に伊い織おりがいた。

「伊織、風呂空いたぞ」

「あ、はい」

　伊織は返事をしながらも、柱に手を突ついて手首のストレッチをしている。関節は正しく綺き麗れいに曲がっている。六月下旬に複雑骨折した右腕の調子はすっかり良さそうだ。

「右手、どうだ？」

「ばっちりいいですよ」

「そうか」

「いつでもおっぱいを揉もむ準備はできています！」

　柱から手を離した伊織は、両手をにぎにぎしている。

「あとは揉ませてもらえるおっぱいを探すだけなんですよ」

　伊織の目は輝いている。

「ほどほどにがんばってくれ」

「はい！」

「ピアノの方は？」

「そっちは、全然ダメですね」

　笑顔で答えが返ってくる。

「『これくらいは弾ひけるだろう』っていうイメージ通りに指が動いてくれないんすよ。音楽科の先生には『気長にお願いします！』って言ってあるんで、気長にやってます！」

　今度もまた元気な返事。でも、視線は何かを気にして、階段の上へと向けられている。

「伊い織おり？」

　タオルで頭を拭ふきながら声をかけた。

「あいつ、今日も帰り遅かったんすよね」

「ん？　ああ、栞かん奈なさんか……」

　それは空そら太たも気にしているところだ。ここ数日は毎日のように、十時過ぎに帰ってきている。昨日はもっと遅かった。十二時近かったんじゃないだろうか。栞奈は物音を立てないようにしていたつもりだろうが、古い建物なので何かと響く。特に、玄関に近い空太の１０１号室は人の出入りに気づきやすいのだ。

「小説の打ち合わせって、そんな頻ひん繁ぱんにやるもんなんすか？」

「さあ、どうだろうな」

　少なくとも、栞奈がさくら荘そうに引っ越してきてから、こういうことはなかった。出版社の担当者だって、栞奈が現役の高校生であることは当然わかっているはずだ。そんなに夜遅くまでかかる打ち合わせを頻繁に設もうけるとも思えない。

　昨日、気になって空太は栞奈に聞いてみたのだが、

「すいません、気をつけます……」

　と、目を逸そらされただけだった。

「って、別に、俺が気にすることじゃないんすけど」

　あははっと伊織が笑う。

「でも、気になるんだろ？」

「なんか、こう……ムラムラするんですよ」

「……」

　困ったことに、伊織は真剣だ。

「あ、違いますよ!?　別に絶ぜつ壁ぺきに目覚めたとかじゃないですからね！　俺、ロッククライミングには興味ないんで！　登るならおっぱいという名の山ですよ、山！　と、とにかくそういうんじゃなくてですね！」

「なら、どういうのなんだ？」

「いや～、それがわからないから、ムラムラするんですよ。あ～、ムラムラするな～」

　その後も、「ムラムラする」を連呼しながら、伊い織おりは風ふ呂ろ場ばへと消えて行った。




　伊織と話したあとで空太が部屋に戻もどると、パソコンの前に龍りゆう之の介すけが座っていた。

「ゲームエンジンのバージョンアップだ」

　聞く前に、龍之介の方から理由を教えてくれた。指がリズミカルにキーボードを叩たたいている。

　ベッドの縁へりに腰こし掛かけて、その様子を見守ることにした。龍之介は開発機材を立ち上げて、動作の確認をしている。

　まだ時間はかかりそうだ。

　空そら太たは座ったままの体勢から後ろに倒れた。見慣れた板張りの天てん井じよう。あらゆる音が空から降って来る不ふ思し議ぎな感じ。

「赤あか坂さか」

「なんだ？」

「リタとの特訓は上う手まく行ってるのか？」

「……一昨日おとといの日曜日は、買い物に付き合わされた。留学娘の洋服をどうして僕が選ばなければならない」

「ああ、それでか……」

　その日、リタはやけに機き嫌げんがよかったのを覚えている。

　どこかくたびれた様子でキーボードを叩く龍之介の作業はまだ終わらない。このまま、リタに任まかせておいて、女嫌ぎらいは改善されるのだろうか。

「教育実習が終わるまでには、契けい約やく書はなんとか確保する」

「健けん闘とうを祈るよ」

「はあ……」

　心からのため息という感じだ。本当にゆり子のもとへは行きたくないらしい。

　会話が途と切ぎれても、空太は気にせずにぼ～っと天てん井じようを眺ながめていた。

　先ほど風ふ呂ろ場ばで感じたもやもやが、まだ体の中に居座っていることに気が付く。

「赤あか坂さか、幸せってなんだと思う？」

　落ち着かない気持ちを吐はき出すように、そう声に出していた。

「頭は大丈夫か？」

　苦笑を浮かべながらも、空太は気にせずに言葉を続けた。

「やりたいことを見つけて、今はそれをやれて……その上、かわいい彼女もいる俺はすごい幸せ者なんだと思うんだ」

「自慢話ならよそでやってくれ」

　龍之介の作業の手は止まらない。カタカタと音が心地ここちよく聞こえてくる。

　少しして、キーボードを叩たたく音が止まった。

「神かん田だ、バージョンアップが完了した。呆ほうけていないで作業に入れ。レベルデザインは三日程度の遅れがある。これ以上ずるずると後退するのは避けたい」

「わかってる……でも、たぶん、大丈夫だよ」

「その根こん拠きよはなんだ？」

「週末には遅れを取り戻もどせる」

「たいした自信だな」

「次の日曜、ましろと出かける約束がなくなった。漫まん画がの取材が入ったらしい。だから、丸一日、作業に使えるんだ」

「……」

　納得すると思ったのに、龍りゆう之の介すけは難しい顔で空そら太たを見下ろしている。

「今のじゃ、根拠として不十分だって言いたいのか？」

「神田はやけにうれしそうだな」

「悪いのか？」

「悪くはない。ただ、デートの約束がキャンセルになった場合、ガッカリするのが普通の反応なのではないのか？」

「……」

　そう言葉にされてはじめて、空太は風ふ呂ろ場ばで感じたもやもやの正体に気づいた。

「……神田、いい機会だ。質問に答えろ」

「なんだよ、こわい顔して」

「この先、椎しい名なのことはどうする気だ？」

　目を見て真っ直ぐに、龍之介は言葉をぶつけてきた。

「どうって？」

　質問の意図がわからず、間ま抜ぬけな声を返す。

「神田は前に僕に言ったな。卒業後は一いつ緒しよに住もうと」

「ああ、言った」

「最近は、随ずい分ぶんと改善されたようだが、椎名の生活破は綻たん者ぶりは今なお目に余る」

「そうだな」

「スイコーを卒業して、さくら荘そうを出たあとも、当然、誰かが面めん倒どうを見なければならない。その辺のことについて、椎名と話し合ったのか？」

「……ましろ当番は必要だろうな」

　曖あい昧まいに感想だけを口にする。

「状況的に、神田が引き受けるのが道理だと僕は思う」

　龍之介の追及は止まらなかった。

「まさか、赤あか坂さかに同どう棲せいを勧められる日が来るとは思わなかったよ」

「お前が椎しい名なと暮らすというのなら、僕との約束はなかったことにしていい」

「なんだよ、急に」

「急ではない。想像してみろ。この先、順調に椎名が漫まん画が家として売れ、神かん田だの目標が現実のものとなっていけば、お前たちふたりは今まで以上に、漫画とゲームに時間を費ついやすことになるんだぞ。デート一回のキャンセルでは都つ合ごうがつかないほどに」

「だから、離れて暮らすようじゃ会う時間がなくなるから、一いつ緒しよに住めって赤坂は言ってくれてんだな」

「選択肢しのひとつとして考えろと僕は言っているんだ」

「考えたよ。そんな妄もう想そうは、付き合ってすぐに考えた」

　それは本当だ。これから先、どんな風にましろと付き合っていくのか。卒業後に、うっかり同棲をするなんていうのは、真っ先に考えたことだ。空そら太たとましろは恋人同士で、ましろにはましろ当番が必要。色々な問題を一いつ挙きよに解決できるいい案だと思う。

「けど、いくら付き合ってるからって、高校を卒業してすぐに同棲はないだろ。俺は赤坂と違って、学費も生活費も親に負担してもらってる身分だ」

「……」

「それに、ましろには『ましろ当番』が必要だとは言っても、一緒に住むなんて大事なことを簡単に決めていいわけがない」

「随ずい分ぶんと常識的な判断だな」

「さくら荘そうですでに共同生活してるから、正直、俺もあんまり違和感ないけど、まだ付き合って半年だ。同棲とか考えるのは、早すぎる」

「至し極ごく真まっ当とうな意見だが、椎名を常識の範囲内で考えるのは無意味だと僕は思う」

「だからって、なし崩くずし的にするもんじゃないだろ。同棲なんて。……どう言えばいいのかよくわからないけど、少なくとも、お世話を理由にしたらいけないと思ってる。経済的な自立もしてないくせに、自分では何の責任も取れないくせに、『ましろ当番』を言い訳っていうか、免めん罪ざい符ふにして、同棲するっていうのは、さすがに無責任だろ。物事には順序がある」

「……」

　龍之介は何も言わずに話を聞いている。

「今までは、その順序がごちゃ混ぜで……卒業を切きっ掛かけにちゃんとしたいって言うか、まあ、そういう風に俺は思ってるんだよ」

「……」

「卒業後のことについて、ましろと話しておいた方がいいっていうのは、赤坂の言う通りだと思うけど」

「きちんと考えた上での結論ならいい。余よ計けいな口を挟はさんだな」

「赤あか坂さかが俺たちのことを心配してくれてるのは、うれしいよ」

「な、僕は別に！　お前たちがこじれて、腑ふ抜ぬけになられては困るからだ」

　龍りゆう之の介すけが顔を背そむける。

「俺は大丈夫だよ。どんな状況になっても、俺の気持ちは変わらない」

「絶対にか？」

「赤坂らしくない聞き方だな」

「どこがだ？」

「赤坂は絶対なんてないと思ってるだろ？」

「……」

　図星を突つかれた龍之介が押し黙だまる。

「けど、絶対だって言えるくらいに強く思ってる。あの日、そういうつもりで、俺はましろを選んだんだ」

　五月下旬。修学旅行で行った北ほつ海かい道どう。決めたら迷わない……そう心に誓ちかったのだ。

「そうか。ならいい。だが、これだけは先に言っておくぞ。いずれは表面化するであろう問題だからな」

「ん？」

「神かん田だは、自分の目標と、椎しい名な……どちらが大切なんだ？」

「……」

　即答はできなかった。

「『仕事と恋人、どちらが大切か？』……使い古されたつまらない文句だが、ある一面で物事の本質を捉とらえた問いかけだ」

「……」

「僕は『比べられるものではない』とは考えない。生きていく上で、選択はすべて同どう軸じく上にあるものだ。そして、神田の場合、そのふたつを天てん秤びんにかけなければならない局面に遭そう遇ぐうする確率は極きわめて高い。開発が佳か境きように差し掛かかるほどに、誰かを気遣づかっている余裕などなくなっていくぞ。『にゃぼろん』のときを思い出せ」

「……」

　あのときは、持てる時間のすべてを『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の開発に当てた。他のことなどまったく考えていなかった。けれど、もし、あの瞬しゆん間かんに、ましろとの間に何かあったとしたら、龍之介の言うように、空そら太たは選択を迫られていたのかもしれない。

「……」

「いざというとき、慌あわてずに済むよう結論は出しておくんだな」

　そう言い残して、龍之介は部屋から出て行った。

「……ああ」

　ひとりになってから、空そら太たは誰にともなく返事をした。

　両手を広げて大の字になる。

　──神かん田だは、自分の目標と、椎しい名な……どちらが大切なんだ？

　即答できなかったのは、心の中に答えがなかったからじゃない。質問された瞬しゆん間かんに、わずかだが気持ちはある方向へと舵かじを切っていた。だからこそ、口には出せなかったのだ。

「……」

　時計の針が十二時を示す。

　悩んでいても、笑っていても、こうして新しい日はやってくる。
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　十一月三日。文化の日。この日から一週間に渡って開催された文化祭は、来場者数で過去最高を記録する大だい盛せい況きようとなった。

　水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくと合同で行われるこのお祭りは、駅前にある赤レンガ通りの商店街とも協力している地元の一大イベントだ。

　昨年は、あっという間に過ぎ去った一週間だったが、今年は十分に堪たん能のうできたと思う。クラスの出し物の店番もあったので、空そら太たはほぼ毎日学校に顔を出した。空き時間にましろと色々なイベントや屋台を回った日もあれば、妹の優ゆう子このわがままに付き合わされた日もある。

　『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の開発に追われて、さくら荘そうでギリギリまで徹てつ夜やの作業をしていた一年前とは大違いだ。

　けれど、不ふ思し議ぎと充実感は昨年の方が大きかったように思える。文化祭当日に、好きなだけ遊び回れる楽しさよりも、何かを作って公開する喜びの方が、空太にとっては大きいようだ。実際、その経験があったからこそ、空太は『ゲームキャンプ』に挑ちよう戦せんし、いずれは気き心ごころの知れた仲間とゲームソフト会社を設立したいという夢を思い描けた。

　その『ゲームキャンプ』に関しては、文化祭の最中に十一月の進しん捗ちよく会議が行われた。担当者の戸と塚つか、早はや川かわの両名と話し合い、十二月末を目め処どに、ベータ版を提出する約束をした。

「赤あか坂さか、今のペースで制作を続ければ大丈夫だよな？」

「まあ、問題ないだろう。概おおむね仕し様ようの搭とう載さいは完了する」

　帰宅後、龍りゆう之の介すけからもオッケーが出たので、伊い織おり、リタを交まじえて気合を入れ直した。

　一週間続いた文化祭もやがて終わりを迎むかえる。

　お祭りのあとの学校内は、まさに抜ぬけ殻がらのような有あり様さまだった。生徒の大半は燃え尽つき症候群に陥おちいり、無気力状態だ。

　そんな中で、一部ピンク色に染まった生徒たちも見受けられた。春でもないのに、春爛らん漫まんなオーラを放っている。文化祭で成立した初うい々ういしいカップルたち。休み時間にトイレに行くだけで、廊下のあちこちでイチャイチャする男女を目もく撃げきした。

　学校内に色々な影響を与えた文化祭。それが終わると、今度は教育実習の最終日がやってきた。

　龍之介はまだ契けい約やく書をもらいに行っていない……。




　その日の朝、空太は登校前に龍之介の部屋に顔を出した。

「お～い、赤坂。大丈夫か？」

　ベッドに寝ている龍之介の顔を覗のぞき込む。

「客観的にどう見える？」

　龍りゆう之の介すけの顔は赤い。おでこの濡ぬれタオルが痛々しい。目元はくたびれて、表情にはいつもの張りがなかった。

「控ひかえめに言ってもダメだな」

「主観的に見ても同意見だ」

　体調不良は昨晩から。ゲームの打ち合わせ中、空そら太たの部屋で倒れたのだ。

「熱は？」

「八度五分あった」

　この容よう態だいでは、学校に行くのは無理だろう。

　それでも、龍之介はだるそうにしながら上半身を起こした。

　普段なら授業を欠席することなど歯し牙がにもかけないが、今日ばかりはそうも言っていられない理由がある。

　ゆり子の教育実習が最終日なのに、龍之介はまだ『ゲームキャンプ』の契けい約やく書を取りに行っていない。

「不本意だが、行くしかないな……」

「いいよ。今日は寝とけ」

　ベッドから下りようとしていた龍之介を空太は制した。

「だが……」

「無理して悪化されると、制作スケジュールに影響が出る」

「だとしても、契約書は必要だ」

　龍之介が「げほっ、げほっ」と咳せき込む。

「それは俺がもらってくる。事情を話せば、ゆり子先生もわかってくれるだろ」

「どんな無茶むちやを言われても知らないぞ」

「……やっぱり、タダというわけにはいかないのか？」

　龍之介の足を遠のかせているゆり子だ。なんとなく、そんな予感はしていた。

「食事の誘さそいをしてきた男に対して、『フランスの三ツ星レストランなら行く』と条件をつけるような女だぞ」

「それ、実話だったんだな……」

「本当にあの女が恐ろしいのは、その条件を相手の男に吞のませるところだ。しかも、手すら握にぎらせずに、食事だけして帰国したらしい」

「……ぞっとするな」

　くたびれた顔の龍之介と目が合う。

「神かん田だ、生きて帰れよ」

「最善を尽つくす……」

　他に手立てがないとは言え、とんでもないことを引き受けてしまったのかもしれない。しかし、契けい約やく書が手に入らないと空そら太たも困るのだ。まさか、龍りゆう之の介すけとのゲーム制作を、ここで諦あきらめるわけにはいかない。

「んじゃ、学校行ってくるな」

「神かん田だ」

「ん？」

「留学娘に気にするなと伝えておけ。今頃、自分が振ふり回したせいで、僕が体調を崩くずしたと勘かん違いしているだろうからな」

　そう言いながら、龍之介が横になる。身を起こしているのも辛つらくなったようだ。

「それは赤あか坂さかが直接言わないと意味ないぞ」

「……」

　無言を了解と受け取って、空太は部屋を出た。

　廊下に出ると、壁を背にして体育座りをしているパジャマ姿すがたの人物がいた。リタだ。膝ひざに顔を埋めて、見るからに落ち込んでいる。

「特訓を理由に、はしゃぎすぎました。反省しています」

　小さな声で口にする。

「毎日、一いつ緒しよに登下校して、一緒にお昼ご飯を食べて……休日は、買い物に連れ出して、時々、夜に部屋へ押しかけて、龍之介の生活リズムを搔かき乱してしまいました。浮かれていました」

　リタはぽつぽつと懺ざん悔げを続けている。
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　慣れないことの連続に、疲労が溜たまっていたのは事実だろう。でも、肉体的な問題だけなら、龍りゆう之の介すけは自分の体調をきちんとコントロールしたはずだ。できなかったのは、精神的な部分で体が予想外の反応をしたからだと空太は思っている。

　要は、体がびっくりして、知恵熱のような症状が出たのではないだろうか。

「リタのせいじゃないって……赤あか坂さかの声、聞こえたろ？」

「……」

「ほら、学校行くぞ」

　腕を引っ張ってリタを立ち上がらせる。

　それから、ましろの準備を手伝って空そら太たは学校に向かった。




　朝のＨＲの時間から、三年一組の教室には少しそわそわした空気が流れていた。

　ゆり子の教育実習が、今日で最終日であることはクラスの全員がわかっている。

　休み時間のたびに、空太は話しかけるタイミングを探さぐっていたが、いつもゆり子は生徒に囲まれていて、隙すき間まは一いつ瞬しゆんだってなかった。トイレ以外はひとりになってくれない。

　機会を窺うかがっているうちに、午前の授業は終わった。本命の昼休みにダッシュで職員室に顔を出したが、すでに他の生徒に連れ出されたあとだった。なんでも、数名の女子に誘さそわれて、学食に行ったらしい。

　結局、声をかけるタイミングも見つからないまま、帰りのＨＲの時間がやってきた。

　黒板の前に立ったゆり子からは、別れの挨あい拶さつが告つげられる。

「短い期間でしたが、皆さんと一いつ緒しよに勉強できて楽しかったです」

　風の噂うわさでは、ゆり子は教育実習の期間で、教師、生徒を含ふくめ、二十人以上から食事に誘われたり、告白をされたりしたらしい。そして、その全部を断ことわったそうだ。

　空そら太たのクラスにも、勇ゆう敢かんな戦士の残ざん骸がいが、三体ほど転がっている。真っ白に燃え尽つきて灰になっている。

　誰もが哀あわれな被害者。話をしていると、どこかしら触ってくるゆり子の悪意のないスキンシップに、骨抜きにされてしまった。自分は好意を抱かれていると、勘かん違いをしてしまったのだ。空太も、正直ドキッとさせられたわけだし……。

　龍りゆう之の介すけいわく、

「そんなものはすべて計算に決まっているだろう」

　とのことだった。

　なんでも、それが母親からの教えだったらしい。

　放課後になると、ゆり子は記念写真や連絡先を要求する生徒たちに囲まれていた。さすがにこれでは話しかけられない。

　三十分ほど待機。ゆり子が解放されて、ひとりになったところで空そら太たは声をかけた。

「ゆり子先生」

　職員室に向かう廊下の途中。視聴覚室の前だ。

　振ふり向いたゆり子が空太の姿すがたを捉とらえる。表情に笑顔が灯ともった。

「丁ちよう度どよかった。私も神かん田だ君と話したいと思っていたの」

　予想外の切り返しに、「え？」と驚きがもれる。

「来て」

　手首を摑つかまれて、視聴覚室の中に連れ込まれた。

「ちょっ、先生!?」

　電気のついていない室内は、暗幕のカーテンがかかっていて薄暗い。

　座席は緩ゆるやかな階段状に並んでいる。

　空太とゆり子以外は誰もいない。教室を出るまでにだいぶ時間がかかっていたから、掃除当番の連中も撤てつ収しゆう済みらしい。

「放課後の教室に女の先生と男子生徒がふたりきりなんて、ドラマのワンシーンみたい」

　意い味み深しんな発言。

「教師と生徒との禁断の恋」

「……」

「刺激的だと思わない？」

　誘さそうような笑みだ。

「だから、教師になろうとしてるんですか？」

　向こうのペースに乗せられないように、空太は軽かる口くちを挟はさんだ。

「そうよ」

　屈くつ託たくなく、ゆり子が肯こう定ていする。

「……冗談のつもりで言ったんですけど」

「知ってる」

　だから、肯定したのだとゆり子は笑っている。

「先生の話は以上ですか？」

「まだあるけど、先に神田君の話を聞いてあげます」

「どうもです……」

「これがほしいんでしょ？」

　切り出す前に、ゆり子は出席簿ぼの間から、クリアファイルに挟はさんだ『ゲームキャンプ』の契けい約やく書を取り出した。

「赤あか坂さか、体調崩くずして寝込んでいるので、俺が代理で受け取りに来ました」

「あら、残念。せっかく金髪の子と特訓してたのにね」

　こちらの動きはどうやら筒つつ抜ぬけだったようだ。

「でも、私、龍りゆう之の介すけに取りに来るよう伝えてもらったわよ？」

「はい。伝えた上での代理です」

「龍之介が頼んだのかしら？」

「言い出したのは俺です。赤あか坂さかの承しよう諾だくはもらってます」

「そう……なら、いっか。はい」

　意外なことに、ゆり子は契約書をあっさり差し出してくる。罠わなかと思いながら空そら太たが手を伸ばしても、急に引っ込めたりはしなかった。契約書は空太の手の中に納まる。

「鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔って、たぶん、これのことを言うのね」

　呆ぼう然ぜんとした空太を、ゆり子がまじまじと観察している。

「契約書を渡す代わりに、龍の首の珠たまを取ってこいとか言われるんだと思ってた？」

　たとえが竹たけ取とり物語なのは、国語の教師らしい。

「はい。そう思ってました」

　空太は素す直なおに答えておいた。

「だから、やめたの」

「接続詞、おかしくないですか？」

　こちらは、国語の教師らしくないような気がする。

「私がどんな無理を言っても、龍之介のために何でもするつもりでいたでしょ？」

「できる範囲のことに限りますけど」

　もちろん、龍の首の珠たまは取ってこられない。

「意思の固まった男を振ふり回しても面おも白しろくない。私が見たいのは、私への忠誠心と、自分のプライドを天てん秤びんにかけて苦く悶もんする男の顔」

　美しい顔をしてとんでもないことを言う。

「鬼おにですね……」

「それでも、私とどうにかなりたいって男だけ寄ってくればいい。男の前で猫ねこかぶって、真黒い腹の中を見せない女より、よほど良心的よ？」

　ここがゆり子のすごいところだ。目の前でこう言われて、確かにその通りだと思うし、不ふ思し議ぎと嫌いや味みな感じはしない。さっぱりしている。自分がはっきりしているから好感を持てる。

「でも、どうして、俺がそのつもりだってわかったんですか？」

　ゆり子は空太のことをよく知らないはずだ。短い教育実習の期間で接点は殆ほとんどなかった。

「男を見る目は確かなの」

「それだけですか？」

「あまり女性を質問攻めにするのは感心しないな」

「……」

　言葉を詰つまらせると、ゆり子はおかしそうに笑い出した。

「君のことは、千ち尋ひろ先生と小こ春はる先生から色々と聞かせてもらってたから」

　一体、何を吹き込んでくれたのだろうか。上がったふたつの名前からは不安しか感じない。

「ありがと」

「え？」

　思いもよらない言葉に戸と惑まどう。

「龍りゆう之の介すけの友達になってくれて、ありがと」

「……」

「知ってると思うけど、龍之介、中学の友達とは酷ひどいケンカ別れをしてるのよ」

「はい、知ってます」

「スイコーもその友達と一いつ緒しよに行く約束で志望したんだけど、結局、ひとりきりで受験して……」

　それも、知っている。中学時代の友人だという駒こま沢ざわ拓たく実みと池いけ尻じり麻ま耶やとは面識があった。

「あの当時は、だいぶ塞ふさぎ込んで……かと思えば、全部諦あきらめたような、世の中わかったような顔してた」

「……」

「龍之介、またやる気になったようだから、その意味も込めてのありがと」

「俺も赤あか坂さかのおかげで、やりたいことができてるんで」

「というわけだから、神かん田だ君」

　ずいっと、ゆり子が距離を詰つめてきた。

「な、なんですか？」

　顔が近い。吐と息いきがかかるほどだ。いい香りもする。

「龍之介を裏切ったら、私が許さないから」

　目は真剣そのものだ。

「先生に言われなくても、そのつもりです」

　真ま面じ目めに返すと、吹き出すように笑われた。

「生なま意い気き」

　空そら太たの鼻を軽くつねってくる。そこで、ゆり子のケータイが鳴った。

「残念。お礼にいいことしてあげようと思ったけど、最後の職員会議の時間ね。じゃ、気をつけて帰るのよ」

「はい、ゆり子先生もお元気で」

「年下の男の子から『ゆり子先生』って慕したわれるのも悪くないわね」

　どこか得意げに微笑ほほえみ、ゆり子は視聴覚室を出て行った。本当に教師になるつもりがあるのかわからないが、なったらなったで、その学校の男子生徒諸君は大変な目に遭あいそうだ……。
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　ゆり子が学校を去った翌日、龍りゆう之の介すけの体調は快かい復ふくした。

　朝、起きてきた龍之介に契けい約やく書を見せる。

「よく無事だったな」

「赤あか坂さかのこと、心配してたぞ」

「体調ならもう戻もどったと伝えておけ」

「そうじゃなくて、ひとりでスイコーに入学したことだ」

「……」

「電話くらいしておいたらどうだ？」

　空そら太たの提案を受け、龍之介はタブレットＰＣから、渋しぶ々しぶといった様子でメールを送っていた。

　すぐに返信が来たらしく、その表情がさらに苦にが々にがしく変化する。

「ゆり子先生はなんて？」

　画面を空太に見せてくる。読み上げるのが嫌いやらしい。

　──今度、神かん田だ君を連れて実家に帰ってくること。それで許してあげる

　自分は無関係だと思っていたのに、これはどういうことだろうか。

「返事は『──わかった』と打っておいた」

「俺の意思は!?」

「あの女を前に、そんなものは無意味だ」

　龍之介はすっかり普段の調子を取り戻もどしている。顔色もいい。完全復活。ただ、今回の一件は、龍之介のある症状を酷ひどく悪化させていた。

　リタとの特訓で、散さん々ざん我慢を続けてきた反動からか、女性嫌ぎらいに拍はく車しやがかかったのだ。前進しているのだと思っていたリタとの関係は大きく後退している。

　朝食の時間、リタが顔を合わせると、

「留学娘とは、同じ空気を吸いたくない」

　と、龍之介は言っていた。

「どうしてそうなるんですか！」

　納得がいかないリタは、ひとり憤ふん慨がいしていた。

　数日が経過しても、気持ちは収まらないようで、空太は夕食後にゲーム制作の素そ材ざいデータを持ってきたリタから、文句を聞かされていた。

「ちょっと、聞いてくださいよ、空太」

　ＴＶ画面には、リタが作成した３Ｄモデルのザコモンスターが映っている。狸たぬきをモチーフにした二頭身のかわいいキャラクターだ。大きな尻しつ尾ぽがトレードマーク。

　頰ほおを膨ふくらませたリタはベッドに膝ひざを突ついて座っている。その後ろには、ましろの姿すがたもあった。今日は、夕食後からずっと空そら太たの部屋にいる。クロッキー帳を広げて、ネームを描いていた。

　なかなか満足のいく台詞せりふが浮かばないようで、何度も、書いて、直して、消して、書き直してを繰り返している。最初は壁を背にして足を伸ばして座っていたが、途中、ベッドに仰あお向むけになったり、体育座りをしたり……今は、うつ伏ぶせになって、時々、足をばたばたとさせている。空太とリタの会話に集中力を乱された様子もない。作業の手は止まらずに黙もく々もくと動き続けていた。

「龍りゆう之の介すけってば、私が近づいただけで『寄るな、留学娘！』とか言うんですよ」

「そうなんだ」

　ましろにならって、空太も確認作業に集中する。コントローラーを操作して、３Ｄモデルを縦たて軸じく、横軸に回転させた。

「話しかけたら、『話しかけるな、留学娘』とか言って耳を塞ふさぐんですよ」

　素そ材ざいのクオリティに問題はない。限られたポリゴン数で作らなければならない中で、リタは期待以上のものをアップしてくれている。最初は、龍之介からダメ出しをされていたが、それ以降の成長ぶりは目を見張るものがあった。元の画力の高さがなせる技だろうか。

「昨日なんて、目が合っただけで、『見るな、留学娘』とか言って逃げ出したんですよ？」

　これなら文句なしでオッケーだ。続いてモーションの確認に移る。移動の動作は問題ない。気の抜けた顔にマッチした、もっさりした動きがキャラクター性をよく表現している。走り、ジャンプ、攻こう撃げきの順番でチェックを行った。

「ちゃんと聞いてますか？」

「あのさ、リタ」

「龍之介を攻こう略りやくするいいアイディアでも思いつきましたか？」

　リタが身を乗り出してくる。期待の眼まな差ざしが眩まぶしい。

「それはおいおい考えるとして、こっちの話」

　空太はＴＶ画面を指差す。攻撃モーションが繰り返し再生されている。

「回転するときに、尻しつ尾ぽが手にめり込んで見えるような気がするんだけど」

　リタに直接確認してもらう。

「……あ、本当ですね。気が付きませんでした」

「他はすごくいいから、このめり込みだけ直してくれる？」

「わかりました。今からやってきます」

　すっと立ち上がったリタは、部屋を出て行こうとする。でも、ドア口で立ち止まると、

「あとは、おふたりでごゆっくり」

　とか言ってからかってきた。

「そうするよ」

　ドアを閉めて完全にリタを追い出す。

　廊下で何か言っていたけど、空そら太たは無視して部屋の中へと向き直る。ましろが顔を上げてこっちを見ていた。何か言いたそうだ。

「どうかした？」

「空太、ごゆっくりしたい？」

「お前、意味わかってないだろ……」

　ベッドの縁へりに腰こし掛かける。コントローラーを持って、再度リタが持ってきた３Ｄモデルを眺ながめようとしたら、背中にあたたかいものが張り付いてきた。ましろが横向きに寄りかかってきたのだ。

「こういう感じ？」

「間違ってはいないかな」

　それからしばらくはそのままの体勢でお互いやるべきことをこなした。ましろはネーム。空太は素そ材ざいのチェックだ。

　三十分ほどしてからだろうか。無む造ぞう作さにベッドの上に置かれたましろのケータイが着信音を響かせた。でも、ましろは動かない。

「鳴ってるぞ？」

「届かないわ」

　振ふり向くと、ましろは体勢を変えずに手だけ伸ばしている。ケータイまで一メートルはあった。

「取ってすぐ戻もどってくればいいだろ」

「じゃあ、そうする」

　身を起こしたましろがケータイを摑つかむ。電話に出ながら、再び空太の背中に体重を預けてきた。

「あ、椎しい名なさん、悪いんだけどお願いがあるのよ」

　密着しているので、電話相手の声は空太にも聞こえた。担当編集の綾あや乃のだ。

「なに？」

「十二月発売号の表紙をお願いしていた漫まん画が家さんが、倒れて入院してしまって。そこで、二ヵ月連続になるんだけど、椎名さんに表紙をお願いしたいの。今、勢いもあるし、十二月は単行本の二巻が発売になるでしょ？　チャンスだと思うんだけど、どうかしら？」

「チャンス」

「ええ、そうよ」

「やるわ」

「ただ、スケジュールはだいぶ厳しくなっちゃうのよね。週明けまでに単行本のカバーは上げてもらわないといけないし」

「うん……」

「とにかく、明日そっちに行きます。放課後、大丈夫かしら？」

「大丈夫よ」

「じゃあ、詳くわしくは明日！」

　忙しいのか、ばたばたとした感じで電話は切れた。

「日曜のデート、やめとくか？」

　一度延期になった映画デートをする約束があるけど、ましろはそれどころではなさそうな雰ふん囲い気きだ。

「先週もデートしてない」

「取材だったから仕方ないだろ」

　それで延期になったのだ。

「空そら太たは、デートしたくないの？」

「そりゃしたいよ」

「でも、しないって言ってる」

　ましろはなんだか怒っている。咎とがめるような目で空太を見ていた。返答次第ではもっと怒ると脅きよう迫はくする目だ。

「別に毎週どっか行くだけがデートじゃないだろ」

「……」

　ましろはわからないという顔で首を傾かしげている。

「いつもさくら荘そうで一いつ緒しよだから特別な感じがあまりしないかもしれないけどさ、今、こうして部屋にふたりでいるのだってデートだろ？　部屋デートっていうか」

　言葉として口に出すのは気恥ずかしくて、空太は視線を逸そらした。

「部屋デート……」

　ましろにしては珍しく、目を大きく開いて驚いている……かと思ったら、後ろから両手を腰こしに回して抱きついてきた。空太の背中に顔を埋めて、かすかに笑い声をもらしている。ご満まん悦えつといった感じだ。

「だからと言って、あまりくっつかれると作業に集中できなくなるんだけど」

「空太、これもデートよ」

　妙みようにきっぱり言われてしまった。

「そうですか……」

　こうなっては諦あきらめるしかない。ましろの機き嫌げんを損そこねずに済んだのでよしとしよう。

　背中に感じるましろのぬくもりのせいで、集中力はすっかり途と切ぎれている。少しくらい休憩してもばちは当たらないだろう。

「五分だけだぞ」

「短いわ」

「あんまりサボってると、赤あか坂さかに怒られるからな」

「空そら太たはすぐ龍りゆう之の介すけね」

　誤解を招くような発言だが、反論はしなかった。龍之介の名前が出たのを切きっ掛かけに、空太はあることを思い出していた。

　──スイコーを卒業して、さくら荘そうを出たあとも、当然、誰かが面めん倒どうを見なければならない。その辺のことについて、椎しい名なと話し合ったのか？

　卒業後のことを、ましろに聞いておかなければならない。

　今は部屋にふたりきり。その上、ましろもご機き嫌げんだ。丁ちよう度どいい機会に思えた。

「ましろに聞きたいことがあるんだ」

「なに？」

　おんぶ状態になったましろが、肩越しに空太の顔を覗のぞき込んでくる。

「スイコー卒業後、ましろはどうするつもりなんだ？」

　透すき通った瞳ひとみが空太を見ている。二度、瞬まばたきをしていた。

「漫まん画がを描くわ」

「いや、そうじゃなくて、さくら荘には住めなくなるだろ？　だから、どこでどんな風に生活をするのか……そういうこと、考えてるか？」

　卒業まではまだ約四ヵ月ある。けど、こういうことを考える時期としては、決して早くはないと思う。進路が決まっている空太とましろにとっては、遅いくらいなのかもしれない。

「空太のエッチ」

「どういう思考をした結果、その言葉が出てきた」

「一いつ緒しよに住んで、いつもふたりきり」

「だと思ったよ！」

「でも、ダメよ」

「え？」

　ましろの表情が引き締しまった気がした。目元がきりっとしている。

「わたし、空太とは一緒に住まない」

　そう言いながら、ましろは空太から離れた。

「えっ!?」

　素す直なおに驚きの声が出る。

　ましろのことだから、空太と一緒に住むつもりでいるのだと、勝手に思い込んでいた。その予想はあっさりと裏切られた。ましろはまったく反対のことを口にしたのだ。

「お、お前、ひとり暮らしする気か？」

　動どう揺ようが収まらない。心臓がばくばくと脈打っている。

「ひとりじゃない」

　イギリス在住の両親が、日本に戻もどってくるのだろうか。

「リタと住むわ」

「ああ……リタか。それ、リタには言ったのか？」

「ふたりで話して決めた」

「そっか……」

　どっと体から力が抜けて、空そら太たはベッドに仰あお向むけに倒れた。

「空太、がっかりしてる？」

　脇わきにぺたんと座ったましろが見下ろしてくる。心配そうに眉まゆが少し下がっていた。

「あ、いや……」

　違うと言いかけて、空太は言葉を吞のんだ。

「……そうだな。そうかも。がっかりしてる」

　面と向かって言われて自分のエゴに気づかされた。龍りゆう之の介すけとゲーム制作を中心とした生活を望んでおきながら、空太はましろにも必要とされていたいと、心のどこかで思っていたらしい。もし、本当に「一いつ緒しよに住みたい」とお願いされたら、絶対に困ることになるのがわかっていたのに……。矛む盾じゆんしている。けど、だからこそ、それが本音だったのだと思えた。

「でも、どうして、俺じゃないんだ？」

　ましろが何を思い、何を考え、卒業後のことを決めたのか……その理由は聞いておきたい。

「わたしは空太の恋人よ」

「あ、ああ」

　ましろが空太の手を握にぎってくる。

「空太はわたしの恋人」

「そうだな」

　空太も握り返した。

「もう飼かい主ぬしじゃない」

「元から飼い主じゃないけどな」

　喉のどの奥で苦笑する。

「ちゃんとしたい」

「ちゃんと？」

「ちゃんと……恋人になりたいわ」

「……」

　ほんのりと笑みを浮かべたましろはやさしい顔をしていた。

「空太、怒ってる？」

「いや……」

「勝手に決めて怒ってる？」

「俺も……赤あか坂さかと住んでゲーム制作しようと思ってたから」

「浮気？」

「違うな！　ましろと同じだよ。同じ気持ち……俺もちゃんと恋人同士になりたいと思ってるんだ。今よりも、もっとちゃんと」

　そのためには、さくら荘そうでの生活習慣は、いつか卒業しないといけない気がしていた。ずっと一いつ緒しよにいられたら、それが一番いいようにも思える。けど、この先もましろと同じ場所で暮らすようなことになれば、学生寮りようでの共同生活という空気をずっと引き摺ずってしまうと思う。

「お揃そろいね」

　ましろが口元ではっきりと微笑ほほえむ。

　胸の中があたたかい気持ちでいっぱいだった。見ている未来が同じ。それがうれしくて、体がぽかぽかとしてくる。たまらなくましろを抱き締しめたい気分だった。

　でも、その衝しよう動どうを必死に押し殺す。今、そんな真ま似ねをしたら、今日は絶対にゲーム制作の作業に戻もどれなくなる。もうベッドの上だけど、別の意味でベッドに一直線だ。

　だから、ここは我慢しなければならない。空そら太たは心の中で必死に「我慢しろ」と何度も唱となえた。

　そんな空太の苦労などお構いなく、ましろが潤うるんだ瞳ひとみで見つめてくる。

「今日、泊まってもいい？」

　と、核心を突ついてきた。

「そ、それはダメだろ！」

　慌あわてて、ばっと身を起こす。

「どうして？」

　頰ほおを膨ふくらませて、ましろがふてくされる。

「ましろさん、昨日も泊まりましたよね？」

　先週デートをできなかった分だとか言って、ベッドに潜もぐり込んで来たのだ。

「今週もおでかけデートをできないわ」

「それでもダメだ。俺、まだ作業あるし、まだまだ時間がかかると思う」

　できれば二時には寝たいが……恐らく三時くらいまではかかるだろう。

「大丈夫よ」

「一応、わけを聞こうか」

「わたしは先に寝るわ」

「だったら、自分の部屋で寝なさい！」

「どうしてもダメ？」

「どうしてもダメです？」

「かわいいパンツはいてるのに」

「うっ」

　一いつ瞬しゆん、心の防ぼう衛えい線が突とつ破ぱされそうになる。

「空そら太た、見たくないの？」

「お、俺がそんな誘ゆう惑わくに釣つられると思うなよ」

　完全な強がりだ。

「昨日は釣れたわ」

「その経験が俺を強くしたんだよ！」

「むう」

　空太が折れないのが不満なのか、ましろはかわいらしく睨にらんでくる。

「本当はしたいくせに」

「ああ、そうだよ！　でも、我慢してんの！」

「興奮しすぎて、今朝も脱がしたわたしのパンツなくしたくせに」

「あ、あれはだな！」

　正確に言えば、なくしたのは昨晩だ。暗がりの中でのことだったので、どこにやったのかわからなくなってしまった。見当たらないことに気づいたのは今朝起きてから……。

「空太、あのパンツは？」

「……今から捜さがせばいいんだろ」

　壁とベッドの間を覗のぞき込む。前に同じことがあった際には、ここに挟はさまっていたのだが、今回は見当たらない。

「空太はいつもわたしのパンツをなくす」

「まだ二回目です！」

　ツッコミを入れつつ、パンツの探そう索さくは怠おこたらない。

　枕カバーの中を覗き込んでいると、部屋の外からかすかな物音がした。玄関の扉が開く気配と言ってもいい。

　空太はすぐに栞かん奈なが帰って来たのだと気づいた。

　一応、遅くなる日には、

　──遅くなります

　というメールが送られてきている。だけど、週に二、三度の頻ひん度どで続いているのはさすがに気になる。

　ちょっと様子を見てこようかと思い、空太はパンツの捜索は諦あきらめて立ち上がった。ましろはベッドの上からベッドの下を覗き込んでいる。




　廊下に出ると、靴を脱いだ栞奈と階段の前で鉢はち合あわせになった。

「おかえり」

「……その、遅くなりました」

「今日も小説の打ち合わせ？」

　違うのだろうと思いながらも、空そら太たはそう声をかけるしかなかった。

「……はい」

　栞かん奈なは空太と目を合わせようとしない。

　一体、こんな時間まで栞奈はどこで何をしているんだろうか。さすがに回数が重なると放ってもおけない。

「本当は、何をしてたんだ？」

「っ！」

「栞奈さんのことだから、自分の噓うそがばれてないなんて思ってないだろ？」

「……先せん輩ぱいだって、今日まで気づいてないふりをしてくれてたじゃないですか」

　まるで、空太も共犯だと言っているようだ。それについて反論はない。わかっていて目を瞑つむってきたのは事実だ。

「咎とがめてるわけじゃなくて、ただ、心配なんだよ」

「……」

「みんな、心配してる」

「誰のこと言ってるんですか？」

「俺もそうだし、千ち尋ひろ先生だってあれで気にしている。あと伊い織おりも」

「……そんなこと頼んでません」

　小さな声。だけど、そこには大きな拒絶の気持ちが宿っていた。

「……」

　すぐに次の言葉が出てこない。

「……」

　栞奈も何も言わない。

　そんなふたりの沈ちん黙もくを破やぶったのはましろだった。

「空太、パンツあったわ」

　部屋から出てきたましろは、くしゅくしゅに丸まったピンク色のパンツを持っている。

「ベッドの下に落ちてた」

「あ、あのな、ましろ……」

　侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしと共に罵ば声せいが飛んでくると思った。けど、栞奈は何も言わない。視線を床に落としたまま足早に二階へと逃げていくだけだ。その背中を、呆ぼう然ぜんと見送るしかなかった。隣となりのましろはきょとんとしている。

「お前、なんてタイミングで、なんてもんを放り込んでくるかな」

　空太はあまりの間の悪さに、深いため息をもらした。

　今の栞かん奈なの反応で、わかったような気もする。

　それとなく思ってはいたけど、ここ最近、栞奈に避けられているのは間違いなさそうだ。最初は、ましろとの朝を目もく撃げきされて、一時の居い心地ごこちの悪さが原因だと思っていたが、それだけではない気がする。

「……」

　なんとなく栞奈の気持ちには、以前から気づいてもいた。

　こうなると、空そら太たがどうにかしなければいけないのかもしれない。とは言え、栞奈から想いを告つげられたわけでもない。新しい関係を望まれたわけでもない。空太がましろと付き合っていることを、栞奈はよく知っている。ましろがパンツを持って部屋から出てきた意味もわかっているはずだ。その上で、栞奈の気持ちに対して、一体、空太に何ができるのだろうか。何を言えるのだろうか。

「空太」

「ん？」

「もうパンツなくしたらダメよ」

「以後、気をつけるよ……」

　この日も、結局、答えは見つからず、口をへの字に曲げるくらいしか、空太にはできないのだった。
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　翌日の放課後、空太がましろ、リタと一いつ緒しよに昇降口に来ると、下げ駄た箱ばこの陰かげに身を潜ひそめた伊い織おりを発見した。

　覗のぞき込んでいるのは、普通科一年の下駄箱だ。おっぱいの大きな女子生徒でもいるんだろうか。いや、それなら伊織は堂々と見るはずだ……。

「伊織、なにやってんだ？」

「うおわっ……空太先せん輩ぱいっすか。隠かくれて！」

　腕を持たれて、空太も下駄箱の陰に引っ張り込まれる。顔を見合わせていたましろとリタも、右にならえで身を縮めた。

「栞かん奈なね」

　見れば、下駄箱の前で栞奈が靴に履はき替えている。

「あいつ、最近、変じゃないっすか？」

「帰りが遅い日が多いようですね」

　リタの言う通りだ。「気をつけます」とは言っていたが、改善される気配はない。それどころか頻ひん度どは上がってきている。

「栞かん奈なさんに聞いても、教えてくれないんだよな……」

「そこで俺は名案を思いついたんですよ」

　伊い織おりの目は爛らん々らんと輝いている。完全に悪戯いたずらを思いついた子供の目だ。

「尾び行こうするんじゃないだろうな」

　じと～っと伊織を見み据すえる。

「心を読まないで！」

　伊織が恥ずかしそうに胸元を隠す。伊織は心が心臓にあると思っている派のようだ。困ったことに空そら太たと同じだ。龍りゆう之の介すけなら脳にあると言うだろう。いや、そんなものはどこにもないと切り捨てるかもしれない。そんな気がしてきた。

「栞奈、行くわ」

　物もの陰かげから真っ先にましろが出て追いかけていく。

「あ、おい、ましろ。お前、飯いい田ださんと漫まん画がの打ち合わせがあるんだろ」

　ぴたりと動きが止まる。

「そうだったわ」

　伊織はひとりで栞奈の尾行を開始している。放っておくのは危ない気がしてきた。

「リタ、悪いんだけど、ましろをさくら荘そうまで送り届けてくれ」

「空太はストーキングですか？」

「スニーキングです！」

「女の子のあとをつけるなんて、あまり感心しませんよ？」

「わかってるけど、栞奈さんも、伊織も、このままにはできないだろ……」

「まあ、そうですけど……」

　リタは仕方がないかと、ため息を吐ついていた。

「わかりました。ましろのことは任まかせてください」

「空太、がんばってね」

「これに関しては、応援されてもやる気は出ないけどな……んじゃ、行ってくる」

　空太はだいぶ小さくなっていた伊織の背中を急いで追いかけた。




　伊織とは校門を出た直後に合流した。

　このまま栞奈が真っ直ぐさくら荘に帰ってくれればいいと思っていたのだが、空太の願いはなかなか届いてくれない。

　栞奈の足は、さくら荘の方角へは向かず、駅へと繫つながる歩道を進んでいく。

　どこか寄り道をするようだ。

　栞奈を見失わないように、少し距離を置き追跡する。電柱から電柱へとこそこそ移動する姿すがたは、さぞ怪あやしげなことだろう。

　罪悪感がないわけではない。けど、これで栞かん奈なが夜遅くまで何をしているのかははっきりする。危ないことをしているのでなければ、それで安心できる。

　きびきびとした足取りで、栞奈は赤レンガ通りの商店街に差し掛かかる。ここを抜ければもう駅前だ。

　空そら太たと伊い織おりは、商店街の立て看かん板ばんの裏に身を潜ひそめながら栞奈についていく。

「おう、神かん田だの坊主、そりゃ何の遊びだ？」

　途中、事情を知らない魚屋さんのおじさんに声をかけられてかなり焦あせった。

「あ、いや、これは……」

　とっさに言い訳が出てこない。

「あら、今日はましろちゃんは一いつ緒しよじゃないのね」

　向かいに店を構えたナルセミートのおばちゃんまでにこやかに話しかけてくる。

　絶賛尾び行こう中の空太には眩まぶしい笑顔だ。

「ええ、ちょっと、今日は用事があって、ははっ」

　笑って適当にごまかす。さすがに、栞奈を尾行中だとは言えない。

「ほら、コロッケあげる。伊織君の分も」

　おばちゃんから揚げ立て熱々のコロッケをふたつもらった。

「空太先せん輩ぱい、あいつ、行っちゃいますよ」

「どうも、また買いに来ます」

　お礼と挨あい拶さつを慌あわただしく済ませ、空太は伊織と駅前に急いだ。はじめてしまった以上、ここで栞奈を見失うわけにもいかない。

　駅前をざっと眺ながめる。栞奈は改札口を通過するところだった。

　もらったコロッケを口の中に押し込む。いい匂においでばれたら元も子もない。伊織の口にも放り込む。

「あつ、あつっ！」

　口いっぱいにコロッケを頰ぼお張ばった伊織が悲鳴を上げる。

「伊織、静かに」

「無理っす！　もがもご！」

　側の自販機でペットボトルの水を買い、伊織に渡した。

「ぷっはっ、あ～、死ぬかと思った」

「ほら、追うぞ」

　栞奈に見つからないように、空太と伊織も改札口を抜ける。ホームの中ほどに栞奈の姿すがたはあった。柱を壁にして、電車が来るまで隠かくれて過ごす。

　伊織と身を寄せ合っているので、近くにいるスーツ姿の男性からは変な目で見られた。

「空太先輩」

　伊い織おりが小声で話しかけてくる。目で「なんだ？」と返事を送る。

「俺、なんかドキドキしてきました」

「そりゃ、悪いことをしてるからな」

　空そら太たの感想としてはそわそわだ。胸の辺あたりに違和感があるし、股またの下はちょっとふわふわした気分で落ち着かない。

「これって、恋ですかね」

「いや、違うだろうな」

　冷静に否定しておく。

　そんなやり取りをしているうちに、電車がホームに入ってきた。時刻は夕方四時。制服姿すがたの乗客が目立つ。

　栞かん奈なが乗るのを待って、空太と伊織もひとつ隣となりの車両に飛び込んだ。

　ドアが閉まり電車は走り出す。栞奈は席には座らずに、ドアの脇わきに立って流れていく外の景色を眺ながめていた。

　しばらく見ていると、何かに気づいたように栞奈の肩がぴくりと反応した。鞄かばんに手を突つっ込んでケータイを取り出している。メールの確認でもしているんだろうか。

　空太の隣では、伊織もケータイをいじっていた。ちらりと見えたのはメールの文面。宛あて先さきには『絶ぜつ壁ぺき女おんな』とある。どうやら、伊織が送ったメールを、栞奈は確認していたようだ。

「伊織、勇気あるな……」

　よくこの状況でメールを送れるものだ。

「なんか、ヒマだったんで」

　理由もとんでもないが、文面はもっととんでもなかった。

　──おっぱい

　このご時世、小学生でもやらない悪戯いたずらだと思う。

　それに対する返信は、

　──死んで

　だった……。

「なんで、あいつはこんなに口が悪いんですかね？」

　伊織が難しい顔をして聞いてくる。

「さあ、どうしてだろうな」

　きちんと説明する自信はなかったので、空太は曖あい昧まいに流しておいた。

「てか、普段からそんなメールを栞奈さんに送ってるのか？」

「はい」

　何の屈くつ託たくもなく肯こう定ていの返事が飛んできた。

「なのに、あいつ、『死んで』か、『消えて』か、あと無視か……その三つの繰り返しなんすよ？　つまらないやつですよね」

「……例えば、どんな返事がくれば面おも白しろいんだ？」

「美み咲さきさんなんて、『がいっぱい！』って返事くれましたよ」

「そうか……よかったな」

　とか、くだらない話をしているうちに、電車は次の停車駅に到着した。

　栞かん奈なの様子を窺うかがう。

　どうやら降りるようだ。

　少し遅れて、空そら太たと伊い織おりもホームに出た。降りる人も多くて、隠かくれるにはもってこいだ。逆に、視界が人の流れに塞ふさがれて、離れすぎると栞奈を見失いそうになる。

　乗り換えもできる大きな駅。駅前には複数のデパートが立ち並び、飲食店やカラオケ店、ゲームセンターなども豊富に揃そろう賑にぎわった街だ。遊びに来た高校生や大学生が数多く見られる若者の街。

　改札口を出た栞奈の足に迷いはない。真っ直ぐに駅のコインロッカーコーナーに向かった。

　鉄筋コンクリート製の柱に身を潜ひそめて様子を窺うと、栞奈はロッカーから小さなキャリーバッグを出しているところだった。

　キャスターを転がしながら、近くのデパートに入って行く。

　目的地は決まっているのか、脇わき目めも振ふらずにエスカレーターで四階に上がる。そのフロアはシンプルなデザインが人気を呼んでいる生活雑貨のお店だ。

　何か買い物でもするのだろうか。

　けれど、栞奈は商品には目もくれない。トイレへと一直線だ。

　さすがに女子トイレの中にはついていけないので、空太と伊織はお店の商品を見て回るふりをしながら、栞奈が出てくるのを待つことにした。

　これが、なかなか出てこない。

　男子よりも時間がかかるのはわかる。五分経たっても、十分経っても出てこないのはどういうことだろうか。

「うんこですかね」

「伊織、それは思うだけにしておいてあげろ」

　それから、さらに十分が経過する。まだ出てこない。

「便べん秘ぴっすかね」

「だから、口に出すのはやめなさい」

「あいつ、カリカリしすぎなんですよ。だから、うんこもカリカリになるんじゃないっすかね」

　うんうん、とひとりで伊織は便秘の理由に納得している。こんな会話をしていることが栞奈に知れたら、さぞ冷たい目で見られることだろう。

　そんな心配をしていると、トイレからひとりの女の子が出てきた。毛先が外に跳はねたアクティブな印象の髪型。目ヂカラを引き立てるきっちりメイク。ビビッドな色合いの上着に、丈たけの短いスカート。その下はニーソックス。足元は、底も、踵かかとも上がったキャラメル色のブーツだ。それらが派手すぎない感じで、上品にかわいくまとまっている。

　優等生で堅かたいイメージが強い栞かん奈なとは、雰ふん囲い気きが完全に真ま逆ぎやくの女の子だった。
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　けど、その彼女に対して、空太は妙みような違和感を覚えた。

　遊びに来た風の服装なのに、キャリーバッグを引いている。しかも、それに見覚えがあった。呆ぼう然ぜんとエスカレーターを降りて行く後ろ姿すがたを見送っていると、

「空そら太た先せん輩ぱい、早く！　あいつ、行っちゃいましたよ」

　と言って、伊い織おりが肘ひじの辺あたりを摑つかんできた。

「え？」

「あ～、もう見えない！」

　伊織はエスカレーターの下へと消えた彼女を指差している。

「え？　ああ、そっか！」

　それで、空太も理解した。

「さっきのが栞奈さん！」

　髪型にメイク。服装まで全部が全部普段とは違い過ぎて、本気で気が付かなかった。いつもはかけている眼鏡めがねだって外はずしていたのだ。

　完全に見失う前に、慌あわてて追いかける。一階で栞かん奈なの後ろ姿すがたを発見した。

　デパートから出た栞奈は、再びコインロッカーを訪れ、キャリーバッグと学校の鞄かばんをしまって鍵かぎをかけていた。手元に残ったのは、ブーツと同じ色をしたおしゃれなバッグだけ。

　身軽になった栞奈は、繁はん華か街がいの方へと歩き出している。

　その姿が未いまだに信じられない。

「まるで変身だな……全然、わからなかった」

「空そら太た先せん輩ぱいって、目ぇ悪いんすね」

「視力はいい方だぞ。伊い織おりはよくわかったな」

「だって、感じの悪いオーラがずっと出てるじゃないっすか、あいつ」

「……オーラが見えるのか、伊織はほんとすごいな」

　表現はふざけているようにしか思えないが、伊織の目は真剣そのものだ。今は真っ直ぐに栞奈の背中へと注がれている。

　本人にその自覚はないようだけど、栞奈の変身を伊織が見抜けたのは、それだけよく見ているからのような気がした。

「どこに行くんですかね」

　実質的に歩行者天国となった繁華街のメイン通りは、平日にもかかわらず人で溢あふれていた。気を付けていないと周囲の人とぶつかってしまう。おかげで、物もの陰かげに隠かくれる必要はない。その代わりと言ってはなんだが、少し目を離すと栞奈を見失いそうだ。

　丁ちよう度ど、学校が終わった時間なので、制服を着た高校生の姿が多く見られた。特に目的もなくお店を見て歩いて、友達とおしゃべりをして、けらけらと笑っている。

「店、入るみたいですよ」

　伊織に言われ、栞奈に意識を戻もどす。カラオケ店の前だ。

　料金の書かれた看かん板ばんを確認すると、特に躊躇ためらうこともなく、栞奈は自動ドアの中へと吸い込まれていく。

「まさかのひとりカラオケか？」

　六階建てのテナントビルは、一階から六階までカラオケ店で占められている。

　色の付いたガラス越しに、店内の様子を覗のぞくと、栞奈は受付でマイクの入ったプラスチック製の青いバスケットを受け取っていた。やってきたエレベーターに乗り込んで、上の階へと消えてしまう。

　それを見届けてから、伊織がお店に突とつ入にゆうした。

「お、おい、伊織」

　制止の声など聞こえてはいない。

「さっきの子、どの部屋ですか？」

　とか、受付で堂々と尋たずねている。

「え？」

　当然、アルバイトの店員からは、戸と惑まどいの反応が返ってきた。それはすぐに、警けい戒かいへと変化して、疑いの眼まな差ざしを空そら太たと伊い織おりに向けてくる。

「い、いえ、なんでもないんです。ほら、伊織、出るぞ」

　首根っこを摑つかんで、伊織を外へと連れ出す。

「空太先せん輩ぱい、なにするんですか」

「それはこっちの台詞せりふだ……」

　落らく胆たんしながらも空太は周囲を見回した。どこか時間を潰つぶせる場所が必要だ。都つ合ごうのいいことに、カラオケ店の正面は喫茶店だった。二階の席からは、カラオケ店の人の出入りを確認しやすそうだ。

「伊織、張り込みするぞ」

「お、いいですね！　俺、あんパンと牛乳買ってきます！」

「それは、いいから、ついてこい」

　再び、伊織の首根っこを摑んで、空太は喫茶店に入った。




「出てこないですね」

　喫茶店の二階。カラオケ店の入り口を見下ろせる窓ガラスに、伊織は潰れたカエルのようなポーズで張り付いている。

「入って、まだ五分だからな」

　一曲、歌い終わった頃だろうか。

「あと、伊織。窓から離れておけよ。それだと栞かん奈なさんに見つかるかもしれないし、周囲の視線も痛いから」

　事実、先ほどから、他のお客さんがちらちらと伊織を見ている。

　素す直なおに聞き入れた伊織は、空太の向かいの席に座った。

　落ち着かないのか、足踏みをしている。顔は窓の外に向けられたまま。カラオケ店の入り口をロックオン状態だ。

「たぶん、一時間くらい出てこないから落ち着け」

　アイスコーヒーのグラスを伊織の前に置いた。

　ストローを咥くわえて、伊織は黒い液体を一気に飲み干している。苦にがくないのだろうか。

「空太先輩」

「ん？」

「超ちよう苦にがいんですけど」

「だろうな」

「これが青春の苦さってやつですかね」

「違うだろうな」

　その間も、伊い織おりの視線はぶれることなくカラオケ店の入り口に注がれている。頭の中では栞かん奈なのことでも考えているのかもしれない。そんなことを思っていると、

「空そら太た先せん輩ぱいは、水着の女子と風ふ呂ろに入ったことあります？」

　という、謎なぞの質問が伊織から飛んできた。

「ないな」

　わけがわからないので、ひとまず冷静に返事をしておく。

「夏に、泊まりで海に行ったじゃないですか？」

「ん？　ああ、行ったな」

　リタがさくら荘そうに引っ越してきた翌日のことだ。ゲームキャンプの審しん査さを突とつ破ぱした翌日でもあるからよく覚えている。

「途と中ちゆうで、空太先輩、帰っちゃって……」

　丁ちよう度ど、ましろの追試が重なっていたのが理由だ。空太とましろだけその日のうちに、とんぼ返りをするはめになった。

「あの日の夜、まだギプス取れてなかったから、風呂をどうしようか悩んでたんですよ」

「ああ、それは悪いことをしたな」

　確かに、あの時期は毎日のように空太が伊織の入浴をサポートしていた。今では懐なつかしさすらある。

「そしたら、あいつ、自分が当番だからやるって言い出して……水着になって、顔なんて真っ赤にしながら、風呂に入れてくれたんですよ」

　ここまで聞いて、ようやく話が見えてきた気がした。

「つまり、これは、そのときの栞奈さんが、甲か斐い甲が斐いしくてかわいかったって話か？」

　より強く意識するようになった切きっ掛かけということなのだろう。

「いえ、違います」

　きっぱりと否定が返ってきた。どうやら空太の理解力不足だったようだ。

「水着で風呂に入るのって、妙みようにエロいですよねって話です！」

　伊織は両手をぐっと握にぎって、力強く共感を求めてくる。

「……うん、そうか、悪いな伊織。俺にはそんな経験ないから、よくわからない」

　なかなか伊織を理解するのは難しい。

　それでも、こうして話をしてわかったこともあった。伊織は片かた時ときもカラオケ店から目を逸そらさないでいる。栞奈のことが気になって仕方がないという気持ちだけは強く伝わってきた。

　その後も、伊織の話を聞きながら、空太は時間を潰つぶした。

　動きがあったのは約一時間後。

　カラオケ店の自動ドアが開き、栞奈が外に出てきたのだ。

「先せん輩ぱい、ターゲットが動きましたよ」

　空そら太たは残っていたアイスコーヒーを急いで飲み干して、グラスとトレイを返却棚だなに戻もどした。

　階段を駆かけ下り、喫茶店を出る。栞かん奈なを捜さがした。

　その小さな後ろ姿すがたは、繁はん華か街がいをさらに奥へと進んでいる。

　時計の針は五時半を回った。今のところ帰る気配はない。

　カラオケのあとはどうするつもりなのだろうか。

　しばらくついていくと、栞奈は三階まである広いゲームセンターに足を踏み入れた。

　一階はクレーンゲームと、プリントシール機が置かれている。女の子やカップルが多く目に留まる。

　栞奈はひとつずつクレーンゲームの景品を物色しながら奥へと進んでいた。やがて、お目当ての景品が見つかったのか、フロアの真ん中あたりで足を止めた。

　クレーンゲームの筐きよう体たいの陰かげに隠かくれて覗のぞき込む。

　栞奈はガラスケースの中身と、真剣な表情で向き合っていた。作戦でも考えているのかもしれない。一分ほど悩んでから、栞奈は財布さいふから出した百円玉を投入した。

　狙ねらいは『がぶりんちょべあ～』のぬいぐるみのようだ。

　栞奈が操作したクレーンは、手前に寝ていた『がぶりんちょべあ～』へと目がけて降下していく。上う手まいこと、両りよう脇わきにクレーンが食い込んだ。でも、引き上げられたクレーンは何も摑つかんでいない。ぬいぐるみはびくともしなかった。

　むっとした表情の栞奈の手が財布に伸びる。もう一度挑ちよう戦せんしようと百円玉を握にぎり締しめていた。けど、結局、コインは投入せずに、栞奈は不ふ機き嫌げんな様子のままフロアの奥へと行ってしまう。そっちはプリントシール機のコーナーだ。

　ある意味、女子高生専用のエリア。

　男が入ると目立つので、空太はお菓子の詰つめ合わせが取れるクレーンゲームの筐体の陰で待機することにした。

「あれ、ひとりで撮とるんだと思うか？」

　振ふり向いて声をかけたけど、伊い織おりはついてきていない。

　先ほど栞奈が失敗したクレーンゲームで遊んでいる……というか、見み事ごとに栞奈が取ろうとしていた『がぶりんちょべあ～』をゲットしていた。

「イエス、マム！」

　とか、謎なぞすぎる掛かけ声を発している。

　空太の視線に気づくと、伊織は満面の笑みで駆かけ寄ってきた。

「それ、栞奈さんにあげる気か？」

　その場合、一発で尾び行こうがばれるだろう。

「あげませんよ」

「だったら、どうして取ったんだ？」

「取れると思ったんで」

　きっと、栞かん奈なも取れると思ったから一度は挑ちよう戦せんしたのだと思う。

「それより、あいつは？」

「一番手前のプリントシール機の中」

　目が大きく撮影される機能がついているらしい。

　何度かフラッシュの光が垂たれ幕まくの外にもれてきた。

「てか、ひとりで撮とって楽しいんですかね、あれって」

「さあ……一応、栞奈さんなりのストレス発散なんだと思うけど」

　そう思うのは、今日の行動が栞奈の書いた小説『シンデレラの日曜日』に酷こく似じしているからだ。舞台は隣となり街まち。普段はしないおしゃれをして、カラオケをしたり、プリントシールを撮ったりする……。

　奥から出てきた栞奈の手には、プリントシールがあった。

　満足の行く撮影ができたのか、どこか表情は楽しげだ。

　バッグから出した手帳に挟はさんで、そのままゲームセンターを出て行く。

「空そら太た先せん輩ぱい、俺らも撮っときます？」

　伊い織おりはプリントシール機の説明をまじまじと見つめている。「俺やったことないんすよ」と、ぶつぶつ言っていた。

「栞奈さんを見失うとまずいから、行くぞ」

　腕を引っ張って伊織を連れて行く。

　外に出ると、すっかり空は暗くなっていた。街灯も煌こう々こうと灯ともり、周囲を照らしている。風もだいぶ肌はだ寒ざむい。もう十一月も半ばだ。

　栞奈はまだ帰る素そ振ぶりを見せない。十メートルほど進んだところにある別のゲームセンターの前で立ち止まっていた。店頭に止まった移動販売のクレープ屋さんに並んでいる。

「あいつ、クレープなんて食べるんですね」

　伊織は深刻に驚いている。

「そりゃ、クレープくらい食べるだろ……」

　何がいけないんだろうか。

「たい焼きくらいがお似合いですって」

　伊織の視線が向かったのは、クレープ屋さんの隣に陣じん取どったたい焼き屋さんのワゴン車。

　勇ゆう敢かんにも伊織は二匹買って戻もどってきた。

「これ、空太先輩の分です」

　一匹分けてくれるらしい。

「伊織ってすげえ大物なのかもな……」

　もしくは、何も考えてないバカのどちらか……。後者の可能性も否定できない。

　小こ腹ばらも空すいていたので、頭からぱくりとかぶりつく。栞かん奈なもちょっとずつクレープを食べていた。

「そろそろ満足して、さくら荘そうに帰ってくれたらいいんだけどな」

　ひとりで遊び歩く栞奈を見ていると、どうしようもなく切せつなくなる。けれど、そんな空そら太たの願いも虚むなしく、クレープを食べ終わった栞奈は、繁はん華か街がいをさらに奥へと歩き出すのだった。




　それから……栞奈はもう一度別のカラオケ店に入り、二時間ほどで出てきたかと思うと、最初に入ったゲームセンターに戻もどった。どうしても、『がぶりんちょべあ～』のぬいぐるみがほしいようだ。他には目もくれず、目的の筐きよう体たいの前に立つ。その表情はすぐに曇くもった。自分のターゲットがいなくなっていることに気づいたようだ。納得できないのか、しばらくガラスケースの前で立ち尽つくしている。

　栞奈の標ひよう的てきは、今、空太の隣となりであくびをする伊い織おりの手の中にある。

　取ろうにもほしいぬいぐるみがいなければ仕方がない。不ふ機き嫌げんな様子で、栞奈はゲームセンターを出て行った。

　そろそろ時刻は九時になる。

　制服姿すがたの高校生もめっきり数が減へった。こうなると、スイコーの制服を着ている空太と伊織は妙みように目立ってしまう。

　先ほど、繁華街にある交番の前を通りがかった際には、人のよさそうな警察官に、

「補導される前に、帰りなさいよ」

　と声をかけられた。

「はい、もう帰ります」

　そのときは素す直なおにそう返事をしておいた。けど、栞奈が繁華街を行ったり来たりするものだから、空太はその後何度も交番の前を通過するはめになり、ひやひやものだった。

　十時になったところで、ようやく栞奈の足が駅へと向かう。

「やれやれ、やっとか……」

　一応、今日見た限りで、危険に直結するような行動はなかったと思う。色々と気になることはあったが……。ひとりカラオケとか、ひとりプリントシールとか……あとは時間が遅くなっていること……。男なら気にしないが、栞奈に出歩いてほしい時間ではない。

　それでも、変なことをしているわけではなさそうなので安心する気持ちもあった。

　ほっとしたのもつかの間、栞奈は駅前の広場で立ち止まると、ケータイをいじり出した。

　数秒後、ポケットの中で空太のケータイが震ふるえ出す。

　メールの着信だ。

　このタイミングだから、確認する前に送り主はわかった。

　──遅くなります

　短い文面。それだけしか綴つづられていない。

　空そら太たからの返事を待っているのか、栞かん奈なは動かない。ケータイのストラップを指で摘つまんで感触を楽しんでいる。それは、修学旅行について来た栞奈に、空太が買ってあげたものだ。

　メールの返事をしようとした空太の手が止まった。

　ふたり組の男が栞奈に近づいていく。

　身み振ぶり手振りを交まじえて、何か誘さそいの声をかけているようだ。見た感じは大学生。しつこく食い下がっていると、俯うつむいて話を聞いていた栞奈が首を縦たてに振ふるのが見えた。

　繁はん華か街がいの方へと三人並んで歩き出す。

　じわりと体の奥から嫌いやな感情がにじみ出した。ここに来て、懸け念ねんしていた事態に遭そう遇ぐうしてしまったのだ。

「……」

　伊い織おりは隠かくれるのも忘れて、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。

「追いかけるぞ」

　左腕を強く引っ張った。

「え、あ、はい」

　ふたりで栞奈のあとを追って走り出す。




　栞奈とふたり組の男がやってきたのはカラオケ店だ。

「あいつ、まだ歌い足りないのかよ」

　苛いら立だった伊織が悪あく態たいを吐ついている。

　追いついた空太と伊織が店内に駆かけ込んだときには、もう栞奈の姿すがたは受付にはなかった。

「すいません、二名で」

　訝いぶかしげな顔を向けてきた店員に、空太は精せい一いつ杯ぱいの愛想あいそ笑いを向ける。伊織の耳元には「エレベーターのランプが何階で止まるか見といてくれ」と囁ささやいた。

　伊織は力強く頷うなずく。

「一時間だけでいいです」

　店員にそう告つげて、マイク、リモコン、伝票のセットを受け取る。エレベーターの前で伊織に声をかけた。

「何階だ？」

「六階です」

　エレベーターは上の階で止まったままだ。

　なかなか降りてくる気配がない。

　奥に階段が見えたので、そっちで行くことにした。

　息を切らせながら、伊い織おりも必死についてくる。

　六階にたどり着くと、空そら太たの額ひたいからも汗が噴ふき出してきた。

　さすがにしんどい。呼吸もすっかり乱れている。

　しゃがんで休みたい衝しよう動どうを我慢して、左右の壁にずらりと並んだドアに目を向けた。ざっと見た感じ、十五部屋くらいありそうだ。

　手前の部屋から確認しようとしたけど、曇くもりガラスのドアの中は殆ほとんど見えない。せいぜい、空室か、客がいるかを判別できる程度だ。顔なんて全然わからない。

　ケータイを出して栞かん奈なの番号に電話をかける。

　──電波の届かないところか……

　と、メッセージが流れてきたので、即座に切った。

　見れば、空太のケータイの電波も悪い。一本立っていたかと思えば、一歩前に出たら圏外になってしまった。

　焦あせりが募つのる。本当に嫌いやな気分だった。伊織は相当むしゃくしゃしているらしく、頭を何度も搔かき毟むしっている。ぼさぼさの頭がいつも以上に荒れ放題だ。

　こうなったら、部屋を間違えた体ていで、端はしから全部開けてしまおうか。

　そう思った瞬しゆん間かん、通り過ぎた部屋のドア越しに、栞奈の声が聞こえた気がした。

　伊織と顔を見合わせる。間違いないと頷うなずいてきた。

「いや！　放して！」

　今度は、はっきりと聞こえた。

　引き返して、声のした部屋のドアを開け放つ。

　マイクを握にぎった男は、上じよう機き嫌げんで歌っていた。その手は隣となりに座らせた栞奈の肩に回され、体重も思い切り預けている。栞奈は抜け出そうとしているようだが、男の体重にか弱くもがくことしかできていない。

　男ふたりの顔は薄暗い部屋の中でもわかるくらいに赤らんでいる。どうやら、酒を飲んできたあとのようだ。突然、空太がドアを開けても、特に驚いた様子もない。ドリンクを持ってきた店員だとでも思っているんだろうか。

「空太先せん輩ぱい!?」

　栞奈の悲鳴にも似た驚きをマイクが拾った。きんっとハウリングが起こり、鼓こ膜まくを刺激してくる。

　空太はずかずかと足を踏み入れると、栞奈の肩に手を回した男を押しのけ、栞奈の腕を強く引いた。テーブルに置かれたキャラメル色のバッグも持って外に連れ出す。すぐに伊織に栞奈を預けた。

「店の外に出てろ」

「え？」

「早く行け！」

「あ、はい！」

　伊い織おりが栞かん奈なを連れて走り出す。

　それでも、まだふたり組の男は状況を把は握あくできずに呆ほうけていた。

「お騒がせしました」

　そう言葉を残してドアを閉める。急いで空そら太たも伊織と栞奈のあとを追った。

「空太先せん輩ぱい、早く早く！」

　エレベーターの中から伊織が手招きをしている。

「ちょっと待て、お前ら、なんだそれ！」

　おかしな事態になっていることに、ようやく気づいたらしい。ふたりとも部屋から出て追いかけてきた。

　空太はエレベーターに乗り込むと『閉』のボタンを連打する。一度点灯したボタンが消えたときには正直焦あせった。ダブルクリックをすると、キャンセルされる仕様らしい。

　逸はやる気持ちを押さえて、今度は一度だけ押す。

　男がドアの隙すき間まに手を伸ばしてこようとする。

　やばいと思ったところで、伊織が隙間から何かを男の顔面に投げつけた。クレーンゲームで取ったクマのぬいぐるみだ。

「うおっ！」

　男が悲鳴を上げる。伸ばした手が引っ込んだ。

　間かん一いつ髪ぱつのところで、エレベーターのドアが閉まる。

「心臓に悪いな……」

　自分を落ち着かせようと声に出す。まだ安心はできない。

「会計は俺がするから、伊織は栞奈さんと店を出るんだぞ」

「は、はい」

「……」

　栞奈は気が動転しているのか、声も出せないでいる。

　自分の肩を抱いて、ガクガクと震ふるえていた。よほど恐かったのだろう。

　運よく、エレベーターはノンストップで一階に到着した。

　階段の方から、男たちの喚わめく声がする。何を言っているのかはさっぱりわからないが、怒っているのは確かだ。

　伊織と栞奈を先に外に出して、空太は受付にマイクとリモコンを返し、伝票を差し出した。

「え？」

　すぐに戻もどってきた空太に対して、店員は驚きを隠かくせないでいる。

「何か不ふ手て際ぎわでもありましたでしょうか？」

「いえ、ちょっと急用ができて」

　噓うそは言っていない。

　一曲も歌ってはいないが、料金は払わなければならないだろう。財布さいふを出したところで、階段をふたり組の男が駆かけ下りてきた。

「やばっ！」

　小こ銭ぜにを選んで支払いをしている余裕はない。一枚だけ入っていたお札をばんっと叩たたき付けた。なけなしの五千円札。

「つりはいらん！」

　時間のない空そら太たは、さくら荘そうの先せん輩ぱいである美み咲さきを見習って、男らしくそう言い捨てた。後ろ髪引かれる思いを断ち切って、店の外へと逃げ出す。

「え？　ちょ、ええ!?」

　戸と惑まどう店員の声は背中に聞いた。男たちの足音も迫ってきている。

　外に出た空太は、即座に左右を確認した。伊い織おりと栞かん奈なの後ろ姿すがたは、駅の方へと走って消えて行く。だから、空太は逆方向に駆け出した。酔って判断力が低下しているせいか、男たちは素す直なおに空太についてきてくれた。




　ふたり組の男は、意外としつこく追いかけてきた。最終的には、足をもつれさせてすっ転び、全力疾しつ走そうで酒が回ったのか、路上に自家製もんじゃを作っていた。もうひとりも、もらいもんじゃを吐はき出して……周囲はドン引きだった。

　追いかけっこをしたのは、五分足らず。とは言え、さすがに空太も疲れた。

　呼吸が整うのを待ってから、伊織に連絡すると、今は駅前にいると言っていた。

　遅れて空太も合流する。

　まだショックの渦か中ちゆうにいる栞奈から鍵かぎを預かり、コインロッカーの荷物は空太が取ってきた。

「ふう……」

　電車に乗って、ようやく一ひと息いき吐つけた気がする。

　混雑しているせいもあったが、車内では誰も口を開かなかった。

　無言のまま芸げい大だい前まえ駅に到着する。

　改札を出ると、帰ってきたんだという安心感が空太を包み込んだ。

　時刻は十一時を回っていた。

　さくら荘そうへの帰り道に、殆ほとんど人通りはなかった。街は眠りにつこうとしている。空太が持ったキャリーバッグを引き摺ずる音はやけに大きく響く。そこに、空太、伊織、栞奈の足音が静かに紛まぎれていた。

　先頭を空太が歩き、その後ろを学校の鞄かばんを胸にぎゅっと抱いた栞奈がついてくる。伊織は少し遅れていた。

　児童公園の前まで戻もどってきたところで、突然、伊い織おりの足音が聞こえなくなった。

　気になって振ふり向く。やはり立ち止まっている。

　声をかける前に、伊織は口を開いた。

「お前、ほんとなにやってんの」

　空そら太たに向けられたものじゃない。

　声をかけられた栞かん奈なもまた、空太と伊織の中間で立ち止まった。体は前を向いたまま。伊織を振り返ろうとはしない。

「その服、全然似に合あってないし」

「……」

「髪型も超ちよう変だし」

「……」

　空太からは、栞奈がぐっと下した唇くちびるを嚙かむのがわかった。

「化粧も気持ち悪いし」

「うるさいわね。あなたには関係ないでしょ」

「あんな男の誘さそいにホイホイついていくなんて、絶対バカだよね？」

「……あなたには関係ない」

　あるのは拒絶だけ。

「……」

「放っておいてよ……」

「そしたら、今頃、お前どうなってたと思ってるわけ？」

　がりがりと伊織が頭を搔かいている。

「どうなろうと構わないでしょ」

　苛いら立だちを含ふくんだ感情を、淡々と栞奈が伊織にぶつける。

「構うよ。構うだろ。構うよね」

　真ま面じ目めに答えているのだろうが、伊織の返答は謎なぞの活用をしている。

　栞奈は一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどった様子だった。だけど、俯うつむきかけた顔をばっと上げて振り向くと、伊織を睨にらみつけていた。

「こんな姿すがた見られるくらいなら、やられた方がましだった……」

　搾しぼり出された声は、わなわなと震ふるえている。張り詰つめた空気の温度が氷点下まで一気に落ちた。息苦しくて、声も出せない。栞奈の強きよう烈れつな拒絶だけがそこにはある。

　その重苦しい感情を、伊織は平気な顔で受け止めていた。

「そんなわけないだろ」

　当たり前のことのように言葉がもれる。

「……っ」

「お前、そんなこともわかんないのかよ」

　少しだけ、伊い織おりの表情に苛いら立だちが見て取れた。

「なによ……なんなのよ、あなたは！」

「……」

「……もう放っておいて、ほんと！」

　栞かん奈なの声は裏返っている。今にも泣き出しそうに思えた。

「意味わかんないんだよ、お前のやってること」

「あなたにはわからなくていい……」

　栞奈の心が冷えていく。

「なんだよ、それ。心配させといて」

「頼んでない。恩着せがましいこと言わないで」

　バリアを張って、深く沈んでいく。

「そんなこと言うなら、お前が心配させないようにしたらいいだろ。俺のこと、いつもバカだ、アホだ、死ねだ言ってるんだから、それくらい余裕じゃん？」

「……ウザい」

「はい？」

「ほんと、ウザい……もう私に関わらないで」

「俺だって、できるならそうしてるっての！」

「なによ、それ。あなたの方こそ、わけがわからないじゃない。私がどうしようと、どうなろうと関係ないでしょ」

「あるよ」

　やけにきっぱりと伊織が答える。

「どうしてよ」

「好きだからに決まってんじゃん！」

　伊織の声が夜空に響く。

「……」

　反応に困ったらしい栞奈は、静かに息を吞のんでいた。

　沈ちん黙もくが落ちる。息遣づかいだけが、聞こえてくる。

「え？」

　最初に声を出したのは伊織だ。自分の発言に驚きを示している。

「は？　そうなの？」

　と、誰にともなく質問までしていた。当然、誰も答えてはくれない。

「私は、あなたのことが大だい嫌きらいだから」

　そう吐はき捨てた栞奈は、小走りで去って行く。

　栞かん奈なが脇わきを通り抜けて行く際、空そら太たの目には街灯の光を反射する涙なみだの粒つぶが見えた。

　児童公園の前で立ち尽つくす空太と伊い織おり。

「空太先せん輩ぱい」

「なんだ？」

「俺、振ふられたんすかね」

　なんとも答えにくい質問だ。だから、空太は、答えの代わりに、簡単なアドバイスを送ることにした。

「自分の気持ちを確かめるのが先かもな」




　十一月十四日。月曜日。

　この日のさくら荘そう会議の議事録には、次のように書かれている。

　──俺の恋がはじまらずに終わった……。書記・姫ひめ宮みや伊織




　　　　４




　十一月も半なかばを過ぎると、大気は冬の兆きざしを見せはじめる。雨が降るたびに最低気温は下がり、朝と夜はだいぶ冷え込むようになってきた。

　月を跨またぐと乾燥した空気はますます冷たさを帯び、見上げた空の色は太陽が顔を出していても寒そうに空太の目には映った。その寒々しい色にどこか物悲しさを感じるのは、今年一年も残すところあと一ヵ月となり、年の瀬特有の雰ふん囲い気きに浸ひたっているせいだろうか。

　そんな十二月最初の日曜日。太陽も沈みかけた夕方になって、空太の部屋には龍りゆう之の介すけ、リタ、伊織、美み咲さきの姿があった。

　今月二十六日に提出することが決まった、ベータ版に関するスケジュールの確認をしているのだ。目標は全八ステージ中、前半の四ステージを遊べる状態に整えること。後半四ステージに関しても、一通り組み上げ、最初から最後まで繫つながったものにする。

　空太が行っているレベルデザイン作業は、ギリギリで間に合うという見通し。龍之介のプログラムは空太次第のところもあるため、単独でのスケジュールはあまり意味を持たないが、順調と言って差し支つかえない。リタのザコモンスターは、少し零こぼれるものがあるが、これは先週からわかっていたことなので問題ない。一部のザコモンスターに関しては、ベータ版への搭とう載さいは見送る決定を先週のうちに下している。美咲に作ってもらっているボスモンスターは、すでに作業が完了していた。今は追加でボスモンスターの別バージョンを作ってもらっている。色を変えたり、角を生はやしたりして、変化を持たせてもらうのだ。

　ここまでの項目はさほど問題ない。大変そうなのは、ここからだ。

「はあ……人生って、なんなんすかね～」

　チビ白しろ猫ねこのさくらに、伊い織おりが語りかけている。その目は虚うつろだ。ベッドとクローゼットの隙すき間まに挟はさまって体育座りをしている。典型的な落ち込みスタイル。何とも言えない哀あい愁しゆうが漂ただよっている。

　さくらは「にゃ～」と鳴ないていた。伊織を励はげましているんだろうか。単に、お腹が空すいただけかもしれない。

　栞かん奈なを尾び行こうしたあの日から約三週間……。以来、栞奈の帰りが遅くなるということはなくなった。学校が終わったら真っ直ぐさくら荘そうに帰宅しているようで、だいたい、いつも空太がましろやリタと戻もどると、玄関に栞奈の靴が置かれていた。その場に居合わせれば、

「おかえりなさい」

　とも言ってくれた。

　ひとまず、心配な状況は脱したように思う。

　ただ、あの日の出来事は、別の場所に大きな影響を残している。

「はあ～」

　伊織が深いため息を吐ついている。

「すっかり腑ふ抜ぬけてしまっていますね」

　作曲作業は、この三週間ろくに進んでいない。一応、楽曲は作っているのだが、どの曲も発注にはない失恋ソング……。

　効果音やジングルも用意してもらいたいのに、これではどうにもならない。

「りったんがおっぱいを触らせてあげれば、いおりんは元気になるぞ、きっと！」

　美み咲さきは名案を思い付いたと言わんばかりだ。でも、それなら、美咲の豊かな胸でも同様の効果が得られると思う。

「いいですか、龍りゆう之の介すけ？」

「どうして、僕に許可を取ろうとする」

「いずれは、龍之介のものになる予定ですから」

　ベッドの上に女の子座りをしたリタが、くねっと腰こしを曲げて前かがみになる。半開きにした口元は妙みように色っぽい。その辺のグラビアモデルよりも、よほど破は壊かい力のある絵だ。

　普段の伊織なら食いついて、「ひゃっほ～」と大騒ぎする場面だが、今はため息を吐くばかり。リタのサービスショットを見てもいない。

「人生とは、死ぬことと見つけたり……」

　よくわからない独ひとり言ごとをもらしている。

「それを言うなら武士道だな」

「伊い織おりの辛つらい気持ち、私もわかりますけどね」

　胸に手を当て、リタが上目遣づかいで龍りゆう之の介すけを見る。

「振ふられるのは苦しいんですよ」

「そうだねえ」

　美み咲さきも深く頷うなずいていた。仁じんと結ばれるまでの苦労を思い出しているのかもしれない。

　しかし、これは一体、何の会話だろうか。

　空そら太たの記憶が正しければ、ゲーム制作……ベータ版の提出に向けた打ち合わせをするために集まったはず。

「神かん田だ、もじゃもじゃがこれではベータ版の提出どころではない」

「大丈夫、俺もそう思ってる……」

「なら、どうにかしろ」

「俺にどうしろと？」

「それを考えるのは神田の仕事だ」

　ひとり立ち上がった龍りゆう之の介すけは、すたすたと部屋を出て行ってしまう。

　それに、気づいた伊い織おりが、

「あ、会議終わったんすね。じゃ……」

　ともらし、ゾンビのような足取りで部屋から立ち去った。

「これは重症だな……ほんと、なんとかしないと」

「空太は他にも気にかけないといけないことがあると思いますけど」

　リタの目は天てん井じように向けられている。斜ななめ上……ましろの部屋だろうか。

「ましろ、大丈夫なんですか？」

「そう言えば、今日は部屋から出てこないね～」

　美咲はＴＶの前に移動すると、制作中のゲームを起動させて遊びはじめた。

「正確には昨晩からずっとです」

「今、忙しいんだよ。単行本化の修正とか、雑誌の表紙とか、年末進行で連れん載さい原稿の締しめ切りがいつもより早いとか……あと、連載のページ数を次回から四ページ増やすとかでさ」

　そのため、お出かけデートどころか、部屋デートもおあずけの状態がここしばらく続いている。

「でも、昨日、学校の帰りに話したら、連載原稿以外は終わったって言ってたから、まあ、スケジュールは間に合うんじゃないのか？」

「空太にはガッカリです」

　盛大に呆あきれられてしまった。

「漫まん画がのことは何も心配していません。そんなことより空太！」

　びしっとリタが指差してくる。

「なんでしょうか……」

「最近、ましろと過ごす時間が極端に減へっていますよね？」

「おっしゃる通りです」

「週末にデートをしている様子もないですし、かと言って、部屋でイチャイチャしているわけでもないですし」

「俺も、バタバタしてるからな」

　ふたりの時間が激げき減げんした原因は空そら太たにもある。ベータ版の提出日程が決まってからは、そこへ向けての準備で、時間的にも、精神的にも余裕がなくなったのだ。なんとか間に合いそうではあるけれど、今も予よ断だんを許さない状況であることに変わりはない。一日だって遅れを作れない状態に突とつ入にゆうしている。

「ふたりともやるべきことがあるのはわかりますけど、クリスマスくらいは一いつ緒しよに過ごすつもりなんですよね？」

「また随ずい分ぶんと先の話だな」

「今の空太とましろにとって、三週間なんてあっという間ですよ。違いますか？」

　言われて即、空太の顔は苦にが々にがしく歪ゆがんだ。

「……その通りでした」

「だったら……」

　まだ何か言ってこようとするリタを遮さえぎるように、空太は椅い子すから立ち上がる。

「空太？」

「今から誘さそってくるよ」

「やればできるじゃないですか」

　あとは指摘される前にできるようになれば完かん璧ぺきだろう。それが難しいのだけど……。




　二階に上がると、空太はましろの部屋である２０２号室のドアをノックした。

「お～い、ましろ。今、いいか？」

「……」

　返事はない。

「まあ、返事があったことなんて殆ほとんどないけどさ……」

　独ひとり言ごとを口にしながらドアを開けて部屋に入る。

　室内は今日も見み事ごとな荒れ模も様よう。洋服に下着、漫まん画がの原稿に漫画の資料が、床を覆おおい尽つくしている。

　空太が掃除をサボり気ぎ味みのためだ。

　悲ひ惨さんな室内を見回す。

「……」

　ましろがいない。

　漫まん画がの執しつ筆ぴつに使っているパソコンの電源は入ったままだ。

　足の踏み場を確保しつつ、部屋の奥にある机の前まで移動した。

　しゃがんでその下を覗のぞき込む。

　予想通り、猫ねこのように丸くなったましろが衣服や下着をかぶって寝ていた。

「昨日から徹てつ夜やだったのか……」

「ん……？」

　空そら太たの独ひとり言ごとにましろが反応する。

「……空太？」

　薄うつすらと目を開いて名前を呼んできた。

「悪い、起こしたな」

「悪くはないわ」

　再び、ましろは目を閉じる。

「俺、今はゲーム制作でやることいっぱいなんだ」

「……うん」

「それで、しばらくはゆっくりデートに出かけてる余裕がなくて……」

「……うん」

　殆ほとんど寝息のような返事。

「けど、その日までにがんばって作業を終わらせるから……クリスマスはふたりでどこか行かないか？」

　ましろがぱっと目を開いて、顔を持ち上げる。

「いく」

　机の下から身を乗り出してきた。

「木を見に行きたいわ」

「え？」

「きらきらした木」

「ああ、クリスマスツリーか。うん、いいな」

「空太と見たい」

　デートまでに、どこに行くか調べておこう。どうせなら、豪華で大きいやつを見たい。

「原稿の締しめ切りは大丈夫か？」

「わたしも、クリスマスまでには仕上げる」

「じゃあ、お互いがんばって、クリスマスは一いつ緒しよに過ごそうな」

「うん……」

　これで話はまとまったはず。

「……」

　なのに、なおも、ましろは空太をじっと見ていた。

「なんだ？」

「ずっとデートしてないわ」

「え？　あ、ああ、そうだな」

　結局、先月はどこにも行っていない。映画の約束がキャンセルになったときからずっとだ。翌週は漫まん画がの表紙作業が入り、それ以降は、空そら太たの方にも余裕がなくなった。リタに指摘された通りで、この二週間ほどは部屋デートもご無ぶ沙さ汰た気ぎ味み……。

「今、わたしと空太は恋人？」

　突然の質問にドキッとさせられた。

「あ、当たり前だろ」

「おでかけデートしてないのに？」

「……」

「お部屋デートもしてないのに？」

「今、クリスマスの約束をしただろ？」

「うん、そうね……」

　ましろは納得したのか、ただ眠たかっただけなのか、ゆっくりと目を閉じた。

「クリスマス、楽しみ……」

　その言葉は半分寝息に埋もれている。

　しばらくの間、空太は無言でましろの寝顔を眺ながめていた。

「ちゃんと恋人になるっていうのは、難しいな」

　そっと語りかける。

　ただ相手を大切に想っていればいいというわけではないのかもしれない。想いは伝え続けていかなければいけないのだろう。小さな積み重ねを忘れてしまっては、恋人同士ではいられなくなることもある……。

　寝ぼけたましろの発言は、そう語っていたのだと思う。

　日々に忙ぼう殺さつされ、ふたりで過ごす時間がなくなっていけば、どんなにお互いに想い合っていても不安は生まれる。空太にだって、そういう瞬しゆん間かんはある。その不安は放っておくと疑念へと成長していくのだ。そして、純粋だったはずの気持ちは徐々に蝕むしばまれていき、いずれは、満ち足りていたはずの心を乾かしていくのかもしれない。自然消しよう滅めつなんて言葉もあるくらいだ。珍しいことではないのだろう。

　だからこそ、今日交かわした約束は大切なのだ。

「クリスマスは絶対な」

　強い誓ちかいの言葉を残して、空太は部屋を出た。




　一階に下りると、玄関に小さな背中がしゃがんでいた。栞かん奈なが靴を履はいている。

「あれ、栞奈さん、出かけるんだ」

　そろそろ日も沈む。

「悪いですか？」

「悪くはないよ。あんまり遅くならないようにね」

「そんなに心配なら、一いつ緒しよに行きますか？　すぐそこのコンビニに行くだけですけど」

　皮肉っぽく栞かん奈なが言葉をもらす。

「んじゃ、そうしようかな」

　と言って、空そら太たは靴を履いた。

　栞奈は眉まゆ根ねを寄せて困ったような顔をする。

「行こう」

　やっぱりひとりで行くと言われる前に、空太から先に外へ出た。




　さくら荘そうの前に伸びる緩ゆるやかな坂を下っていく。栞奈は空太から三メートルほど遅れてついてくる。その視線を背中に感じていた。なんとも居い心地ごこちが悪い。

「落ち着かないんで、並んで歩かない？」

「……」

　無言で栞奈は隣となりにやってきた。ペースを合わせて歩き出す。

「この間は、ごめん」

「……」

　突然、謝あやまった空太に栞奈が疑問の視線を向けてくる。

「あとをつけるような真ま似ねをして、ごめん」

「以前、私も空太先せん輩ぱいと椎しい名な先輩のデートを尾び行こうしたので……もういいです」

「そう言ってもらえると助かるよ」

「助けてもらったのも事実ですし……ありがとうございました」

　下を向いた栞奈の声は、今にも消えてしまいそうに小さい。

「それ、伊い織おりにも言ってやってほしいな。今、完全に魂たましいが抜けちゃって、ゲーム制作の方がピンチなんだ」

　半分冗談のつもりで、話を振ふってみる。

「先輩の頼みなら考えておきます」

「前向きにお願いしたい」

「何があっても、私が彼を嫌きらいなことは変わりませんよ」

「伊織、裏うら表おもてがなくて、いいやつだと思うけどな」

　ある方面に偏かたよった発言と趣向が、栞かん奈なは許せないのかもしれないが……。

「だから嫌いなんです」

「ん？」

「裏うら表おもてがなくて、人を疑わなくて、他人に対して身構えなくて、誰の前でも自分のままでいられて、空気が読めないのも気にしてない……」

「酷ひどい言われようだな」

「そういう、私にはできないことを、能のう天てん気きにやってのけているから大嫌きらいなんです」

　最後まで聞いて、栞奈の言う『嫌い』の種類がわかった気がした。憎くて仕方がないとか、生理的に受け付けないとか、そうした類たぐいのものではない。羨うらやましいという気持ちが反転したものだ。そうできたらいいけど、自分にはできない。だからこそ、できる人間を疎うとましく思うことはある。

「私、あの日がはじめてですから」

　わずかな沈ちん黙もくのあとで、栞奈は急にそう言ってきた。

「その……男の人とカラオケに行ったりするの」

「ああ……」

　話は栞奈を尾び行こうしていた日のことに戻もどっている。

「声をかけられることはありましたけど、全部断ことわってました」

「そっか」

「それだけです」

　栞奈が口を閉ざす。報告は終了といった感じだ。

「どうして、あの日は、誘さそいに乗ったんだ？」

「……」

「話したくないなら、無理には聞かないけど」

「わかりませんか？」

　逆に質問が返って来た。

「なんとなく、俺のせいなんだろうなとは思ってる」

「っ！」

　自分から仕し掛かけてきておきながら、栞奈は声を詰つまらせて驚いていた。空そら太たに気づかれているとは思っていなかったのだろう。

「栞奈さんの様子がおかしくなるのは、俺とましろと話をした翌日が多かった気がするからさ」

「それ以上は言わないでください」

　語尾に被かぶせて強い拒絶をぶつけられた。

「けど、俺は……」

「私、まだ空太先せん輩ぱいに何も言ってません……勝手に終わらせようとしないでください。何も聞きたくありません」

　きっぱり言い捨てて、栞奈はひとりですたすたと歩いていく。

　空太は無理に追いかけようとは思わなかった。

　もう栞かん奈なは目的のコンビニについてしまっている。

　店内に入っていく栞奈を見送っていると、前方から見知った人物が歩いてきた。千ち尋ひろだ。今日も学校で仕事があったらしい。

　コンビニに吸い込まれていった栞奈を見届けてから、空そら太たの方へと歩み寄ってくる。

「なに、下級生を泣かせてんのよ」

「泣いてはいなかったでしょ」

「なに、年下の女を泣かせてんのよ」

「動詞を変えろ！」

「あながち間違ってもいないでしょ」

「うっ」

　相変わらず、油断していると鋭いところを突ついてくる。

「よくわかりましたね、先生」

　さくら荘そうの方へと歩き出していた千尋に追いついて隣となりに並んだ。

　栞奈を待っていても困らせるだけだ。今の空太にこれ以上語る言葉はない。

「長は谷せにとって、あんたは親鳥みたいなもんなんでしょうね」

「え？」

「でもって、長谷は自分の殻からに閉じこもったひな鳥」

「……」

　横目でちらりと千尋が視線を送ってくる。

「意味、わかってるわよね？」

「ま、だいたいは……」

　栞奈はクラスに仲のいい友達を作っていない。放課後や休日に、一いつ緒しよに遊び行くような友達はいない。学校内で見かけると、クラスメイトたちとは楽しそうに話しているし、クラスから浮いているような雰ふん囲い気きもまるでないのに……。

　けれど、それこそが栞奈の殻なんだと思う。

「表面上は上じよう手ずに他人と付き合えるけど……臆おく病びようなのかしらね。自分の本音に他人を踏み込ませないでしょ？　自分からも踏み込まない」

「ええ、まあ……」

　栞奈の書いた『シンデレラの日曜日』のヒロインが、まさに千尋が言った通りの印象の人物。相手には合わせるけど、自分のテリトリーには他人を絶対に入れない。本心を傷付けられるのはこわいから……。だけど、心の底では、何でも話せる友達を強く求めている。

　そして、その小説は、「元は日記だった」と、以前に栞奈から聞かされていた。

「あんたとの出会いは、長谷にとっては大誤算だったんでしょうね」

　思い出すと苦にが笑わらいがこぼれる。

　あの日、栞かん奈なはストレス発散のために学校でノーパンになっていた。脱いだパンツを廊下で空そら太たとぶつかった際に落としてしまった。

　おかげで、空太は初しよっ端ぱなから栞奈にとって最大となる秘密に触れたのだ。

「誰かに知られたら終わりだと思ってたことを、神かん田だはあっさり受け入れた」

「それなりの戸と惑まどいはありましたよ」

「でも、受け入れた」

「まあ、そうですけど」

「卵の殻からを破やぶるには十分だったのよ。あんたのそういうとこ、ほんと尊敬するわ」

　言葉とは裏うら腹はらに、千ち尋ひろは大あくびをしている。

「ひな鳥の勘かん違いを、勘違いだって気づかせてあげるのも、親鳥の役目よ」

「そうですね」

「元をたどれば、あんたの行動が招いた結果でもあるんだしね」

「わかってますって」

「それから……」

「まだあるんですか？」

「あんた、猫ねこ、どうする気？」

　まったく別の話題が飛んできた。

「……」

　ゲーム制作に明け暮れる余り、すっかり頭から抜け落ちていた。

　やらなければならないこと、考えなければならないことは他にもたくさんある。気にかけていることもいっぱいある。

　果たして、こんな調子でクリスマスにましろと楽しく過ごせるのだろうか。

　そんなの考えるまでもない。

　楽しく過ごせるよう、自分自身の手でやれることからやっていくしかない。

　それが、今日までさくら荘そうで出会った仲間と、多くの思い出が教えてくれたこと。

「あ、それともうひとつ」

「なんですか？」

「冷蔵庫にビール入ってた？」

「んなこと、生徒に聞くな！　入ってたよ！」

「なら、安心ね」




　　　　５




　十二月八日から週を跨またいで行われた期末試験が終わっても、三年生の教室からは試験特有の緊きん張ちよう感はなくならなかった。むしろ、今年の日数が減へるたびに、張り詰つめた意識が教室を満たしていく。

　年が明けてすぐ……一月の半なかばにはセンター試験が待っている。他の大学を受験する生徒にとって、勝負のときは迫ってきていた。

　付属推すい薦せんで水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくへの進学を決めている空そら太たは、受験の緊張感とは無縁のところにいる。けど、気は引き締しまっていた。もしかしたら、受験生のクラスメイトたちよりも、集中していたかもしれない。

　二十六日に提出する予定のベータ版完成に向けて、全力を注いでいるのだ。

　手を動かしても、動かしても、なかなか減へっていかない作業の数々。佳か境きように差し掛かかればかかるほどに、ひとつひとつの工程に時間が必要だった。

　八割までは一気に築けても、残り二割はなぜだか全然進まない。

　焦あせりや疲れもあったが、漫まん画が執しつ筆ぴつに全力を尽つくすましろの姿すがたに励まされ、空太は気持ちを入れ直した。

　お互いに、「クリスマスは一いつ緒しよに」を合言葉にがんばった。そのおかげで、睡眠不足からくる多少の疲れは吹き飛ばすことができた。

　ただし、やる気があれば、それに比例して作業が進むというわけでもない。時にはアイディアが必要となる場面もある。ステージの構成に関しては、いい案が思い浮かばず、予定通りに進まない局面は多々あった。

　そして、それはデート当日の二十四日……クリスマスイヴになっても続いていた。

　午前中は終業式に出て、帰ってきてからは昼食も取らずに、空太はパソコンの前にかじりついている。

　時刻は午後三時五十分。

「だ～、くそっ、終わらねえ！」

　約束の時間まであと十分。四時に出かけて、港が見える公園に設置されたクリスマスツリーのイルミネーション点灯イベントを見てくる予定だった。

「空太、まだですか？」

　部屋にリタが入ってくる。

「あと少しです！」

「ましろはもう玄関で待っていますよ？」

　カタカタとキーボードを打つ。モンスターのパラメータを入力しているのだ。焦っているせいか、ミスタイプが続く。余よ計けいに時間がかかってしまっていた。

「神かん田だ、残りの作業は僕が引き受ける」

「いや、それはダメだろ」

　ありがたい申し出だが、これは空太の仕事だ。

「勘かん違いするな。あとの用事が気になって、作業が雑になっている今の神かん田だは信用できないと言ってるんだ」

「うっ」

「バグが大量発生したら、どうする気だ？」

　デバッグに使えるのは、明日の一日だけ。龍りゆう之の介すけの言う通りで、バグを作っている場合ではない。

「それに、約束の時間に遅れたら、椎しい名なの機き嫌げんを損そこねるんじゃないのか？」

「まあ……」

　お互いに楽しみにしていたクリスマスデートだけに、怒らせるとあとが大変そうだ。

「いいから早く行け」

「赤あか坂さか、お前……いいやつだよな」

「僕は物事を総合的に捉とらえて、最善の選択をしているだけだ。恋愛ごとでスケジュールを振ふり回されるのは、もじゃもじゃだけで十分だからな」

「なるほど……」

「だから、くれぐれも出かけた先で、ケンカなどしてくれるなよ」

「わかってる。んじゃ、行ってくる」

　摑つかんだコートを羽は織おりながら空そら太たは部屋を出た。




　リタが言っていた通り、ましろは玄関で待っていた。足首までの短いブーツも履はいて、準備は完了している。

「空太、遅いわ」

　顔を見るなり、ましろが頰ほおを膨ふくらませる。今はまだ約束の時間の三分前だ。遅いと責められる筋すじ合あいはないはず。

「お、おお」

　それでも、空太がたじろいだのは、ましろの格かつ好こうに理由があった。

　薄うつすらとメイクをして、白い素す肌はだがいつも以上に透すき通っている。表情にあたたかみを感じるのは、頰がほんのりとさくら色に染まっているからだろうか。

　首と袖そで口ぐちにファーのついた白いコートは、ましろによく似に合あっている。まさに妖よう精せいのようだった。

　おかげで、一気に気分はデートモードに切り替わる。

「いいな、それ。すげえかわいい」

「……うん」

　まんざらでもなさそうに、ましろは照れたように俯うつむいた。

　空太も急いで靴を履はく。こうなると早くデートに出かけたい気持ちでいっぱいだった。この日のためにがんばってきたのだから。最後は龍りゆう之の介すけに助けてもらった形だけど、仲間同士お互いをフォローし合える関係を築ければいいと思っているので、これも悪いことではないと空そら太たは感じていた。

「じゃあ、行くか」

　靴を履はいて顔を上げる。

「行くわ」

　ましろが力強く頷うなずく。

　けど、空太が扉に手をかけた瞬しゆん間かん、ケータイの着信音が玄関に鳴り響いた。空太じゃない。ましろのケータイだ。

　手にしていたポーチからましろがケータイを取り出す。

「綾あや乃のだわ」

　そう言ってから、ましろがケータイを耳に持っていく。

「綾乃？」

「あ、椎しい名なさん！　よかった、出てくれて！」

　興こう奮ふんした様子の綾乃の声はボリュームが大きくて、空太にも聞き取れた。

　こんなタイミングで、何の用事だろうか。あまりいい予感はしない。

「綾乃、どうしたの？」

「……」

　すぐに落ち着きを取り戻もどしたのか、もう綾乃の声は聞こえなかった。

　内容が気にはなったが、終わるまで待つしかない。

　ましろが「うん」を繰り返す。六回、相あい槌づちが続いたあとで、

「わかったわ」

　と言って、電話を切った。

「綾乃さん、なんだって？」

「二巻にいっぱい重じゆう版はんがかかったそうよ」

　発売したのは二十日。まだ四日しか経っていない。

「おおっ、すごいな！」

　素す直なおな驚きを示した空太とは対照的に、ましろは沈んだように俯うつむいている。

「ましろ？」

「一枚描き下ろさないといけないわ」

「え？」

「綾乃が言ってた」

「……なんて？」

「重版の時期に合わせて、書店に飾るポップを作りたいって」

「それ、締しめ切りは？」

　聞かなくても、ましろの表情が痛つう烈れつに語っている……。

「印刷所が年末年始のお休みになる前に入にゆう稿こうしたいから……今日ほしいそうよ」

　気持ちの熱が一いつ瞬しゆんにして冷めていくのを感じた。浮かれた気分は、体の中のどこを探さがしても見つからない。

「……」

「……」

　息苦しい沈ちん黙もく。言いたくない言葉を口にしないといけない居い心地ごこちの悪い空気が、空そら太たとましろを包み込んでいた。

「……そっか。仕方ないな」

　覚かく悟ごを持って、空太の方から切り出した。

　ましろの肩がぴくりと動く。

「部屋戻もどって、早く作業しないと」

　空太は玄関の扉から離れて靴を脱いだ。玄関マットに上がる。

「……ない」

　ましろが何か言ったけど、小さくて聞き取れなかった。

「ごめん、なんて？」

　何気なく聞き返すと、ましろはばっと顔を上げた。

「仕方なくない！」

　怒っているような、悲しんでいるような目をしていた。

「っ！」

　空太が面めん食くらうには十分すぎる迫力があった。

「ずっと、楽しみにしてたのに……」

　ポーチを握にぎった手が震ふるえている。

「俺だって、そうだよ。でも……」

　なだめるように、空太はそっと声をかける。

「原稿もちゃんと間に合わせて……」

「ああ……」

「服も何を着ようか、約束した日から考えてきたのに」

「だけどさ……」

「それなのに、仕方がないなんて、空太は変よ！」

「っ!?」

　完全に不意打ちだった。どうして自分が責められたのか、空太にはわからなかった。急な用事ができたのはましろの方なのに……。

　外が騒がしく思えたのか、１０１号室からリタと龍りゆう之の介すけが顔を出している。空そら太たとましろに目を向けたふたりの表情には困こん惑わくが見て取れた。だが、一番、驚きを隠かくせないでいるのは空太だ。

「空太、わかってない」

「わかってるよ」

　反射的に答えていた。

「わかってる」

　もう一度、念を押す。

　約束を交かわした日に、絶対にクリスマスは一いつ緒しよに過ごそうと心に誓ちかったのだ。想い続けるだけではダメだから、その想いを伝え続けなければならない。そのための今日だった。

「今日が大事だってことは俺もわかってる」

　それでも、ましろから返って来たのは、

「空太はわかってないわ」

　という、悲しそうな声だった。

「だとしても、漫まん画がの作業は、今やるしかないだろ？」

「……そうよ」

「だから、描くんだろ？　描きたいんだろ？」

　そう思うのがましろだ。

「うん……描きたい」

「デートは、クリスマスじゃなくなるけど、またいつでもできる」

　心のどこかで、これを言えば、ましろは納得すると空太は高たかをくくっていた。

「でも、今日のデートは、今日しかできない」

「ましろ……」

　それは空太が期待していた反応ではなかった。

「明日は？」

「……え？」

「明日はデートできる？」

　ベータ版の提出作業が残っている。

「来週は？」

「……」

「来週はデートできる？」

　ましろの声がゆっくりと空太の胸を突つき刺してくる。

　来週になれば、空太はベータ版の提出を終えているだろう。今度は、二月末を目標にしているマスターアップを目指して、ゲーム制作に明け暮れているはずだ。

「一ヵ月後は？」

「……」

　マスターアップの期日が近づき、今よりもさらに忙せわしなくしていると思う。ゲーム制作以外のことに使える時間なんて、それこそ少しもないんじゃないだろうか。

　そして、それはましろも同じだ。毎月の連れん載さい原稿は必ずある。注目されて、単行本の部数も伸びてきたので、雑誌の表紙やセンターカラー、今回のような宣伝材料の描き下ろしなども定期的に入ってくるかもしれない。

「前から約束してたのに」

　ましろがぎゅっと両手を握にぎっていた。

「今日のためにがんばってきたのに！」

　声は感情的に震ふるえている。

「クリスマスイヴなのにデートをしなかったら、きっとこの先もデートなんてできない！」

　ましろの想いが重たい衝しよう撃げきとなって、空そら太たの脳のう天てんにがつんと振ふり下ろされた。

　目の前がちかちかする。

　漠ばく然ぜんと今だけだと思っていた。忙しいのは今だけだと何の根こん拠きよもなく信じていた。だけど、この先も続いていく……。ふたりが目標に情熱を傾ければ傾けるほどに、ふたりが夢に近づけば近づくほどに、この忙しさは増していくのだ。今回のように、願いが叶かなえば叶うほどに、ふたりの時間が奪うばわれていくという現実がある。

　言葉では理解しているつもりだった。その状況の真まっ只ただ中なかに身を置いたら、自分の立っている位置がわからなくなっていた。

　いずれそんな日が来るかもしれない。そういう話を龍りゆう之の介すけとしたことはあったけど、まだまだ先のことだと思っていた。けど、あの時点で、もう片足くらいは突つっ込んでいたのだ。

　リタと龍之介は口を挟はさむ余よ地ちを見つけられず、黙だまって空太とましろのやり取りを見守っていた。階段の途中では、二階から下りてこようとしていた栞かん奈なが、雰ふん囲い気きに吞のまれて足を止めている。

「それでも、空太はいいの？」

　ましろの言っていることは正しい。感情としては正しいけど、理屈としては正しくない。今ここで手を抜けば、ましろの目指す未来から遠ざかってしまう。チャンスボールを見み逃のがしていたら点数は入らない。打席に立ったからには、いつもフルスイングをしなければならないのだ。そのために、日々誰よりも多くの素す振ぶりをましろはしてきたのだから。そんなこと、空太が言うまでもなく、ましろが一番よくわかっているはずだ。

「それでも、仕方がないことなの？」

　ましろの問いかけが退路を奪うばっていく。

「……そうだよ」

　重苦しい空気の中で、空そら太たは口を開いた。声を絞しぼり出した。

「それでも、今は漫まん画がの方が大事だろ」

　言わなければならないことがあったから……。

「どうして空太は平気なの？」

「平気じゃない。今日のことは俺だってショックだよ」

「……」

「ショックだけど、考えるんだ。ましろの夢が叶かなうなら、今は我慢しないといけないこともあるんだって」

　じっと、ましろは空太を見つめている。

「俺にも目標があるから、それを犠ぎ牲せいにはできないって気持ちもある」

「……」

「俺はましろの夢を本気で応援しているんだ。もっとたくさんの人にお前の漫画を読んでもらいたいって思ってる。ましろにならできると思ってる。その邪じや魔まなんてしたくない。絶対にしたくない」

「……」

「……だから、どうしようもなく仕方がないんだ」

　最後まではっきりと伝えて、空太はましろを見つめ返した。

「空太の描く未来にわたしはいるの？」

　ぽつりとましろがもらしたのはそんな言葉だった。

　核心だけを鋭く突ついてくる。ましろはいつもそうだ。

「……」

　噓うそでもいると即答すればよかったのかもしれない。だけど、今のましろに上うわ辺べだけの言葉を伝えても意味がないと思った。

「今はわからない」

　ありのままの気持ちを空太は吐はき出した。わからなくなってしまった。

「ましろはどうなんだ？」

「……」

　ましろは答えない。じっと空太を見つめているだけだ。それが嫌いやというほどに、ましろの本心を語っていた。

「そうか……」

　だから、空太は乾かわいた声でそう呟つぶやくしかなかった。

「空太は、わたしのことよりも、わたしの夢が大切なのね」

「……」

　無言で立ち尽つくす空太を残して、ましろは二階に上がっていく。

「あっ、ましろ！」

　リタの制止の声は届かない。

　少し遅れて、二階からドアの閉まる音が響いた。やけに大きく聞こえた。それは、空そら太たとましろを隔へだてた心の扉が閉まる音だったのかもしれない。
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　翌日の二十五日、空そら太たが目を覚ましたのは自室の床の上だった。寒さに身が震ふるえて、意識は夢の中から現実へと引き戻もどされた。

「……」

　重たいまぶたを無理やりに開いて体を起こす。

　視界の真ん前にあるのは、つけっぱなしのＴＶ。眩まぶしい光を空太に注いでいる。映っているのは、『リズムバトラーズ』のコンティニュー画面だ。

　どうやら、テストプレイの最中に寝落ちをしたようだ。

「やっちまった……」

　操作キャラクターがうつ伏ぶせに倒れている。場所は最初のステージのスタート地点。タイトル画面からゲーム画面に移行する際のフェードアウトと一いつ緒しよに、空太の意識もフェードアウトしたらしい。

　一度、電源を落とそうかと思い、開発機材に手が伸びる。だけど、すぐにデバッグを再開しなければならないと気づき引っ込めた。

　目覚めた空太の周囲には、猫ねこがぞろぞろと集まってくる。ひかり、のぞみ、こだまが立て続けに「にゃ～」と鳴ないた。

「はいはい、朝飯な」

　あくびをしながら立ち上がると、空太は部屋を出た。




　ダイニングには先客がいた。

　冷蔵庫の前で立ち尽つくしているのはましろだ。

　空太がやってきたことに気づいて、ゆっくりと振ふり返る。

「……」

「……」

　沈ちん黙もくのまま視線だけが絡からむ。

「おはよ」

　空太が先に声をかけた。

「おはよう」

　短い挨あい拶さつが返ってくる。

「……」

「……」

　お互いに、それ以上の言葉は続かない。

　何かを待っているかのような、居い心地ごこちの悪い空気に満たされている。

　そんな中、早くご飯を出せと、こまちが足の甲に背中を擦こすり付けてきた。空そら太たについて来た十匹の猫ねこたちはお構いなしだ。

「昨日の……ポップ用の絵だっけ？」

　足元の猫を見ながら声をかける。

「……そうよ」

「終わったのか？」

「できたわ」

「そっか」

「うん……」

　ちぐはぐなやり取り。会話は成立しているけど、心が通っていない。それを肌はだで感じる。言葉が乾いているのだ。

「朝飯、食べるよな？」

「……うん」

「じゃあ、座って待ってろ。すぐに用意するから」

「うん」

　音もなくましろはダイニングテーブルに着いた。

　準備の前に、まずはまとわりついてくる猫たちをどうにかしないといけない。カリカリを三つのお皿に分けて、テーブルの脇わきに置く。途と端たんに、十匹の猫たちは、空太から離れてカリカリにまっしぐらだ。

　身軽になったところで、空太は自分とましろの分の朝食を用意した。

　トーストと目玉焼きに加え、昨日、美み咲さきが置いていったポテトサラダにトマトを添えてダイニングテーブルに並べる。ましろのために、あたたかいココアを入れて、空太も席に座った。

「いただきます」

「……いただきます」

　さくっと香ばしい音を鳴らして、ましろがトーストにかぶりつく。

　空太もそれにならった。

　しばらくは、無言のまま目の前のメニューを片付けることに集中した。

「……」

「……」

　けど、すぐに不自然な空気が流れ出す。はっきり言って、息が詰つまった。

「あのさ、ましろ」

　マグカップを両手で持ったましろは、目線だけを空太に向けてくる。

「昨日は……その、ごめん」

　どうにかしたいという気持ちで口にした言葉は、どこまでも白しら々じらしく聞こえた。

　それも当然だ。空そら太た自身が何について謝あやまっているのかを、理解していないのだから。しいて言えば、昨日、デートをできなかったことだろうか。

　ただ、その原因は、急な仕事が舞い込んだましろの方にある。謝る必要があるのかどうかも、はっきりしていない。

「わたしも……ごめんなさい」

　ぽとりと落ちた謝罪の言葉。いつになく自信のない小さな声だった。

　きっと、何について謝っているのかは、ましろもわかっていない。ドタキャンの原因は確かにましろの方にあったのかもしれないけど、漫まん画がの仕事が上う手まく行っていることを謝る必要などない。空太だって、それを悪いとは少しも思っていなかった。

　この場の空気を重たくしている問題の根本は、もっと別のところにある。

　デートのキャンセルを切きっ掛かけにして浮き彫りとなった空太とましろの感覚の違い……価値観の違いが、ふたりを分厚い雲で覆おおっているのだ。

　それは、少なくとも、「ごめん」の一ひと言ことでお互い納得できる軋あつ轢れきではなかった。

「……」

「……」

　再び、沈ちん黙もくが訪れる。

　空太は残っていたトーストを口に押し込み、目玉焼きをぺろりと平らげた。

「そうだ、ましろ。冬休みはどうするんだ？」

「リタとイギリスに帰るわ」

「え？」

　てっきり、「漫画を描くわ」と言ってくると思っていた。少々面めん食くらった。

「そ、そうか……」

　だけど同時に、ほっとしている自分にも空太は気づいていた。

　ましろがさくら荘そうに残っていても、ふたりでゆっくり過ごせる時間を取れるとは到とう底てい思えない。ベータ版の評価が出るまでは落ち着かないし、出たら出たらできっとやることは無数に出てくる。ベータ版の提出はあくまで通過点なのだ。

　この先は、マスターアップを目指して進んでいかなければならない。悔くいの残らないように、全力を注ぎたいと思っている。あとで、「あのとき、もっとやっていればよかった」なんて絶対に思いたくはないから。

「ずっとイギリスに帰ってないもんな」

　二年生の春にましろがさくら荘にやってきてからずっとだ。

「空太はどうするの？」

「年内はゲーム制作をやれるところまで進める」

「そう……」

「でも、大おお晦日みそかには実家に帰るつもりだ。卒業してからのこと……大学とか、それ以外のことも、親に話しておかないといけないし」

「うん……」

　猫ねこたちを見ながら、ましろが小さく頷うなずく。その横顔はどこか寂さびしげだ。

　漠ばく然ぜんとした後ろめたさに、空そら太たは目を伏ふせた。今さらだけど、冬休みの過ごし方すら、ましろと話していなかったのだ。毎日、顔を合わせて、一いつ緒しよに学校に行って、同じさくら荘そうに帰ってきていたのに……。そんな話すらしていなかった。

「食器、そのままにしといていいから」

　空太は先に席を立つと、自分の食器だけを流し台に持っていった。

「ねえ、空太」

「……なんだ？」

　ましろに対して、無自覚に身構えている自分に気が付く。何を言われても大丈夫なように心の準備をしている。

　その空太に、ましろはぽつりと呟つぶやいた。

「七なな海みとなら、こんな風にならなかった？」

「……」

　まったく予期していない発言だった。一いつ瞬しゆん、何を言われたのか、わからなかったほどだ。じわじわと驚きが芽を出して、それは葉を開く前に困こん惑わくへと姿すがたを変える。

「どうして、今、青あお山やまが出てくるんだよ」

　空太からすれば、当然の疑問だった。

「だって、空太、七海のことも好きだったでしょ」

　返ってきたのは、説明になっているような、なっていないような理由……。

「お前な……」

　体がかっと熱くなった。燃え盛る感情が胸の中で暴れている。今すぐ吐はき出さないと空太の方が焼き尽つくされてしまいそうだった。

　それでも、口に出す寸前で、空太はぐっと気持ちを堪こらえた。

　──言えば、全部終わる

　そう理性が働いたのだ。

「……自分が何を言ってるか、わかってるのか？」

　悲痛な面おも持もちで、空太はましろを見み据すえた。ましろは泣き出しそうな瞳ひとみで、じっと空太を見つめている。下した唇くちびるをきつく嚙かんでいた。

「俺が選んだのはましろだよ」

　目を見て、はっきりと告つげる。

「……」

　ましろは先ほどから変わらない表情で、空そら太たを見ているだけだった。

「俺、やることあるから」

　余よ計けいなことを言い出す前に、空太はダイニングを出た。

　後ろ手にドアを閉める。

「ふう……」

　心の熱をゆっくりと吐はき出す。

「ちょっと、あんた、人の目の前でため息吐つくとか、どういう神経してるわけ？」

　顔を上げると、まさに目と鼻の先に千ち尋ひろの顔があった。

「うおっ！」

「ちょっと、あんた、人の顔見て悲鳴あげるとか、どういう神経してるわけ？」

「そこそこ図太い神経かもしれません」

「あら、神かん田だも言うようになったじゃない」

「俺も日々成長してるんですよ」

「ふんっ、成長ね」

　鼻で笑われてしまった。

「なら、成長中のあんたに聞くけど、なんでましろと付き合ってるわけ？」

　それはごく簡単な質問のはずだった。だけど、今の空太にはこれ以上ないほど鋭い切り込みだった。

「好きだからですよ」

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよのあとで、空太は正しい答えを口にした。

「半分は正解で、半分は不正解ね」

「どうしてですか？」

「言葉にすればその通りだけど、あんたがその言葉の意味をわかっていないから」

「……」

　わずかな躊躇ためらいを見み透すかされていると思った。

「そこのところを、あんたはちゃんと考えなさい」

　空太の肩を叩たたいて、千尋はダイニングに入って行く。追いかけて問いただすわけにもいかず、空太は苦にがい顔をするほかなかった。

　──なんでましろと付き合ってるわけ？

　ドキッとするような質問じゃないはずだ。なのに、空太の体はそう反応した。心臓がどくんと脈打った。嫌いやなことを聞かれたときのように……。空太自身も気づいていない本音に触れられたような焦しよう燥そう感に駆かられた。その正体は何なのだろうか……。

「……」

　少し考えたところで答えは出ない。それでわかるくらいなら、きっともう気づいている。

　部屋に戻もどろうと足を前に出す。玄関の前を通り過ぎると、廊下の奥から声をかけられた。

「神かん田だ、起きたのなら、デバッグの続きをしろ」

　１０２号室から顔を出していたのは龍りゆう之の介すけだ。

「あ、ああ」

「明日の朝までに提出用のＲＯＭを焼く必要がある。時間はないぞ」

「わかってる」

　そう返しながら、空太はデバッグをするために自室へと戻った。考えなければならないこともあるが、今は明日に迫ったベータ版の提出が最優先なのだ。
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　翌日、ベータ版の提出は無事に終わった。

「やっと、俺の冬休みが来たぞ～……」

　疲れ果てた伊い織おりは提出用のＲＯＭが焼き上がった段階で、そう言って空太の部屋のベッドに倒れ込んだ。

　楽曲は本来の予定数を揃そろえられていないが、この一週間は伊織もなんとか持ち直して、どうにか体てい裁さいは整えられたと思う。

　時間の経過と共に、気持ちは吹っ切れてきたのか、伊織は栞かん奈なにも積極的に話しかけるようになっていた。

「おう、おはよう。今日も清すが々すがしいくらいにぺったんこだな」

　とか朝からセクハラをかましては無視をされ、

「飯できたぞ～！　ちゃんと食わないと胸が育たないぞ～！」

　とか大声で呼びかけても無視をされている。

「なんだよ、今日も機き嫌げん悪いのかよ、お前」

「話しかけないでくれる」

　はっきりと拒絶されてもめげないのが伊織だ。

「お前、俺に文句言うときだけは生き生きしてるよな」

　そんな伊織に対して、栞奈は明らかに戸と惑まどっていた。

　最初こそ、気まずくて距離を置いていたくせに、今では思わず告白してしまったことなど忘れているかのように接してくる。話しかけてくる。今まで通りの距離まであっさり近づいてくるのだ。

　栞奈が守ろうとしている他人との境界線を、伊織はあっさり踏み越えていた。それも、無神経と言われても仕方がないほどの天然さで……。

　時々、栞かん奈なが助けを求めるように、空そら太たに視線を送ってきた。「なんとかしてください」とその目は語っている。

　でも、空太はあえてわかっていないふりをしている。栞奈には自分で気づいてほしかった。伊い織おりの手を摑つかめば、自分を閉じ込めている殻からから簡単に抜け出せることに……。ずっと手を差し伸べられていたのだということに……。他人に心を開くチャンスを、伊織が作ってくれていることに……気づいてほしかった。

　その伊織は、空太のベッドに倒れ込んだまま動かなくなっている。

「伊織、寝るなら自分の部屋に帰れよ」

「いえ、今日はもうここで寝ます」

「俺が迷めい惑わくしているという意味だからな」

「すこ～」

　すでに伊織は寝ていて、１０３号室までひとりで運び込むのは大変だった。




　ましろとリタは、その翌日の二十七日の便でイギリスへと飛び立った。

　出かける際に、

「気を付けてな」

「……うん」

　と、短い言葉は交かわしたが、心は通っていなかったと思う。どうにかしたい気持ちはあっても、お互いが納得できる答えを空太は見つけられていなかった……。

　それと同じ日の夕方には、栞奈も帰省すると言ってきた。

「栞奈さんも実家帰るんだ」

　てっきり帰る気はないのだと思っていたので、正直意外だった。前に、母親の再婚を理由に、実家にはあまり帰りたくないようなことを言っていたから……。

「夏も帰らなかったので、母が年末は帰ってくるようにとうるさいんです」

「心配してるんだろ」

「きちんと新しい家族が成り立っていると思いたいだけですよ」

「……」

　栞奈の口調は淡々としていながらも、そこに込められた感情は辛しん辣らつだった。

「しつこく連絡をされるくらいなら、一度帰って納得させた方が楽なんです」

　そう説明したあとで、栞奈はぺこりと頭を下げると、小さな鞄かばんをひとつ持って実家へと帰って行った。

　さくら荘そうに残ったのは、空太、龍りゆう之の介すけ、伊織、それと千ち尋ひろの四人だ。空太も大おお晦日みそかには福ふく岡おかの実家に帰る予定でいる。だが、その前に……空太には大仕事が残っていた。




　一夜が明けた二十八日。水曜日。空そら太たは『ゲームキャンプ』を主催するハードメーカーのオフィスビルに来ていた。今年最後の打ち合わせとして、ベータ版の評価を聞くためだ。

　年末にもかかわらず、オフィス街の空気は普段と変わらない。地下鉄の電車内も、スーツ姿すがたの営業マンたちをよく見かけた。

　学校はどこも冬休みに突とつ入にゆうしているが、オフィス街はまだ通常営業をしている。年の瀬の雰ふん囲い気きは殆ほとんど感じなかった。

　その違和感のようなものを、受付まで迎むかえに来てくれた早はや川かわ里さと美みに話したら、

「ああ、それ、私も新入社員のときに思いましたね」

　と笑ってくれた。

　ふたりでエレベーターに乗り込む。空太と早川以外には乗っていない。

「高校だと冬休みは二週間くらい？」

「それくらいですね」

「弊へい社しやは明日まで仕事です。とは言っても、さすがに午後は簡単な掃除と、納会をして六時くらいには全員帰りますけど……表向きは」

「表向き？」

「マスターアップ直前のプロジェクトだけは、そうも言ってられませんから」

　悪戯いたずらっぽく早川が笑う。その表情は、今年もそんなプロジェクトがあることを物語っていた。

「新年は四日からですね」

　指折り休みを数えてみる。

「たったの五日しかないんですね」

「どこの会社も似たようなものですよ。長期休暇は学生の特権なんです。社会人になったら、一ヵ月丸々お休みなんてありえないですから。一週間だって取れるかどうか……だから、遊べるうちに遊んでおいた方がいいですよ」

「そうですね」

　ありがたい言葉なのだろうけど、なかなか実感を持つのは難しい。今日までずっと長期休暇が当たり前に存在する生活をしてきたのだ。それしか知らない。一ヵ月以上もある夏休みがない一年間というのは、どういう感じなのだろうか。イメージしようとしても、これが意外と想像できない。

「あ、でも、神かん田ださんの場合、今は開発も佳か境きように差し掛かかってきて、遊んでいるどころではないですね」

「……そうですね」

　そんなやり取りを交かわしているうちに、エレベーターは目的の階に到着した。早川に案内されて、会議室に通される。

「あ、お疲れさまです」

　もうひとりの担当者である戸と塚つかが出で迎むかえてくれた。

　会議室のＴＶには開発機材が接続され、画面には『リズムバトラーズ』のベータ版が起動している。今日やってきた目的はその評価を聞くことなのだ。

　さすがに今までの進しん捗ちよく会議とは違った緊きん張ちよう感が空そら太たにはある。戸塚と早はや川かわの様子は、いたっていつも通りだ。

「早速、はじめましょうか。待たせても、神かん田ださんの神経をすり減へらすだけでしょうし」

　緊張を完全に見み透すかされていると思った。けど、強がったところで仕方がない。

「まあ、座ってください」

　促うながされて席に着く。

「まずはベータ版の提出ありがとうございます。お疲れさまでした」

　ぺこりとお辞じ儀ぎを返す。

「正直、こんなにできているとは思っていなかったので、驚いています」

　戸塚がにっこりと笑う。

「そうなんですか？」

「あまり大きな声では言えませんが、外注会社に下ろしたゲームタイトルのベータ版など、遊べたものではありませんからね。バランスは悪いし、バグだらけですぐに止まるし」

　戸塚の口調からは、明確なタイトルに対する怨おん念ねんが見て取れた。たぶん、これは気のせいじゃない。現在進行形で抱かかえているプロジェクトに、何か問題でもあるんだろうか。

　その隣となりでは、早川が同意するように何度も頷うなずいている。

　空太は苦にが笑わらいを浮かべるしかない。

「グラフィックのクオリティはすばらしいですし、モーションに関しても、めり込みなどの細かい部分にまで気を遣つかって、丁てい寧ねいに作られているのが伝わってきました。動きも滑なめらかでいいですしね」

「ありがとうございます」

　その辺は、リタと美み咲さきがやっているのだ。ダメなわけがない。

「サウンドはゲームの内容を考えると、遊べる楽曲が少なく感じましたが、まあ、これは今後増える想定と捉とらえて大丈夫ですよね？」

「はい……」

　語尾に力がないのは、不安があるからだ。楽曲に関しては、伊い織おりのメンタル次第。今は回復傾向にあるとは言え、いつまた崩くずれるかわかったものではない。

「私は、ゲーム序じよ盤ばんのバランスがとてもよく仕上がっていると思いました」

　戸塚に続いて、早川が話をはじめる。

「ひとつのステージを、『爽そう快かい感を優先させたザコエリア』、『新しい操作を要求される特とく殊しゆエリア』、『そこまでのステージでラーニングした操作を総動員して挑いどむボスエリア』と分けて、きちんとプレイヤーを誘ゆう導どうしているので、ほんとに遊びやすかったです。操作も徐々に覚えていける上に、覚えたばかりのことを軸じくに、ボスを攻こう略りやくしていくという流れは、気持ちいいですよね」

「あ、ありがとうございます」

　早はや川かわに指摘された部分は、空そら太たがレベルデザインをする過程で、一番こだわっていたポイントだ。それだけに、その意図を的確に汲くみ取ってくれた早川の評価は、ものすごく耳に心地ここちよかった。一番見てほしいところを、褒ほめてもらえた。

「最近の海外メーカーのタイトルに多いんですけど、ボス戦で急にやったことのない操作をアナウンスされても、戸と惑まどうだけなんですよ。しかも、操作に成功したところで、何が起こるかわからないままやっているので、ド派手な演出が入っても、ぽか～んとして達成感なんて味わえません。私、あの手のやり方、苦にが手てなんです」

　一体、早川は早川で、どのタイトルに対する不満を言っているのだろうか。早川の頭の中には、絶対に何本かのゲームソフト名が浮かんでいるはずだ。

「と、まあ、早川も熱くなるくらい順調なので、この調子で開発を進めてください」

　再び、話の主導権が戸と塚つかに移る。

「はい」

「ただ、一点だけご相談というか、ご提案があるんですが……」

「なんでしょうか？」

「短くていいので、各ステージの間に、シナリオを入れませんか？」

　話をアシストするために、早川はふたつ目のステージを呼び出している。今のところ、各ステージは、空太が書いた簡単なナレーションテキストで繫つながっているだけだ。

「操作キャラクターも、敵キャラクターも、とても個性的で、かわいらしく仕上がっているので、もう少し性格付けをしてあげてもいいんじゃないかと思いまして」

「確かに……」

　どれも動物をモチーフにしたキャラクターなので、戸塚の提案には素す直なおに頷うなずけた。

「実は、これ、藤ふじ沢さわさんの意見なんですけどね」

「え？」

「今日、午前中に別件の打ち合わせで顔を出してて……せっかくなのでベータ版を見てもらったんですよ」

「そうだったんですか」

　和かず希きに見られていたと思うと、今さらのように緊きん張ちようしてきた。

「今ここで結論を出す必要はないので、一度、チームのメンバーと相談してみてください」

「あ、はい」

　意識を戸塚に戻もどす。

「場合によっては、二月末に予定しているマスターアップの期日を、後ろに倒しても構いません。その辺も含ふくめて相談できればと思っています」

「わかりました。検けん討とうします」

　あとは簡単な予定の確認と、雑談をして打ち合わせは終了となった。




　早はや川かわに見送られ、エレベーターに乗り込む。

　空そら太たひとりだけを乗せた小さな箱は、殆ほとんど音を立てずに降下をはじめた。

「よし」

　息を吐はくように呟つぶやいて、右手をぐっと握にぎる。

　グラフィックとサウンドの評価は上々。空太が担当しているレベルデザイン作業に関しても、好意的に見てもらうことができた。寝る間も惜しんで積み上げてきたものは、間違いではなかったとわかった。

　飛び跳はねたいくらいの気分だ。心は完全に浮かれている。

　けど、空太はエレベーターが一階に到着しても喜びを爆発させなかった。オフィスビルを出ても、高らかに叫んだりはしなかった。地下鉄のホームに立っても、顔をにやけさせたりはしなかった。

　頭はすっかりお祭り状態になっていたのに、そこに紛まぎれて、ひとりだけ冷静な自分がぽつんと立っていることに気づいたのだ。

　しかも、そいつは、

　──まだ終わっていない

　と言ってきた。

　心の中で同意するように小さく頷うなずく。その通りだと繰り返した。

　すると、浮かれまくっていた脳内は急速に熱を失っていく。

　今はまだベータ版の提出が終わっただけ。少しいい評価をもらえただけのことだ。

　空太が目指しているのは、マスターアップ後に控ひかえているタイトル審しん査さ会で合格をもらうこと。そこで商品化の権利を勝ち取り、ゲームを発売すること。多くのユーザーに届けて、「面おも白しろい」と言ってもらうこと。プロジェクトを成功させ、これを足あし掛がかりに今後もゲーム制作を続けて行くこと。いずれはゲームソフト会社を龍りゆう之の介すけと起たち上げることなのだ。

　まだ最初の関門すら突とつ破ぱしていない。

　喜ぶのは、大きな壁であるタイトル審査会を通過してからだ。

　面白ければ通るわけではない。よくできていれば評価されるわけでもない。競合タイトルがあれば、それよりも売れるかどうかで判断されたりもする。会社として、そのゲームに予算をつけるという意味を偉い人たちに見出してもらう必要がある。

　約十ヵ月前……空太は何も知らずにタイトル審査会に挑いどみ、予期していない理由で商品化への夢を失った。

　そのときに、複雑な事情があって予算は決まるのだということを知った。今思えば、あれはそうした世の中の仕組みを知るいい経験だったと思う。

　自分の手がまったく届かないところで、自分にとって大事なことを、よく知らない誰かが決める。それは別に珍しいことではないのだ。空そら太たたちがどんな思いでやっているとか、どれだけがんばってきたかはまったく関係ない。

　だからと言って、何をやっても無駄というわけではない。自分の手が届くところでは手を抜かずにやれることをやればいい。

　今は提案されたシナリオの導入について、どうするのかを決める必要がある。

　やってきた電車に乗り込んだ空太は、ケータイを取り出して龍りゆう之の介すけにメールを打った。


　──ベータ版の評価は上々。この調子で続けてほしいと言われた

　──当然だな



　自信満々の返事が送られてきた。


　──ただ、ひとつだけ提案されたことがある。ステージの間を繫つなぐシナリオを入れたらどうかって

　──なるほど

　──話を聞いて、俺は入れた方がいいと思ってる

　──僕もあることには賛成だ。だが、誰に書いてもらう？

　──仁じんさんしかいないだろ

　──マスターアップまで残り二ヵ月。一月と二月、大学は課題の提出や、後期試験などが重なっているんじゃないのか？

　──スケジュールに関しては聞いてみてだな。ちなみに、マスターアップの時期は、最悪ずらしてもいいと言われてる。俺は今のスケジュールを守るべきだとは思うけど

　──理由はなんだ？

　──たとえば、一ヵ月開発期間を延長した場合、卒業式を間に挟はさむだろ？　引っ越しとか、バタバタして集中できない気がする



　できることなら、今の開発環境を維い持じできているうちに完成させたい。さくら荘そうにいるうちに、完成させたかった。


　──それには僕も同意だ。だが、そうなるとシナリオの追加はハードルが高いぞ

　──電車降りたら、電話して仁さんに聞いてみる。赤あか坂さかの方で、リタと伊い織おりの意見も確認しておいてくれ

　──了解した



　そこで、お互いのメールは途と切ぎれた。

　電車の車内アナウンスが聞こえる。次は芸げい大だい前まえ駅だと言っていた。




　駅を出ると、龍りゆう之の介すけからメールが届いた。


　──シナリオ追加に関して、留学娘ともじゃもじゃの同意は得た

　──おう



　短く返事を打って、空太はさくら荘そうへと続く道を歩きながら仁じんに電話をかけた。

　二度目のコールで繫つながる。

「初Ｈの感想でも聞かせてくれるのか？」

　ふざけた調子の声。仁だ。

「絶対に話しませんよ」

「久々に空そら太たから連絡が来たから期待してたのに」

「その様子なら、今、電話大丈夫ですよね？」

　とは言え、電話口は少しざわついている。仁は外にいるのだろうか。

「スーパーで買い物してるだけだから問題ない」

　その仁の声の裏うらからは、「なになに、こーはいくん？　こーはいくんなのか！」という聞き覚えのある声がした。

「美み咲さき先せん輩ぱい、そっち行ってるんですね」

「昨日からな」

　姿すがたを見ないと思えば、大阪だったのか……。

「今日は夕飯を作ってくれるらしい」

「だから、一いつ緒しよに買い物ですか。いいですね」

「いいもんかよ。さっき、近くに住んでる大学の連中とばったり遭そう遇ぐうして大変だったんだぞ」

「なんて紹介したんですか？」

「美咲が自分で『妻です。いつも夫がお世話になっています』と言ってくれた」

「壮そう絶ぜつですね」

「だろ？」

　仁の苦にが笑わらいが聞こえていないのか、美咲はご機き嫌げんな様子で「鍋なべがお鍋で～、ＯＨ鍋だ～」とか歌っている。幸せそうでなによりだ。

「んで、どうした？」

「仁さんに頼みがあって」

「婚こん姻いん届とどけの書き方なら、詳くわしく教えるぞ」

「仲間を増やしたいんですか、仁さんは……」

「悩みを共有してくれる友人がいなくて大変なんだよ」

「てか、頼みっていうのはゲーム制作のことなんですけど」

「『リズムバトラーズ』だっけ？」

「はい。提出したベータ版について、さっきまで担当者と打ち合わせをしてたんですけど……」

「高校生離れした発言だな」

　仁じんの感想は聞き流す。

「シナリオを入れたらどうかって提案されて」

「なるほど。それで俺か……」

　少し考え込んでいるようだった。

「はい、お願いできませんか？」

「美み咲さきから聞いた話だと、マスターアップの予定は二月末だよな？」

「はい」
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　ちょくちょく美咲が仁じんに話しかけているらしく、空太がしゃべっている間に、仁は「ネギで」とか、「醬しよう油ゆベースかな」とか、「あっさり」とか、小さな声で言っている。

「だとすると、どんなに粘ねばっても、二月中旬にはテキストが完成してないとまずいよな？」

「そうなると思います。量的には、膨ぼう大だいなものではないんですけど……。ステージとステージの間を繫つなぐ紙かみ芝しば居い的なイベントを用意できたらと思っているので」

「……ふむ」

　仁が悩むように息を吐はく。

「さすがに、一月、二月に書くとなると厳しいな。俺も、一月は後期試験、二月は制作課題の締しめ切りがあるんだよ」

「うっ、やっぱり」

　龍りゆう之の介すけの予測が見事に的中している。

「時間をどこまで割さけるかわからない状態では引き受けづらい」

「そうですか……」

「悪いな」

「あ、いえ……」

　けど、こうなると書ける人間が他にいない。

「あの子には頼めないのか？」

「え？」

「えっと、由ゆ比いヶが浜はまさんじゃなくて、本名はなんて言ったっけ？　『シンデレラの日曜日』の子」

「栞かん奈なさんですか」

「そうそう、その栞奈ちゃん。さくら荘そうに住んでるなら頼みやすいだろ？」

「はあ、まあ……」

「なんだよ、その気のない返事は」

「いえ、さすがに作風が違うかなと」

「そうか？　美み咲さきに見せてもらった３Ｄモデルの質感からすると、方向性としてはかわいい感じで、おとぎ話みたいのがいいんだろ？」

「あ、はい、そうです。絵本みたいっていうか」

　登場するキャラクターの殆ほとんどは、頭身の低い動物デザインで統一されている。

「だったら案外いけると思うぞ。彼女がやってるのって、現代版のおとぎ話なんだからさ」

「ああ、なるほど……」

　そう言われると妙みように納得できた。確かにその通りだ。

「新作もそういう雰ふん囲い気きあったし」

「へ？　新作？」

「なんだよ、知らないのか？　先週発売されただろ」

「は？　え？　俺、栞奈さんから聞いてませんけど？」

　栞奈が新作を書いていたことは知っている。まさか、もう出ているとは思わなかった。発売されたら栞奈が教えてくれるはずだと勝手に思い込んでいた。

「ま、空そら太たに教えたくない理由は、彼女のことをよく知らない俺でもわかるけどな」

　とても含ふくみのある言い方だ。

「どういう意味ですか？」

「読めばわかるよ」

「はあ……」

　今はそう答えるしかない。

　一体、どんな内容の小説に仕上がっているのだろうか。前に聞いた通りなら恋愛もの。かわいい彼女がいる男の子を好きになった冴さえない女の子の話……。

「……」

　仁じんの言いたいことが、少しだけわかったような気がした。読むとなったら覚かく悟ごが必要かもしれない。とは言え、シナリオを依頼するとなれば、読まないで頼むのは失礼だろう。

　けど、心配すべき点は他にもある。

　大きな問題として、そもそも栞かん奈なが興味を持ってくれるかどうかだ。あと、栞奈を制作チームに引き入れて、主に伊い織おりのメンタルが大丈夫なのか……。シナリオが導入できても、サウンドが間に合わなくなったり、クオリティが下がったりしたら本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　これはハードルが高そうだ。

「それよか、空そら太た」

　考え込んでいた空太に、仁が呼びかけてきた。

「はい」

「ましろちゃんとは、最近どうなんだ？」

「……それ、知ってて聞いてますよね？」

「何をだ？」

　食えない調子で返してくる。

「クリスマスにケンカをしたことです」

　諦あきらめて空太は自分から白状した。

「まあ、知ってはいた」

「美み咲さき先せん輩ぱいですね」

「その前に、龍りゆう之の介すけからメールが来たんだよ。どうにかしてくれってさ。ざっくりしすぎだっての」

　仁は笑っている。

「あとの事情はだいたい美咲から聞いてる。んで、空太としてはどう思ってるわけ？」

「……ましろの言っていることもわかるんですよ。でも、俺は俺の言っていることもわかってほしくて……あいつにとって今は大事な時期ですから」

「だけど、クリスマスはふたりにとっても大事な日だったんだろ？」

　一いつ緒しよに過ごそうと約束していた。その日だけはお互いに時間を作って、楽しく過ごせるようにと努力していた。仁の言うように、大事な日だった。

「大事なのは、俺もわかってます。俺だってそう思ってました」

「そっか」

「それでも、ましろはデートを諦あきらめて、漫まん画がを取ると思ってたんです」

　絶対にそうだと信じて疑わなかった。

「なのに、結果は違った、か。そりゃ、戸とま惑どうわな」

「だって、そうでしょ。あいつは、漫画家になるためにイギリスから来て……連れん載さいはじめてからはより多くの人に読んでもらえるように今までずっとがんばってきたんですよ」

「でも、それは、ましろちゃんがそれだけ空そら太たと過ごす時間を大事にしているってことでもあるわけだろ？」

「……」

「それに、お互いすれ違いの連続でろくにデートもできてなければ、『クリスマスにデートもしないのに、どうして私たち付き合ってるんだろう』って不安な気持ちが芽め生ばえるのもわからないではない」

「それは……」

　的確すぎる指摘だった。感情的な話をすれば、本当にその通りだと思う。日々のデートも減へって、部屋でイチャイチャもしてなくて、大事なクリスマスのデートもキャンセルされて、この先の約束もできてなくて……そんな状態の空太とましろは、付き合っていると言ってもいいのだろうか。何のために付き合っているんだろうか。その不安に気づけば、あの日、ましろが怒った理由はよくわかる。翌朝、七なな海みの名前まで出してきた理由もわかる。わかるにはわかるけど、それでも……。

「これを言われると、手も足も出ないか」

「仁じんさんは、俺が悪いって言ってるんですか」

「いんや。むしろ、気持ちとしては、空太の言っていることの方が俺には理解できる。全部をほしがるのは、ましろちゃんのわがままだろ。少なくとも、クリスマスに関しては、デートか、漫画……どちらかひとつしか選べなかったのに、両方ほしいって言って、手を離さなかったんだからな」

「それなら……」

　口を挟はさもうとした空太に、仁はさらに言葉を被かぶせてきた。

「ただ、美み咲さきを見て思ったことはある。自分を曲げたり、間を取ったり、妥だ協きようしたり……そういうのに慣れてないから、全部摑つかもうと手を伸ばすんだよ。諦めるのが下へ手たなんだろうな。それを間違いだなんて俺には言えない」

「……」

　わかっているつもりだった。ましろが誰よりも負けず嫌ぎらいなのは……。ほしいと思ったものには全力で手を伸ばす。あの日もそうだったのだ。

「どっちかが正しくて、どっちかが間違っている……そんな二に択たくじゃ割り切れないこともあるんだよ」

　仁じんの声はやさしかった。

「勝ち負けの話じゃない。空そら太たの言い分も、ましろちゃんの感情も、どっちも正しいし、どっちも間違ってるのかもしれない。白か黒かを決めちまった方が、気持ちは楽かもしれないけど、決めるとまた揉もめるしな」

　きっと、仁は自分のことも含ふくめて語っているのだと思った。

　大おお阪さかに行くことを決めた仁。離れたくないと言っていた美咲。

　結果的に仁は大阪に行ったけど、それは仁が思っていた形とは違っていたはずだ。四年間は美咲に会わない覚かく悟ごだったんだと思う。それなのに、別れ際ぎわに預けた婚こん姻いん届とどけを美み咲さきがあっさり提出してしまい、そうも言っていられなくなった。今も大阪に美咲が会いに行っていることを受け入れている感じだ。

「だからって、うやむやにしろってことじゃないですよね」

「当然そうだな」

「だったら、どうしろと……」

「結局、向き合い続けるしかないんだろうな」

　誰にともなく仁が呟つぶやく。それに、空太は頷うなずくことができなかった。仁と同じ感覚に、空太はまだたどり着いていない。仁の口にした結論も、前向きに妥協していくことのように思えてしまったから……。

　それから、他愛たわいのないやり取りを二、三回して電話を切った。

　ケータイをポケットにしまって顔を上げる。緩ゆるやかに伸びた坂が続く。ここを上ればさくら荘そうだ。




「ただいま～」

　誰もいない玄関にそう告つげて靴を脱ぐ。

「ん？」

　隅すみっこに見慣れないパンプスを見つけた。千ち尋ひろが新しく買ったものだろうか。でも、おろしたての新品というほどぴかぴかでもない。

　誰のだろうかと考えていると、ダイニングのドアが開き、その千尋が顔を出した。

「神かん田だ、ちょっと来なさい」

　こいこいと手招きをしている。

「はい？」

「いいから早く」

「はいはい」

「ダッシュ」

「廊下は走らない！」

　渋しぶ々しぶ早歩きでダイニングに顔を出した。

　千ち尋ひろの他に、もうひとり先客がいた。龍りゆう之の介すけでもなければ伊い織おりでもない。ましろの漫まん画がを担当している編集者の飯いい田だ綾あや乃のだ。円卓の椅い子すに腰こし掛かけている。

「お邪じや魔ましてます」

「え？　あれ？　どうして、飯田さんが？」

　ましろは昨日からイギリスだ。まさか、何の報告も入れずに帰ったのだろうか。ましろならやりかねない。

「今日は千せん石ごく先生と神かん田だ君に用事なので」

「先生と俺ですか？」

　千尋は先には話を聞いているのか、驚いた様子はない。

　とりあえず、用事とやらを聞こうと思い、空そら太たは大人おとなしく席に着いた。

「これ、見てくれる？」

　綾乃はテーブルの上に置いてあったノートパソコンの画面を空太に向ける。

　表示されていたのはウェブサイト。漫画やアニメといったサブカル系情報のまとめサイトだ。

　トップの見出しには、

　──『かわいすぎる女子高生漫画家』

　と、ピンクのフォントで書かれていた。

「これって……」

　もちろん、ましろを扱あつかっている記事だった。

　スクロールさせると、詳くわしい過去の経けい歴れきが綴つづられている。有名な絵画コンクールでの受賞歴。それら授賞式の記念写真や、海外の著名人と握あく手しゆを交かわしているドレス姿すがたのましろの写真が何枚も貼はられていた。今よりも少しだけ幼い印象を受けるましろ。イギリス時代のましろだ。

　サイトには、「すげえかわいい」、「まじ妖よう精せい」、「これ芸能人涙なみだ目めだろ」、「もっと画像ないのか？」などといったコメントが寄せられていた。

　お祭り状態の盛り上がりだ。

「先週発売した二巻の売れ行きが絶好調だったのよ。かなり強気な部数を刷すったんだけど、それでも追いつかなくて……。今は書店どころか、うちにも一、二巻どちらも在庫がなくてね」

「はあ……」

　記事を見ながら、空太は曖あい昧まいに相あい槌づちを打った。

「だから最初は、どこにも売ってないってことで話題になっていたんだけど……それが一昨日おとといあたりから、椎しい名なさん本人に関する興味に変わってしまって」

　空太が読んでいるまとめが、その結果というわけだ。

「今は、編集部に問い合わせのメールが殺さつ到とうしているの」

「これ、何かまずいんですか？」

「ビジネスという点ではとてもいいことよ。椎しい名なさんの漫まん画がが注目されている証しよう拠こだもの」

「ですよね」

　実際に、単行本の売れ行きもいいのなら言うことなどないはずだ。けれども、綾あや乃のは複雑な表情を浮かべている。

「ただ、前にもあったんだけど、ファンの中には漫画家さんのプライベートにまで興味を持つ人もいてね。漫画家さんの年齢が極端に若かったり、美人だったりした場合に顕けん著ちよなの」

　綾乃はなんとも困ったという顔だ。

「自宅を特定されて、隠かくし撮どりとかストーカーまがいの行為を受けたこともあったのよ。それが切きっ掛かけで、しばらく休きゆう載さいするはめになった漫画家さんもいたりして……」

　なんとなく話の方向性が見えてきた。

「特に椎しい名なさんの場合、神かん田だ君には今さら言うことでもないと思うけど、あのかわいさでしょ？　その上、経歴も異例だし……だから、編集長と相談して、気をつけておいた方がいいだろうって話になったの」

「つまり、どうするんですか？」

「幸い、今はイギリスに帰っているので、戻もどってくるまでは様子を見ることになるけど、冬休みが終わってもお祭り騒ぎが継続しているようだったら、大事をとって、しばらく椎名さんを預からせてもらえればと思っています」

　盗ぬすみ見た千ち尋ひろは、黙だまって話を聞いている。ここまでは了承済みといった感じだ。

「会社近くのホテルに部屋を取って、ほとぼりが冷めるまで待とうかと」

「そうですか。わかりました。その場合はよろしくお願いします」

　自然と頭を下げていた。

「あんた、いいわけ？」

　顔を上げると、ずっと黙って話を聞いていた千尋と目が合った。

「いいも何もないでしょ。だいたい、どうするか決めるのはましろだし」

「つい最近、その物分かりのよさが原因で失敗したんでしょ、あんたは」

「……」

　千尋はクリスマスのことを言っているのだ。

「ん？　なにかあったの？」

　身を寄せて、囁ささやくように綾あや乃のが聞いてきた。

「クリスマスにましろと約束があったんですけど、それがダメになって、ちょっと……ケンカしてるっていうか」

「え？　クリスマスって……あっ！　それ、もしかして、私!?」

「あ、いえ……」

「うわっ、ごめんなさい。そっか、そうよね、あれ、イヴだったもんね。うあ～、ほんと空気を読めなくてごめんなさい！」

　両手を合わせ、手をすりすりしながら綾あや乃のが頭を下げてくる。

「い、いいですって、ほんと。どの道、いつかは表面化してた問題だと思うので」

　遅いか早いかの問題だったと思っているのは本当だ。

　きっと、クリスマスを楽しくふたりで過ごしていても、近いうちに似たような摩ま擦さつは起きていたと思う。

　空そら太たがゲーム制作に熱中し、ましろが漫まん画がの夢を追いかけ続けている限りは、必ずどこかですれ違いが生じて、いずれは顔を出した問題なのだ。

「だから、俺のことはほんと気にしなくていいので、飯いい田ださんがましろとふたりで決めてください」

「わかりました。後日、椎しい名なさんと相談してみます」

　そこで、ドアの開く音を空太は背中に聞いた。

「あ、空太先せん輩ぱい、帰ってたんすね」

　やってきたのは伊い織おりだ。腹が空すいたのか、冷蔵庫の中をあさっている。取り出したのは手のひらサイズのプラスチックケース。プリンだ。

「先輩、これ食べたら、俺、どうなりますかね？」

　蓋ふたのところには『かんな』とマジックで書いてある。

「半殺しにされると思うぞ」

「でも、賞味期限、今日までっすよ？」

　栞かん奈なは帰省中でさくら荘そうにはいない。年明けまで帰ってこないはずだ。

「なら、いいんじゃないか？」

　空太がオッケーを出す前に伊織は蓋を開けている。

「いただきます」

　とか言って、たったのふた口で食べてしまった。前に美み咲さきがプリンは飲み物だとか言っていた気がする。まさにそんな感じの食べ方だ。

「伊織、シナリオのことで相談があるから、赤あか坂さかに声かけて俺の部屋に集まっといてくれるか？」

「ぶらじゃ～！」

　ダイニングには大人おとなの女性がふたりもいるのに、伊織は容よう赦しやがない。羞しゆう恥ち心もない。なんというたくましさだ。最近は、失恋の傷も癒いえたのか、だいぶ元気を取り戻もどしている。

「ドラゴン先せん輩ぱい～！　空太先輩、帰ってますよ～！」

　大きな声を出しながら、伊織はダイニングを出て行った。

「じゃあ、俺も、失礼します」

「神かん田だ」

「はい？」

「今のあんたに言っても無駄だと思うけど言っておくわ」

「なんですか？」

「未来のためだけに、今があるんじゃないわよ」

「……」

「私が言いたいことはわかるわよね？」

　聞いた瞬しゆん間かんに別の言葉が、空そら太たの頭には過よぎっていた。藤ふじ沢さわ和かず希きの言葉だ。

　──自分の未来は、今からはじまっている

　空太が励まされた言葉。今も信じている言葉……。

「先生が学生時代に藤沢さんと上う手まく行かなかった理由がそれですか？」

「わかってるなら、余よ計けいなことは言わなくていいわ」

　さっさと行けと、千ち尋ひろが手で空太を追い払う。




　自室に戻もどると、龍りゆう之の介すけと伊い織おりが待っていた。

「シナリオだけど、仁じんさんに断ことわられた。理由は赤あか坂さかが言ってた通りで、一月、二月は制作課題の提出と試験で時間が取れないらしい」

「え～、そんな～」

　伊織は残念そうだ。龍之介は想定内といった様子で、顔色ひとつ変えない。

「神かん田だ、次の手は考えてあるのか？」

「その仁さんから言われたんだけど、栞かん奈なさんに頼もうと思っている」

「え？　絶ぜつ壁ぺき女おんなですか!?」

　案の定じよう、伊織が仰ぎよう天てんしている。

「小説とシナリオは、似て非なるものだろう。書けるのか？」

　もっともな疑問は龍之介だ。

「それは本人に聞いてみないとわからない。やりたいかどうかも含ふくめてだけどさ。その前に、赤坂と伊織の意見を聞いておこうかと」

「僕に異論はない。神田が問題視しているのは、もじゃもじゃの方だろう」

「まあ、そうだけど」

　空太と龍之介の視線が伊織に注がれる。

「俺もいいですよ」

　伊織の返答は、けろっとしたものだった。

「いいのか？」

「だって、あいつ、いつもつまらなそうにしてるじゃないっすか？　一いつ緒しよにゲーム作って、この楽しさを知った方がいいんですよ」

「そうか」

「そうなんすよ。俺、あいつが笑ってるところ見たことないし」

「クラスメイトと一いつ緒しよにいるときは、それなりに楽しそうにしているぞ」

「そんなものは、作り笑いだと、神かん田だも気づいているだろう」

「……まあね」

　口調は素そっ気けなくても、龍りゆう之の介すけは意外とさくら荘そうの住人のことをよく見ている。

「よし、じゃあ、伊い織おりがいいなら、栞かん奈なさんに頼んでみるか」

　とは言え、今、栞奈はさくら荘そうにいない。実家に帰っている。電話という手も考えたが、顔を合わせて話をした方がいいだろう。勝手のわかっている仁じんとは違い、栞奈はゲーム制作などしたことはないはずだ。ある程度、発注の資料を整える必要もある。

「俺、福ふく岡おか帰ってる間に、シナリオの仕し様ようと発注内容をまとめとく。栞奈さんが帰ってきたら話をしてみよう」

「はい」

　さすがに伊織でも気にすると思っていたのに、逆に生き生きしている。

「なら僕は、冬休みの間に、イベント用のエンジンを準備しておく」

「頼んだ」

　こうして、シナリオに関する話は一いつ旦たんまとまった。




　　　　３




　予定通り、空そら太たは大おお晦日みそかの日に福岡の実家に帰ることにした。

　昼過ぎにさくら荘を出て、羽はね田だ空港へと向かう。途中、本屋さんで栞奈の新作小説『王子様のくれた毒どくリンゴ』を買った。移動中に読むつもりだ。

　空港まで繫つながった赤い電車に乗り換かえて席に着く。本を読んでいるうちに、国内線のターミナル駅に到着した。改札がロビーに直結しているので便利だ。

　搭とう乗じよう手続きを済ませて時間まで待つ。その間も栞奈の小説のページをめくった。

　三十分ほどして、福岡便のアナウンスが流れてきたので、周囲の人の流れに合わせて空太もゲートに並んだ。

　さらに十五分後、何のトラブルもなく空太を乗せた飛行機は、羽田空港を飛び立った。

　シートベルトのランプが消えるのを待って、空太は再び小説を開く。

　──私は、今日もリンゴを食べる

　最初の一文はそうはじまっていた。

　物語の主人公は高校一年生になったばかりの十五歳の少女。クラスでは特に目立たず、取り立てて何の取り柄えもない。しいて言えば成績がいいこと。でもそれは、放課後に一いつ緒しよに遊ぶ友達もいないので、暇ひまつぶしに勉強しているからに過ぎない……と、少女自身の言葉で語られていた。

　無む邪じや気きに、「頭いいよね～」と言って近寄ってくるクラスメイトに、「そんなことないよ」と無難な返事をする。それが試験のたびに繰り返される。そうした日々と、何度も似たようなことを言ってくるクラスメイトたちを、心の中では一歩引いて見ている。

　退たい屈くつで、面おも白しろくなくて、地味で、つまらない毎日。

　──世界は灰色。灰色しか見えない私は、人間の世界に迷い込んだ魔ま女じよなのかもしれない

　独白のように綴つづられた文章には静かな迫力があった。少女の苦しげな息遣づかいまで聞こえてくるかのようだ。

　その少女はある日、『本当の自分の気持ち』を書き連ねた日記を落としてしまう。

　クラスメイトに向けた冷めた視線のこと。浮かべているのは愛あい想そ笑いであること。心の中ではどうでもいいと思いながら、周囲に話を合わせていること。そして、世界が灰色にしか見えていないということ……。

　誰かに見られたら世界は真っ黒に塗ぬりつぶされて終わってしまう。

　少女の『本当』が詰つまった日記を拾ってくれたのは、三年生の男子の先せん輩ぱいだった。

　──「読みました？」

　──「誰の落とし物か、わかると思って」

　──「読んだんですね」

　──「ごめん、読んだ」

　──「なら、死んでください」

　──「わかった。このリンゴを一いつ緒しよに食べよう」

　──「はい？」

　──「毒どくリンゴなんだ」

　先にリンゴをかじる先輩。差し出されて、少女も仕方なく一ひと口くち食べる。本当に毒リンゴであってもいいと思いながら……。

　だけど、毒など入っていない。

　──私が睨にらみつけると、先輩は「それ、校長室から拝はい借しやくしてきたんだ。これで、秘密はお互い様だろ？」と言って笑うのでした

　その瞬しゆん間かん、灰色だった世界の中で、先輩だけに色がつく。

　先輩との出会いを境さかいに、少女の日常は少しずつ変わって行く。いつも先輩の姿すがたを探さがすようになる。学校に行くのも楽しみになった。

　けれど、だからこそすぐに残ざん酷こくな真実にも気づいてしまう。

　先輩には彼女がいたのだ。

　──それは、妖よう精せいのように美しい人でした

　知ったときに諦あきらめがつけばよかった。でも、忘れられなくて、少女は先せん輩ぱいの姿すがたを探さがしては、その笑顔が、そのやさしい声が、自分ではない『彼女』にだけ向けられていることに、ひとり傷付いていく。

　──太た刀ち打うちなどできるわけもない。魔ま法ほうも使えなければ、人を呪のろうこともできない魔女が、美しい妖よう精せいに勝てるはずがないから

　だから、少女は挑いどもうとすらしないのだ。

　それでも、少女は光を求めるように、色のついた先輩を追い続ける。苦しみながら、傷付きながら……。ただ、一いつ瞬しゆんでもいいから、先輩の視線が自分を捉とらえればいいと思いながら……。

　最後は、

　──だから、私は、今日もリンゴを食べる。これが毒どくリンゴであることを願いながら

　と、締しめくくられていた。

「……ふう」

　読み終わったところで、空そら太たはぱたりと本を閉じた。

　デビュー作の『シンデレラの日曜日』もそうだったけど、後あと味あじの悪さは強きよう烈れつだ。痛烈に現実を突つきつけてくる。世の中、ハッピーエンドばかりではないと物語っていた。

　同時に、空太はひとつの疑問も感じていた。

　果たして、少女は恋をしたのだろうか。少女が求めていたのは、先輩からの恋愛感情だったのだろうか。

　なんとなく違うような気がした。願っていたのは、灰色の世界から連れ出してもらうこと。好きだからとか、好きになってほしいとか、そういう感情とは別物に思えた。

　閉じた本を鞄かばんにしまう。

　窓の外を見ると、眼下には福ふく岡おかの街並みが広がっていた。

　到着まであと少しだ。




　福岡空港に降り立った空太は、電車を乗り継ついで実家の最も寄より駅に向かった。空港が都市部にあるので、交通の便がよくて移動が楽でいい。

　四十分ほどで実家に到着し、夕飯までは先に帰き省せいしていた優ゆう子この宿題を見てやった。

　七時過ぎには家族四人で今年最後の食卓を囲む。テーブルの真ん中に鎮ちん座ざしているのは、モツ鍋なべだ。今日は味み噌そベース。元は父親の転勤でやってきた土地だが、すっかり地元の味に染まっている。

　モツは嚙かめば嚙むほど、味が染み出してきた。独特の食感はくせになる。

「空太も、三月には卒業なのねえ」

　母親が何気なくそう口にする。

「せっかく優子もスイコーに入学したのに、あと二ヵ月しかお兄ちゃんと学校生活を送れないなんて酷ひどいよ！」

　隣となりに座った優ゆう子こが明めん太たい子こをご飯に乗せながら憤ふん慨がいしている。

「あ、そうだ！　優子いいこと思いついた！」

「俺、留年はしないぞ」

　先回りして釘くぎを刺す。

「が～ん！」

「お前には、兄の卒業を祝おうという素す直なおな気持ちはないのか」

「ないよ！」

「ないのか……」

　会話が途と切ぎれたところで、なんとなく父親の様子を窺うかがった。黙もく々もくとモツ鍋なべを食べている。ニラを避けていたら、隣に座った母親がおたまで大量にすくって器に放り込んでいる。

「食べますよね？」

「……ああ」

　今度は黙々とニラを食べはじめた。

「なんだか、今年は静かね～」

　母親がぽつりともらす。

「そう？　別に普通だと思うけど」

　家族四人。ＴＶは紅白歌合戦を映し、見るとはなしに見ている感じ。父親が「最近の歌はさっぱりわからん」とか言ってビールを呷あおっている。

　見慣れた年末の光景だ。

「去年は空そら太たが四人も女の子を連れてきて賑にぎやかだったのにねえ」

　ひとり多くないだろうか。

「ましろちゃんに、七なな海みちゃんに、美み咲さきちゃんに、こまちちゃん」

「こまちは猫ねこです！」

　正しくは三人と一匹だ。

「残念、空太のモテ期は終わっちゃったのね」

「あんなのは去年だけで十分です」

「そうよね～。空太はましろちゃん一ひと筋すじって決めたんだったわね」

「ぶ～！」

　口に含ふくんでいたお茶を霧きり吹ふきする。鍋なべに直ちよく撃げきするとまずいと思って横を向いたら、優子に直撃した。

「うわっ！　お兄ちゃん、汚いな！」

「悪い、優子。だが、今はそれどころじゃなくて、なんで、母さんが知ってんの!?」

「優子が面おも白しろおかしく教えてくれたわよ」

「そうですか……」

　口止めするのをすっかり忘れていた。いや、したところで優ゆう子こが約束を守れるとは思えないし、どの道、何かと鋭い母親が言葉巧たくみに聞き出していたことだろう。

「でも、あんなにかわいい彼女ができたのに、空そら太たは元気がないわね～」

「べ、別に普通だよ」

　ごまかそうとしたら、変に声が裏返って墓ぼ穴けつを掘ってしまった。

「あ、それはね、お母さん！」

　顔を拭ふき終わった優子が身を乗り出す。鍋なべの上に顔を出して、「うわっ、熱い！」とかひとりで騒いでいる。

「そっか、ましろちゃんとクリスマスにケンカしたのね」

「なぜ、そこまで的確に!?」

　まだ優子は何も言っていないのに、時期まで正しく当ててくるとは……。これ以上、ここにいたら、丸まる裸はだかにされてしまう。さっさと退散した方が身のためだ。

「ごちそうさま」

　席を立って食器を片付ける。

「俺、風ふ呂ろは最後でいいから」

　そう告つげて、空太は家族の食卓から逃げ出した。

「あ、待ってよ、お兄ちゃん！　実家にいるときくらい優子をもっと甘やかしてよ！」

　それは当然無視して、自室のある二階に向かう。

　実際、のんびりもしていられない事情が空太にはあった。

　さくら荘そうに帰るまでに、シナリオの発注資料をまとめないといけないのだ。




　遠くで除じよ夜やの鐘かねが鳴っている。

　作業が一段落したところで、空太は風ふ呂ろに入ることにしたのだ。

　湯船にどっぷりと浸つかりながら、何気なく鐘の音を追いかけていた。百八回目が打ち鳴らされたときには、もう新年になっているはずだ。

　ぼんやりと天てん井じようを見上げる。

「……あと二ヵ月で卒業か」

　夕食時に母親と優子に言われたことを、なんとなく思い出していた。

　卒業式は三月八日。

　本当に残り二ヵ月程度しかないのに、意外なほどに実感は薄い。高こう揚よう感があるわけでもなければ、緊きん張ちようや焦あせりがあるわけでもない。卒業という言葉に対して、気持ちは空からっぽと言っていいほどに、空太は何も感じていなかった。

　感かん慨がいがないわけでもない。スイコーで三年という歳月を過ごしてきたんだという、確かな記憶と感覚だけはある。ただ、特別なうれしさや後悔は感じていなかった。もっと日が近づけば、変わるものなのだろうか。

　これなら、去年の方がよほど強く卒業を意識していたと思う。当時三年生だった美み咲さきと仁じんの卒業。さくら荘そうからふたりが去っていくのだという現実は、空そら太たにとってとてつもなく大きな出来事だった。

　いざ卒業生の立場になってみると、驚くほどに心は穏おだやかだ。

「不ふ思し議ぎだよな……」

　この一年間で知らず知らずのうちに、卒業への準備を自分の中でしていたのだろうか。まるでそんな気はしないのに……。

　向き合わなければならないことが多すぎるせいかもしれない。今だって、意識の半分はシナリオの資料のことで占められている。

　今のところ作業は順調だ。この調子なら明日にでも形にできるんじゃないだろうか。

「……問題はそのあとだけど」

　栞かん奈なが引き受けてくれる保証は何もない。スケジュール的にも厳しい状況にあるので、簡単ではないと思っている。

　それに、『王子様のくれた毒どくリンゴ』を読んでしまった手前、無む邪じや気きに依頼するわけにもいかない気がしていた。

「はっきりさせないとダメだよな」

　そう自分に言い聞かせる。

　空太が好きなのはましろだと栞奈に直接告つげればいいのだとは思う。

　ただし、今の空太には、何の抵抗もなくましろへの想いを口にする自信はなかった。

　クリスマスのことが尾を引いている。

　迷いがあるうちに、栞奈と話をしたところで、見み透すかされるだけだと思った。ぐらついたままでは、栞奈の気持ちに対しても失礼だ。

　まずは空太自身が心の靄もやを振ふり払わなければならない。

　はっきりさせるのはそれからだ。

「……とは言ってもな」

　どの方向に歩き出せばいいかわからないでいる。道しるべは何もない。

　ゆっくりと息を吐はき出すと、何度目かわからない除じよ夜やの鐘かねが鳴った。空太が風ふ呂ろに入ったのが、今日が終わる十分前だったので、そろそろ最後の鐘が突つかれてもいい頃だ。

　耳を澄ませて、次の鐘の音を待つ。

「……」

　しばらく待っても、聞こえてこない。どうやら先ほどの音色が最後の一突きだったらしい。

「除夜の鐘の音も聞いたし、そろそろ上がるか」

　誰にともなく呟つぶやいて湯船で立ち上がる。

　それとほぼ同時だった。

「あけましておめでとう！」

　という声と共に、威い勢せいよく風ふ呂ろのドアが開けられたのは……。

　現れたのは父親。素すっ裸ぱだかの父親だ。生まれたままの姿すがたの父親でもある。

「ぎゃあああっ！　な、なにしてんだ！」

　慌あわてて、湯船にしゃがみ込む。

「なんだ、お前は新年の挨あい拶さつもろくにできないのか。あけましておめでとう」

　父親はずかずかと浴室に入ってくる。

「めでたいのはあんたの頭の中だけで十分だ！　なんで入ってくるんだよ！」

　空そら太たの抗議になど耳を貸さずに、父親はどっかりとシャワーの前に座って頭を洗いはじめた。

「人の話を聞け！」

「いつもいつも、ぎゃあぎゃあとやかましい。お前は俺に文句しかないのか」

「そうだよ！　そうですよ！」

　父親は気にせずに、今度は体をごしごしとヘチマのタワシで洗っていく。

「人がせっかく人生の悩みを聞いてやろうというのに、失礼なやつだな」

「今この瞬しゆん間かんに俺を俺史上最高に悩ませているのは、あんただからね！」

「実の父親に向かってなんて言い草ぐさだ。親の顔が見てみたいものだな」

「自分がなに言っているか、わかってます!?」

　丁ちよう度どそのタイミングで、洗面器に汲くんだお湯を、父親は頭からざば～っとかけている。

「ん？　何か言ったか？」

　おかげで、文句は聞こえていなかったようだ。

　しかも、空太がうな垂れている隙すきに、湯船に入ってこようとする。

「よっこらせい」

「だ～！　尻しりぃ！」

「きちんと洗ったから綺き麗れいだぞ」

「だとしても、顔の前に尻を突つき出すな！」

　慌あわてて、空太は湯船から逃げ出した。

　高校生にもなって、父親と混浴などしたら死んでしまう。

「で、何か悩んでるんじゃないのか？」

　湯船にどっかり陣じん取どった父親が真ま面じ目めな顔で聞いてきた。

　確かに悩んでいる。それは事実だ。そして、困ったことに解決の糸口すら見つけられていない。藁わらをも摑つかむ思いというのは、こういうことだろうか。

　とりあえず、ダメ元で相談してみることにした。

　想像するのは難しいが、父親にも空そら太たと同じ年頃だった時代があるはずだ。母親と結婚するまでに、ケンカのひとつやふたつもしたはずなのだ。

「……んじゃ、聞くけどさ」

「なんだ、俺の息子よ」

「別の意味に聞こえるから、『俺の』をつけるな！」

「頭の中が下ネタばかりとは、お前は小学生か。立派になったのは図ずう体たいとあそこだけだな、けしからん」

「あんたの発言の方がよっぽどけしからんわ！　俺をショック死させる気か！」

「で、なんだ？　のぼせて動けなくなる前に済ませろ」

「親父は、母さんと意見が真っ二つに割れることってあったのか？」

「そば派か、うどん派かの話だな」

　ひとりで納得した様子で、深く頷うなずいている。

「違うな！」

「俺はそば派で、母さんがうどん派なのは知っていると思うが」

「いや、知らないからね！　初耳だからね！」

「あれはまだ母さんと交際がスタートしたばかりのことだった」

「その話、続けなくていいんだけど……」

「俺がデートの最中にうっかりそばのすばらしさを語りすぎてしまったせいで、大おお喧げん嘩かになったことがあった」

　風ふ呂ろ場ばの天てん井じようを見上げた父親の目は、遠くを見み据すえている。

「人の話を聞こうか！」

「一ヵ月もの間、声をかけようものなら『あら、そば派の神かん田ださん、うどん派の私に何かご用ですか？』と笑顔で言われるという、恐ろしい日々が続いた……」

　色々とおかしいところはあるけど、確かにそれはきつそうだ。

「どうやって仲直りをして結婚までしたんだよ」

「あれから二十年近い歳月が流れたが、そば派うどん派戦争は、今も継続中だ」

「はい？」

「そばうどん平和条約は結ばれていない」

「仲直りしてないわけ？」

　それ以前に、どれだけそばとうどんを引き摺ずっているのだろうか……。

「だが、その出来事が俺を大人おとなにした」

「そうですか……」

　相談などするのではなかったという後悔がふつふつとわき上がる。

「人はそれぞれ違う生き物だ。自分と同じ人間などいない」

「そうですね」

　心のこもっていない返事をする。

「大事なのは、俺がそば派であることでもなければ、母さんがうどん派であることでもない。大事なのは、うどん派の母さんを、俺が愛しているということだ」

「……」

　この父親は、どうして唐とう突とつにいいことを言うのだろうか。父親とはそういう生き物なのだろうか。

　そばとうどんのせいで聞き流すところだったが、今の空そら太たにとっては目の覚めるような言葉だった。

　目を向けるべきなのは、たったひとつの相違点などではない。それも含ふくめて、自分が相手のことをどう思っているのかが大事なのだ。

　ケンカはしたけど、ましろへの気持ちは変わらない。変わっていない。むしろ、こういう事態になって、以前よりも多くの時間、ましろのことを考えている。

　一歩引いて見てみることで、自分の想いの強さを空太は再認識していた。

　それをまさか、父親に気づかされようとは……。

「よく恥ずかしげもなく、素すっ裸ぱだかの状態で、息子の俺に愛を語れたな！」

「空太、お前は大きな勘かん違いをしている」

「勘違い？」

「俺は今、死ぬほど恥ずかしいぞ」

「偉えらそうに言うことじゃないよね！」

「空太」

「なんですか？」

「のぼせて動けない。助けてくれ」

「今年もか！」

「やはり、酒を飲んで風ふ呂ろに入るのはよくないな」

　父親は湯船でくた～っとなっている。

「学習しないな、あんたも！」

「来年は気をつける」

「毎年の恒こう例れい行事にする気か!?　絶対にやめてね！」

　仕方がなく素すっ裸ぱだかの父親を、空太は湯船から引っ張り出す。

「空太」

「まだ、何か？」

「お前は、そばとうどん、どっち派だ？」

「ちょっと黙だまっててくれるかな！」

　新年早々、神かん田だ家の風ふ呂ろ場ばには、二年連続で空そら太たの魂たましいの叫びが響き渡ったのだった……。




　その後、空太は当初の計画通り、三が日までを実家で過ごした。その間に、持ち込んでいたシナリオの資料をまとめ、残った時間は優ゆう子この宿題に付き合った。

　そして、四日の便で福ふく岡おかを飛び立った。

　空港まで見送りに来た母親からは、

「次はましろちゃんも連れて来なさいね」

　と言われ、

「前向きに検けん討とうします」

　と答えておいた。

　ましろがイギリスから帰ってきたらちゃんと話をしよう。今の自分の気持ちをきちんとましろに伝えよう。

　そう、空太は帰りの飛行機の中で決意した。




　　　　４




　短い冬休みが終わると、空太たち三年生にとっては最後となる学期がやってきた。

　始業式後のＨＲでは、誰もが卒業に向けて、心の準備をはじめているように思えた。受験に対する焦あせりと一いつ緒しよに、残された時間に対する憂うれいのようなものを感じる。混まぜ合わさった感情は、不安となって教室内を漂ただよっていた。

　毎日のように顔を合わせていたクラスメイトたち。この教室で一緒に過ごすのは、残り二ヵ月だけだ。しかも、じきに自由登校がはじまる。果たして、クラスの全員が揃そろうことが、あと何回あるだろうか。

　ＨＲが終わると、空太はましろを迎むかえには行かず、その足を屋上へと向けた。

　一段ずつ階段を上がって行く。

　最後の一段に足をかけ、金属製の扉の前に立った。

　重たい扉を体で押して開ける。冷たい風に身が縮んだ。

　けれど、外に一歩踏み出すと、視界いっぱいに広がった青空に気分は軽くなった。

「う～ん……」

　伸びをして見上げた空は、どこまでも透すき通っている。

　空太以外には誰もいない。完全に貸切状態。コートを羽は織おっていても、寒いと感じるこの冬の時期は、さすがに生徒の足も遠ざかる。

　空太は入り口から一番近くのベンチに寝転がった。仰あお向むけになると、空だけが視界に収まる。邪じや魔まなものは一いつ切さいない。不ふ思し議ぎと立っているときよりも風の音を近くに感じた。

　流れていく薄い雲を見るとはなしに追いかける。

　意識は徐々に体から遠のいていった。

　風の中に、扉の開く音が混ざった気がする。

　気のせいだったかもしれないと思っていると、突とつ然ぜん、空そら太たの視界を影が覆おおった。

「こんなところでサボっていてもいいんですか？」

　顔を覗のぞき込んできたのは栞かん奈なだ。

　風でなびく髪を手で押さえている。

「早く帰ってゲームの作業をしないと、また赤あか坂さか先せん輩ぱいに怒られますよ」

「またって……いつも怒られてるみたいな言い草ぐさだな」

「違うんですか？」

「間違ってはいないけどさ」

「なら、早く帰った方がいいですよ」

　どことなく今日の栞奈は機き嫌げんがよさそうに見えた。

「何かいいことでもあった？」

「……」

　栞奈が怪け訝げんな顔をする。けど、すぐに思い当たることがあるのか、

「私、そんなに浮かれているように見えますか？」

　と聞いてきた。

「栞奈さんの方から話しかけてくるのは珍しいからね」

「……」

　言うかどうか、栞奈は考えている様子だった。

「……空太先せん輩ぱいのおかげです」

　顔を上げた栞奈は、屋上からの眺ながめに目を向けていた。

「ん？　俺？」

「……先輩が困っているから、私は機き嫌げんがいいんです」

「なるほど……」

　栞奈はましろとケンカをしていることを言っているのだと即座に理解した。

「でも、俺は今、そのましろを待っているんだよ」

「……それは当番だからですよね」

　裏うらを返せば、「彼氏だからではなくて」という意味に聞こえる。栞奈はそのつもりで言っているのだろう。

　聞き流すように、空太は説明を続けた。

「今、ましろは千ち尋ひろ先生と校長室に行ってるんだ」

　結局、冬休みの間も、ましろに関する読者たちの興味の熱は冷めることはなかった。むしろ、どこの書店でも単行本が売り切れ状態になっていることも手伝い、加熱の一いつ途とをたどっている。コメントの多くは作品よりも、ましろ個人に対する興味へと傾き、「これ、天才画家と本当に同一人物？」とか、「今って日本にいるの？」とか、「最近の写真はないの？」とか、「いや、むしろ、これくらいの年齢が最高だろ」とか、遠慮のない書き込みが増え続けている。

　空そら太たはそれらの中に、無視できないコメントを見つけていた。

　──水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの展示ロビーに、椎しい名なましろの作品あり

　というものだ。

　以前、ましろが大学側に頼まれて、授業で描いた作品を寄贈したもの。

　実際に、冬休み中に確認に来た読者がいたようで、大学の展示ロビーの写真が何枚も貼はり付けられていた。当然のように「あそこ、付属の高校があるから、もしかしてそこの生徒？」という憶おく測そくを呼んでいる。

　始業式の前日である昨日……ましろがイギリスから帰って来たところで、綾あや乃のも交まじえて今後の相談をした。

「空太はいいの？」

　綾乃から説明を受けたましろは、一度だけ空太にそう聞いてきた。

「ここは飯いい田ださんに任まかせた方がいいと思う」

「……そう、わかったわ」

　誰の目にも、ましろが納得しているようには映らなかったはずだ。それでも、ましろはそこでの決定に異を唱となえることはなかった。

　そして、一夜が明けた今日、ましろは千ち尋ひろと一いつ緒しよに、学校側へ事情の説明を行っている。しばらく学校を休むことになる旨むねを伝えているのだ。

　空太はその話が終わるのを待っている最中。栞かん奈なが先ほど言ったように、『ましろ当番』だから。さくら荘そうまで連れて帰らなければならない。

　昼過ぎには綾あや乃のが迎むかえに来てくれる手はずになっている。

「栞奈さんこそ、どうしてこんなところに来たんだ？」

「私がどこで何をしていようと、空太先せん輩ぱいには関係ないと思います」

「危ないことをしてなければね。夜遊びとか」

「……あれ以来、一度もしてません」

　栞奈は明らかにむっとしていた。

「おかげで、ストレスの発散ができなくて困っています」

「だからって、パンツを脱ぐのもやめてくれよ。それはそれで心臓に悪い」

「……」

　はっきり否定してこないところを見ると、そっちの癖くせはまだ直っていないのかもしれない。

「まあ、でも、丁ちよう度どよかった」

「……」

　眼鏡めがねのレンズ越しに、栞かん奈なが疑問の視線を向けてくる。

「栞奈さんに話があるんだ」

　実家から栞奈が戻もどってきたのは昨日の夜。ましろのことでバタバタしていたので、まだシナリオの話をできていない。

「……なんですか？」

　露ろ骨こつに身構えている。聞きたくない話であれば、すぐに立ち去るという強い意思を感じる。

　寝転がったままでする話でもないので、空そら太たは上体を起こした。

「まあ、座って」

　空あいたスペースを栞奈に勧すすめる。やはり、警けい戒かいした様子で栞奈は腰こしを下ろした。

「栞奈さん、ゲームのシナリオに興味ないかな？」

「……」

「今、作ってるゲームにシナリオを追加しようって話になってるんだ。それを栞奈さんに書いてほしいと思ってる」

「正気ですか？」

　最初の反応は冷ややかなものだった。

「すでに小説家として作品を出している栞奈さんに、タダで依頼しているんだから、まあ、そう言われても仕方ないかもな」

「私が言っているのは、そういう意味ではなくて……わざと、はぐらかしてますよね？」

「栞奈さんに書いてほしいのは本心だし、非常識な依頼をしているのかもしれないという気持ちがあるのも本当だよ」

「どうして、私なんですか？」

「正直に白状すると、最初は仁じんさんに頼んだ」

「断ことわられたんですか？」

　ゆっくりと頷うなずく。

「その仁さんが、栞奈さんに頼んだらいいんじゃないかって言ってくれて」

「私は三み鷹たかさんの代役ですか？」

「もちろん違う」

　空太は即答した。

「仁さんとその話をしたときには気づかなかったけど……たぶん、仁さんはあえて断ったんだと思うんだ」

「あえて？」

「栞奈さんの方が作品に向いていると判断したんじゃないかな。自分が書くより、栞奈さんに書いてもらった方が、俺の作るゲームのクオリティが上がるって考えてくれたんだと思う」

「……」

「だから、今は栞かん奈なさんに頼みたいと思っているのは本当だし、本気だ」

「私……シナリオなんて書いたことありませんよ」

「書いてみたいと思ったら、書けそうかどうかを考えてくれると助かるかな。帰ったら資料を渡すよ。説明もするから」

「……」

　すぐにノーが返ってこないのは、可能性がアリということかもしれない。

「締しめ切り、いつなんですか？」

「二月中旬にはテキストが完成しているとありがたいです」

「急ですね」

　冷めた眼まな差ざしが空そら太たを捉とらえている。だけど、栞奈の瞳ひとみの奥には、楽しそうな光も宿っているように思えた。

　なにより、否定的な発言をしながらも、栞奈の声音は弾はずんでいる。それは今、機き嫌げんがいいからだろうか。空太とましろが上う手まく行っていないことを理由に……。

「先せん輩ぱいは、私にできると思ってますか？」

「仁じんさんの受け売りだけど、栞奈さんの小説には、根っこの部分におとぎ話っぽさがあるから、今回の作品にはあってると思ってる。『シンデレラの日曜日』も、『王子様のくれた毒どくリンゴ』もね」

「っ！」

　目を見開いた栞奈は、すぐさま空太から顔を背そむけた。居い心地ごごちが悪そうに俯うつむいている。

「読んだんですか？」

「発売されたなら教えてほしかったな」

「……言えるわけ、ありません」

　行儀よく太ももの上に揃そろえた手を、栞奈がぎゅっと握にぎる。

「……」

「『どうして？』って、聞かないのは、読んだからですよね？」

「そう、だね」

　空太はベンチから立ち上がると、三歩前に出てフェンスを摑つかんだ。

　新作小説には、栞奈が今抱かかえている気持ちが如によ実じつに現れていた。こうして接しているよりも、より深く栞奈のことを理解できた気がするほどに、彼女の気持ちが綴つづられていたのだ。

　だから、空太には言わなければならないことがある。

「栞奈さん」

「言わないでください！」

　拒絶の叫び声。その気持ちを汲くんであげることは簡単だ。でも、それでは、何も変わらない。立ち止まったままになる。

「ごめん」

「……謝あやまらないでください」

　必死に絞しぼり出したのだと思う声は震ふるえていた。悲痛な想いが込められている。それ以上は言わないでほしいと、訴うつたえかけてきているのがわかった。

　だからこそ、空そら太たは躊躇ためらわずに口を開いた。

「俺はましろのことが好きなんだ」

「……ケンカしてもですか？」

　かすれたような小さな声。

「ああ」

「デートする時間がなくてもですか？」

　先ほどよりも少しだけ強い問いかけ。

「ああ」

「空太先せん輩ぱいのことわかってくれなくてもですか？」

　徐々に栞かん奈なの声は冷静さを失い、甲高く裏返っていく。

「ああ」

「このまま、仲直りできなくても？」

　栞奈の感情が高ぶっていっているのがわかった。ひしひしと伝わってくる。

「ああ」

「なら、別れることになっても!?」

　堪こらえていた感情が、わっと溢あふれ出している。

　ゆっくりと振ふり返り、空太は栞奈を見つめた。まるで、捨て猫ねこのような目で、栞奈は空太を見上げている。

「ああ……それでも、俺はましろのことが好きなんだよ」

「こんなの……」

「どうしようもなく好きなんだ」

「こんなの酷ひどいです！」

「そうだな」

「私、まだ何も言ってないじゃないですか！」

「……」

　必死に栞奈が訴うつたえかけてくる。

「先せん輩ぱいの彼女になりたいなんて一ひと言ことも言ってないじゃないですか！」

「……」

「どうして、ただ想い続けることも許してくれないんですか……」

　最後の強がりも、限界が訪れる……。栞かん奈なは下を向いて泣き出してしまった。両手で顔を覆おおい、「酷ひどい、酷いです」と繰り返している。

　そのくぐもった声を聞くたびに、空そら太たの胸はずきんと痛んだ。

　だけど、このままではいけないとずっと思っていた。誰のためにもならないと思っていた。空太のためにも、栞奈のためにも……。もしかしたら、他の誰かのためにも……。

　実家に帰ったことで、自分の気持ちを見つめ直すことができた。

　その切きっ掛かけを、まさか父親が作ってくれるとは思わなかったが……。

　大事なことは、空太がましろを好きだということ。空太と大事なものが違ったとしても、そんなましろのことも好きだということなのだ。たとえケンカをしても、そのケンカすら『好き』の中にあるものだと思えばいい。思えるようになっていければいい。

　栞奈の切せつない嗚お咽えつの中に、ケータイの振しん動どう音が割り込んできた。見ると、ましろからのメールだった。

　──おわった

　そう短く綴つづられている。

　──校長室の前で待ってろ。迎むかえに行くから

　返事を打ってケータイをしまった。

「栞奈さん、俺、行かないと」

「……」

　栞奈は黙だまって泣いている。今は空太が声をかけても逆効果だろう。

　振ふり向かずに校舎の中に戻もどる。

　視界の隅すみに何か大きな影が見えた。入ってすぐの壁に、忍者のように張り付いている人影がふたつ。伊い織おりとリタだ。

「なにやってんだ？」

「栞奈が空太を追いかけて屋上に行くのが見えたので、伊織とついてきました」

　しれっとリタが白状する。

「あのね……」

　正直に言えば、罪が帳消しになるものではない。けど、空太はその先の文句を吞のみ込むと、代わりに伊織の首根っこに手を伸ばした。ぐっと摑つかむ。

「へ？」

　驚いた伊織の体を引っ張って、屋上へと放り出す。

「おわっ！　ちょ、とっとっとおっ！」

　ふらつきながらも、伊織は着地に成功。体操選手のように両手を上げている。

　大声に気づいた栞奈は、伊織を冷たい眼まな差ざしで見み据すえていた。

「よ、よう、こんなところで奇き遇ぐうだな！」

　白しら々じらしすぎる噓うそが虚むなしく響き渡っている。

　空そら太たはリタと一いつ緒しよに壁かべ際ぎわに身を屈かがめて、なりゆきを見守ることにした。

「ストーキングに盗ぬすみ聞き……あなたはどこまでも最低ね」

　泣き顔を隠かくすように、栞かん奈なは手の甲で涙なみだを拭ぬぐっている。

「だが、お前のことは好きだ！」

　けろっと伊い織おりが的まと外はずれな返答する。

「……お願いだから会話の流れは読んでくれる。接続詞の使い方もおかしいから、それ」

　泣いているのがバカらしくなったという風に、栞奈がいつもの凛りんとした様子を取り戻もどしていた。

「だから、一緒にゲームを作ろうぜ」

「……人の話、聞いてた？」

「毎日、辛しん気き臭くさい顔してるお前にぴったりだって」

「……」

　辛気臭いと言われた栞奈は、明らかに不愉快そうだ。

「すげえ面おも白しろいから」

「あなたは、頻ひん繁ぱんに先せん輩ぱいたちに迷めい惑わくをかけているでしょ」

「そこは無ぶ礼れい講こうってやつだろ」

　いや、違うと思う。

「……」

　栞奈は指摘するのも面倒めんどくさそうだ。

「ドラゴン先せん輩ぱいとか、あれ、鬼おにだからな。もしくは神だな」

「どっちよ……」

「とにかく俺が言いたいのは、お前見てると苛いら々いらするってことだよ！」

「ここまでの会話の流れに、そんな要素ひとつもなかったわよ」

「今、言っただろ。あと、ちょっとムラムラする」

「……」

　栞奈の放つ絶対零れい度どの視線も、空気を読まない伊織には通用しないらしい。

「俺、今の髪型の方がいいと思ってるから」

「……あのね」

「服も、ひらひらしたスカートとか、俺は全然好きじゃないから」

「さっきから、なに言ってるのよ……」

　栞奈の困こん惑わくも、伊織は意に介かいさない。

「あと、ひとりで遊ぶのも、なんか見てるこっちが切せつなくて死にそうになるからやめてくれる？」

「見なければいいでしょ」

「というわけで、今度は俺を誘さそえ。俺と行くぞ」

「はあ？」

「カラオケ、俺、やったことないんだよ。一度、やってみたい」

「遊んでくれる友達がいないのは、あなたも一いつ緒しよじゃない……」

　栞かん奈なはすっかり呆あきれている。

「クレーンゲーム？　あれも前やったら、結構楽しかったな」

「……あのとき投げたぬいぐるみ、あなたが取ったのね」

　どこか恨うらめしそうな視線。それに伊い織おりは気づいていない。

「プリントシール機ってのもあったな」

「……はあ」

　会話を断ち切るように、栞奈が大きなため息を吐つく。

「な、なんだよ」

「……わかった」

「はい？」

「考えておくわ」

「え？　まじで!?」

　全身で伊織が驚きを示している。

「言っておくけど、ゲームのシナリオのことよ」

「お、おおう」

「はあ……」

　再び、栞奈は深いため息を吐つく。

「なにかな、その失礼なため息は」

「あなたを見ていると、色々考えて、悩んでいる私がバカらしく思えてくる」

「あのね。俺にも悩みのひとつやふたつあるからね」

「とても、そうは見えないけど？」

　言ってみなさいよといった態度だ。

「ずっと、おっぱいが大好きだと思ってたのに、よりにもよってむしろ抉えぐれてるんじゃないかっていうお前のことが、めちゃくちゃ気になって、毎晩悶もん々もんとして眠れない」

　余よ計けいなことは言わなければいいと思うのだが、それができないのが伊織だ。思ったことは全部口から出てしまう。聞かれたことにも、噓うそを吐かずに答えてしまう。

「気持ち悪いから、毎晩、私のこと考えるのはやめて」

「それは無理」

「なんでよ」

「だから、好きなんだって言ってるよね？」

「……」

　でも、そんな伊い織おりの前だから、栞かん奈なは早々に泣き止んだのではないだろうか。泣き顔を見られたことや、失恋を知られたことに対して身構えなくていいから……。相手にどう思われているかを必死に詮せん索さくしなくても、伊織は自分の気持ちを口にしてくれるから……。心の中で笑われているかもしれないと不安に思わなくていいのだ。

「それ、本気なの？」

　疑いの眼まな差ざししが伊織に向けられている。

「お前、噓うそだと思ってんの!?」

「私みたいなひねくれた女を好きになる男子がいるとは思えない」

「うわ～、面倒めんどくせ～」

「だいたい、私のどこがいいのよ」

　もっと、面倒くさい質問が続いた。

　伊織は腕を組んで、首を傾かしげる。絵に描いたような考えるポーズだ。

「う～ん……たぶん、太ももだと思う。ほら、若いうちはおっぱいに興味津しん々しんだけど、成長するにつれて、お尻しりや足の魅み力りよくに目覚めるって言うだろ？　いや～、俺も成長したんだなあ」

「……聞いた私がバカだった」

「うん、確かに悪くない」

　まじまじと栞奈の生なま足あしを凝ぎよう視しして、伊織は頷うなずいている。

「言っておくけど、私、あなたのこと大嫌きらいだから」

　それとなく、栞奈は両手で太ももを隠かくそうとしている。

「さすがに俺もそれくらいわかってる」

「それでもいいなら、一いつ緒しよに行ってもいい」

　栞奈が視線を逸そらす。

「は？」

「その代わり、クレーンゲームでぬいぐるみ、取ってよ？」

「え？　はい？　まじか!?」

　誘さそっておいて、伊織の方が引いている。

「お前、頭は大丈夫か？　空そら太た先せん輩ぱいに振ふられたショックでおかしくなってんのか？」

「あなたは、今すぐ頭を医者に診みてもらった方がよさそうね」

　ずかずかと栞奈が伊織に近づく。思い切り足を踏み付けていた。

「うおおおおっ！」

　踏まれた足を抱かかえて伊織がしゃがみ込む。

「大げさ」

　冷たい眼まな差ざしで栞かん奈なは見下ろしている。

「お前、本当は悪あく魔まの子なんだろ!?」

　泣きそうな声で、伊い織おりが顔を上げた。そのときだった。一いち陣じんの風が屋上に吹き荒れる。栞奈のスカートがふわりと持ち上がった。

　慌あわてた様子で、栞奈が裾すそを両手で押さえる。

　でも、完全に手遅れだ。空そら太たの位置からではまったく見えなかったが、目の前にしゃがんだ伊織には丸見えだったはず。

「な～んだ、パンツはいてんのかよ～」

　容よう赦しやのない感想を伊織が口にする。

　間かん髪はつを入れずに、栞奈が頰ほおを引っ叩ぱたいた。

「いって！　いいじゃん、パンツはいてるなら！」

「い、いいわけないでしょ！」

　次の瞬しゆん間かん、平手打ちの音がもう一発響き渡ったのは言うまでもない。




　伊織と栞奈のやり取りを見届けたあとで、空太は階段をゆっくりと下りて行く。覗のぞき見をしていたことがばれる前に退散した方が身のためだ。あの平手打ちを食らいたくはない。

　すぐ後ろをリタがついてきた。その足取りは跳はねるように軽やかで、やけに機き嫌げんはよさそうだ。

「空太、よく栞奈にはっきりと言えましたね」

「ん？　ああ……言わなくて済む方法があるなら、そうしたけどさ」

　それがわからないから、相手を傷付けていると自覚しながらも言うしかなかった。踏み込まれることを拒こばんでいた栞奈に、無理やり踏み込むしかなかった。

「本当はもっと早くに気づかせてあげるべきだったのかもしれないけど」

「気づかせる？」

「千ち尋ひろ先生に言われたんだよ。ひな鳥どりに勘かん違いを気づかせてあげるのも、親鳥の役目だって」

「それはひな鳥が最初に見たものを親鳥だと思うという話ですか？」

「栞奈さんは、たまたま自分の秘密に深く踏み込んで、それを受け入れてしまった俺を、少しだけ特別に思っていただけなんだと思う」

「私はそれも立派な恋心だと思いますけど」

「もちろん、全部を否定するつもりはないよ。リタの言う通りだとも思う」

　気になる切きっ掛かけがあって、想いはそこから成長していくものだ。でも、その好意が全部好きという感情に育つわけではない。

　二階まで下りてきたところで、その足をましろを待たせている校長室へと向ける。リタは隣となりに並んできた。

「その雛ひな鳥どりの話ですけど……」

　言葉を区切って、リタが言いよどむ。

「なに？」

「空そら太たは気づいていますか？　ましろにも当てはまるということを」

「……」

　あえて返事はしなかった。答えを求めるリタの視線にも応じなかった。ただ、真っ直ぐ前を向いて歩き続ける。でも、それが返答になっていたのだと思う。

「気づいているという顔ですね」

　そう……リタの言う通りだ。気づいていた。前に、千ち尋ひろとその話をしたときから……。それ以前から、漠ばく然ぜんと感じていた。

「……ましろにとって、俺が特別でいられたのは、俺自身の性格とか、外見とか、そんなものはまるで意味を持たなくて、最初は『ましろ当番』だったからなんだと思う。『さくら荘そう』って場所にいる最も身近な存在だったからなんだと思う」

　雛鳥と親鳥の関係と同じだ。

　他に誰もいなかった。

　ましろの側そばには常に空太がいた。

　もちろん、それがすべてだと思っているわけではない。それがすべてだったら、きっとこの話を認めることはできなかっただろう。平気な顔をして、リタとこの件について話をするなんてとてもじゃないができなかったと思う。

　それは、大きな切きっ掛かけのひとつで、さくら荘そうでましろと共に過ごしてきた時間が、今日までに空太の心を強くした。

　『ましろ当番』を通してスタートしたふたりの関係。その中で、空太はましろの才能に魅みせられて、自分の目標を持つことができた。追いつきたいと思うようになった。それらの感情を繫つなぎ合わせて、椎しい名なましろという女の子に惹ひかれていった。時には傷付け合いながら、『好き』という気持ちを積み重ねてきた。ましろにとっても、そうであったと信じている。そう信じられるだけの日々を歩んできた。

　その先にあるのが今で……だから、不安があるわけではない。

「ただ、確かめないといけないって気持ちはあるんだ」

「確かめる？」

「『ましろ当番』を抜きにしても、『さくら荘』を離れても……俺たちは一いつ緒しよにいられるのかを」

　ふたりを結びつけた大きな理由。それを失っても一緒にいられるのなら、そのときは、ちゃんと恋人同士になれたと言えるような気がした。

　付き合いはじめてから、どれだけ空太とましろは恋人同士として過ごせていただろうか。特に、去年の終わり。十一月の後半からクリスマスまでの期間……。もし、別々の場所でふたりが生活をしていたら、顔を合わせない日の方が多かったと思う。言葉を交かわさない日の方が多かっただろう。ゲーム制作の忙しさを理由に、いつの間にか、ただの共同生活に戻もどってしまっていた。

「今日まで辛かろうじて俺とましろを繫つなぎとめていたのは、『さくら荘そう』と『ましろ当番』なんだよ」

　それに、気づいてしまった。そのふたつがなければ、きっと、もっと早くに今と同じ状況になっていたと思う。

　さくら荘という同じ寮りように住んでいるから気が付かなかった。毎日、顔を合わせるのが当たり前だったから、ちゃんと彼氏彼女をできているんだと思い込んでいた。クリスマスまでは我慢しようと約束をしていたから深く考えるのをやめていた。だけど、千ち尋ひろや仁じんに言われた通りで、こんな有あり様さまでは、なんで付き合っているのか、なんのために付き合っているのかわからない。

「……だから、空太は一度距離を置いた方がいいと思って、綾あや乃のにましろを預けることに賛成したんですか？」

　それだけが理由ではない。でも、それもひとつの理由だった。

「今、無理やりデートしても、一いつ緒しよにいる時間を作ってもさ……それは、付き合っているんだからそうしないといけないっていう義務感ですることになると思うんだ。そんなの悲しすぎるだろ……。俺、思うんだよ。夢を見過ぎだって言われるんだろうけど、俺とましろが一緒にいるのに、『好きだから』って理由以外はもういらないんだって」

「……」

　的まとを外はずした空そら太たの返答に、リタは目をぱちくりとさせていた。

「空太は夢を見過ぎです」

「やっぱり？」

「その上、乙女おとめチックです」

「うれしくない感想が続くな……」

　苦笑しか出てこない。

「でも、その気持ちはとても素敵です。空太とましろだからこそ、余よ計けいに意味のある気持ちだと思いました」

「そう言ってもらえると救われるよ」

「それと、ひとつわかった気がします」

　視線でリタに問いかけた。

「空太ひとりが変わろうとしてもダメですね」

「ああ……」

「ましろも大人おとなにならないとダメです」

　悟さとったようにリタの声は躍おどっている。

「空太にわかってもらおうとするだけではなくて、空太をわかってあげることを覚えていかないといけないんですよ」

　お互いにそれができるといい。

　そう思いながら、空そら太たは少しだけ笑った。
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　校長室の前で待っていたましろと合流した空太は、リタと三人で下校した。

「校長、何か言ってたか？」

「わかったって言ってた」

「そうか」

　色々と思うところもあるのだろうが、何か問題に発展するよりはいいと判断したのかもしれない。どの道、じきに三年生は自由登校になる。それが少し前倒しになったと考えればいいだけだ。

「久々のイギリスはどうだった？」

「ずっと漫まん画がを描いてたわ」

「……そうなのか？」

　リタに確認の視線を向ける。呆あきれたような顔で頷うなずいていた。けれど、そのリタもリタで、イギリスに帰き省せい中も出来上がった３Ｄモデルをサーバーにアップして、空太にチェックするようにと何度かメールを送ってきた。人のことは言えない。

「空太の冬休みは？」

「大おお晦日みそかには実家に帰ったけど、俺も似たようなものだな。ゲームの作業をして、あとは優ゆう子この宿題を見たくらいか」

「そう」

　興味があるのか、ないのか、よくわからない曖あい昧まいな相あい槌づち。

「……」

「……」

　会話も途と切ぎれてしまう。

　普段なら気にするような沈ちん黙もくではない。気になるのは、クリスマスのケンカが尾を引いているからだ。あれからずっと平行線。空太とましろの距離は近づくこともなければ、離れることもない。

　そんなふたりの様子を見て、リタは困ったような顔でため息を吐ついていた。




　さくら荘そうに帰ってくると、時刻は十一時になっていた。

　昼食の準備をして正午前には済ませる。午後の一時には綾あや乃のがましろを迎むかえにやってくる約束なので、それまでに着替えなどの荷物をまとめておく必要があった。

　昼食のお好み焼きを食べ終えた空そら太たは、ましろの部屋に移動して、早速荷造りに取り掛かかることにした。

　ベッドの上に茶色のラゲッジを広げて、洋服や下着類を詰つめ込んでいく。とりあえず、一週間分くらいあれば大丈夫だろうか。

　シャンプーなどはホテルにあるので必要ない。あわなければ、その辺は綾あや乃のが向こうで用意してくれると言っていた。

　はじめてみると、ものの十五分程度で荷物は出来上がっていた。

「ましろ、何か他に入れておくものはあるか？」

　ベッドの上に座ったましろは、じっと空太を見つめてくる。

「空太」

「は？」

「空太を入れておく」

　冗談を言っている雰ふん囲い気きではない。そもそも、ましろは冗談を言わない。

「物理的に入らないだろ」

　無理やり詰め込んだら、かわいいラゲッジが壊こわれてしまう。

「精神的に入れていく」

「それは、どうやるんだ？」

「空太が考えて」

　やはり、ましろの目は真剣そのもの。可愛かわいげなどそこにはなくて、妙みような迫力すらあった。クリスマスから続くこの嫌いやな空気に、ましろなりに決着をつけようとしているのだろう。

「わかったよ。んじゃ、精神的に持っていけ」

「……」

　ましろが透とう明めいな瞳ひとみで問いかけてくる。

「ケータイ、借りるぞ」

　机の上から拝はい借しやくすると、空太もベッドに上がった。

　カメラモードを起動して、ましろの隣となりに並ぶ。ふたりがフレームに収まるように、肩を抱いてぐっと引き寄せた。自分たちにレンズを向ける。

「空太？」

「はい、チーズ」

　シャッターの切れる音がした。

　上う手まく撮とれているか確認する。

　空太はごく普通の表情で映っている。ましろはきょとんとした顔をしていた。目を丸くしている。ちょっと面おも白しろい。

　待ち受け画面に設定する。

「これでよし」

「これはダメよ」

　ケータイの画面をましろが手で隠かくす。

「そうか？　貴重な表情でいいと思うぞ」

「消して」

　むう、とましろが頰ほおを膨ふくらませる。

「もう一回よ、空そら太た」

「はいはい、わかったよ」

　データはこっそり自分のケータイに送り、空太はましろに言われるままに、再びカメラのレンズを自分たちに向けた。

「はい、チーズ」

　シャッターを切る瞬しゆん間かん、ほっぺたにあたたかくてやわらかい感触が伝わってきた。

　少し遅れて、シャッター音が鳴り響く。

　何をしたのか、空太は視線で問いかけた。ましろは珍しく明後日あさつての方向を見て知らんぷりをしている。

　けれど、そんなことをしても無意味だ。空太の手元には証しよ拠こ写真があるのだから。

　ケータイの画面に注目する。

　今、撮とったばかりの写真が表示されている。

　案の定じよう、ましろが空太のほっぺたにキスをしていた。空太は驚いた目を見開き、間ま抜ぬけな表情を晒さらしている。

「これがいいわ」

「これはダメだろ」

「空太、変な顔してるのに？」

「だからだよ！」

　だいたい、うっかり誰かに見られたらどうする気だろうか。これでは完全にバカップルの仲間入りだ。

「わたしは、これにする」

　空太の手からケータイを奪うばう。一応、操作は覚えているらしく、待ち受け画面を今撮った写真に設定していた。その横顔は、どこか満足げだ。

「あのさ、ましろ」

　話をするなら、今しかないと思った。自分の気持ちを素す直なおにましろに伝えるには……。

「なに？」

「俺はましろのことが好きだ」

「……」

「付き合いはじめた頃よりも、一ヵ月前よりも、一週間前よりも、昨日よりも、今の方がましろを好きになってる」

「うん……」

「だから、ましろと一いつ緒しよにいたいし、こういう今みたいな時間がいつまでも続けばいいと思ってる」

「うん……」

「だけど、それと同じくらいましろの夢が大事だ」

「……」

　ましろの返事はない。頷うなずきたくないという意思を感じる。

「それと同じくらい、俺自身の目標が大切なんだ」

「……」

　やはり、ましろの返事はない。代わりに、インターフォンの音が割り込んできた。

「ごめんくださ～い」

　階下から聞こえたのは綾あや乃のの声だ。

　時計はぴったり午後一時を差していた。

「……空そら太たは苦しくないの？」

「……」

「わたしは空太の側そばにいるのが苦しいわ」

「……そうか」

「離れるのも苦しい……」

「ましろ……」

「空太のことを考えるとここが痛くなる」

　胸に重ねた手を、ぎゅっと握にぎっている。

「好きなのにどうして？」

　それはきっと、好きだから。好きだからこそ、その想いが満たされないことが苦しい。ちょっとしたすれ違いにも胸が痛む。どうでもいい他人が相手なら、痛くも痒かゆくもないことが、とてもおおごとに思えてしまう。大問題に感じてしまう。

　でも、その逆も一いつ緒しよだ。好きだからこそ、些さ細さいな出来事で幸せな気持ちになれる。相手を想う気持ちで、お互いを満たしていくこともできる。ふたりの間に生じたすれ違いだって、克こく服ふくしていけると信じている。

　難しいのは、目に見えない気持ちを形にすること……。今は、小さなことでも、ひとつずつやれることをやっていくしかない。

「椎しい名なさん、準備できてる？」

　再度、綾あや乃のの声が階下から聞こえてきた。

　ましろが両手でラゲッジを持ち上げる。

「電話するよ」

　背中を向けたましろにそっと声をかけた。

「毎日、電話する」

　こんなことは、本当に小さなことなのかもしれない。

「メールもする」

　だけど、今ふたりが置かれた状況の中では、最善の選択肢しに思えた。

「忙しくても？」

「するよ」

「話すがことがなくても？」

「ああ」

「わたしと空そら太たが付き合ってるから？」

　振ふり向いたましろは、不安を宿した瞳ひとみでそう問いかけてきた。

「違うよ」

　空太はゆっくりと首を横に振る。

「なら、どうして？」

「ましろのことが好きだから」

　目を見て、はっきりと想いを伝えた。

「……」

　一いつ瞬しゆんだけ、ましろが言葉に詰つまる。

「わたしは」

「……」

「わたしは、わからないわ」

　ラゲッジの取っ手を握にぎったましろの手には、力が込められていた。小こ刻きざみに震ふるえている。

「空太を嫌きらいなときがある」

「……そうか」

「……うん」

「今はどうなんだ？」

　聞かなくても答えはわかっていた。それでも、空太の口は自然とその質問を投げかけていた。

「今の空太は嫌いだと思う」

　決定的な一ひと言こと。

　覚かく悟ごはしていたけど、言葉にされると目の前は真っ暗になった。

　回れ右をしたましろが部屋を出ていく。

「……」

　かける言葉がなくて、空そら太たは無言で見送った。

　遠ざかっていくましろの足音。綾あや乃のとの話し声を遠くに聞いていた。

「でも、それでもさ……」

　ひとり残されたましろの部屋でぽつりと呟つぶやく。

　胸の真ん中にある想いを今一度確認した。

「俺の気持ちは変わらないよ」

　そう、変わらない……。

　その想いが、今の空太を支えていた。




　この日のさくら荘そう会議の議事録には次のように記されている。

　──ましろ様がしばらくの間、さくら荘を留守にすることになりました。期間は未定です。書記・メイドちゃん
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「お前、心の底から歪ゆがんでるんだな」

　さくら荘そうのダイニングに、伊い織おりのげんなりした声が零こぼれ落ちた。

　一月十五日。日曜日。受験生にとってはセンター試験の二日目となる今日、首都圏は数年ぶりの大雪に見舞われた。未明から降り出した雪は、朝になっても勢いが止むことはなく、正午を過ぎた現在も、外の景色を白く染め上げている。

　ダイニングの窓から見えるさくら荘の庭には、先ほどまで美み咲さきが作っていた立派なクマの雪像が立っている。両手を上げた威い嚇かくのポーズ。リアル志向で迫力満点だ。子供が見たら泣き出すのではないだろうか。

　そんな奇き妙みような景色を望めるさくら荘のダイニングには、住人の殆ほとんどが集まっている。円卓を、栞かん奈な、伊織、龍りゆう之の介すけ、空そら太た、リタ、美咲の順番でぐるりと囲んでいた。不在なのは、この大雪の中、学校へと仕事に出かけていった千ち尋ひろと、今は出版社の近くでホテル住まいをしているましろだけだ。

「どうしたら、こんなかわいいキャラクターに、どろどろの愛あい憎ぞう劇げきを用意できるわけ!?」

　伊織が手にしているのは、ゲームシナリオのプロットとキャラクター設定表だ。指を差したテーブルの上には、Ａ４用紙にプリントアウトされた３Ｄモデルのかわいいキャラクターたち。どれもリタと美咲が作ったものだ。ファンタジー調にアレンジされた、犬や猫ねこ、狸たぬきにクマが所狭せましと並べられている。

「動物たちにも色々とあるのよ」

　不ふ機き嫌げんな顔で、栞奈が伊織に言葉を返す。

「ありすぎない!?　この猫、恋人にフタマタかけられてるんだろ？　わんこは不ふ倫りんにハマってて、狸は糖とう尿によう病っておっさんか！」

「ダメですか？」

　伊織を無視して、栞奈は空太に水を向けてきた。

「ちょっと想像していたシナリオとは違うかな……」

「……そうですか」

　しゅんと栞奈が視線を落とす。

「ほれ、見ろ」

　なぜだか伊織は得意げだ。

「でも、意外性はあるし、個性的でいいと思う」

「え？　まじっすか!?」

　勝ち誇っていた伊織の表情が歪む。

「よくぞ言った、こーはいくん！」

　美み咲さきは設定が気に入っているのか、うんうんと頷うなずいている。

　龍りゆう之の介すけとリタは、空そら太たの説明を待っているようだ。意図的な視線を向けてきている。栞かん奈なも意向を聞きたそうにしていた。

「これをシリアスに見せようとするのは俺も反対だけど、このかわいい絵で、キャラクターたちが真ま面じ目めにフタマタだ、不ふ倫りんだって揉もめたりしているのは、いい意味でバカバカしくて面おも白しろい気がするんだよ。結果、見る側がわにとっては、コミカルな話になるってことなんだけどさ」

「こいつのことだから、絶対にどシリアスに見せようって思ってましたって！」

　遠慮なく伊い織おりは隣となりの栞奈を指差している。

　栞奈はそれを迷めい惑わくそうに手で払っていた。

「そんなことない」

　そっぽを向いて、栞奈が平然と噓うそを吐つく。

「どうかな、栞奈さん？　結果、コミカルに見せることはできそう？」

「……」

　すぐに返事はない。栞奈はじっと自分の書いたプロットと設定表に目を落としていた。

　五秒ほど待って、

「やってみます」

　と、言ってきた。

「今、空太先せん輩ぱいの話を聞いて、少しイメージは浮かびました」

「なら、決まりですね」

　リタがにっこりと微笑ほほえむ。龍之介はいつもの泰たい然ぜんとした態度で頷いていた。

「栞奈さん、早速で悪いんだけど、シナリオの作業をお願い」

「わかりました」

「んじゃ、解散！」

　空太がぱんと手を叩いて、会議はお開きとなった。




　自室である１０１号室に戻もどると、空太はパソコンの電源を入れて、起動するまでの待ち時間に電話をかけた。

　相手はましろだ。

　綾あや乃のに預けて以来、空太は毎日ましろに電話をしている。メールも送っていた。リタから龍之介攻こう略りやくの相談を受けたとか、龍之介からリタをどうにかしてくれと相談を受けたとか、伊織が風ふ呂ろ上がりにパンツ一丁で出てきて栞奈にこっ酷ぴどく説教を受けていたとか……さくら荘そうでの出来事が中心だ。

　それにましろはいつも淡々と答えるだけだった。恋人同士の浮かれた空気もなければ、甘い雰ふん囲い気きにもならない。それどころか、日が経たつにつれて、ましろの返事はよそよそしいものになっていた。

　そして、この三日間は電話にも出てくれていない。

　今も、無機質な発信音が繰り返されている。

「……出ないか」

　繫つながったかと思えば、留守番電話サービスのアナウンスが流れ出す。

「……」

　最初の一回は、寝ているだけかもしれないと思うこともできた。さすがに三日も続くと、意図的に避けられているんだと嫌いやでも気づかされる。

「ましろ、出ないんですか？」

　声と気配に気づいて振ふり向くと、ドア口にリタが立っていた。先ほどドアは閉めたはずなのだが、今はフルオープン状態。

「どうしてさくら荘そうでは、俺にだけプライバシーがないんだろうね」

「空そら太たは、まだそんなことを言っているんですか？」

「俺はこれからも言い続けるぞ。泣き寝入りはしない」

「それはどうでもいいので、貸してください」

　リタの手が伸びてきて、空太のケータイを奪うばっていく。まだ留守番電話サービスに接続されたままだ。

「ましろ？　きちんと空太の気持ちを受け止めて、ましろもそれに応こたえないとダメですよ」

　静かだけど、咎とがめるような意思がリタの口調にはあった。

「全部空太に押し付けて、何もしないつもりですか？　ましろ、前に言ってましたよね？　空太とちゃんと恋人同士になりたいと。あれは噓うそですか？」

「リタ、いいって」

「空太は黙だまっていてください」

　ぴしゃりと言い切られてしまう。

「……」

　反射的に空太は押し黙った。

「ましろ、そうやっていつまでもふてくされていると、空太に愛想あいそを尽つかされてしまいますからね！」

　リタはケータイを閉じると、空太に返してきた。

　大人おとなしく受け取る。

「空太も、ましろにはっきりと言ってあげてください」

「そう言われてもな」

「今回の件は、明らかにましろが悪いです。問題に向き合おうともしないで、空太だけが悪いみたいな態度はよくありません」

　自分のことのように、リタは怒っている。

　それに、空そら太たは困ったように頭を搔かいた。

「リタには、そんな風に言ってほしくないな」

「……？」

　発言の意図が摑つかめなかったのか、リタが首を傾かしげる。

「リタには、いつもましろの味方でいてほしいんだよ」

「……」

　真意を聞き逃のがさないように、青い瞳ひとみでじっと空太を見ていた。

「ましろは思ってることが顔に出ないし、言葉で人にものを伝えるのが下へ手ただから……誤解されることも多いだろ？」

「そうですが……」

　今度のことは違うとリタは言いたそうだ。

　それを遮さえぎるように、空太はさらに言葉を重ねた。

「リタ以外に相談できるような相手もいないだろうし……頼むよ。リタは必ずましろの味方でいてやってくれ」

「……空太がそれでいいのでしたら、そうしますけど」

　頰ほおを膨ふくらませたリタの目は、「それでも、今回の件はましろに非があると思います」と語っている。

「それに、俺にはましろを責める資格なんてないんだよ」

「空太にこそあると思います」

　きっぱりしたリタの発言に、空太は苦にが笑わらいを浮かべる。

「そうでもないって……俺は、この状況を好こう都つ合ごうだって思ってるんだからさ」

　空太はあえてリタが気にするような言葉を選んでいた。

「……」

　リタのまとう空気が一いつ瞬しゆんで変わる。本心を問い詰つめようとする鋭さが瞳に宿っていた。返答次第では許さないという緊きん迫ぱく感を放っている。

「望んでなった状況じゃないけど、ましろを飯いい田ださんに預けてから、ゲーム制作の作業効率は確実に上がってるんだ」

「……」

「ましろと過ごしていた時間を、全部ゲーム制作に使えることが、こんなに楽だとは思ってなかった……」

　自分でも声に落らく胆たんの色が含ふくまれているのがわかった。情けない気持ちがそうさせている。目を背そむけようとしても、そう感じてしまったことは事実なのだ。

　ましろが側そばにいないことで、作業を中断する回数は圧倒的に減へった。唐とう突とつな行動に、集中力を搔かき乱されることもなくなった。デートの約束で休日が埋まることもない。その約束を守らなければならないという重圧からも解放されている。そこにストレスを感じていたことに、今さらのように空そら太たは気づいていた。

　紛まぎれもない事実。実感として理解している。

「もちろん、今のが俺の本音だなんて言う気はない。そういう一面もあるっていうだけの話。毎日寝る前にはましろのことを考えてる。側そばにいないのは寂さびしいし、落ち着かない。会いたいし、話だってしたい……時々は、猛もう烈れつに抱き締しめたくなる。そういう色々な感情の中に、楽だって感じる瞬しゆん間かんもあるんだ。どうしようもなくさ」

　気持ちの強さとベクトルは、常に一定方向を差しているわけではなくて、気分のいいときと悪いときでは、ものの感じ方は全然違う。忙しいとき、ヒマなときでもそうだ。その時々の余裕の尺度で、強く出る感情が変わってくる。

　作業が順調に進んでいれば、ましろに会いたいと思う。でも、躓つまずいたり、遅れが出ていると、ゲーム制作以外のことを考えるのが面めん倒どうになる。

　ましろのことは大事だ。ましろの夢も叶かなってほしい。その上で、自分の目標も譲ゆずれない。だから、綺き麗れいごとでは済まない部分が出てくるのだと思う。どれかを優先的に選ぶなんてできないけど、感情は無意識に選んでしまっているのだと思う。そして、それに気づいてしまったから、ましろは空太を避けているんじゃないだろうか。

「俺にはましろを責められないんだ」

　力のない言葉だと思った。今は曖あい昧まいに笑うしかない。

　全部を投げ捨てて、ましろだけに手を伸ばすわけにはいかない。そんな空太をましろは望んでいないと思う。でも、そういう瞬間を求められているような気はした。酷ひどい矛盾だ。実際にそうなることは望んでいないのに、それを求められているのだから……。

「空太、ひとつだけ聞いてもいいですか？」

「簡単な質問だといいな」

「簡単ですよ」

「なに？」

「ましろへの気持ちは、変わっていませんか？」

「変わってるよ」

　空太は一瞬だって迷わずに答えた。

「……空太？」

「毎日会えなくなってからは、より強くましろのことを考えるようになった。想うようになった」

「……」

「だから、変わってる」

「それならいいんです」

　安心したように、リタが息を吐はく。

「そう、変わってるんだ」

　最後は自分に言い聞かせるように、空そら太たはもう一度呟つぶやいた。




　　　　２




　約二週間後の二月三日。金曜日。世は節分。

　この日、美み咲さきに豆をまかれて目を覚ました空太は、午前中のうちからハードメーカーのオフィスビルに出かけた。『ゲームキャンプ』の進しん捗ちよく会議に臨のぞむためだ。

　一昨日おとといから三年生は自由登校の期間に突とつ入にゆうしている。月末にマスターアップを控ひかえている空太にとっては、都つ合ごうのいい追い込み期間になっていた。

　当然のように、戸と塚つか、早はや川かわの両名と行う進捗会議の議題も、マスターアップに関する内容に集約される。

「では、シナリオの導入も順調ということで、当初の予定通り二月末日をマスターアップ、三月一日をマスター提出として構いませんね」

「はい」

　戸塚の確認に、空太は深く頷うなずいた。

　栞かん奈なのシナリオはハイペースで上がっている。恐らくあと一週間で一通り揃そろうだろう。クオリティも上々。舞台劇のように大おお仰ぎような台詞せりふ回しが、シリアスをコミカルに読ませてくれる。

　上がってきたテキストを読んで、伊い織おりは素直に栞奈を褒ほめていた。

「お前、すげえな……」

「別に、これくらい誰でも書けるわよ」

　素そっ気けなく答えた栞奈は、まんざらでもなさそうだった。

　すでにもらっている前半部分のシナリオは、龍りゆう之の介すけが作ってくれたイベントエンジンを駆く使しして実装済み。一見２Ｄのテキストアドベンチャー風の画面だが、キャラクターデータは３Ｄなのでパタパタと動かすことができる。おかげで、ゲーム画面は華はなやかに演出できた。それを見た栞奈は、

「本当にゲームになるんですね」

　と、少し驚きを含ふくみながらも、うれしそうに表情を綻ほころばせていた。

「うおっ、空太先せん輩ぱい、まずいですって！　こいつ、笑ってますよ！」

「笑ってない」

　伊織の指摘に、すぐさま栞奈が反応する。

「いや、笑ってただろ」

「笑ってない」

「笑ってたって！」

　黙だまっていれば、もっと長く栞かん奈なの珍しい笑顔を堪たん能のうできたのに、伊い織おりは我慢ができなかったらしい。残念ながら栞奈の笑顔は見納め。逆に、冷たい眼まな差ざしに伊織は貫つらぬかれていた。

　その伊織が担当しているサウンドのスケジュールは、だいぶ遅れが目立っていたのだが、この一ヵ月で一気に盛り返した。ノリノリで楽曲を量産している。栞奈の加入がプラスに働いているのは、誰の目にも明らかだった。しかも、音ゲー部分の楽がく譜ふの組み込みは、龍りゆう之の介すけに教えられながら伊織が自分でやってくれているので、空太はステージのバランス調整に専念できて大助かりだ。

　残り一ヵ月。気を抜けない状況にはあるが、このまま完成まで駆かけ抜けられるという手て応ごたえはある。そのことを、昨日、龍之介と話した。

「なあ、赤あか坂さか。俺、この調子ならいい感じで月末にマスターアップできると思うんだけど？」

「それは困った話だな」

「どこがだよ」

「僕も同様に思っている。まさか神かん田だと感覚が一致するとは……何か見落としているのかもしれない」

「ここは俺の成長を褒ほめるところだろ……」

「だが、ここからが正しよう念ねん場ばだ」

「そうだな……」

　完成させることの大変さは、二年のとき文化祭で作った『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』で経験している。今回はあれよりも規模が大きい。バランス調整を必要とする部分も多ければ、デバッグの確認事項も多た岐きに渡る。でも、だからこそ心はわくわくしていた。

「それでは、神田さん」

「はい」

　一いつ旦たん、間まを置いた戸と塚つかに、空太は明めい瞭りような返事をした。

「スケジュールがクリアになったとなると、いよいよタイトル審しん査さ会にかける段取りになるわけですが」

　戸塚が出した単語に、空太の身は引き締しまった。ついに、大きな関門までたどり着いたのだ。勝負のときが近づいてきた。

　早はや川かわは戸塚の隣となりで、濃のう紺こんの手帳を開いている。

「最速で、三月八日にタイトル審査会が予定されています」

　卒業式の当日。ただ、審査会は空太が直接参加してプレゼンをするわけではないので、日にちが被かぶっても問題はない。

「この日を見送ると、次は三月二十八日になりそうですね」

　戸と塚つかと早はや川かわの視線が「どうしますか？」と尋たずねてくる。

　答えは決まっていた。最初から決めていた。時期を見るつもりなどさらさらない。もし、また前回のように、別の音ゲーがタイトル審しん査さ会にかけられていたとしても、真まっ向こう勝負で勝てばいいと空そら太たは思っていた。今日まで積み上げてきたものに自信がある。最高のスタッフにも恵まれた。龍りゆう之の介すけ、伊い織おり、リタ、栞かん奈な、それに手伝ってくれた美み咲さき。これだけの面子メンツが揃そろっていて、自信がないなんて言えるはずがないのだ。

　空太はゆっくりと深呼吸をしたあとで、

「三月八日でお願いします」

　と、はっきり告つげた。

「わかりました。では、そのように手配をしておきます」

「よろしくお願いします」

　こうして、決戦の日は決まった。




　進しん捗ちよく会議を終え、オフィスビルを出ても、空太は真っ直ぐさくら荘そうへは帰らなかった。地下鉄に乗って二駅ほど移動する。

　降りた駅の構内には、漫まん画が雑誌や週刊誌の看板広告が目立つ。ここはましろがお世話になっている出版社の最も寄より駅なのだ。

　黄色い案内板を頼りに、正しい出口を探さがして地上に出る。左方向に目的地であるホテルの白い建物が見えた。

　近くまで来ていたので、ましろに会って帰るつもりだった。

　そのましろとは、一ヵ月近く顔を合わせていない。声も二週間以上聞いていなかった。相変わらず、電話には出てくれないのだ。メールだけは、何度か返信があったが、「うん」とか、「わかった」とか、短い文面だけ。普段から長文のメールを送るような性格ではないけど、いくらなんでも味気なさすぎる。付き合っている男女のやり取りとは到とう底てい思えない。

　そんな状態なので、今日の訪問に関しては、事前に綾あや乃のへ連絡を入れておいた。

　ホテルの立派な入り口を恐る恐る通り抜ける。ゲーム会社のオフィスビルにはかなり慣れてきたが、はじめてのこういう場所はやはり緊きん張ちようする。

　フロントの左手に、オープンスペースの喫茶店があった。綾乃からは「椎しい名なさんを連れていくので、一階の喫茶店で待ち合わせしましょう」と言われている。

　お店の前に立つと、ボーイさんが近づいてきた。待ち合わせであることを伝える。店内をざっと見回した限り、ましろと綾乃の姿すがたはない。時計を見る。五分ほど約束の時間には早かった。

「どうぞ」

　と、ボーイさんが席へ案内してくれた。外から見やすい席。待ち合わせを考慮してくれたらしい。これなら綾あや乃のもすぐに気が付くだろう。

　メニューの一番上にあるブレンドコーヒーを注文する。一杯六百円。高いと思ったがここは仕方がない。

　運ばれてきたコーヒーを飲みながら、空そら太たは龍りゆう之の介すけに報告のメールを送ることにした。


　──タイトル審しん査さ会が三月八日に決まった

　──了解した



　返事は恐ろしく簡素だ。


　──もっと他にないのか？

　──言ってもいいのか？

　──そりゃあ、もちろん

　──なら、後方の憂うれいは絶たってから帰って来い



　今の空太にとって、一番深いところを確実に抉えぐってくる。余よ計けいなメールを返したことを空太は後悔した。

　気の利きいた返事を考えるが、何も思いつかない。すると、再び龍之介からメールが送られてきた。開いた時点で、メイドちゃんからだとわかる。


　──鈍感な空太様がお気づきでないと困るので、先ほどの龍之介様からのメールをわたくしが詳くわしく解説いたします。心やさしい龍之介様は、さっさとましろ様と仲直りをするようにおっしゃられているのですよ

　──せっかく赤あか坂さかがオブラートに包んでくれたのに、どうして中身を取り出すかな！　ちゃんとわかってるよ！

　──あら、びっくりです（びっくり）

　──俺も少しずつ大人おとなになってんの

　──大人になられた空太様なら、ましろ様との仲直りなどちょちょいのちょいですよね？



　どうやら、またしても余計なことを言ってしまったらしい。

　──大人の空太様から送られてくる朗ろう報ほうを心待ちにしていますね。みんなのアイドル・メイドちゃんより

　よく口の回るアイドルもいたものだ。

「はあ……」

　ケータイをポケットにしまい、コーヒーを口に運ぶ。顔を上げた拍ひよう子しに、喫茶店に入ってくる人影が見えた。

　綾乃だ。白のブラウスに、濃のう紺こんのジャケット。上とお揃そろいのタイトスカート。肩から大き目のトートバッグを下げた綾乃は、ひとりで店内にやってきた。

　ましろは遅れてくるのだろうか。たぶん、そうじゃない。綾乃の申し訳なさそうな表情がすべてを物語っている。

「ごめんなさい」

　席に着くなり、綾あや乃のが頭を下げてくる。

　メニューを持ってきたボーイさんは少し戸と惑まどっていた。

「ましろは？」

「椎しい名なさんを驚かそうと思って、直前まで神かん田だ君が来ることは秘密にしてたんだけど……」

　綾乃は「同じものを」と、ボーイさんに頼んでいた。優ゆう雅がに頭を下げて下がっていく。

「それが裏うら目めに出たというか、椎名さん、今、寝ちゃってて……声をかけても起きないのよ」

　なんとなくだけど、空そら太たには噓うそだとわかった。気を遣つかって綾乃は噓を吐ついてくれているのだと……。

「会いたくないって言われたんですね」

「っ!?」

　綾乃が眉まゆをぴくりと動かす。

「さすがにばれるか……」

　目が合うと、綾乃は力なく笑った。

「ごめんなさい。椎名さんに直前まで秘密にしていたのは本当なの。びっくりさせようと思ってね……なのに、今、部屋に迎むかえに行ったら、会わないって言われてしまって」

　どう話したものか、綾乃は迷っている様子だ。ましろの心情を摑つかみかねているのが伝わってくる。

「飯いい田ださんを変な空気に巻き込んで、こっちこそすいません」

　運ばれてきたコーヒーに、綾乃が口をつける。

「子供が大人おとなみたいな気の遣い方をしないの」

　笑われてしまった。

「あの、部屋まで案内してもらってもいいですか？」

　コーヒーカップから綾乃が目線を上げる。

「それはいいけど……あの様子だと、難しいと思うわよ」

　苦にが々にがしい表情からは、随ずい分ぶんと説得に時間と言葉を使ってくれたことが窺うかがい知れた。

　だからこそ、これ以上、空太とましろのことで迷めい惑わくをかけられない。

「それでもお願いします」

「わかった」

　綾乃はボーイさんを呼ぶと、早々に会計を済ませた。空太が財布さいふを出そうとすると、「いいわよ」と笑われた。

　エレベーターに乗り込んで七階まで上がる。

　絨じゆう毯たん敷じきの廊下を突つき当たりまで真っ直ぐ進んだ。その間、空太も綾乃も口を開かない。

「ここよ」

　立ち止まったのは７０１号室の前。

　躊躇ためらうことなく、空そら太たは部屋のベルを鳴らした。

　室内から人の気配がする。ぱたぱたと足音が聞こえた。

「綾あや乃の？」

　ましろの声だ。ドア越しでくぐもっているけど聞き間違えるわけがない。たぶん、ドアの前に立っている。

「ましろ。俺だよ」

　空太はそっと声をかけた。

「……!?」

　声にならない驚きと共に、すぐ近くにあった気配が部屋の奥へと逃げていく。

「さすがにへこむぞ、それ……」

　空太はドアを背に寄りかかると、ケータイを取り出した。

　ましろの番号に電話をかける。

　それを見ていた綾乃は、長くなると判断したのか、「下で待ってる」と小声で言ってきた。無言で空太が頷うなずくと、綾乃は「がんばって」と口にして廊下を引き返していった。

　その間も、空太の意識はケータイを当てた耳に傾けられていた。発信音が聞こえる。とりあえず、電源は入っているようだ。

　けど、たぶん、繫つながらない。ましろは出てくれないと思った。

「ましろ、頼むから出てくれ」

　室内に声をかける。

「俺の話を聞くだけでもいいからさ」

　あまり大きな声を出すわけにもいかない。さすがに迷めい惑わくだ。

「……」

　無機質な発信音が続く。ましろは出てくれない。

　ダメかと思いかけた瞬しゆん間かんだった。呼び出し音がぶつっと途と切ぎれる。

「ましろ？」

　平静を装よそおって呼びかけた。

「……」

　返事はない。

　ただ、息遣づかいだけはある。電話口の向こうにましろがいる。

　少し安心したせいか、足元から力が抜けた。空太はドアを背にずるずるとずり下がり、両りよう膝ひざを立てた格かつ好こうで床に座り込んだ。

「お前、ちゃんと飯は食ってるか？」

「……」

「好き嫌きらいして、飯いい田ださんを困らせてないか？」

　話すことなど何も決めていなかった。自然と口を出たのはそんな言葉。

　少し待つと、ましろの声が返ってきた。

「……食べてるわ」

　拗すねたような声音が鼓こ膜まくをくすぐってくる。

「ほんとか？」

「……綾あや乃のに少し太ったって言われた」

「まじか！」

「……空そら太た、うれしそう」

　わずかにテンポがいつもよりも遅い。久しぶりだからそう感じるのだろうか。

「いや、だって、お前が太るのって想像できないし……すげえ見たい」

「……瘦やせるまで空太には会わない」

「それが籠ろう城じようの理由か？」

　触れるか迷ったが、空太はあえて踏み込んだ。ここまで来て、表面的な話だけで済ませるわけにはいかない。きちんと、ふたりで向き合わなければ前に進めない。そういう局面に、空太とましろは立っているのだ。

「……違うわ」

　たっぷり間まを空けて、ましろはそう言ってきた。

「今のは冗談だから、真ま面じ目めに答えなくてもいいんだぞ」

「空太には会いたくない」

　油断しているところに鋭い矢が飛んできた。胸にぐさりと突つき刺さる。

「それ、ものすごいショックだ」

　言いながら空太は笑った。これくらい笑い飛ばせないとこれ以上話を続けられそうにない。

「だから、帰って」

「クリスマスのこと、まだ怒ってるのか？」

　原因はもっと別にある。空太はそう自覚していた。あれは切きっ掛かけでしかなくて、問題はもっと根っこの部分にあるのだ。

「違うわ」

「だよな。なら……」

　部屋の中へと一度は遠ざかっていた気配が、ゆっくりと近付いてくるのを、空太は背中で感じた。

「今、空太に会ったら、もっと空太に会いたくなるわ」

　声はドア越しにも聞こえる。

「空太と話していると、もっと話していたくなる。側そばにいてほしくなる」

「俺はましろの顔を見たい。顔を合わせて話したい。抱き締しめたい」

「ダメよ」

「どうしてだ？」

　聞くのは少し怖こわかった。取り返しのつかない言葉が飛んでくるかもしれないという可能性が脳のう裏りをかすめていたから……。

「空そら太たから離れたくなくなる」

「大歓迎だよ」

「朝まで一いつ緒しよにいてほしくなる」

「……」

「明日もずっと一緒にいてほしくなる」

「それは……ちょっと難しいな」

　空太は正直に答えた。

　マスターアップを月末に控ひかえた大事な時期だ。先ほど、タイトル審しん査さ会の日程も決めてきたばかり……。

「空太のことを考えていると、わからなくなるわ」

「わからないって……」

「わたしがわからなくなる」

　ましろの声は静かだった。

「わたしはひとりなのに、今はたくさんいるみたい」

　それは、泣きじゃくるわけでもなくて……。

「空太を好きなわたし」

　声を荒らげるわけでもなくて……。

「空太を嫌きらいなわたし」

　感情のままに気持ちを吐と露ろするわけでもなくて……。

「空太の夢が叶かなってほしいわたし」

　怒っているわけでもなくて……。

「空太の夢なんて叶わなければいいと思っているわたし」

　深く嘆いているわけでもない。

　きっと、ましろはホテル住まいがはじまってから、ずっと考えてきたのだ。空太と離れ離れになってから、自分の気持ちを見つめ直してきたのだ。空太がそうであったように……。

　だからこそ、最初から最後まで、ましろは落ち着いていた。わからないということをわかっていて、いくつもの自分がいることを認めている。

　声だけがかすかに震ふるえていたのは、ちくはぐな気持ちに心が搔かき乱されているから……。

「一緒にいる時間がなくなるのなら、わたし、空太の夢を応援できない……」

「……」

　はっきりと告つげられ、空そら太たは言葉に詰つまった。息が詰まった。

　鼓こ動どうが早くなる。口の中が急速に乾いて、目の前が真っ黒に塗ぬり潰つぶされていくようだった。

「だから、空太には会えないわ」

　果たして、目の前の問題を解決する手段はあるのだろうか。

　付き合いはじめてから、少しずつ減へってきた一いつ緒しよに過ごす時間。ましろの漫まん画がは順調に評価と売り上げを伸ばし、空太も『ゲームキャンプ』の制作が本格化した。そのせいで、デートする回数は減り、その日だけは一緒に過ごそうと言っていたクリスマスの約束も守れなかった。

　皮肉な話だと思う。お互いの夢が前進するほどに、すれ違いは増えていったのだから……。夢に伸ばした手は、その分だけ、お互いから離れて行く。クリスマスのときのように、特別な日を一緒に過ごせないなんてことは、今後も起きるだろう。もっと酷ひどいすれ違いだってあるかもしれない。

　そうした現実を前にして、お互いの夢のためだから構わないと言い切れるほど、利り口こうな大人おとなにはなり切れない。恋人らしく過ごすことで、恋人同士の関係が維い持じできている部分もあったと思う。すぐ側そばにいて、そのぬくもりを感じることができるから、安心していられた。毎日、顔を合わせられる距離にいたから、自分たちは付き合っているんだと思うことができた。それらがなくなったときに、心だけではあまりにも不安定だ。想いだけでお互いを信じられるほど、空太もましろも強くはない。想い合うだけで満足できるような恋愛はできそうにない。

「わたし、空太を困らせたくないのに、空太を困らせてるわ」

「ましろに振ふり回されるのは慣れてるよ」

「わたしは嫌いやよ。こんなわたしを空太に見せたくない！」

　その叫びは、ドア越しに直接聞こえた。どんっとドアが叩たたかれる。遣やり切れない感情にましろが苦しんでいる……。

「ましろ、ひとつだけ覚えておいてくれ」

「……」

　うん、とは言ってくれなかった。

　自分を奮ふるい立たせるように、空太は大きく息を吸い込んだ。

　ケータイを耳から離して顔を上げる。

「それでも、俺はましろが好きだ。どんなましろのことも絶対に好きになる」

　体中のやさしさを集めて、空太は直接語りかけた。

「……」

　部屋の中から返事はない。

「俺、待ってるからさ。さくら荘そうでましろを待ってる。どんなましろが帰ってきても大丈夫だから」

「……」

　これ以上ここにいても、ましろを苦しめるだけだと思った。

「また電話する」

　そう告つげて立ち上がると、空そら太たはドアの前を離れた。




　ホテルのロビーに戻もどった空太は、喫茶店で待っていた綾あや乃のに声をかけられた。ましろのことを相談しつつ、昼食にパスタをご馳ち走そうになった。

　その際、気になっていたことを綾乃には聞いておいた。

「あの、飯いい田ださん」

「なにかしら？」

「ましろ、あんな様子で原稿の方は問題ないんですか？」

「その点は大丈夫。むしろ、感情表現は回を重ねるほどによくなってる。椎しい名なさんの弱点だと思ってた部分……登場人物が悩んだり、考えたりってところが特にね。ネームには今まで以上に時間をかけているし、連載ページ数もさらに増やしたいって言ってるくらいで……今、すごいのよ、ほんとに」

　空太の手前、「素直に喜べないんだけど」と綾乃は最後に付け足した。

「漫まん画がが順調ならいいんです。安心しました」

　ましろの芯しんはぶれていない。何が大事かをちゃんとわかっている。それでこそましろだと思えた。

「じゃあ、何かあれば連絡します。神かん田だ君も、気になることがあれば言ってね」

「はい」

　ホテルの前で綾乃と別れた空太は、地下鉄のホームに下りた。

　電車を乗り継いで、住み慣れた芸げい大だい前まえ駅まで帰ってくる。

　改札を出たところで、ケータイで時間を確認した。午後二時。意外と帰りが早いのは、『ゲームキャンプ』の打ち合わせが午前十時スタートだったためだ。

　空太はその足を赤レンガ通りの商店街へと向ける。

　足取りは重い。自覚している以上に、ましろに会えなかったショックを引き摺ずっていた。ましろの言葉が心に伸のし掛かかっていた。

　──一いつ緒しよにいる時間がなくなるなら、わたし、空太の夢を応援できない……

　耳に張り付いて離れない。

　ゲームクリエイターへの夢は、ましろがくれたものなのに、そのましろに望まれていないという事実は、あまりにもきつい。

「……そんなのありかよ」

　落らく胆たんは呟つぶやきとなって、口から零こぼれた。

　俯うつむいて歩く空そら太たが商店街のアーチをくぐると、

「おっちゃん、活いきのいいやつを全部くれ！」

　という、威い勢せいのいい声が聞こえてきた。

　背は低い方なのに、身み振ぶり手振りが大きいので、すぐにその姿すがたを発見する。

　美み咲さきが魚屋さんの前でくるくる踊っていた。

　いつも元気いっぱいで、周囲まできらきらと輝いて見えるから不ふ思し議ぎだ。

　足元に置かれた買い物用のバスケットには、お肉や野菜がぎっしり詰つまっていた。どう見ても、夫が単身赴ふ任にん中の三み鷹たか家で処理できる量ではない。

「美咲先せん輩ぱい」

　声をかけると、美咲は体全体でくるんと振ふり向いた。

「おお、こーはいくん！　ここで会ったが百年目！　はいこれ、持って！」

　魚屋さんから渡されたビニール袋を、問答無用で空太に預けてくる。ずっしりと重たい。大きなヒラメが一匹。タラの切り身が五、六人前は入っている。

「これ、ひとりで食べる気ですか？」

　美咲ならやりかねない。

「今日はさくら荘そうで鍋なべパーティーをするんだも～ん！」

「聞いてませんけど？　だいたい、何のお祝いですか？」

「マスターアップを迎むかえるその日まで！　精力を付けてがんばろうパーティーだよ！」

　美咲は自分の発言に絶対の自信を持っている。何かちょっとおかしいことを言っているなんて、少しも思っていないし、疑ってもいない。

「そうですか」

　ありがたい話なので、空太は素す直なおに受け入れることにした。制作が佳か境きようを迎えるにつれて、忙しさを理由に、料理や食事をしている時間さえ惜しく感じることがある。今年に入ってからは顕けん著ちよで、手抜きで早食いのできるお手軽メニューが多くなっていた。

　会計を済ませた美咲と並んで歩き出す。

　空太の買い出しはまた今度だ。

「はあ……」

　歩き出してすぐにもれたため息は、完全に無意識だった。

「なんだなんだ、こーはいくん！　元気がないぞ！　足りないぞ！」

「そんなことは……」

　なくもない。

「ましろんエネルギーをチャージしてきたんじゃないのか！」

　今日、空太がましろに会いに行っていたことは、さくら荘の全員が知っている。お隣となりの人ひと妻づま女子大生だって知っている。

「会えなかったんですよ」

　ちょっとふてくされたような口調で答える。

「え～、なんでだ！」

「会いたくないって言われたんです」

「そっか～」

　美み咲さきは残念そうだ。

「まあ、少し話はできたんですけど」

「ましろんは、なんて？」

「自分がわからないって言ってました。いっぱい自分がいるって。俺のこと考えると、いろんな自分が顔を出して……一いつ緒しよにいたいけど、いたくないって。俺のゲーム制作も応援できないって……それが一番応こたえました」

「なるほどね～」

　うんうんと美咲は頷うなずいている。

「今のでわかったんですか？」

　自分でもきちんと説明できた自信はない。

「ましろんは恋をしてるんだね」

　美咲から上がったのは底抜けに明るい声。

「え？」

　思わず、間ま抜ぬけな声がもれる。

「あたしもそうだよ。いっぱいあたしがいるんだぞ！」

　いまいち、わけがわからない。

「持て余あますと思うので、美咲先せん輩ぱいはひとりにしてほしいですね」

　苦にが笑わらいが浮かぶ。

　そんな空太を気にすることなく、美咲は言葉を続けた。

「仁じんのすぐ側そばにいたいあたし。仁に迷めい惑わくかけたくないあたし。迷惑かけて嫌きらわれたくないあたし。でも、時々は大おお阪さかまで仁に会いに行っちゃうあたしも、あたしなんだよ」

　買い物用のバスケットから、美咲は長ネギを引き抜いていた。

「……」

　本当に先ほどの説明で、美咲は理解してくれたらしい。正直、空太は驚いていた。

「あたしは仁を好きになって、知らないあたしにいっぱい出会ったよ」

　長ネギを美咲がタクトのように振ふり回す。

「だから、恋とは新しい自分との出会いの連続なのだよ！」

　びしっと鼻先に突つきつけられたのは長ネギ。

　おかげで、いい話は台無しだけど、空太は心の底から美咲の言葉に頷いていた。

「そうですね」

　思い返せば空そら太たもそうだった。今もそうだ。

　ましろに憧あこがれて、その才能に嫉しつ妬として、惨みじめな自分を思い知らされた。そんな自分を変えたくて、乗り越えたくて、挑ちよう戦せんしていける自分に出会えた。

　はるか遠くの見えない背中を追いかけて、焦あせって、慌あわてて……誰かに当たることでしか自分を守れない瞬しゆん間かんもあった。かっこ悪い自分をたくさん見てきた。

　本当に、美み咲さきの言う通りだ。

　ましろとの出会いが、空太に空太自身のことをいっぱい教えてくれた。恋をしたからこそ生まれた感情が数多くある。知ることのできた自分の一面が無数にある。それは、決していいものばかりではなくて、目を背そむけたくなるようなものだってたくさんあった。

　でも、そうした感情と向き合うことで、次の一歩を踏み出せたのも事実だ。また新しい自分と出会えたのも事実だ。

　いいところも、悪いところも含ふくめて自分。

　今、この瞬間に、空太はそう思うことができた。

　無駄なものや、いらないものなんて何もなかった。

「大丈夫だよ、こーはいくん」

「何がですか？」

「ましろんは超ちよう負けず嫌ぎらいだから、絶対にこーはいくんに追いついてくる」

「は？」

　想定外の発言に、空太は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　いつだって追いかけるのは空太だった。なのに、美咲はその逆を口にしたのだ。

　空太は疑問の視線を美咲に投げかけた。どういうことか教えてほしかった。

　けど、美咲から返ってきたのは、

「こーはいくんは、走ってきたましろんをちゃんと受け止めてあげるんだぞ！」

　という、さらに一歩先を行く言葉だった。

　それでも、空太は、

「はい」

　と、はっきり返事をした。

　美咲の言いたいことが全部わかったわけではない。わかったような気がしているだけかもしれない。ただ、何か大事な想いだけは、受け取れた気がしたのだ。

　隣となりを歩く美咲は満面の笑みを浮かべている。

　だから、これでよかったんだと空太は思った。




　　　　３




　二月は本当に矢のように過ぎていった。

　受験が本格化するこの時期、三年生の登校は本人任まかせとなっている。その恩恵を、空そら太たは受験とは関係ないところで最大限活いかしていた。『リズムバトラーズ』のマスターアップに向けた制作にとにかく励はげむ。

　空太、龍りゆう之の介すけ、リタの三人は、開発室と化したさくら荘そうで作業に没ぼつ頭とうする日々。他に優先してやるべきことなど何もなかった。

　唯ゆい一いつ、龍之介だけは、二月十二日になると水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくへと出かけて行った。プログラミング技能を用いて、メディア学部の一芸入試を受けるためだ。

「合格できそうですか？」

　夕方になって戻もどってきた龍之介にリタが尋たずねていた。

「合格通知ならもらってきた」

　龍之介がポケットから出した紙は、本当に合格を証明するものだった。

　今さら驚きはしない。淡々としながらも、やることが破は天てん荒こうな龍之介には呆あきれるばかりだ。

　龍之介の進路も無事に決まった頃、ゲーム制作はいよいよ最後の仕上げに突とつ入にゆうした。

　グラフィック、サウンド、シナリオはすべて揃そろい、素そ材ざいデータとして凍とう結けつする。ステージの構成も完了し、あとは調整とデバッグを同時進行させていく。

　リタ、伊い織おり、栞かん奈な、美み咲さきがテストプレイ＆デバッグ要員。見つけた問題点は、全員が共有して閲えつ覧らんできるバグ管理ツールに書き込まれ、空太がゲームエンジン上で処理すべきものと、龍之介がプログラムレベルで対処すべきものに分けられる。内うち訳わけとしては、難易度やステージ構成上のミスが空太のもとへやってきて、動作不具合系のバグが龍之介に届く。

　空太と龍之介は、優先順位の高いものからとにかく修正していく。そして、直したものに関しては、バグ管理ツールで『修正済み』としてアップする。それを報告者がもう一度確認して、問題がなければ、その件は『完了』として処理されるのだ。

　こうでもしておかないと、数百件にも及ぶ案件を管理できない。口頭で言われただけでは数が多すぎて覚えていられない。

「だ～、くそっ、ひとつ片付けている間に、十個増えてるぞ！」

「喚わめくな、神かん田だ。今回は小規模プロジェクトだから少ない方だ」

「おかしいな。俺の目には、三百って数字が見えてるんだけど!?」

「そこそこの規模のＲＰＧともなれば、二千から三千は上がってくる。こんなのは少ない方だ。それに、数が多く上がってきていることは歓迎しろ。それだけ精せい密みつなチェックができているということだ」

「俺にマゾになれと!?」

「口を動かしていないで手を動かせ」

　二十日を過ぎると、やり取りを短縮するために、龍りゆう之の介すけは空そら太たの部屋に機材を持ち込んできた。邪じや魔まなものは廊下に出して、作業用のテーブルを空太の机と並べる。お互い、直接直してほしい部分は口頭で伝達してその場で修正し、確認し合った。

　いくらやっても減へらないバグシートとの格かく闘とうには段々嫌いや気けも差してきたが、同時に、確実に完成に向かっているという手て応ごたえはあった。

　さすがに、マスターアップの三日前に、画面が停止するという重大なバグを発見したときには肝きもが冷えたが……。

　それも、丸二日かけて龍之介が問題を潰つぶした。

「何が原因だったんだ？」

「リプレイ用のデータを蓄積したメモリの初期化が完全ではなかった」

「……」

　何を言っているのかさっぱりわからない。

「不要なゴミが溜たまって溢あふれたということだ」

　面倒めんどくさそうに龍之介は説明してくれた。それでも、やっぱりよくわからないものはわからない。だから、よくわかっている龍之介に任まかせておけばいい。

「とにかく直ったんだな」

「ああ。直った」

　そうした危機も乗り越えて、空太たちはついにその日を迎むかえた。




　二月の最終日。

　日が沈んだ頃に、空太の部屋には、空太、龍之介、リタ、伊い織おり、栞かん奈なが集まっていた。じっとパソコンの画面を見つめている。少しずつ増えていくライティングソフトのゲージに全員が注目していた。

　やがて、ゲージは満タンまで溜まる。一分ほどのクローズ処理が終わると、ディスクの焼き上がりを知らせるアナウンスが表示された。

　ディスクドライブのトレイが自動で開き、ゴールドカラーのＲＯＭを吐き出す。

　空太は震ふるえる手でそれを摑つかみ、プラスチックのケースに収めた。マジックで表面に『リズムバトラーズ　提出用マスター』と書き込む。

　その様子を、リタと伊織、栞奈は固かた唾ずを吞のんで見守っていた。龍之介だけは普段通りに見えるが、猫の頭を撫なでているので、だいぶ上じよう機き嫌げんなのかもしれない。

「これで、完成ですか？」

　最初に声を発したのはリタだ。

「ああ、完成だ」

「やった～！」

　伊い織おりが飛び跳ねる。

「はあ～、終わったんですね」

　栞かん奈なはへなへなと床に座り込んでいる。終わりの見えないテストプレイとデバッグ期間の疲れが一気に出たのだろう。

　安あん堵どの表情が見て取れた。

　空そら太たは体の奥底から来る、大きなうねりのようなものを感じていた。抑おさえようとしても抑え切れるものではない。爆発的で、暴力的で、何より最高に享きよう楽らく的な感覚。我慢などできるはずがなかった。我慢する必要もなかった。

「ああ～！　おわった～!!」

　両手を天に掲かかげるように伸びをする。そのまま、空太は後ろのベッドに倒れ込んだ。

「やれば、終わるんだなあ……」

　しみじみと感想がもれる。

「何を当たり前のことを言っている」

　龍りゆう之の介すけは素そっ気けない。

「そうは言うけどさ」

　正直、作業を進めれば進めるほど、本当に完成するのかわからなくなっていた。いくら作業をしてもバグシートは減へらず、むしろ、増えて行く一方……。なのに、カレンダーの日付だけは確実に一日ずつ減っていくのだ。時間は減るのに、作業は増えるという、恐ろしい体験をした。

「さすがに、三日前に停止バグが出たときには僕も焦あせったがな」

　ふんっ、と龍之介が鼻で笑う。珍しく表情が綻ほころんでいた。

「これでデバッグの日々ともお別れですね」

　リタが龍之介に向けて、ぱっと笑顔の花を咲かせる。

「龍之介、時間もあることですし、明日は私とデートをしましょう」

「何をバカなことを言っている」

「どこがバカなことなんですか？」

　むっとしたリタが龍之介に顔を突つき出す。龍之介はすかさず距離を取っていた。

「マスターアップをしたとは言え、まだ作業は残っているんだぞ」

「え？　そうなんすか!?」

　伊織はぎょっとしていた。栞奈の表情は凍こおり付いている。やっと解放されたと思ったら、まだ続きがあると言われたのだから、それも仕方がない。

「神かん田だも呆ほうけているのは今日だけにしろ」

「わかってるよ」

「本当だろうな？」

「発売までは時間がまだあるだろうから、デバッグを続けて、少しでもバグを減へらしておくべきだって言うんだろ？　タイトル審しん査さ会の結果をただ待つんじゃなくて」

　仰あお向むけに寝たまま、空そら太たは天てん井じように声を返す。

「わかっているなら問題ない」

「え～、まじっすか？　ちょっとくらい遊びましょうよ！」

「そうですよ、龍りゆう之の介すけ。リフレッシュも大事です」

　栞かん奈なは無言で頷うなずいている。

「却きやつ下かだ」

　それを、龍之介がぴしゃりとシャットアウトする。

「あのさ、赤あか坂さか」

　呼びかけのあとで、空太はゆっくりと息を吐はき出した。

　四人の視線が集まっているのは、見なくても気配でわかる。

「さすがに明日は休みにしないか？　今日までだいぶ無理してきたわけだし。伊い織おりとリタの言い分も正しいと思う」

　すると、今度は龍之介に視線が集中する。

「神かん田だが言うなら、一日くらいはいいだろう」

「やった～！　さすが空太先せん輩ぱい、愛してます！」

　万ばん歳ざいをした伊織は、そのまま空太に向けてダイブしてきた。

「うおっ、離れろ、伊織！」

　顔を押しのけて、ベッドの横に伊織を転がす。並んで仰向けになっていた。

「でしたら、龍之介、やはり明日はデートですね」

「神田は休みだと言ったんだ。話は正しく理解しろ」

「龍之介がデートをしてくれたら、私の疲れは癒いやされると思います」

「僕の精神的ストレスが溜たまるから却下だ」

　逃げるように龍之介が部屋を出ていく。もちろん、リタはしつこく追いかけていった。

「待ってください、龍之介～！」

　どたどたと足音が隣となりの部屋に逃げて行く。

「デートか～、いいっすねえ。俺もデートしたいです」

「私は、明日ゆっくり寝たいから」

　先回りして栞奈が釘くぎを刺す。

　それ以前に、一年生のふたりには、明日も平常通り授業がある。

「じゃあ、せめて、今日までがんばった俺を労ねぎらって、おっぱいを触らせてくれ！」

　力強くとんでもないことを言っている。前に、栞かん奈なの太ももがいいと言っているのを聞いた気がしたが、それとこれとは話が別なのだろうか。伊い織おりの思考はよくわからない。

　栞奈は電話帳のように分厚い開発機材のリファレンスを手に取ると、

「死んで」

　と言って、伊織の顔の上に落とした。

「ぎゃああああ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、伊織は白しら羽は取りで受け止めている。あれの直ちよく撃げきを受けたら悶もん絶ぜつでは済まなかっただろう。

「お前、なんてことを！」

　起き上がった伊織が文句を言おうとしていたが、栞奈はもう部屋から出て行っていた。

「ちょっとでいいからさあ」

　くじるけることなく伊織は栞奈を追いかけて行く。

「……」

　残ったのはベッドに寝た空そら太たと十匹の猫だけ。擦すり寄ってきたり、体に乗っかってきたり、続々と空太の周りに集まってくる。そのぬくもりを感じながら、空太は自然と目を閉じた。

　意識が体を離れていく。自覚している以上に疲れていたのかもしれない。その思考もすぐに途と切ぎれて、空太は引きずり込まれるように眠りに落ちていった。




　この日のさくら荘そう会議の議事録には次のように書かれている。

　──皆様、マスターアップ、おめでとうございます。お疲れ様でした！　書記・メイドちゃん




　　　　４




　翌日、空太が目を覚ましたのは午後二時過ぎだった。

　腹の上で寝ていたチビ白しろ猫ねこのさくらをどけて起き上がると、寝たりないと訴うつたえてくる重たいまぶたをこすりながらダイニングに顔を出した。

「……あれ？」

　違和感を覚えて周囲を見回す。やけに静かだ。天てん井じようを見上げて二階の気配も探さぐったけど、物音ひとつしない。

　その理由は、すぐにわかった。円卓の上に、メモ用紙が残されている。

　──マスターＲＯＭは、宅配便で送っておきました。美み咲さき、伊織、栞奈、龍りゆう之の介すけと一いつ緒しよにネズミの国の遊園地に行ってきます。リタより

　と綴つづられている。伊織はともかくとして、栞奈まで学校をサボりとは……。褒ほめられたことではないけど、栞かん奈なにとってはいい傾向のような気もする。

　下の方には、小さな文字で追伸もあった。

　──空そら太たもましろを誘さそってあげてください

　別に一いつ緒しよに遊園地に行けと言っているわけではない。いい加か減げん、仲直りをするようにリタは言っているのだ。いや、リタだけではなくて、たぶん、さくら荘そうの誰もが同じように思ってくれている。

　伊い織おりは日ごろから「空太先せん輩ぱい、椎しい名な先輩と別れたりしないですよね？」と、ストレートに尋たずねてくるし、栞奈からは「先輩がしっかりしてくれないと、私、諦あきらめがつかないんですけど」と、先日シナリオの打ち合わせをしたあとで言われてしまった。

　龍りゆう之の介すけは龍之介で、意い味み深しんな視線を向けてくることが多い。

　美み咲さきは毎日のように空太の部屋に遊びに来てくれているし、仁じんも定期的に聞いてもいない近況報告を電話やメールで伝えてきた。何かあれば、いつでも相談してこいと言ってくれているのだ。

　さらに、商店街を通れば、

「まだ、ましろちゃんとケンカしてるの？　ダメよ、早く仲直りしないと」

「そうだぞ、神かん田だの坊主。こういうのは謝あやまっちまったもん勝ちだ」

　などと、ナルセミートのおばさんや、魚屋のおじさんから何度も声をかけられた。

　みんなが気にかけてくれている。その気持ちに応こたえられるものなら早く応えたい。安心させてあげたい。空太自身にとっても、ましろとすれ違ったままでなんていたくはないのだ。

「……って、言われてもな」

　簡単に解決できるなら、もうとっくにしていた。できないから、二ヵ月間もずるずると重たい空気を引き摺ずっている。

「……」

　なんとなく空太の足は二階へと向いた。

　２０２号室。ましろの部屋の前で立ち止まる。

　小さく深呼吸をしてからノックを二回。

「……」

　返事はない。なくて当然だ。ましろは今もホテル住まいを続けている。ネットの盛り上がりもこの一ヵ月くらいで落ち着きを取り戻もどしていて、綾あや乃のからは「もうさくら荘そうに戻ってもいいと思ってる」と聞かされていた。だけど、ましろが「帰りたくない」と言っているらしいのだ。理由は空太がいるから……。

「開けるぞ」

　無意味な断ことわりを挟はさんでからドアを開けた。

　綺き麗れいに片付いた部屋。机やベッド、生活のあとはあるのに、体温を感じない。ましろを感じない。

　空くう虚きよな部屋を見ているのがなんだか辛つらくて、空そら太たは早々にドアを閉じた。

　一階に下りると、ダイニングで遅すぎる朝食を取った。ひとりぼっちの食事。それを十分程度で済ませて、顔を洗ってから部屋に入る。時刻は二時半を過ぎていた。

　特にやることはない。

「……学校に荷物でも取りに行くか」

　卒業まであと一週間。明日からまたゲーム制作の作業に戻もどるのだとしたら、のんびりとしていられるのは今日しかない。卒業式の当日に、机の中に置きっぱなしにしてある教科書全部を持って帰るのはみっともない。

　空太は制服に着替えると、

「いってきます」

　と言って、さくら荘そうを出た。




　学校までの道はゆっくりと歩いた。

　なんだか落ち着かない気分だった。

　この道を通うのが、あとは卒業式当日だけだからだろうか。

　それとも、あと一回しかスイコーの制服を着ないことに、今さら気づいたからだろうか。

「……」

　恐らく、そのどちらでもない。

　さくら荘から学校までの通学路を、ひとりで歩くことに慣れていないせいだ。

　いつも隣となりにはましろがいた。そう、いつもだ……。

　出会ったときには、無む茶ちや苦く茶ちやだと思っていたましろ……その存在は、二年という歳月を経へて、空太の日常になっている。側そばにいて当たり前。いないだけで、安心して通い慣れた通学路すら歩けない。

　そんな自分を、空太は心の中で笑った。

「あと一週間で卒業だってのに、こんな調子じゃまずいよな……」

　空に投げかけた言葉は、思っていた以上に、空太自身の胸に響いていた。




　学校にたどり着いたのは、一、二年生の帰りのＨＲが終わったあとの三時過ぎ。下校しようとする下級生の流れに逆らって校門を抜ける。放課後の騒がしい昇降口で上うわ履ばきに履き替えた。

　階段に向かう途中、部活に急ぐ野球部の集団とすれ違った。白い練習用のユニフォームは、胸や膝ひざ、お尻しりの部分が汚れている。彼らが卒業するまでに、きっと、さらに汚れは目立つようになる。遠ざかって行く後ろ姿すがたを見ながら、そんなことを思っていた。

　廊下ではモップを持った生徒が忙せわしなく駆かけ回っている。どこも賑にぎやかで活気があるのは、丁ちよう度ど、掃除の時間だからだ。

　それも二階まで。三年の教室がある三階に上がると、校内の雰ふん囲い気きはがらりと変わった。唐とう突とつに温度が下がった気がした。人の気配がまるでしない。先ほどまで聞こえていた喧けん騒そうも、遠くに感じる。その距離感が、余よ計けいに無人の廊下を物悲しく映した。

　三年一組の教室に入ると、その印象はさらに強くなった。ドアを開ける音が、やけに大きく響いていた。

　三十数個の机と椅い子す。誰も座っていない。見慣れたはずの教室なのに、どこか知らない場所に立っているような気分だった。

　でも、ここが三年生になってからの一年間を過ごしてきた教室……。

　奥へと進んで、窓まど際ぎわの後ろから二番目の座席を目指す。

　そこが空そら太たの席。

　遠慮がちに座る。自分の席ではないように感じた。机の汚れは覚えているし、中に詰つまった教科書は確かに空太のものなのに……。

　荷物を持ってさっさと帰るつもりだったが、空太はすぐに立ち上がれなかった。ぼんやりと黒板を見てしまう。何も書かれていない黒板。

　外からは部活の掛かけ声が聞こえてくる。

　目を閉じて、大きく息を吸い込んだ。ゆっくりと吐はき出していると、ドアの開く音が鼓こ膜まくを震ふるわせた。

「あ」

　誰かの声がする。空太に気づいたらしい。

　足音は静かに近付いてきて、空太の脇わきで立ち止まった。

「神かん田だ君」

　この声は知っている。心地ここちよくて聞き慣れた響き。今は少しだけ身構えてしまう音色。

　側そばに七なな海みがいると思って、空太は目を開いた。

「え!?」

　真っ先に驚きの声がもれた。机の脇に立って、空太の顔を覗のぞき込んでいるのは確かに七海だ。けれど、空太のよく知る七海ではなかった。

「誰!?」

「青あお山やま七海ですけど」

　目を細めて不ふ機き嫌げんそうに睨にらんでくる。

「あ、いや、そ、そうだ、青山だ。青山!?」

「動どう揺ようしすぎだと思う」

「い、いやいや、だ、だって、それ！」

　動揺するなと言う方が無理な話だった。

　記憶の中の七なな海みとは決定的に違う点がある。

　髪が短い。

　トレードマークだったポニーテールがない。

　ばっさりと短くなっている。
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「そんなに変かな」

　短くなった毛先を、七海が両手で触っている。まだ慣れていないのか、本人も落ち着かない様子だ。

「ち、違う、そうじゃなくて……髪が短い青あお山やまを見るのはじめてだったし」

「他に言うことは？」

　何かを求めるような発言。答えはすぐに導き出される。

「……似に合あってます」

「そういうこと、ましろ以外には言わない方がいいよ」

「今、明らかに青山が言わせたよね」

　完全な誘ゆう導どうだったと思う。

「それでも言ったらダメ」

「以後気をつけます」

「よろしい」

　両手を腰こしに当てて、七なな海みは笑った。

「だけど、どうして急に短くしたんだ？」

「私としては急でもないんだけどね」

「そうなのか？」

「去年、事務所への所属を決めるオーディションに落ちたあとで、気分転てん換かんに切ろうかなって思ってたんだけど……」

　泳いだ目が最終的に空そら太たを捉とらえる。

「どうしようか悩んでいるうちに、神かん田だ君に振ふられちゃったから」

「……」

　正直、なんて言葉を返せばいいかわからない。

「そのあとで切ると、失恋が理由みたいに思われそうで嫌いやだったの」

「で、しばらく切らずにいたわけか」

「わざわざ聞くほどの理由じゃなかったでしょ？」

「そうでもないけど……」

　短くなった髪に目が吸い寄せられる。

　これは見慣れるまで時間がかかりそうだ。

「じっと見ないでよ。恥ずかしいから」

「悪い」

「いいけど」

「どっちですか……」

　曖あい昧まいに笑った七海は、自分の座席に座った。空太の右みぎ隣どなり。真っ直ぐに黒板を見ている。空太も黒板を見み据すえた。この座席からの景色も見納めだ。

「この髪がまた元の長さに戻もどる頃には、私たち、あの頃みたいに戻れてるといいね」

　ぽつりと七海が呟つぶやく。難しいことは考えずに、ただ楽しくて一いつ緒しよにいられたあの頃……。無む邪じや気きでいられたあの頃……。自分の気持ちを胸に秘め、自分の気持ちに気づいていなかったあの頃……。

「たぶん、それは無理だと思う」

「……」

　隣から無言の緊きん張ちようが伝わってきた。

「きっと、もう元には戻れないんだよ」

「……そっか」

「戻れない。戻れないようにできてるんだと思う。一週間後には、俺たちがスイコーを卒業して、もう高校生には戻れないようにさ」

「……うん」

「戻もどれないから、前に進むんだよ。忘れるわけでもなくて、乗り越えるわけでもなくて、思い出に変えていくわけでもなくて……どうすればいいのかも、それをなんて呼べばいいのかもわからないけど……あの頃とは違っても、あの頃に負けないくらい最高だって言える日々が進んだ先にあるんだって信じるしかない」

　七なな海みの反応が気になって横目に映すと、笑うのを必死に我慢していた。

「それでこそ神かん田だ君だね」

「どういう意味だよ、それ」

「諦あきらめが悪い」

「……なるほど」

「ちょっと暑苦しいし、聞いてて恥ずかしいことを平気で言えちゃう」

　目の端はしに溜たまった涙なみだを七海が拭ぬぐっている。そんなにおかしいことを言っただろうか。

「冷静に感想を言うのはやめてくれますか？」

「けど、だから、信じることができる」

「それは褒ほめてる？」

「どうだろう」

「違うのか……」

「でも、だからこそ、神田君の周りには人が集まるのかもね。変わった人が多いけど。神田君も変わってるからいいのかな」

「俺はいたって普通だと思います」

　それを七海は笑って聞き流している。空太のことを普通だなんて思っていない顔だ。そう確信している顔だ。

「それはそうと、神田君は学校でひとり寂さびしくなにやってるの？」

「置きっぱなしだった教科書を取りに来て……あとはなんとなくだよ」

「卒業が近いからたそがれてたんだ？」

「ま、そうなるのかな……」

「あとは、ましろのこと？」

「っ!?」

　七海の不意打ちに、喉のどが詰つまった。げほげほと咳せき込む。

「ネットで話題になってたでしょ？」

「ああ、そっちか」

「あと、学校内では、神田君と上う手まく行ってないって噂うわさ流れてる。破は局きよく寸前だって」

「噂も当てになるんだな……」

「何があったの？」

「……青あお山やまからその話題振ふってくるのかよ」

「私だって、できたら振ふりたくない」

　半分は冗談。半分は本気の目だ。

「……ごめん」

「謝あやまることはないけど」

「青あお山やまにまで心配かけてるんだな、俺……」

「私にまで？」

「最近、みんながやさしくて」

「なにそれ？」

　くすっと七なな海みが笑い声を上げる。

「あえて、何も言ってはこないけど、美み咲さき先せん輩ぱいは毎日遊びに来てくれるし、仁じんさんも連絡くれて……何なに気げに赤あか坂さかもよく『大丈夫なのか？』って聞いてくるんだよ。伊い織おりと栞かん奈なさんも、気にしてる。商店街でも早く仲直りしろって言われて」

「みんな、神かん田だ君とましろのこと放っておけないんだね。神田君がみんなを放っておけなかったから、みんなも放っておけないんだよ」

「……そうだったら、すげえうれしいな」

　繫つながっていると思える。心配とか、気を遣つかっているとかじゃなくて……もっと別の気持ちがそこにはあるんだとわかるから。

　無む償しようの想い。その人のことが好きだから、大切だから……たったそれだけで気持ちと体は動き出す。損そん得とく勘かん定じようなんか存在しない純粋な気持ちだ。

「ケンカの原因はなに？」

「それが……」

　促うながされるまま言いかけた言葉を、空そら太たは途と中ちゆうで吞のみ込んだ。

「……」

「……神田君？」

　前かがみになった七海が、不ふ思し議ぎそうな顔で覗のぞき込んでくる。

「やっぱり、青山に相談するのはダメだろ……」

「……」

「無神経すぎる」

「神田君、成長したんだ」

　七海は驚いた顔で空太を見ていた。

「素すで驚くのはやめてくれますか」

「でも、それなら、最初からましろの話題なんて口に出させないでほしかったな」

　完全にため息交まじりだ。

「うっ、まあ、そうなんだけど……」

「そこまで気が利きいたら、それはそれで神かん田だ君じゃないかもね」

「酷ひどいな」

「ましろとは大丈夫なの？」

　大丈夫とは言い切れない。だいぶ、危ないと思う。けど、それこそ七なな海みに言うべき話ではない。

「なんとかしようと思ってます」

「具体的には？」

　ごまかそうとした返事に、鋭い追及の言葉が突つき刺さる。

「……」

　とっさには何も名案は出てこなかった。ここで出てくるくらいなら、さっさと解決している。

「ノープランなんだ」

「返す言葉もない」

「はあ……」

　七海が盛大なため息をもらす。呆あきれ返っている。それでも、再び空そら太たに向けられた七海の表情は晴れやかだった。

「助けるのは、今回だけだからね」

「え？」

「今日、ましろは？」

　疑問には質問が返って来た。

「ホテルで原稿やってると思うけど？」

　空太の疑問は置き去りにして、七海は鞄かばんからケータイを取り出した。アドレス帳を呼び出したかと思えば、さっさと誰かに電話をかけている。

　相手は誰だろうか。今の会話の流れから判断すると、ひとりしか思い当たらない。

「あ、ましろ？」

　予想は見み事ごとに的中した。

「お、おい、青あお山やま！」

　小声で呼びかける。でも、七海は知らん顔だ。

「今ね、学校の教室で神田君と一いつ緒しよなの。ふたりきりなの」

　意い味み深しんにそう告つげている。空太の心臓はどくんと脈打った。何を言ってくれているのだろうか。

「あのね、ましろ」

　電話の向こうで、ましろはどう反応しているのだろうか。

　今は黙だまって成り行きを見守るしかない。

「ましろがいらないって言うなら、神田君は私がもらうからね」

「っ!?」

　七なな海みがケータイを耳から離す。通話を終えて鞄かばんにしまっていた。

「はあ～、緊きん張ちようした」

　胸に手を当てた七海が深呼吸をしている。

「慣れないことはするものじゃないね」

　悪役を演じたことが照れくさいのか、七海はごまかすように笑っていた。

「ましろが来たら、ちゃんと話をしてね」

「あいつ、来るかな」

　自信はない。今日も漫まん画がの作業をしているはずだ。それに、はっきりと会いたくないと言われている。さくら荘そうに帰ってくることも拒否しているのだ。

「来るよ」

　空そら太たとは対照的に、七海の言葉には力があった。

「絶対に来る」

　念を押すように繰り返す。

「どうして、そう言い切れるんだ？」

「もし、立場が逆で、ましろにそんなこと言われたら……私は不安で不安で仕方なくなる。神かん田だ君のことしか考えられなくなる」

　やさしくて、でも、少し切せつない笑みがそこにはあった。

「青あお山やま……」

「だから、来るよ」

「ああ……」

「さてと……悪者は消えるね」

　七海は席を立ち、鞄かばんを肩にかける。

「あ、そうだ」

「ん？」

「神田君がましろと別れても、私は神田君と付き合ってあげないからね」

　空太の知らない大人おとなびた笑みだった。

「お、おう」

　七海の表情に、空太は面めん食くらっていた。

「だからね、神田君……」

　そこから先は言葉にされなくてもわかる。七海に言わせてはいけないと思った。

「ちゃんとましろを捕つかまえておくよ」

　一いつ瞬しゆんだけ七海が目を見開く。だけど、すぐにやわらかい表情を見せた。

「わかってるならいいの。じゃあ、またね」

「ああ、また」

　少しだけ急いだ足取りで、七なな海みは教室を出て行った。




　西の空が赤く染まりはじめている。

　その様子を空そら太たは教室の窓から見るとはなしに見ていた。

「ほんとに来るかな……」

　七海は絶対に来ると言っていたけれど、空太は確信を持てずにいた。

「そもそも、ひとりで来られるのか？」

　自みずから呟つぶやいた問いかけに、「無理だろうな……」と心の中で答える。

　待っていても無駄なのではないだろうかという思いは、時計の針が一分一秒を刻きざむたびに強くなっていく。

　すでに四時半を回った。電話の直後にホテルを出て、タクシーを飛ばしてくれば到着してもおかしくない。だけど、がむしゃらになっているましろの姿すがたは想像すらできなかった。

　そんなことを考えていると、廊下の方から何か聞こえた気がした。

「……」

　耳を澄ませる。

　誰かの足音だ。

　空太がいる三年一組の方へと駆かけてくる。

　弾はずむ息遣づかいまでもが聞こえた。

　ましろのわけがない。激しく息を切らせて走るましろの姿すがたは想像できない。

　だから、近づいてくる足音は違うと空太は自分に言い聞かせた。期待をすれば、あとでショックも大きいから。

　それでも、足音の接近に比例して、期待は膨ふくらんでいく。そんなわけはないと思いながら、聞こえてくる息遣いを空太は熱心に拾っていた。よく知っているものに思えたのだ。

　それが、もうすぐそこまで来ている。

　足音がドアの前で立ち止まった。

　次の瞬しゆん間かん、

「空太！」

　という呼びかけと共に、ドアが勢いよく開いた。

　吸い込まれるように、空太は廊下の方を見ていた。

「はあ……はあ……」

　ドア口にましろがいる。

「はあ……はあ……はあ……」

　髪を振ふり乱して、苦しそうに呼吸を繰り返している。

「はあ……」

　体を起こしているのが辛つらいのか、両手を膝ひざに当てて、肩で息をしていた。

「ましろ……」

　名前を呼ぶと、ましろが顔を上げた。その瞳ひとみは空そら太たを捉とらえる。でも、すぐにその目は教室内をさまよった。

「……」

　ましろは不ふ思し議ぎそうな顔をしていた。

「七なな海みは？」

「帰ったよ」

「そんな……」

　絶望的な呟つぶやきをもらして、ましろがその場にへなへなと座り込む。

「お、おい、大丈夫か？」

　席を立った空太はドア口にいるましろに駆かけ寄った。手を差し伸べるけど、ましろは摑つかんでこない。

　代わりに、今にも泣きそうな瞳ひとみで空太を見上げてきた。

「空太、もう七海に取られちゃったの？」

　何を言うのかと思えば、そんなことだった。

「取られてない」

「ほんと？」

　身を前に乗り出してくる。

「ほんとだ」

「噓うそじゃない？」

　さらに前のめりになっている。必死な姿すがた……。

「噓じゃない。俺はどれだけ信用ないんだよ」

「だって、クリスマスからずっと……その前もずっと、わたし、空太の恋人できてなかった……」

「そんなことない」

　嫌いや々いやをするように、両手で耳を塞ふさいだましろが首を左右に振ふる。

　その手に、空太は両手を重ねた。

　びくっと体を震ふるわせたましろが顔を上げる。

「ましろ」

「……なに？」

　警けい戒かいしたような眼まな差ざしは不安の色に染まっている。

「今からデートしよう」

　突然の提案に、ましろはきょとんとしていた。

　それでも、何度か目をぱちくりとしたあとで、

「わたしもデートしたい！」

　と言ってきた。

「あ、でも……わたし」

　照れたように、ましろがぼさぼさの髪を気にする。よく見ると、服装もなかなか酷ひどい。パジャマの上にコートを羽は織おっただけだ。

　ましろの無む防ぼう備びな姿すがたは誰にも見せたくないので、空そら太たはコートの前ボタンを全部閉じた。これで、コートの中がパジャマだとはわからない。下はズボンなので、外出をしてもギリギリセーフと言ったところだろうか。近所のコンビニくらいは余裕で行ける。

「ったく、なんて格かつ好こうで出てきたんだよ」

　乱れた髪は、空太が手で押さえて直してあげた。

「だって、空太を取られちゃうと思ったから」

「ほんと、俺、信用ないのな」

　空太はましろの手を握にぎると、「よっ」と掛かけ声をかけて立ち上がらせた。そして、手を握ったままでましろを廊下に連れ出す。

「空太、どこに行くの？」

　質問には答えずに、空太はましろの手を引いて歩き出す。

　三年一組の前から真っ直ぐに伸びた廊下。その一番奥……突つき当たりにあるのはましろが在ざい籍せきする美術科の教室だ。

「ましろがさくら荘そうに来てから、俺は放課後になると毎日この長い廊下を歩いたんだ」

「……」

「ましろを迎むかえに行くために」

「何度かはわたしが迎えに行ったわ」

「五回くらいだろ？」

「六回は行った」

「そこ、こだわるところか？」

「大事なことよ」

　美術科の教室の前まで来ると、ドアの外から中を見る。

「でも、だいたい、お前はいないんだよな」

　午後の授業は殆ほとんど実習だ。別べつ棟むねの美術室に残っていることが多い。道具の片づけをしていたり、まだ絵を描いていたり……。

　教室の中には入らずに、空太はその足を別棟に続く渡り廊下の方へと向けた。

「最初の頃は、結構、ここ歩くのも緊きん張ちようしたんだよな」

　ましろの目が続きの言葉を待っている。

「俺ら普通科の生徒は、あまり来ないからさ」

　別べつ棟むねは主に芸術科の実習で使う場所なのだ。二階は音楽科のピアノ練習室がずらりと並び、三階はましろたち美術科のホームタウンである広い美術室。

「芸術科の知り合いなんて美み咲さき先せん輩ぱいくらいだったし、『なに、普通科のやつが入ってきてるんだよ』とか思われるんじゃないかと思ってた」

　スイコーの音楽科、美術科の受験倍率は非常に高い。入学した時点で、狭せまき門を突とつ破ぱしてきたその道のエリート。普通科の自分とは違う世界の人種だと勝手に壁を作っていたのだろう。

　話をしているうちに、美術室に到着した。

　ドアを開けて中に入る。

　夕日が教室を赤く染めていた。

　あの日と同じだ。ましろに告白されたあの日と……。

「ましろはいつもカンバスの前にいたよな」

「ここは絵を描く場所よ」

　イーゼルに立て掛かけられた誰かの絵。それを見ながら、さらに言葉をもらす。

「目の前の絵に集中して、脇わき目めも振ふらずにさ」

「そうでもないわ」

「そうなのか？」

「空そら太たのこと考えた」

「……」

「空太が来るのを待ってた」

「そっか」

「その時間が、わたしは好きだった」

　あたたかい気持ちになる。知らなかったましろの気持ちに心が温まる。だけど、同時に今はわからないと言われているのだということに空太は気づいていた。それでもなお心はぽかぽかとしている。




　美術室をあとにした空太は、ましろの手を引いて一階に下りた。下げ駄た箱ばこで靴に履はき替えて校門を目指す。ずっと手は繫つないだままだ。部活動に精せいを出している後こう輩はいたちに見られても気にしなかった。

「空太」

「ん？」

「みんな、見てるわ」

　ましろの視線は繫がれた手に注がれている。

「どうせ、もうすぐ卒業だし、ちょっとくらい噂うわさになってもいいだろ」

　次に空そら太たが学校にやってくるのは、卒業式の当日だ。

　返事の代わりなのか、ましろが肩を寄せてくる。

「ん？」

「もうすぐ卒業よ。噂うわさになっても問題ないわ」

「そうだな」

　笑いながら校門をくぐると、目の前に停車しているタクシーを発見した。何やら運転手さんは困ったように右う往おう左さ往おうしている……と思ったら、空太を見て駆かけ寄ってきた。

「ああ、よかった。戻もどってきてくれて」

　正確には、ましろに用事があったらしい。

　その内容は聞かなくてもわかった。ましろがこんなにも早く、しかも正確にスイコーに来られた理由を考えれば、おのずと答えにたどり着く。

「あの、いくらですか？」

　財布さいふを出しながら尋たずねる。

　車内の料金メーターは、約一万五千円を叩たたき出していた。

　当然、そんな大金、空太の財布には入っていない。これはさくら荘そうまで一いつ緒しよに来てもらうしかなさそうだ。

「わたし、あるわ」

　ましろがコートのポケットから一万円札を三枚取り出す。

「どういうこと!?」

「綾あや乃のが何かあったとき用にって……前にくれたの」

「そうじゃなくて、お金持ってるなら払えばいいだろ！」

　運転手さんも同意するように頷うなずいている。

「買い物はひとりでしたらダメって前に空太が言ってた」

「運うん賃ちんを払うのは買い物じゃないし、なんでこういうときだけ言いつけを守るかな……」

　二万円を運転手さんに渡す。すぐにおつりをくれた。

「では、私は、これで」

　一礼してから、運転手さんは車を走らせた。後ろ姿すがたが見えなくなるまで、なんとなく見送る。

　そのタイミングで今度はケータイが鳴った。ポケットから出す。

　綾乃だ。

「はい、かん……」

　神かん田だですと言おうとした空太に被かぶせて、

「神田君!?」

　という、緊きん迫ぱくした綾乃の声が鼓こ膜まくを刺激する。

「椎しい名なさん、そっちに行ってない？　今、ホテルに顔を出したらいなくて……フロントで聞いたら一時間くらい前に出て行ったって言うし」

「今、一いつ緒しよです。電話、代わりますね」

　ましろにケータイを差し出す。

「綾あや乃の？　……うん、そう。ごめんなさい。うん……うん……うん……」

　三分ほど話したあとで、ましろは電話を切った。

「怒られたわ」

「勝手に出てきたんだから当たり前だろ」

　ケータイを受け取りながら、呆あきれた声で答える。

「でも、もう帰ってこなくていいって」

「飯いい田ださんが？」

「空そら太たと一緒にいるようにって言ってた」

「……そっか」

　ネットの盛り上がりもだいぶ落ち着いている。最近では、ましろ個人のことよりも、作品の内容についての書き込みの方が増えていた。

　それに、一週間後には卒業だ。

　今は自由登校中で学校に行く必要もない。

　元々、先月の半なかばには、もう戻もどってもいいだろうというジャッジを綾乃は下していた。いい機会だと思ったのかもしれない。




　もうじき日が暮れる。夜が来るその前に、空太とましろは駅前に来ていた。芸げい大だい前まえ駅。名前とは裏うら腹はらに大学までは十分以上歩かないとたどり着けない駅……。

　帰っていく学生と、帰って来た学生の姿すがたが多い。買い物袋を下げた主婦も目立つ。帰宅したら夕食の準備をするのだろう。

　空太は誰も座っていないバスロータリーのベンチの前に移動した。

　ましろだけを座らせて、見上げてくる視線を正面で受け止める。

　手は繫つないだままだ。ましろが伸ばしてきたもう一方の手も摑つかんだ。

「ましろ、覚えてるか？」

「空太とはじめて会った場所ね」

　あの日は、千ち尋ひろに無理やりおつかいを頼まれた。従い姉と妹こが来るから迎むかえに行ってこいと言われて……。渡された写真は十年前のものだったから、てっきり小さな女の子がやってくるのだと空太は勘かん違いをしていた。

「絶対に電車で来ると思ったのにさ」

　ましろはロータリーに停車したタクシーから現れた。

「タクシーは便利よ」

　その姿すがたを目にした瞬しゆん間かん、体に電気が走ったみたいだった。

「あのときは、俺、何も知らなかった」

　知らなくて当然だ。千ち尋ひろからは何も聞かされていなかったのだから。

「ましろが天才画家だってことも。とんでもない生活破は綻たん者だってことも。漫まん画が家を目指してるってことも……何も知らなくて、とにかく綺き麗れいな女の子だなあと思って、見み惚とれたんだ」

「……」

「きっと、その時点で、俺はましろのことを好きになってたんだろうな」

　そして、それは、多くの同世代の男子にとって、共通する感情だったのだと思う。かわいい女の子に目と心を奪うばわれる。単純な話だ。

　ただ、空そら太たにとってはそれだけでは済まされなかった。ひとつ屋根の下で暮らすという幸運が舞い込んできて状況は一変した。

「ねえ、空太」

「なんだ？」

「わたし、空太が好きよ」

「ああ……」

「空太が大切」

「うん……」

「漫画も大事」

「知ってるよ」

　ずっと側そばで見てきた。誰よりも絵の才能を持ちながら、誰よりも努力を惜しまないましろの背中をずっと追いかけてきた。

「描くことがわたしなの」

「それも知ってる」

　絵を描くことは生きること。ましろに対しては、少しも大げさな言葉だとは思わない。まさにその通りだと空太は思っている。

「空太の夢も叶かなってほしい……」

　ましろの声のトーンがかすかに落ちた。

「でも、わたしから空太を取らないでほしい」

「ああ……」

「この気持ちは変えられないわ」

　握にぎった手には力が込められていた。

「わかってるよ」

「全部、空太がくれたもの」

「……」

「全部、空そら太たへの好きがくれたものだから……どうやって諦あきらめればいいかわからない」

「ああ」

「何ひとつ諦められないわ」

「なら、全部、持っていこう」

　両手を引っ張って、ましろを立ち上がらせる。

「空太？」

「捨てられないなら……選べないなら……諦められないなら、今は全部持っていくしかないだろ」

「持ちきれなくても？」

「持ちきれなくても……きっと、いつかは持てるようになると思うんだ」

「いつかは……」

　自分に問いかけるような呟つぶやき。一度閉じた目を開くと、ましろは真っ直ぐに空太を見つめてきた。それから、

「そうね」

　と言って笑ってくれた。




　三月一日。

　この日のさくら荘そう会議の議事録には次のように綴つづられている。


　──龍りゆう之の介すけとのデートはとても楽しかったです。書記・リタ・エインズワース

　──デートじゃない。追記・赤あか坂さか龍之介

　──むき～！　ネズミの国の遊園地で龍之介様とデートだなんて、まじで許すまじです！　追記・メイドちゃん

　──だから、デートじゃない。追記・赤坂龍之介

　──平日だと結構空すいてるんすね。学校サボって行ってよかったです。追記・姫ひめ宮みや伊い織おり

　──それなりに楽しかったです。追記・長は谷せ栞かん奈な

　──あれで、『それなり』か？　お前、耳の付いた帽子かぶって、ノリノリだったじゃん！　追記・姫宮伊織

　──帽子は美み咲さきさんが無理やりかぶせてくるから仕方なくよ。追記・長谷栞奈

　──では、証しよう拠こ写真で検証しましょう。お城の前で撮とった写真を貼っておきますね。追記・リタ・エインズワース

　──栞奈、ノリノリね。わたしも行きたかったわ。追記・椎しい名なましろ

　──よ～し、それじゃあ、明日はネズミの海の遊園地にれっつらご～！　そんでもって、ましろん、おかえり！　追記・三み鷹たか美咲

　──ただいま。追記・椎名ましろ

　──最近、議事録の日記化が酷ひどいな！　追記・神かん田だ空そら太た






　　　　５




　それから、卒業式までの一週間は穏おだやかなものだった。

　さくら荘そうの２０２号室に戻もどってきたましろは、以前と変わることなく漫まん画がの執しつ筆ぴつに静かな情熱を燃やし、空太はマスター版の『リズムバトラーズ』に不具合が出ないか、テストプレイを緩ゆるやかに続けた。

　仲直りをしたと言っても、急にデートに明け暮れたり、ずっと部屋でイチャイチャしたりすることはなかった。

　ただ、ありふれた時間を共に過ごす。毎日、一いつ緒しよにご飯を食べて、寝る前には「おやすみ」と言って、朝は「おはよう」と笑顔で挨あい拶さつを交かわした。時々は、クロッキー帳を持ったましろが部屋に来て、黙もく々もくとネームの作業をしていた。あとは、一度だけふたりで商店街に買い出しに出かけたくらいだ。

　どちらから言い出すわけでもなく、望むわけでもなく、自然とそういう距離を保っていた。今の空太とましろにとって、一番居い心地ごこちのいい付き合い方だったのだと思う。

　それは、付き合う前と変わらない距離。

　無理をせずに自然体でいられた。

「空太」

「ん？　なんだ？」

「呼んでみただけ」

「なんだよ、それ」

　意味などないけど、無意味でもないやり取り。そんなことを毎日のように何度も繰り返した。不ふ思し議ぎと笑みが溢あふれる。恐らく、この期間が、ましろと恋人同士になってから、一番多く笑っていたと思う。

　そうして……小さな幸せに包まれながら、高校生活最後の一週間は過ぎて行った。




　三月八日。卒業式当日。

　まだ肌はだ寒ざむさの残る中、空太やましろを含ふくんだ三年生の卒業式は定てい刻こく通りにはじまった。

　体育館に集まった全校生徒約千人と多くの教職員、学校関係者が固かた唾ずを吞のんで見守る中、開式の辞が厳げん粛しゆくな空気を震ふるわせる。

　卒業式のプログラムは、静かな雰ふん囲い気きの中でつつがなく進行していった。去年とはまるで違う。予定外の生徒が答辞を読むといったハプニングは起こらない。それが普通だ。

　ただ、さくら荘そうの生徒ということで警けい戒かいはされているようで、式の最中、一部の教師がちらちらと空そら太たの方を見てきた。周囲の生徒からは、「今年は何もしないのか？」と、期待交まじりの視線を向けられる。

　そのどちらも、空太は気づいていないふりでやり過ごした。

　一応、弁解をさせてもらうと、去年の騒動を起こした張本人は美み咲さきと仁じんだ。

　当日、その瞬しゆん間かんになるまで、美咲が答辞を読むことなど、空太たちだって知らされてはいなかったのだから。驚いたのは空太たちも同じだし、むしろ、さくら荘そうで一いつ緒しよに暮らしていたからこそ、余よ計けいに驚かされた。

　何事もなく答辞が終わると、教師の列からはほっとした空気が流れてくる。だいぶ、去年のことがトラウマになっているらしい。少し申し訳ない気持ちになる。

　記念品の贈ぞう呈ていが終わり、卒業式もいよいよ終わりが近づいてきた。式歌の斉せい唱しようが終われば、あとは閉式の辞があって、空太たち卒業生は退場する。

　音楽科の生徒たちが演奏の準備に入る。

　その中に、空太は見慣れたもじゃもじゃの頭を見つけた。伊い織おりだ。ひとりだけピアノの前に進み出る。深呼吸をひとつしてから椅い子すに座ると、鍵けん盤ばんに手を添えた。

　会場がわずかにざわついている。皆が知っているのだ。音楽科の一年生が入学からわずか三ヵ月で大事な腕を骨折したことを……。それが演奏家としては、致命的な大ケガだったことを……。だからこその動どう揺ようだった。

　それを遮さえぎるように、指揮者がタクトを掲かかげる。一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくのあとで、伴奏が流れ出した。全校生徒による合唱が曲に乗る。

　最初は、伊織が弾ひき間違えるのではないかと思ってハラハラさせられた。

　奏かなでられる音色を聞いているうちに、その不安は消えていく。生き生きとピアノを弾く伊織の姿すがたを見ているうちに、空太は安心感すら覚えていた。

　技術的なことを言えば、きっと他の音楽科の生徒の方が上じよう手ずに弾くのだろう。

　その道のプロが聴けば、まだまだの演奏なのかもしれない。

　だけど、空太にとっては最高にうれしい後こう輩はいからの贈り物だった。

　式歌の斉せい唱しようが終わると、会場には拍はく手しゆが沸わき起こった。

　ピアノを弾き終えた伊織に対する賞賛だ。復活を祝福する拍手だった。

　本当に大変なのはこれから先だと思うけど、きっと伊織なら大丈夫だと思って、空太は誰よりも大きく手を叩たたいた。

　調子に乗った伊織が両手を挙あげて応こたえている。直後、音楽科の先生に「調子に乗るな」と言われて、首根っこを摑つかまれていた。

「ぐへっ！」

　と、情けない声を近くのマイクが拾っている。

　会場には笑い声が上がっていた。

　空そら太たも声を上げて笑った。龍りゆう之の介すけは苦笑して、七なな海みは涙なみだぐみながら微笑ほほえみ、リタは伊い織おりに手を振ふっている。ましろはやさしい眼まな差ざしを伊織に送っていた。

　それ以外は、目立った事件も起こらずに、卒業式は無事終了した。




　式のあとで教室に戻もどった空太たちは、正しよう真しん正しよう銘めい、最後となるＨＲに身を置いた。

　担任の白しろ山やま小こ春はるの挨あい拶さつは、途中から涙でぐちゃぐちゃになっていて、半分ほどは何を言っているかわからなかった。

　それでも最後には、

「みんな、卒業おめでとう！」

　と笑顔を見せた。もらい泣きをしている女子生徒が何人もいる。隣となりの席の七海もそのひとり。卒業式を終えてから、ずっとぐずぐずと鼻を鳴らしていた。

「それじゃあ、青あお山やまさん、お願い」

「はい。起立……礼！」

　出席番号一番の七海がよく通る声で号令をかける。自然と「ありがとうございました」と全員の声が揃そろった。

　小春を囲んで記念撮影をはじめるクラスメイトもいれば、親しかった友達同士で卒業アルバムに寄せ書きをしているクラスメイトもいる。

　黒板にお別れのメッセージを書き残すクラスメイトもいた。高校生活に対する感謝もあれば、春にこの教室にやってくる後こう輩はいたちへ送る言葉なんかも綴つづられている。あとは、告つげられなかった誰かへの想い……。

　誰もがすぐに帰ろうとはしない。別れを惜おしんでいる。連絡を取り合えば、この先も会うことはできる。ケータイに友達の番号とアドレスは登録されているはずだ。けれど、学校に来ればいるのが当たり前だった今までのようにはいかない。それがわかっているから、なかなか教室を出て行けないのかもしれない。

　しばらくはそうした卒業の余よ韻いんに浸ひたっていた空太だったが、

「神かん田だ、そろそろ行くぞ」

　と、龍之介に声をかけられて席を立った。

「ああ……」

　今日はまだ大事な案件が残っている。

　タイトル審しん査さ会に挑いどんだ『リズムバトラーズ』の結果。

　もうすぐ出ることになっている。

　龍之介とふたりで向かったのは屋上。

　ドアを開けて外に出ると、すでに、ましろ、リタ、伊い織おり、栞かん奈なが揃そろっていた。

　なんとなく円になって座る。並びはさくら荘そうのダイニングに座るときと一いつ緒しよになっていた。時計回りに、栞かん奈な、伊い織おり、龍りゆう之の介すけ、空そら太た、ましろ、リタの順番だ。

　その中央に、空太はケータイを置いた。

　時刻は十一時になろうとしている。審しん査さ会は十時スタートだと戸と塚つかから聞かされているので、そろそろ結果が来てもいい頃だ……。

「鳴らないっすね」

　落ち着かない様子で伊織がそう口にした瞬しゆん間かんだった。

　ケータイのディスプレイに光が灯る。表示されているのは、いつも戸塚が連絡をくれる会社の固定電話のナンバー。

「……」

　一同に緊きん張ちようが走った。

　空太は平常心を保ってケータイに手を伸ばす。静かに息を吸い込み、通話ボタンを押して耳に当てた。

「はい、神かん田だです」

「審査会、通過しました！　おめでとうございます！」

　聞こえてきたのは、興こう奮ふんした戸塚の声。

　名乗ることを忘れているし、お決まりの挨あい拶さつもなかった。

　一瞬遅れて、空太の体を歓かん喜きが稲いな妻ずまとなって貫つらぬく。全身がぶるっと震ふるえ、体の中心に爆発的なエネルギーが溜たまって行く。かと思えば、今度はその熱を外に放出しようと全身の毛穴が大きく開いた。

　何か叫びたいけど声が出ない。開いた口からはわずかに息がもれるだけ。早くこの気持ちをみんなに伝えたい。なのに、何も言えなかった。

　だから、集まっていた視線……龍之介、リタ、伊織、栞奈、それとましろに向かって、空太は目を見開いたまま力強く頷うなずいた。

「よっしゃ、きた～！」

　伊織が空に向かって飛び上がる。全身で喜びを表現している。

　その隣となりで、栞奈は安心したように大きく息を吐はいていた。

　リタは手を叩たたいたあとで、ドサクサに紛まぎれて龍之介に抱きつこうとしていた。標ひよう的てきにされた龍之介は事前に危険を察知して、空太の陰かげに隠かくれている。

　ましろは小さな声で、

「おめでと」

　と言ってくれた。

　もう一度……今度はましろにだけ向けて空太は頷いた。

「神かん田ださん？」

「あ、はい、聞いてます。すいません。チームのメンバーが側そばにいて……とにかくありがとうございます」

「早速ですが、明日の午後三時から打ち合わせに来られますか？　商品化に向けた段取りを決めていきましょう」

「わ、わかりました。大丈夫です」

　今さらのように声が震ふるえた。体はがくがくと大きく揺ゆれている。夢だったらどうしようと怯おびえていた。

「また忙しくなりますよ」

「がんばります」

「それと、今まで以上に楽しくなると思います」

　戸と塚つかの声は軽やかだった。

「はい！」

　もう空そら太たの心は喜びと楽しさで満ちている。

「それでは引き続きよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　電話が切れる。大きく息を吸い込んで、ゆっくりと吐はき出した。ケータイをしまう。

「神かん田だ」

　顔を上げると、龍りゆう之の介すけが遠慮がちに手を差し出してきた。

　ぐっと込み上げてくる感情のままに、空太はその手をパンと強く叩たたいた。手のひらが痺しびれる。けど、その痺れは、これが現実であることを、空太にはっきりと教えてくれた。

　さわやかな祝しゆく砲ほうは空に気持ちよく広がって行く……。




「それでは、こーはいくんとましろんとドラゴンとりったんの卒業と、『リズムバトラーズ』のタイトル審しん査さ会突とつ破ぱを祝して～、かんぱ～い！」

「かんぱ～い!!」

　その日の夜、さくら荘そうの食卓には当然のように鍋なべが鎮ちん座ざしていた。壁には『祝・卒業』と書かれた垂たれ幕まくと、なぜだか『常勝』と書かれたシーツが貼はり付けられている。テーブルに並んだ料理もそうだが、全部美み咲さきが準備してくれたものだ。

　テーブルを囲んでいるのは全部で九名。さくら荘の現住人である空太、ましろ、龍之介、リタ、伊い織おり、栞かん奈な、千ち尋ひろに加え、お隣となりにお住まいの美咲と、空太の妹である優ゆう子こまで参加している。

「いや～、めでたいね～。鯛たいがおいしいよ！」

　美咲はいつも以上に上じよう機き嫌げんだ。

　心の底から空太たちの卒業と、タイトル審査会の突破を喜んでくれているのがひしひしと伝わってくる。

「伊い織おりのピアノ、感動的でした」

　リタがカニを剝むきながら話を振ふる。

「もうすっかり腕はいいんですね」

「あれくらいは、ちょっと練習すれば余裕ですって」

　伊織が照れたように笑う。

「先せん輩ぱいたちが自由登校になってから、学校でこっそり猛練習してたのは誰だったかしら」

　しれっと栞かん奈ながそう口にする。

「それ秘密にしてって、俺言ったよね？」

「言ってほしいという振りかと思ってた」

　素そ知しらぬ顔で、栞奈はそんなことを言う。これは絶対にわざとだ。

「お前ね……」

　恨うらみ節ぶしの伊織を無視して、栞奈はさらに続けた。

「ピアノの伴奏も、先生に何度も頼んでやらせてもらえたんですよ。最初はだいぶ渋しぶい顔をされていました」

「うっ」

　知られたくなかったのか、伊織はカニを食べるのに夢中になってごまかしている。

「あ、そうそう、神かん田だ妹」

　ビールの缶かんに口をつけながら、思い出したように千ち尋ひろが切り出した。

「はんへふは？」

　カニをかじりながら優ゆう子こが返事をする。

「あんた、四月からさくら荘そうに住んでもらうから」

　さらりと飛び出したとんでもない通達に、空そら太たはぎょっとした。栞奈も口を開けてぽかんとしている。

「やった～！」

　優子だけが両手を突つき上げて喜びを表現している。

「一般寮りようの壁におかしな絵を貼はられて迷めい惑わくだからって、寮母さんに泣き付かれたのよ」

　質問する前に、千尋がそう教えてくれた。

「……お前はまだそんな幼よう稚ちなことをしてたのか」

「優子にはフクツの闘とう志しがあるからね！」

　たぶん、意味がわからずに言っている。

「でも、四月になったら、空太先せん輩ぱいはいないわよ」

　冷静に栞奈が指摘する。

「は！　がび～ん！」

　優子は今さら気づいたかのようにショックを受けていた。一体、どこまで頭が弱いのだろうか。

「そんなの酷ひどいよ、お兄ちゃん！」

「酷いのはお前の頭の中身だろ」

「バカな！」

「バカめ」

　と言いながら、空そら太たは優ゆう子この器に鍋なべのだしに使った昆こん布ぶを放り込む。

「ワカメ！」

　優子がはぐはぐと食べているのは昆布だ。もう気にするのはやめよう。優子のバカにはきりがない。

「空太先せん輩ぱいの妹って、バカですよね」

　真剣な顔で、伊い織おりがしみじみと呟つぶやく。

「あなたよりは勉強できるわよ。赤点は取らないし」

「バカな！」

「バカね」

　栞かん奈ながかわいそうな目で伊織を見ている。

「試験前に、栞奈さんが勉強教えてくれてるおかげだよ」

　その点は本当に感謝している。ゲーム制作で空太が忙しい時期にも、優子は試験前になるとやってきて、正直、かなり邪じや魔まだった。栞奈が勉強を見てくれて大助かりだった。

「私と栞奈ちゃんの友情パワーにかかれば、試験なんてへっちゃらだよ」

「主に、優子が面めん倒どうをかけてるだけだろうが」

「ほら、見て、お兄ちゃん！　こないだふたりで撮とってきたんだぁ」

　自慢げに優子がケータイの裏面を見せてくる。プリントシールが貼はられていた。少し迷めい惑わくそうな栞奈に、優子が横から抱きついて頰ほおずりをしている。

「あと、これも見て見て！」

　今度はケータイカメラの画像を、優子は見せてくれた。

　一枚目はカラオケ店内。マイクを持って歌っている栞奈を撮ったもの。途中で気づいたのか、「撮っちゃダメ」と言った感じで、カメラの前に手のひらを出している。二枚目は、ゲームセンター内。クレーンゲームの筐きよう体たいの前で、戦利品のぬいぐるみと記念撮影をしていた。

　写真から顔を上げると栞奈と目が合った。

「神かん田ださんがしつこく誘さそってくるので、仕方なく付き合ったんです」

　その割りには楽しそうだ。ぬいぐるみを胸に抱いた写真など、満面の笑みと言っていいかもしれない。

「あのさ、俺と行く約束は？」

　横から写真を覗のぞき込んでいた伊織がぽつりともらす。

　そう言えば、前に伊い織おりと栞かん奈なは、一いつ緒しよにカラオケやらゲームセンターに行く約束をしていた気がする。

「神かん田ださんが一いつ緒しよに行ってくれるから、あなたはもう必要ない」

「……そんな、俺、超ちよう楽しみにしてたのに」

　テーブルに手を突ついて、伊織がうな垂れる。本当にショックだったらしい。

「知らないわよ、そんなこと」

「今度、三人で行ってきたらどうだ？」

　空そら太たはそれとなく伊織に助け船を出してあげた。

「それは嫌いやです」

　取りつく島もなく、栞奈に拒否されてしまう。

「私の負担が多すぎますから」

　聞く前に理由を教えてくれた。確かに、優子と伊織の相手を同時にするのは、かなりハードそうだ。

「あ～あ、楽しみにしてたのにな～。してたのにな～」

　椅い子すの上で膝ひざを抱かかえた伊織は、完全にいじけていた。その後も、ぶつぶつと栞奈に聞こえるように文句を言っている。

　栞奈は聞こえていないふりで、カニのハサミをぱきっと割っていた。

「こーはいくん、やりたいことは全部できたのか！」

　突然、お玉を美み咲さきが振ふりかざす。

　思い出したのは、去年の卒業式。あの場で、空太は先にスイコーを卒業する美咲を前に誓ちかったのだ。美咲や仁じんとできなかったこと、やり残していたことを、残りの一年で全部やり遂とげるのだと……。

「そうですね……」

　思い返しながら、考えるように呟つぶやく。

　この一年、色々な出来事があったと思う。

　春に、新入生だった伊織が早速さくら荘そうにやってきた。その後すぐに、優等生だと思っていた栞奈も、とんでもない理由を引っ提さげて島流しにされてきた。

　さくら荘の部屋は再びすべて埋まり、賑にぎやかな日々がまたはじまったのだ。

　そうした日々の中で、ゲームクリエイターになるための勉強を続けた。挑ちよう戦せんし続けてきた。

　ましろと七なな海みから想いを打ち明けられ、人生の中で最高に悩んだ時期もある。

　龍りゆう之の介すけとケンカだってした。

　楽しいだけの一年ではなかった。答えを出すことに苦しんだりもした。嫌いやな気持ちになる瞬しゆん間かんは、いくらでもあった。だけど……。

「あの日に思ってたことが全部できたかはわかりません」

「……」

「ただ、今の俺は、高校生活をやり直したいなんて、まったく思ってないんですよ。それよりも、もっと先まで早く行きたいって……気持ちが落ち着かないくらいです」

　心の中に、悔くいなど少しもない。

「だから、これでよかったんだと思います」

　空そら太たは美み咲さきに胸を張って答えた。

「うむ、それでこそ、こーはいくんだ！」

　ご褒ほう美びなのか、珍しく美咲がカニの足を分けてくれた。いつもは搔かっ攫さらっていくばかりなのに……。

「そういえば、ましろはどこへ行ったんですか？」

　リタが首を傾かしげている。

　ましろの定位置である空太の左ひだり隣どなりは空席になっていた。

「さっき猫ねこを追いかけて、庭に出て行きましたよ」

　教えてくれたのは栞かん奈なだ。今もぶつぶつと文句を言っている伊い織おりを軽くあしらっている。

　窓の外に目を向ける。ダイニングから縁えん側がわに出られるようになっているのだ。でも、ここからではましろの姿すがたは見つからない。

　席を立つと、空太はサンダルをつっかけて外に出た。




　さくら荘そうの庭に立った一本の桜さくらの木。その下に、空太はましろの後ろ姿すがたを見つけた。

「……」

　歩み寄って無言で隣に立つ。

　見ると、ましろは胸にチビ白猫のさくらを抱いていた。その目は桜の木を見上げている。

「まだ咲かないのね」

　つぼみは小さく硬そうだ。例年通りなら咲くのは三月下旬だろう。

「あと二週間くらいしないとダメだろうな」

　その頃には、空太も、ましろも、さくら荘を巣立つことになる。

「残念ね」

「そうだな」

　しばらくふたりで桜のつぼみを並んで眺ながめていた。

　ダイニングからは賑にぎやかな声が聞こえてくる。美み咲さきが中心になってゲーム大会がスタートしたらしい。負けたら脱ぐというルールに伊織が喜び、栞奈は参加を拒否しているようだ。

「空太」

「ん？」

　少し見上げるような仕し草ぐさのましろと目が合う。

「空そら太たにお願いがあるわ」

　透とう明めいな瞳ひとみには、空太が映っていた。

「なんだよ、改まって」

「みずほとつばめとさくらを、わたしに頂ちよう戴だい」

　胸に抱かれたさくらが「にゃ～」と鳴いた。

「……」

「……」

　考えたこともなかった発言に、思考が停止してしまう。ぱちくりと瞬まばたきを繰り返したあとで、

「……どうする気だ？」

　と、一応、尋たずねた。

「飼かうわ」

「まじか」

「まじよ」

「まじで!?」

「まじでよ」

「……」

　どうも聞き間違いの類たぐいではなさそうだ。もちろん、冗談でもない。ましろの目は真剣そのもの。だからこそ、問題を感じるのだが……。

「ダメ？」

　申し出としてはありがたい。今のところ、茶トラのつばさと、コゲ茶トラのこまちは、美み咲さきが引き取ってくれるという話になっている。夫が単身赴ふ任にん中で、広い家にひとりだと寂さびしいらしい。

　他は、シャム猫ねこもどきのあおばとアメショっぽいあさひは、千ち尋ひろの許しを得て、栞かん奈なと伊い織おりが面めん倒どうを見たいと言ってくれている。

　ひかり、のぞみ、こだま、みずほ、つばめ、さくらの六匹は、空太のもとに残る予定だったので、どうしたものかと悩んでいたところだ。ましろが三匹引き取ってくれるのなら、問題は一気に解決する。

　ただ、今度は別の問題があった。飼かい主ぬしがましろで本当に大丈夫なのかという大問題だ。

「いきなり三匹は荷が重くないか？　最初は一匹とかさ」

　やんわりと探さぐりを入れてみる。

「一匹だけだとかわいそうよ」

　確かにその通りだ。

「リタには相談したのか？」

　飼うには一いつ緒しよに住む予定のリタに許してもらう必要がある。

「『ちゃんと面めん倒どうを見られるのならいいですよ』」

　胸を張って、リタの真ま似ねをしているつもりなのだろうが全然似ていない。

「それ、結果的にお母さんが面倒見るパターンのやつだろ……」

「ちゃんとお世話するわ」

「捨て猫ねこを拾ってきた子供はみんなそう言うんだぞ」

「……」

　じっと空そら太たを見つめるましろの目には、徹てつ底てい抗こう戦せんの光が宿っている。諦あきらめる気はさらさらなさそうだ。

「だいたい、どうして急に」

「わたし、自立するわ」

「……」

「猫のお世話ができる大人おとなの女になるの」

　その感情がどこから来るものなのかは想像に難かたくない。空太が深く関係している。

「……ちゃんと、できるんだな？」

「リタもいるわ」

「最初からリタ頼みかよ！」

「ちゃんとかわいがる」

　さくらの頭をましろはやさしく撫なでていた。気持ちよさそうにさくらが目を瞑つむる。

「……わかったよ」

「空太？」

「みずほ、つばめ、さくらはましろに任まかせる」

「うん……ありがと」

　ましろの腕の中でさくらが再び「にゃ～」と鳴いた。

「ねえ、空太」

「まだ何かあるのか？」

「うん……」

　先ほどまで穏おだやかだったのに、ましろの表情は硬かたい。

「大事な話があるわ」

　声もわずかに緊きん張ちようしているように思えた。

　それが何を意味しているのか、空太は瞬しゆん時じに理解していた。

　だからこそ、

「……わかってる」

　と、ぽつりと答えた。

「……」

　驚いたようなましろの視線は受け止めずに、空そら太たは桜さくらの木に向き直る。

「わかってるからさ……先に俺の大事な話を聞いてほしいんだ」

「うん……」

　短く答えたましろは空太と同じように、桜の木を見上げていた。

「ましろ」

　そっと、呼びかける。

「なに？」

　空太もましろも桜の木から目を逸そらさなかった。

　心の中で、一度だけ深呼吸をする。そのあとで、空太は躊躇ためらわずに今の想いを告つげた。

「別れよう」

　ゆっくりと吐はき出した言葉は、まだ冷たい春の風に乗る。

「……」

　ましろは無言で受け止めている。

　この一週間が教えてくれた。楽しいデートに出かけたわけでもなく、仲の良いカップルのように、部屋でイチャイチャする時間があったわけでもない。毎朝、机の下で寝ているましろを起こして、着替えを用意してあげて、寝ね癖ぐせを直してあげて、一いつ緒しよに朝食を食べた。日中はお互いにやるべきことに専念する。空太はゲーム制作の作業。ましろは漫まん画がの執しつ筆ぴつ。時々、お腹が空すいたとましろが部屋に来て、バームクーヘンでお茶をした。夜、風ふ呂ろに入ったあとでは、ドライヤーで髪を乾かしてあげた。

　お互いに、それ以上は望まなかった。求めなかった。

　それでよかった。それで十分だった。

　その居い心地ごこちのいい日々が気づかせてくれたのだ。恋人になる前の方が、ましろと過ごす時間を楽しめていたことを……。自然体で噓うそを吐つかずに、ありのままの自分でいられたことを……。それがお互いのためだということを……教えてくれたのだ。

　全部を等しく大事にするのはとても難しい。

　ましろの夢を応援して、自分の目標も大切で、ふたりの関係だってないがしろにはしたくない。だけど、どこかで優先順位をつけなければならない瞬しゆん間かんはあって、ふたりともそれに苦しんでいた。夢に捧ささげた分だけ、ふたりの時間は減へっていく……。側そばにいたいと思う瞬間がずれていく……。どうしようもない現実を前に、お互いを傷付け合ってきた。

　何も間違っていないと思うのに、気持ちはすれ違っていた。きっと、この先もそれは変わらない。ふたりが恋人同士でいるうちは、お互いの夢を応援したくてもできなくなっていく。叶かなえたい夢があるから……。たどり着きたい場所があるから……。大切にしたいふたりの時間を大切にできなくなっていく。そして、いつかは、この胸をあたたかく満たしていた好きという気持ちが、真っ黒に染まって嫌きらいへと変わってしまう。

　そんなのは悲しすぎるから……。まだ好きなうちに、別れた方がいいと思った。

「そうね」

　やわらかい声こわ音ねが返ってくる。

「それがいいと思う」

　空そら太たの大好きな音色。

　風が凪なぐ。

　まだ冷たい空気は鼻の奥につんとしみた。

「これで……」

「……」

「これで、空太の夢を応援できる」

　少しだけ切せつなそうなましろの横顔。

「漫まん画が、がんばれよ」

　空太は心からのエールを言葉に乗せた。

「うん。空太もがんばって」

　ましろは、今まで見た中で、一番やさしい笑みを浮かべていた。
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　たくさんのことを彼女が教えてくれた。

　彼女と出会い。

　彼女に惹ひかれ。

　彼女に圧倒されて……彼女に嫉しつ妬とした。

　彼女に憧あこがれて。

　彼女を目指した。追いかけた。

　そして、彼女に恋をして……。

　あたたかな想いは、今もこの胸の中にある。
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　水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの大講堂を出ると、春のあたたかい風が通り過ぎていった。

　スーツ姿すがたの空そら太たは、ネクタイをわずかに緩ゆるめて眩まぶしそうに空を見上げる。

　青く澄んだ空。

　流れゆく綿わた菓が子しのような雲。

　穏おだやかな日差し。

　心地ここちよい陽気に誘さそわれ、首都圏では例年よりも一週間ほど早く桜の花は見ごろを迎えている。

　卒業式の会場となっていた大講堂の前にも、見事なソメイヨシノが花を咲かせていた。

　これ以上はない卒業日び和より。

　記念撮影をする学友たちの姿があちこちで見られた。男子はスーツで、女子は袴はかまが目立つ。まさに大学の卒業式らしい光景だ。

　スイコーを卒業してから四年後……二十二歳になった空太は、無事に門かど出での日を迎むかえていた。

「空太先せん輩ぱい～！」

　名前を呼ばれ、人混ごみの中から声の主ぬしを探さがす。並木道の方から、伊い織おりが手を振ふって駆かけ寄ってくるのが目に入った。春らしい白いシャツに、ブラックのデニム。裾すそは出しっぱなしだ。目の前まで来ると、耳に装着していたヘッドフォンを首にかける。

「わざわざ、お祝いに来てくれたのか？」

「俺、ついに真理にたどり着きました。どうしてもそれを言いたくて」

　どうやら違ったようだ。

「遠くの大きなおっぱいよりも、近くの小さなおっぱいなんですよ」

　水明芸術大学の卒業生でごった返した大講堂の前で、伊織は何を言っているのだろうか。空太までおかしな目で見られるのでやめてもらいたい。側そばにいた髪の短い女子など、露ろ骨こつに嫌いやな顔をして遠ざかっていく。

「まったく……なにバカなこと言ってるのよ」

　伊織の頰ほおに小さな手が伸びてきたかと思うと、思い切りつねっていた。

「いだだだ、お前、なにすんだよ！」

　やってきたのは栞かん奈なだ。ふんわりしたブラウスに、短めのスカート。黒のタイツに包まれた足元には、少しかかとが上がった足首までのブーツを履はいている。その栞奈は、眼鏡めがねのレンズ越しに、不ふ機き嫌げんな視線を伊織へと向けていた。

　それでも、空太と目が合うと、

「卒業、おめでとうございます」

　と言ってきた。

「ありがと。伊織と栞奈さんは相変わらずみたいだな」

　ふたりとも今は水明芸術大学の学生だ。来月四月からは三年生になる。栞奈の所属は文芸学部。小説家として、執しつ筆ぴつ活動も続けている。伊織は音楽学部には行かずに、メディア学部でサウンドを専攻していた。生なま音おとも操あやつりながら、ＤＴＭに磨みがきをかけている。

「相変わらずって、どういう意味ですか？」

　栞かん奈なの冷たい眼まな差ざしの矛ほこ先さきは空そら太たへと変更されてしまった。

「仲がいいって意味」

「よくありません」

　きっぱりと栞奈が言い捨てる。

「いやいや、いいだろ。すごくいいって」

　伊い織おりの意見は真ま逆ぎやくだ。

「よくないわよ」

　こんな様子だが、これでもふたりは付き合っていたりする。

　交際スタートはふたりが高校三年のとき。

　なんでも、二年間気持ちが変わらなかった伊織に対して、栞奈が条件を出したらしい。

　──ピアノの全日本コンクールで入賞できたら付き合ってあげる

　空太も聴きに行ったコンクールの本選会場では、伊織の演奏に万ばん雷らいの拍はく手しゆが沸わき起こったのを覚えている。あれは本当にいい演奏だった。

　会場でばったりと出くわした伊織の姉である沙さ織おりは、

「私はあんな拍手をもらったことがないよ」

　と誇らしげに語っていた。なんでも、留学先のオーストリアから一時帰国していたらしい。

　その沙織は、一いつ緒しよに来ていた元生徒会長……館たて林ばやし総そう一いち郎ろうに、「本当は悔くやしいんじゃないのか？」と冷やかされていた。無言で睨にらみ返していたところを見ると、的まと外はずれな指摘でもなかったのだと思う。

「私は一番を取ることだけが、ゴールだとは思わない。優れていることと、人を魅み了りようすることは必ずしもイコールではないからな」

　その言葉の意味は、伊織の演奏に送られた拍手を聞いたあとでならよくわかった。

　腕を骨折したときに、もう一度コンクールに挑ちよう戦せんすると宣言していた伊織。その決意を見み事ごとに果たし、伊織は「姫ひめ宮みや弟」としてではなく、自分の演奏を観客に届けたのだ。そして、あたたかい拍手に包まれた。

　結果はというと……残念ながら入賞には届かなかったのだが……。

　失意の落選。

「俺の青春が終わった……」

　栞奈と付き合うチャンスを逃のがした伊織はどん底まで落ち込んでいた。

「もう何もしたくないです。今すぐ、地球は滅ほろびればいいんすよ……」

　真っ白に燃え尽つきていた。

　それを見かねた栞奈が、「はあ……わかった。付き合ってあげるから」という感じで、ふたりの関係ははじまったのだ。

　それから気が付けば二年半余り……。

「順調に続いているようで、俺はうれしいよ」

　多少の冷やかしを含ふくんだ口調でからかう。

「ろくな男が側そばにいないので、今はこれで我慢してるんです」

　栞かん奈なの素す直なおじゃないところは変わっていない。

「なんだよぉ、俺だってお前の小さいおっぱいで我慢してるんだぞ」

「伊い織おりはさっき遠くのなんとやらより、近くのなんとやらって言ってなかったか？」

「その最低な会話、やめてもらえますか？」

　凍こおり付いた目で、栞奈が睨にらんでくる。

「あ、そう言えば、ドラゴン先せん輩ぱいは一いつ緒しよじゃないんですか？」

　伊織が露ろ骨こつに話題を変えた。栞奈に怒られるのはこわいらしい。

「ん？　赤あか坂さかなら卒業式は出ないって言ってただろ？」

「今朝、空そら太た先輩が出かけたあとで、リタさんが迎むかえに来たんですよ。んで、ドラゴン先輩を無理やり連れて行きました」

「そうなのか？」

　今、空太、龍りゆう之の介すけ、伊織の三人は一いつ緒しよに暮らしている。スイコーを卒業後、空太と龍之介は大学の近くに古い一戸建てを借りて、住居兼開発室とした。さくら荘そうとは大学の敷しき地ちを挟はさんで反対側の地域。同じ街でも景色は一変した。新しい生活のスタートには、それくらいが丁ちよう度どよかった。

　そこへ、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに進学を決めた伊織が、あとから転がり込んできた。

　ゲーム制作は色々な試練はありつつも、順調に継続している。伊織がやってきた二年前には、スイコー時代からの夢だったゲーム会社も設立した。メンバーは空太、龍之介、伊織の三人。足りないグラフィックのスタッフは、企画ごとに美み咲さきやリタ、それに大学ではＣＧを専攻することになった深ふか谷や志し穂ほに声をかけて参加してもらっている。

「俺、ドラゴン先輩、捜さがしてきます！」

「あ、ちょっと！」

　すたすたと卒業生の群れの中へと伊織が消えていく。栞奈は空太に一礼したあとで、その背中を追いかけていった。

「電話すればいいのに」

　ふたりが見えなくなったところでそう呟つぶやき、ポケットからケータイを出した。

「……」

　けど、何もせずにポケットへと戻もどす。よくよく考えたら毎日顔を合わせている龍之介とわざわざ合流する理由がない。

　そうでなくても、今日はこのあとみんなと会う約束がある。同じ時を共に過ごした仲間たちと、さくら荘そうでちょっとした同窓会をするのだ。

　空そら太た、龍りゆう之の介すけ、伊い織おり、栞かん奈な、リタ、美み咲さき、仁じん、七なな海み、千ち尋ひろ、それと、ましろ……。

　頻ひん繁ぱんに顔を合わせていた仲間も多い。同じ大学に通っていれば、学科学部が違っても食堂なんかでばったり会うことはある。でも、逆に数ヵ月間連絡を取っていないなんてこともざらだった。

　ましろとはこの四年間、一度も会っていない。

　さくら荘の近くにふたりで住んでいるリタから、時々近況を聞かされていたくらいだ。

「……」

　久しぶりに会えるのだと思うと、腹部に緊きん張ちようが走る。それを忘れるために、空太は大講堂の前から歩き出した。

　混雑を避けて、並木道を進んでいく。正門から出て、さくら荘を目指すつもりだった。

　少し行くと、ケヤキの木の下に、人だかりを見つけた。

　何事かと思い、目を向ける。対たい峙じした一組の男女を、見物客が囲んでいるようだ。

　素通りしようと思っていたのだが、そうはいかなかった。輪の中心にいたのは見知った人物……龍之介とリタだった。

　仕方がなく野や次じ馬うまに混まざって様子を窺うかがう。

　スーツ姿すがたの龍之介は貴重だ。細身の体に、スリムなシルエットがよく栄えている。中性的な顔立ちと長い黒髪のせいで、男装している女の子にも見えるのだが……。

　龍之介だけでも目を惹ひくのに、その正面に立ったリタはもっと目立っていた。きらきらと光る金髪の女子が、青っぽい袴はかまに淡いピンク色の小こ振ふり袖そで姿なのだ。

「私、来週にはイギリスに帰ります」

　深刻な表情でリタが訴うつたえかけていた。

「知っている。何ヵ月も前から、何度も聞かされているからな」

「これまでのように、頻繁には会えなくなってしまうんです」

「僕にとっては歓迎すべき事態だ」

「私、本当にイギリスに帰るんですよ？」

「だからどうした？」

　龍之介の返事は素そっ気けない。

「どうしても、私とは付き合えないんですね」

「そうだ。何度も言わせるな」

　その言葉を受けてリタが目を伏ふせる。

「……わかりました。龍之介のことは諦あきらめます」

　声は悲しみに暮れていた。

「ですから、最後にわがままをひとつ聞いてください」

「断ことわる」

「今ここでキスしてくれたら諦あきらめます」

「断固として断る！」

「どうしてですか？」

「何回、僕に最後のお願いを要求するつもりだ！　この四年間で四十八回目だぞ！」

　大学に入学してから、一ヵ月に一度のペース。

　毎回、龍りゆう之の介すけがリタに押し切られる形で、買い物に付き合ったり、誕生日にプレゼントを強ね請だられたり、動物園に行ったり、美術館に行ったりしている……。

　学生内では有名な話で、もうふたりは事実上付き合っているというのが、おおよその見解だった。

「今日が本当に最後です」

「だとしても却きやつ下かだ」

「なぜですか？」

「こ、こんな人前で、キ、キスなんてできるか！」

「誰もいない場所でならいいんですね！」

　リタがポジティブに受け止めている。

「そういう意味じゃない！」

「では、録音スタジオに行きましょう。今なら誰も使っていないでしょうし、防音設備も完かん璧ぺきですよ！」

　ご機き嫌げんな様子で、リタが龍之介の腕をがっちり捕つかまえる。両手で胸に抱かかえるようにしていた。

「うわっ、は、離れろ！」

　慌あわてて身を引くがもう遅い。そこで龍之介と目が合った。

「あ、神かん田だ！　見てないで助けろ！」

「俺の率直な意見としては、もうリタと付き合えばいいと思う」

　心の底からそう思う。その気持ちには根こん拠きよもあって、龍之介の本音がどこにあるのか、空太だけは知っているのだ。以前、その点について話をしたことがある。

「なあ、赤あか坂さか……実際のところ、リタのことはどう思ってるんだ？」

　それは会社を起たち上げて間もない頃だった。

「どうもこうもない」

「あそこまで熱心に迫られて、悪い気はしないだろ？　美人だし、ちょっと強引なところもあるけど、性格だっていいと思う」

「今日はやけに絡からむな」

「どうなんだ？」

「……今は会社を起たち上げた直後の大事な時期だ。ゲーム制作以外のことを大切にはできない。ふたつのものを同時に一番大切にする方法があるのなら教えてくれ」

「……」

　返す言葉がなかったのは、それこそが空そら太たとましろが別れた理由だったから……。

　ただ、そのときに、龍りゆう之の介すけの気持ちははっきりとわかった。

　こうなるとあとは時間の問題だと思う。いずれはリタが寄り切るような気はしていた。

「ほら、空太もそう言ってますし、付き合ってしまいましょう」

「バカを言うな！　ええい、いいから離れろ！」

　必死に龍之介がもがく。でも、リタはしがみ付いたままだ。

「あんっ……もう、龍之介、みんなが見ている前で、変なところを触らないでください」

「いっ！」

　腕に伝わる胸の感触でも意識したのか、龍之介は顔を真っ赤にして硬こう直ちよくした。湯気でも出てきそうだ。

「あ、そうだ、空太」

　リタが思い出したように顔を向けてくる。

「ん？」

「その、言いにくいんですが……」

　リタの声のトーンは明らかに下がっている。

「なに？」

「ましろ……今日、来られないんです」

「……」

　一いつ瞬しゆん、口を開けたまま、言葉が出なかった。

「……そっか」

　なんとかそう絞しぼり出す。

「漫まん画がの原稿が忙しいようでして……」

「次、最終話だもんな」

　今や、ましろは超ちよう売れっ子の漫画家だ。あの当時から連れん載さいしている漫画は、スイコーを卒業した翌年には有名な漫画賞を受賞し、アニメ化、ドラマ化、実写映画化までされた。そのどれもが大ヒット。単行本の累るい計けい発行部数は、一千万部を突とつ破ぱしたと先月発売になった十巻の帯に書かれていた。少女漫画としてはものすごい数字だ。

　そして、その大ヒット作も、五年半の連載を経へて、来月四月に発売される雑誌で完結を迎むかえることになっている。ヒマなわけがない。作業にも熱が入っているはずだ。

「少しだけでも顔を出すように言ったんですけど……」

「いいよ、リタ。ありがとう」

　別に意識して四年間会わなかったわけではない。目の前のことに一生懸けん命めいになっていたら、四年が経たっていた。ただ、それだけのこと……。

　同じ街に住んでいても、偶然ばったり遭そう遇ぐうするなんてことはなかった。一度、リタと買い物をしている後ろ姿すがたを、商店街で見かけたことがあるくらい……。そのときは距離も離れていたし、空そら太たは仕事のことで、藤ふじ沢さわ和かず希きと電話をしている最中だったので、声をかけるタイミングを失った。

「では、空太。またあとで」

　ぐいぐいとリタが龍りゆう之の介すけを引っ張って行く。

「いいから、離れろ！」

「こうしないと人が多いのではぐれてしまいますよ」

「はぐれたところで、その金髪ですぐにわかる！」

　その後も、悲鳴を上げながら、龍之介はリタに引き摺ずられていった。

　見送っていると後ろから声をかけられた。

「赤あか坂さか君とリタさんもよくやるよね」

「ん？」

　振ふり返ると七なな海みが立っていた。濃のう紺こんの袴はかまに、淡い水色の小こ振ふり袖そで。川のせせらぎをゆらゆらと流れていくかのように、桜さくらの花の模も様ようが散りばめられている。

「おおっ」

　思わず感動が声になる。

「な、なに？」

　空太の反応に、七海は身構えていた。

「やっぱり、袴姿と言ったらこうだよな」

「なにそれ」

「ここだけの話、リタのはコスプレにしか見えなかった」

　青い瞳ひとみに、あの金髪だ。和服のイメージと合わない。

　空太の視線は自然と、一箇所で結わえた七海の髪に留まっていた。スイコーの卒業間近にばっさりと短く切った髪は、この四年間ですっかり長くなっている。

「髪、伸びたな」

「神かん田だ君、それ、会うたびに言ってるよ」

　学部の違う七海とは、数ヵ月に一度くらいしか顔を合わせていなかったせいだろう。

「そうだっけ？」

「そうです」

　他に言うことはないのかと、七海は不満そうに頰ほおを膨ふくらませていた。

　なんとなくふたりで並んで歩き出す。あちこちで記念撮影大会がはじまって、留まっていると邪じや魔まになりそうだった。

「声優の仕事の方はどうだ？」

「ぼちぼちだね」

「ぼちぼちか」

「事務所に所属して、この二年……色々なアニメ作品のオーディションは受けさせてもらってるけど、なかなか名前の付いた役はもらえない」

「競争厳しいんだな」

「ひとつしかない役に、何十人も集まるからね」

　事務所に所属するまでも大変だったが、この様子だと所属してからの方が大変そうだ。

「でも、私は諦あきらめない」

　七なな海みはどことなく楽しそうだ。

「まずは明日、女子生徒Ａの役をがんばってきます」

「それも立派な仕事だもんな」

「うん。……神かん田だ君は？　会社は順調？」

「まあ、なんとかやってるよ。開発費のことになると毎回頭が痛いけど」

　一本はずせば潰つぶれかねない小さな会社だ。当然、予算管理には気を遣つかう。面おも白しろいと思うものを、闇やみ雲くもに作っていればいいというわけにはいかない。毎日のように、スケジュールや予算とはにらめっこをしている。

「でも、神田君はそれも含ふくめて楽しいんだ」

「え？」

「顔、にやけてるし」

　そう指摘され、空そら太たは表情を引き締しめた。七海はおかしそうに笑っている。

「会社、もう二年だっけ？」

「ああ」

「早いよね。あっという間」

　言葉に実感がこもっているのは、七海にとってもこの二年間が特別な二年間だったからなのだと思う。事務所に所属して、仕事と大学を両立してきたのだ。

「もう二十二歳だなんて、ちょっと信じられない」

「言えてる。高校生の頃は、二十歳過ぎたらもっと大人おとななんだと思ってたんだけどな。いざなってみるとあんまり変わった気がしない」

「神田君は大人っぽくなったと思うよ」

「そうか？」

「私はあまり変わってないかも」

「青あお山やまの方こそ、大人っぽくなったよ」

「そう？」

　七なな海みが横目を向けてくる。ぴんと立ったまつ毛に整った眉まゆ。スイコー時代は化け粧しようなんてしてなかった。大学に入ってからだ。

　少しかかとの上がった靴なんかも履はくようになって、足も細くなった気がする。残念ながら今は袴はかま姿すがたなので確かめられなかったが……。

　他にも変わったことはある。いつの頃からか、ふたりきりでも自然に話ができるようになっていた。切きっ掛かけがあったわけではない。時間が気持ちを解ほぐしてくれたのだと思う。

　リタからの情報によれば、七海はましろとも会っていて、月に一度くらいは美み咲さきや栞かん奈なと一いつ緒しよに、女子だけの鍋なべパーティーをやっているらしい。

　さくら荘そうにいた頃と、全部が同じはずはないけれど、時計の針は新しい時間を確かに刻みはじめていた。

「あ、私、千ち尋ひろ先生にさくら荘の鍵かぎ借りてくるから」

　大学の正門が近づいてきたところで、七海はスイコーの校舎がある方へと舵かじを切った。

「なら、俺も一いつ緒しよに行くよ。どうせ、ヒマだし」

「神田君は先に行って、三み鷹たか先せん輩ぱいと美み咲さき先輩に声かけておいて……ていうか、美咲先輩が変なことしないように、見張っておいてほしい。なんか、先週会ったとき、花火を打ち上げようとか物ぶつ騒そうなこと言ってたから」

　確かに美咲ならやりかねない。ものすごくやりそうだ。

「わかった。阻そ止しできそうなら阻止しておく」

　思い返しても、美咲を止められた記憶などまったくないが……。

「また、あとで」

　手を振ふって七海とは一度別れた。

「さて、行きますか」




　通学路をさくら荘へ向けて歩いていく。通い慣れていたはずのこの道も、スイコーの卒業から四年が経過した今では、記憶と違って見えた。

　凸凹だった路面は舗装され、空地だった場所には新しい家が建っている。見たことのないマンションもあった。

　変わっていないはずの景色も、空太の感覚に微び妙みような違和感を訴うつたえかけてくる。

　児童公園を通り過ぎたところで、前からやってくる見知った一組の男女と目が合った。ジャケットをラフに着こなしているのは仁じんで、ショートパンツに上はだぼだぼのニットパーカーを羽は織おっているのが美咲だ。

「お～、こーはいくん！」

「あれ？　ふたりともどうしたんですか？」

　このあと、さくら荘そうに集まる予定があるのに、ふたりの足は遠ざかっている。

「商店街に買い出しだ。千ち尋ひろちゃんからのオーダーで、酒を買い足しておこうかと思ってな」

「ようやく、伊い織おりたちも二十歳になりましたからね」

　空そら太たよりも一年早く大おお阪さかの大学を卒業した仁じんは、去年この街に戻もどってきた。今はさくら荘の隣となりの敷しき地ちにある立派な一戸建てに、妻である美み咲さきと、空太から引き取った二匹の猫と仲良く暮らしている。

　美咲の方はというと、大学卒業後は、迷わず大学院に進んでいた。

「あたしは永遠の女子大生だよ！」

　とか、わけのわからないことを、去年の今頃に言っていた気がする。

　宇宙人に卒業はないらしい。

　美咲のアニメ制作はますます勢いを増していて、だいたい年一本のペースで単館上映できる尺しやくのオリジナル作品を発表している。そのたびに、注目を集めていた。

　さらに最近では、有名アーティストの新曲ＰＶを手がけたり、お菓子のＴＶＣＭを作って世間を騒がせている。

「あ、そうだ、仁さん」

「ん？」

「仕事の相談があるんですけど……五月の下旬からスケジュールって空あいてます？」

「新作ゲームのシナリオか？」

「はい」

「ＴＶアニメの各話脚本を一タイトルやらせてもらってるだけだから、大長編ストーリーでなければ大丈夫だと思うけど……企画内容を聞いてみてだな」

「じゃあ、あとで資料渡します」

「……」

　仁がそこで軽く息を吐はく。呆あきれた顔で空太を見ていた。

「な、なんですか？」

「せっかく花の大学生活だったのに、四年間、彼女も作らずに、ゲームばかり作って終わるってのはどうなのかと思ってね」

「彼女は作らなかったんじゃなくて、できなかったんですよ」

「お、なんだ。狙ねらってる子はいたのか？　どこの誰よ？」

「それは……」

　強がって誰かの名前を挙あげようとしたけど何も出てこない。

「そんなんだから、ドラゴンとデキてるんじゃないかって噂うわさが流れるんだぞ！」

「どこの誰ですか、そんな噂を流しているのは」

「しーほんがクネクネしながら言ってたぞ！」

　美み咲さきが『しーほん』と呼ぶのは、深ふか谷や志し穂ほのことだ。次に作るタイトルでも一いつ緒しよに仕事をすることになる予定なので、今度文句を言っておこう。

「んじゃ、また、あとでな」

　仁じんが美み咲さきと立ち去ろうとする。

「買い出しなら俺も行きますよ」

「ん？　そうか？　夫婦水入らずの時間にわざわざ割って入ってもらって悪いな」

　皮肉たっぷりの言葉。

「わかりました。ふたりで行ってきてください」

　仁が笑いながら遠ざかっていく。隣となりを歩く美咲はぶんぶんと空そら太たに手を振ふってきた。それに手を振り返す。手を繫つないだふたりの背中が見えなくなったところで、空太は再び歩き出した。

　すぐに、さくら荘そうへと続く緩ゆるやかな坂に差し掛かかる。何度も歩いたことのあるその道を、今は懐なつかしく感じる。空太は一歩ずつ確かめるようにゆっくりと足を前に出した。

　空気が少しずつ変わっていく。慣れ親しんだ気配を体が感じはじめていた。

　やがて、ボロアパート風の木造二階建ての建物が姿すがたを見せた。

　門もん扉ぴの脇わきには『さくら荘そう』というくすんだ表札がかかっている。

　大きく息を吸い込みながら、空太は建物を見上げた。

　高校三年間の大半を過ごした思い出の場所。

　今は誰も住んでいないので、生活のにおいはしない。老ろう朽きゆう化を理由に、ついに取り壊こわすことが決まったのだ。最後の住人となったのは、空太が三年のときに入寮してきた伊い織おり、栞かん奈な、それと空太と入れ替わりで入寮が決まった妹の優ゆう子こ。彼らの卒業後は、誰も住んでいない。

　門扉に手をかける。錆さびた音が耳を刺激した。

　一歩ずつ玄関に近づく。深呼吸をするようにのんびり歩いた。

　中に入ろうと扉に手を伸ばしたけど、鍵がかかっていて開かない。鍵かぎは七なな海みが借りてくる手はずになっているのを、今さらのように思い出した。

　苦にが笑わらいがもれる。

　毎日帰ってきていた場所だから、いつでも入れるような気分でいた。今も、入れるような気がまだしている。

「……」

　待っていても仕方がないので、空太は庭の方へと回ることにした。

　建物の陰かげを出ると、一気に視界がひらける。

　立派な桜さくらの木が、空太を出で迎むかえてくれた。

　満開の花。時とき折おり、花びらがはらはらと舞い落ちていく。

　空太の視界は、さくら色に染め上げられた。

　それでも、空太はその美しい景色に心を奪うばわれることはなかった。

　桜さくらの木の下に誰かが立っている。

　背中を向けて立っていた。

「……」

　ごくりと喉のどが鳴る。緊きん張ちようが走った。

　目の前にあるのは、ずっと追いかけ続けてきた華きや奢しやな背中。

　風がそよぐ。長くてしなやかな髪がなびいた。

　その髪を、少しだけ鬱うつ陶とうしそうに手で押さえながら、彼女がゆっくりと振ふり返る。空そら太たの心臓は大きく脈打っていた。

　彼女がそこにいるのだ。

　透とう明めいな瞳ひとみ。凛りんとした目元。雪のように白い肌はだ。儚はかなげでガラス細ざい工くの壊こわれ物のような繊せん細さいな雰ふん囲い気き。なのに、佇たたずまいからは、不ふ思し議ぎと意思の強さを感じる。四年前と変わらない神秘的な存在感を彼女はまとっていた。

「ましろ……」

　自然とその名を口にしていた。

「久しぶりね、空太」

　胸の中まで入り込んでくる声こわ音ねに、空太の背せ筋すじは震ふるえた。

「リタから来られないって聞いたぞ」

「どうして？」

　わずかにましろが首を傾かしげる。

「聞いているのは俺の方なんだけど」

「変な空太ね」

「それ、俺の台詞せりふ。……変わってないな、お前」

「……」

　わからないという顔をしている。

「漫まん画がのネームはいいのか？」

「よくないわ」

「よくないのに来たのかよ」

　話が微び妙みように嚙かみ合わない。でも、その感じを空太は楽しんでいた。気持ちはすっかり浮かれてしまっている。ましろを前に喜びが抑おさえ切れなくなっている。

「みずほとつばめとさくらは元気か？」

「元気よ」

「ましろは、元気だったか？」

「元気。空太は？」

「そう言えば、この四年間、一度も風か邪ぜを引かなかったな」

　引いているヒマなどなかった……という方が正しいのかもしれない。大学入学直後は、発売の決まった『リズムバトラーズ』の最終デバッグと、プロモーション展開の相談に明け暮れ、同時に二作目の企画立案を行わなければならなかった。

　それらと並行して、会社設立のための勉強も開始した。何が必要で、何をしなければならないのか。和かず希きが相談に乗ってくれたおかげで、だいぶ助けられはしたが……。

　そして、三年の春に、二作品の売り上げ資金を基き盤ばんにして、空そら太たはついにゲーム会社を設立したのだ。

　息を吐つく間もなく、以降は大学に通いながら、ゲーム制作の日々が続いた。当然だ。そのために会社を作ったのだから。すべて望んで手に入れたもの。ほしくて手を伸ばしたもの。やっと、その手に摑つかんだものだ。後悔などひとつもない。毎日が楽しくて仕方がなかった。今も楽しい。充実している。

「空太はバカなのね」

「そう言うお前はどうだったんだよ」

「風邪、引かなかったわ」

「人のこと言えないだろ、それ」

「そうね」

　ましろがおかしそうに微笑ほほえむ。

　空太の知らない大人おとなの表情がそこにはあった。

　風で舞った髪を押さえる仕し草ぐさも、年齢の分だけ落ち着いている。

「……」

　見み惚とれるなという方が無理な相談だ。

「空太、どうしたの？」

「え？」

「じっと、見てる」

「きれいになったと思ってさ」

　素す直なおにそう言わせるだけの魅み力りよくがましろにはある。恥ずかしいなんて少しも思わなかった。

「お風ふ呂ろ入ってきたもの」

「そういう意味ではなくて、四年前よりもってことだ」

「四年前のわたし、汚かったの？」

「あの頃もきれいだったけど、今はもっときれいになったって褒ほめてるんだよ」

「よかった」

　はにかむようにましろは口元に笑みを湛たたえている。

「なんだよ、それ」

「ここに来るまで不安だった」

「……」

「空そら太たに会うの不安だった。きれいって言ってもらえてうれしい」

　照れたようにましろが少しだけ視線を逸そらす。

　気恥ずかしさが空太にも伝染してきた。

「隣となり、いいか？」

　顔の熱さをごまかすようにそう口にする。

「うん」

　返事を待って、空太はましろの隣に並んだ。ふたりで満開の桜さくらを見上げる。どこまでも美しく、でも、どことなく儚はかなげに桜は咲き誇っている。

「空太は大きくなった？」

　ましろが横目を向けてくる。

「大学に入ってから、背は伸びてないぞ」

　身長を測るように、自分の頭を手で押さえた。

「でも、大きくなったわ」

「ま、別の意味で成長はしたかも。今や、社長だし」

「偉えらい人には見えない」

「俺もそう思ってる」

　代表取締役社長の肩書きが似に合あうようになるのは、何年後のことだろうか。

「ねえ、空太」

　ましろが再び桜の花に目を向ける。

「なんだ？」

　空太もそれにならった。見れば見るほどに桜の花は美しい。

「四年ぶりに再会した元恋人同士の男女は、どうすると思う？」

「どうするって……」

　今も、ましろは眩まぶしそうに桜を見つめている。

「最終話のネームが決まらないの」

「ああ……漫まん画がの話か」

　元々、さくら荘そうをモデルにして作られた物語だ。ドラマの中心を飾る男女は、一度は恋人同士になりながらも、すれ違いの連続を理由に途中で別れてしまっている。それから、それぞれの道をお互いに歩み、何年も会うことはなかった。

　そんなふたりは、最終回の直前で再会を果たす。ふたりにとって思い出の場所で……。

　そこまでが、五日前に発売された今月号の展開。目と目が合った瞬しゆん間かんに、来月号へと続いている。空太も最終話の内容が気になっていた。

「漫画の登場人物がどうするのかはわからないけど……」

　先ほどまでと同じ調子で、空そら太たはそう前置きをした。

「ましろ」

　声をかけながら、ましろに向き直る。

「なに？」

　ましろも空太の方へ体を向けた。

「俺は、この四年間、ずっとましろのことが好きだった」

「……っ」

　驚きにましろが目を見開く。

「四年前より、好きだ」

　空太はそっと手を差し出した。

「またケンカするかもしれないわ」

　ましろは自分の手を胸に抱いている。

「そうだな」

　その通りだ。

「また嫌いやな気持ちになるかもしれないわ」

「そうだな」

　それも、ましろの言う通りだと思う。

「また傷付けるかもしれないわ」

「そうだな」

　本当にその通りだった。

「でもさ……」

　気持ちは花開くように前を向いている。

「なに？」

「今度はふたりで乗り越えていけると思うんだ」

　振ふり返るとあっという間だった四年間。その歳月が、少しだけ自分を大人おとなにしてくれたという実感はある。

　今、こうしてましろを前にして、ここからまたはじめようと思えたことが確かな証しよう拠こだ。その気持ちを信じてあげたい。ましろとの再会がくれた気持ちを、ましろに知ってほしかった。願わくは、共有したかった。

　ましろはわずかに目を伏ふせている。

「……」

　何も言わない。

　ただ、ゆっくりと手を伸ばしてきて、空太の手を摑つかんだ。

「そうね」

　顔を上げる。目と目が合った。

「ふたりで」

　そう言葉にして、ましろはにっこりと微笑ほほえんだ。

　一いち陣じんの風が吹き抜ける。

　桜さくらの花びらが、ひらひらと舞い落ちてきた。

　まるでふたりを祝福しているかのように……。

　ましろの頭の上に乗った花びらに、空そら太たはそっと手を伸ばした。

「ほら、これ」

　指で摘つまんだピンクの花びらをましろに見せた。

「空太もついてるわ」

「え？」

「取ってあげる」

　そう言って、ましろがつんっと爪先立ちになる。

　次の瞬しゆん間かん、唇くちびるがやわらかな感触に包まれた。

　触れるだけの短いキス。

　一歩下がったましろは、少し意地の悪い笑みを浮かべていた。悪戯いたずらが成功して満足したらしい。この四年で、ましろはこんな顔もするようになったのだ。

　驚いたのもつかの間、今度は背後から物音と一いつ緒しよに、

「って、ちょっ！　押さないで美み咲さきさん！　うわ～！」

「へ、変なところ、触らないでよ」

「美咲先せん輩ぱい、見つかったらどうするんですか！」

「くっつくな、留学娘！」

　という聞き覚えのある声がいくつも聞こえてきた。

　振ふり返ると、案の定じよう見知った顔が勢せい揃ぞろいしている。

　一番下に伊い織おり。その上に栞かん奈なが乗っかり、七なな海みと美咲も覆おおい被かぶさっている。

　仁じんは一歩離れたところでニヤニヤと笑みを浮かべ、その隣となりでは千ち尋ひろが退屈そうにあくびをしていた。関係ないところで、龍りゆう之の介すけはリタに抱き付かれている。

「お、お兄ちゃん！　優子はましろさんとよりを戻もどすなんて許しませんからね！」

　ひとりで憤ふん慨がいしているのは妹の優ゆう子こだ。何の間違いか、優子は付属推すい薦せんで水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに合格し、今は栞奈と同じ文芸学部に在ざい籍せきしている。高校時代、試験のたびに栞奈から勉強を教えてもらっていたのがいけなかったのだと思う……。

「別に優子の許可を取る必要はないだろ」

　うんざりしながら空太は答えた。

「そうね」

　ましろも頷うなずいている。

「がーん！」

「いや～、しかし、感動の場面だったね！」

　真っ先に立ち上がった美み咲さきは目を輝かせている。

「『俺は、この四年間、ずっとましろのことが好きだった』」

　仁じんが恥ずかしい空そら太たの台詞せりふを忠実に再現する。

「あたしも！　ひしっ！」

　美咲は仁に抱き付いている。ミュージカルのようにぐるぐると回っていた。ものすごく脚色されているのは気のせいだろうか。

「いつから見てたんですか？」

「聞かなくてもわかるでしょ？」

　悪戯いたずらっぽく七なな海みが笑う。

「最初からか……」

「みんなで協力して、空太とましろがふたりきりになれるように、演出をしたんです」

　作戦が成功してリタはご満まん悦えつだ。空太はそのリタの脇わきに立つ龍りゆう之の介すけに目を向けた。

「赤あか坂さかまで協力したのか……」

「断ことわる理由はないからな」

「そうですか……」

　それとなく栞かん奈なにも同様の視線を向けた。

「私も、断る理由はないですから」

「そうですね……」

「俺は空太先せん輩ぱいならやってくれると信じてましたよ！」

　興奮した様子の伊織は、自分のことのように喜んでくれている。

　どうやら、空太の知らないところで、だいぶみんなをやきもきさせていたらしい。

「ま、今度はいつまで続くか知らないけど、一応、おめでとうと言っておくわ」

　千ち尋ひろは相変わらずだ。

「一応、どうもありがとうございますと言っておきます」

「よ～し、それじゃあ、記念に写真を撮とるんだも～ん！　はいはい、みんな桜さくらの木の下に集合だ！　さくら荘そうの愉快な仲間は大集合だ！」

　仁がデジカメをセットして、みんなが空太とましろの周りに集まってくる。

　美咲に押された拍ひよう子しに、ましろと肩がぶつかった。視線が絡からむ。透とう明めいな瞳ひとみは、楽しそうな色を湛たたえている。空太はその手をそっと握にぎった。

　一度は離してしまったましろの手。

　今度は離さないつもりで、少しだけ強く握る。ましろも同じくらいの力で握り返してきた。

　やがて、セルフタイマーのシャッターが落ちる。

　満開の桜さくらに負けないくらい、さくら荘そうには笑顔の花が咲いた。
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　あとがき




　きっと、この先も、彼らには色々な出来事が待ち受けていると思います。

　上う手まく行かない現実に傷ついたり、些さ細さいなことでケンカをしたり。

　喜びを分かち合ったり、みんなで鍋なべを囲んで騒いだり。

　泣いて、笑って、怒って……そうしながら、さくら荘そうで過ごした日々を糧かてにして、彼らはさくら荘らしく生きていくのだと思います。

　成長した彼らには、もはや、船せん頭どうは必要ありません。




　本作を通じて出会った関係者の皆様へ。

　心より厚く御礼申し上げます。

　こうして無事、作品の完結を迎えることができました。




　支えてくれた読者の皆様へ。

　ただ一ひと言こと、感謝の想いを込めて、この言葉を送りたいと思います。

　ありがとうよりも、ありがとう。





鴨かも志し田だ一はじめ









鴨かも志し田だ　一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。

最後は作品にちなんで桜です。場所は日本武道館の前。今年の春に撮影したものです。満開ですね。

え～、あと最後と言いながら、もう一冊短編集が出るかもしれません。出なかったらごめんなさい。
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溝みぞ口ぐちケージ

３年半、お付き合いいただきありがとうございました。

無事最終巻を迎えることになりました。

鴨志田先生、担当様、本当にお疲れ様でした。









電撃文庫





さくら荘そうのペットな彼かの女じよ10











鴨かも志し田だ一はじめ
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